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発刊のことば

農林水鹿祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国畏的な祭典として，昭和37年，

林水産業者に天皇杯がご下賜になったのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産霊祭は，農林水産省と臼本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

南の協力を得て，毎年11丹 23El .勤労感謝の臼を中心に開催され，農林水産業者

~天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和61年度は，その25@] 自に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第25回農林水産祭に参加し

た各種表彰行事 (379件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財613点の中か

ら，天患杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)，内閣総理大臣賞を授与さ

れるもの 6 点(同) ，自本農林漁業援興会会長賞を授与されるもの?点(農産部門

2 点，その他の部門 1 点)が選考されました。また，むらづくり部門については，

44都道府県から各 1 点、推せんのあったむらづくり事例の中から，天皇杯，内閣総

理大臣賞を授与されたもの各 l 点，農林水産大田賞を授与されたもの 16点がそれ

ぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

浜代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々

を』大いに禅益することと思います。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和62年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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第 l 図受賞者の所在地

日

本

福井県
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掴受賞者の概要

(1) 地域の概要

野々市町は，石川県のほぼ中央部に位置し，起伏のない王子坦地で北と東側を金

沢市，西側を松任市，南側を鶴来町とそれぞれ接しており，東西4.5km，南北6.7

凶，面讃13.45k聞2 という小さい町である。気象は，北陸地方全般に共通する積雪地

帯であり，年間平均気温は13.40C，年間降水量は2 ， 573臨，年間日照時間は 1 ， 767

時間，積雪期間は50日程度である。

近年，野々市町は金沢市のベッドタウンとして，急激な都市化が進み，現在ス

は， 35 ， 000人を有する県下一人口の多い町となっており，商・工業の発達や宅地

開発がめざましく，町は，若いエネルギーにあふれでいる。

野々市町では，都市化の進展につれて，農用地(昭和60年562ha) ，農業人口(同

3 ， 011人)とも減少しており，総農家戸数569戸のうち，専業19戸，第 1 種兼業農

家77戸，第 2 種兼業農家473戸と第 2 種兼業農家率(同96.7%) が高く，耕地も農

業振興地域と市街化区域に二分されているが，平坦で肥沃な土地と豊かな水資源

に恵まれており，稲，麦，大豆，グリーンアスパラガス，かぶ，キウイフルーツ

及び菊等が主要作物として生産され，隣接の金沢市に中央卸売市場，また，道路

網の整備により京阪神市場へは車で 3 時間

ということもあって都市近郊農業の発展が

みられる。

水田土壌は，手取111扇状地帯の沖積土で，

下層は醸賓のため排水はよい。水利は，白

山を水源とした手取川七ヶ用水が整備され

ており，濯排水の便は良貯である。ただし，

ほ場整備については，明治末期の区爾整理

により， 7~8a区画となっている。

(2) 悌留孝治氏の略歴

イ弗田氏は，昭和26年に中学校を卒業する

と同時に経営の責任者として就農した。主当
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第 1 表野々市町の農家，農地の現況

農 家 戸 数 戸 569 

農 家 率 % 4.5 

専業農家数 戸 19 

第 l 積兼業農家数 IJ 77 

第 2 穣兼業農家数 刀 473 

専業農家率 % 3.3 

第 1 種兼業農家率 H 13.6 

第 2 穏兼業農家家 H 83.1 

農用地面積 ha 562 

一戸当たり農地面積 ha 0.99 

* 回 面 積 ha 553 

水 国 率 % 98.4 



時の自作地178aを耕作しながら，自立経営農家を目指して努力を始めるととも

に，同年青年産業研究会会員として，農業改良普及員，農協の営農指導員の指導

を受けて稲作技術の研究に励み，それ以後地域の良質米生産・品質の向上に努め

てきた。その結果， r富奥農協コシヒカリ多収穫栽培共励会J において， 2 年連続

第 1 位の成績をおさめる等により地域における指導的農家としての評価も高まっ

。た

また，金沢市の隣接都市としての野々市町における兼業化の進行を背景に，昭

和51年に「野々市町稲作受託組合J を結成し，以後稲作の借地と作業受託を増加

J せてきた。さらに，昭和38年頃から特産品である「かぶら寿し J (かぶ、の麹漬

け，石川県特産)の原料であるかぶの栽培を始め，その後，転作大麦との輪作体

系を確立し， r野々市町かぶら連合組合」において，金沢市の漬物業者と契約栽培

を行うほか，自らも地域特産品としての生産を行い，販売も順調に増加させてき

た。

臨受賞者の経営概況

(1) 労働力の構成

家族は，本人夫婦(本人50才，重苦46才) ，後継者夫婦(夫25才，委(昭和61年 4

月結婚) 21才)の計 4 人である。家族が経営部門ごとに労働分担を明躍にしてお

り，主として，本人は経営の総括，栽培管理，後継者はオペレーター，本人の妻

は漬物加工の費任者，農作業の補助員という労働分担を行っている。

第 2 表家族労働力の矯成

応 名 続柄 年齢 職業
60年農業

労働時間

{弗田孝治 経営主 50 農業 1,748 

H 弘子 妻 46 H 1,712 

H 利弘 長男 25 11 1,684 

H 雅美 長男の姿 21 
61年 4 月

H 
より

し…

第 3 表家族及び雇用労働力の配分 (60年)

(単位:時間)

区 分 水稲 大麦 かぶ 漬物加工

計 5,857 3 ,747 387 630 1,093 

男 3,460 2,355 264 366 475 
家族

女 1,684 1,110 123 159 292 

男 9 9 
月霊用

女 704 282 96 326 
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(2) 労働の把強等の工夫

タイム・レコーダーを導入して家族及び雇用労働時間の確実な把握を行う，家

族の経営意欲を高めるために給与制の実施，各部門における収益，その部門にお

ける貢献度を考慮して，年 2 回のボーナスによって差をつける等の工夫を行って

いる。

(3) 経営耕地の概況

昭和51年までは自作地178aに水稲と裏作にかぶ35aの契約栽培を行う兼業農家

であったが，兼業化，都市化の急激な進展によって水稲の受委託の動きがあった

ため，昭和51年に悶志に働きかけ「野々市町稲作受託組合J (現在全18戸で構万人

うち専業農家 7 戸)を結成し，初代組合長を勤め，借地，作業受託等による経営・

作業規模の拡大を始めた。

第 4 表経営耕地荷積の推移

1) 51年以前

区分

経営面積

うち自作地

2) 60年

区 分

経営面積

うち自作地

イ昔 t也

作業受託(延べ)

回

1 ,249 

178 

1,071 

, 2 ,880 

第 5 表作物の種類と作付面積

作物名 水稲 大変

60 年面積 805 422 

61 年商積 828 443 

(単位:アール)

畑 耕地計 山林 牧草地 耕地計

1 ,249 1 ,249 

178 178 

1 ,071 1 ,071 

2.880 2 ， 8、

(単位:アール)

かぶ その他
i口b、 計

(大根) (花蓮，大豆，野菜)

63 22 1 ,312 

70 22 1 ,363 
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昭和52年には借地257a， 53年には同365a， 60年には開1 ， 071a，作業受託(延べ)

2 ， 880a というように農用地利用増進事業等を活用して順調に経営・作業規模の拡

大を行ってきた。

①水稲 水稲の作付面積は， 805 第 6 表主要作物の経営規模の推移
a (うち{昔地665a) となっているが，

その他に春作業(耕起，代かき， 83

植) ，秋作業(刈取り，乾燥調製)あ

わせて2 ， 880a，予言苗5 ， 245箱の作業

受託を行っている。

②変麦は， 422a( うち借地398

a) となっている。

年度

昭和58年

昭和59年

昭和60年

L 一一一…

水稲 大変

705 a 533 a 

(582) (507) 

797 430 

(646) (430) 

805 422 

(665) (398) 

③ かぶ等 かぶについては63a， 注( )内は借地面積

第 7 表水稲作業受託状況

育 苗 春 イ乍 業 秋作業
区分

出芽苗 硬化首 耕起 代かき 田植 刈取り 乾燥調製

59年 2 ， 164箱 2 ， 383箱 375a 375 a 652a 663a 514 a 

60年 2,605 2,640 375 375 729 813 588 

その他に花蓮等22aの栽培を行っている。

(4) 麗業用機械，施設の整備状況

かぶ

50 a 

54 

63 

作業受託積
延べ面

2,579 a 
2.880 

治

農業用機械，施設の整備状況については，第 8 表に示したとおりであり，経営

規模の拡大に見合った機械・施設を整備していること，機械の保守管理に留意し

耐用年数が長いこと等により，生産費に係るコストの低減に努めている。

(5) 藤業組収益の構成

イ弗田氏の昭和60年の農業収益は3 ， 264万円，農業経営費1 ， 496万円、農業所得

1 ， 768万円である。農業粗収益の内訳をみると，稲作部門で73.4% (うち米販売

53.2%，農作業受託20.1%) であるほか，かぶ16.4% (漬物販売を含む。)，大麦
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10.0%の収入比率を示し

ている。

置経営の概要

{弗田氏の主要作目は，

水稲，大麦，かぶであり，

これらの作物を組み合わ

せながら，栽培技術，農

業経営等について工夫を

こらし，収益の安定的確

保を目指している。最近

の傾向としては，水稲と

かぶがJI買調な伸びを示し

ているが，大麦の作付け

は減少している。

作付体系は，第 2 闘に

示したが，水稲，大麦，

かぶを組み合わせること

によって，土地，労働力

の有効利用に努めている。

第 8 表 農業用機械及び施設の整備状況

1)機械

機械名 台数 iHaE pdt 

トラクター 2 台 30PS, 24PS 

カ

田 植 機 2 
4 条植(歩行裂)， 5 条植(乗

用)

コンノてイン 2 
3 条刈 4 条刈グレンタンク

式

乾 燥 機 4 31石( 2 台)， 32石( 2 台)

籾 詔 機 l 5 インチ

動力噴霧機 1 

動力数粉機 1 背負式

3河"" 苗 機 1 2 ， 000箱

播 種 機 1 

フォークリフト l 1. 5t裂

軽トラック 2 

普通トラック 1 2t車

2 )施設

施設名 規 模 利用作目等

農作業場 鉄骨平震 194.4m' 

農産加工場 木造 2 階建 47.5m' かぶ漬物加

農機異格納舎 木造平屋 68.0m' 農機具

万 鉄骨平震建 139.0m' 農機呉

第 2 図主要作物の作付体系 (60年)

育苗 鴎納

作物名

水稲 0-ー開削問。ロー.Q...一一一一一一一一一一-........ゐ同.. 

大変
収穫

422 L一一一一一一一一一一一四一一一一一一也間企

か.;; I 63 
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第 9 表農業所得等の推移

区 分 昭和58年 昭和59年 昭和60年

J口:,.. 25 ， 336千円 30 ， 550千円 32 ， 642千円

農 稲作部門 71.3% 75.5% 73.4% 
業 うち農作業受託等 17.5 18.1 20.1 

粗 米販売 53.5 57.1 53.2 

収 変部門 13.9% 10.6% 10.0% 
益

かぶ部門 14.4% 13.6% 16.4% 

うち漬物加工 7.2 7.8 11.1 

農 業 経 営 費 12 ， 289千円 13 ， 745乎丹 14 ， 961千円

農 業 所 得 13 ， 047千円 16 ， 805千円 17 ， 681千丹

第10表 主要作自別生産量及び販売額の推移

法 分 作付面積 生産量
単位当た

販売量 販売額 共販の形態
り生産量

昭58年 705a 39 ， 186埼 566見 38 , 100kg 13 ， 559千円 全量農協出荷

水稲 59 797 48 , 439 614 47.640 17 , 452 万

60 805 48 ,816 606 48 ,127 17 ,363 刀

昭58年 533a 18 ,405kg 345kg 18 ,000kg 3 ， 083千円 金量農協出荷

大変 59 430 17 ,654 410 17 ,250 2 ,965 11 

60 422 17 ,175 407 17 , 175 2 ,906 11 

昭58年 50a 20 ,400kg 4 ,080kg 18 ,200kg 1 ， 818千円 任意組合

カ'.J:: 59 54 22 , 400 4 ,140 17.900 1,788 H 

60 63 25 , 219 4 ,003 17 , 200 1,7l0 刀

昭58年 一-a 一kg -kg 913kg 1 ， 826千円 {闘 人

演物
59 1, 190 2.380 11 

加工
60 1,730 3,635 H 

昭58年 一一 a 一kg 一kg -kg 20 ， 286千円

計 59 24 ,585 

60 25 ,614 
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水穏の移植作業(左)

水稲の収機作業(オペレターは子息(右)) 

(1) 水稲

規摸拡大に必要な大型機械，育面施設，乾燥施設等を整備し，家族労働力を中

心にして計画的な労力配分と機械・施設の効率的利用，整備・保守管理の徹底に

よる稼働年数の延長等の工夫をこらしている。

① 品種の適正な組み合わせによる労働ピークの緩和と適期作業の実施 近年

の消費者の良質米志向にともない，早生種の加賀ひかり，中生種のコシヒカリ，

収益性の高いモチ米(ヒメノモチ)を加えた品種を組み合わせて，田植・収護機

等農繁期における労働力の配分を考議している。

②健苗の育成稚苗育苗方式で播種量は 1 箱当たり 170gのうす播きを励行

し，活力のある健苗を育成している。

③ 生驚に応じた施肥の合理化
第11表水稲品種別作付状況 (60年)

従来より基杷を減少させて，稲体の

生育に応じて穂、肥・実肥の分肥に重

点をおいた施肥改善によって，安定

多収を図っている。

④徹底した栽培管理 中干しの

徹底によって無効分げつを抑制する

底分

平生種

中生種
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品種名

加賀ひかり

じメノモチ

アキヒカリ

コシヒカリ

作付面積 作付比率

213 a 26.5% 

179 22.2 

21 2.6 

392 48.7 



秋耕を行う{弗殴氏

とともに，関断濯水の励行により根活力の維持を留り，登熱歩合の向上に努めて

し〉る。

⑤地カの維持増進毎年秋に稲わらの すき込みを行うとともに，深耕

(l5~20cm) を実施し，地力の維持に努めている。

⑥ 種子の会盤更新 育菌作業の受託を行っているため，均一な発芽・生予言を

必要としていること，品種の持つ特性を最大限に引き出すために毎年種子を 100%

更新している。

⑦機械の効率的利用による省力化 労力を要する水田のあぜぬり作業等は，

トラクターにあぜぬりアタッチメントを装着する，育苗箱，収穫物及び機械等の

移動，運搬にフォークリフトを導入する等機械化の徹誌により，作業効率を高め

ている。

その結果，照平均と比較して昭和60年の単収は， 125% (606kg) , 10a当たり第

今次生産費は70% 第12表 (60年産)

(137 ， 041円)， 60 
区 分 本 ノ、 県平均 本人/照

同当たり 2 次生
主挙 収 606kg 486kg 125% 

は 60%
10 a 当たり第 2 137 ， 041円 196 ， 545河 70% 

(13 ， 568 円) ，投下 うち 21 ， 629円 50 ， 804丹 43% 
労働時間は65% 60kg当たり第 2 13 ， 568円 22 ， 738円 60% 
(38.5時間)と

38.5時期 58.9時期 65% 
なっており，
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かぶの栽培管理を

行う傍路氏夫妻

産性・省力化生産体制を実現している。

(2) 大農作

① 作業の効率化 耕起・施肥・播種作業を一行程で行い，作業効率を高めて

いる。

② 生育の均一化 条播きを導入し，苗立ち及び生育の均一化を図っている。

③ 単収・品質の向上 融雪後の排水及び生育に応じて穂肥を重点とした施肥

によって，単収向上に努めている。また，赤かび病等病害防除の徹底により，品

質の向上に努めている。

その結果，県平均と比較して昭和60年の単収は， 123% (407kg) , 10a当たり第

2 次生産費は49% (39 ， 486円)，投下労働時聞は40% (7.3時間)という低コスト，

省力生産を実現している。

(3) かぶ作等 第13表大麦の生産費等 (60年度)

連作障害防止の

ため大麦との輪作

栽培を行うほか，

有機質肥料の施用

により高品質のか

ぶ、の生産に努めて

いる。さら tこ，昭

思 分

単 収

10 a 当たり第 2 次生産費

うち農機具費

50kg当たり第 2 次生産主費

10 a 当たり投下労働時間

本 人

407kg 

39 ， 486円

8 ， 873円

4 ， 850円

7.3時間

県平均 本人/1'

332kg 123% 

80 ， 368円 49% 

12 ， 949円 68% 

11 ， 009丹 44% 

18.1時間 40% 

和51年に「野々市町かぶら連合組合j を結成し，契約栽培を推進するとともに，
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パイプハウスを利用した隔離採種及び高品性を高めるために優良系統の選抜等

野々市町全体の産地化に貢献している。

また，単に，かぶを栽培して漬物業者に販売するのみならず，夫婦で家庭の味

の「かぶら寿しj 作りを研究し，天然ブリと自家製の麹を使い，石川県経済連の

ふるさと便としても採用されている漬物加工も行っている。

関経営・技術の評価及び今後の課題

(1) 経営・技術の評価

{弗田氏は，就農以来，農業技術の習得に努め，借地，作業受託等によって経営

規模の拡大を進め，その規模に応じた機械・施設を整備する等無理のない方法で

現在の経営を確立してきた。

① 「野々市町水穂受託組合J を還とた活動

都市近郊地帯における様々な問題が存在する中で，都市化の進撲を契機として，

問志に呼びかけ「野々市町水稲受託組合J を結成し，地域内における委託希望者，

受託希望者との聞をつなぐパイプとなり，作業受託，借地等による規模拡大を地

域内に浸透させることに貢献している。

② f野々市町かぶら連合組合J :ã-通じた活動

経営の安定化を困るため，石川県名産の fかぶら寿し」の原料であるかぶの契

約栽培の推進，組合員向けの鐙良種子の供給のためにパイプハウスを利信した隔

離採種を行い，商品性を高めるために根型の費一化等の選抜を行う等地域特産化

に対する貢献には大きいものがある。

③ その他

併田氏は，米麦の品質向上，生産性の向上に努めており，労働時間，生産費等

は県平均と比較してみるとかなり水準の高い経営を実現している。

特に，年齢的に50才という最盛期にあり，それに専業農家としての誇りと地域

に対する熱J靖，技術と経営に対する研究的態度，湿厚な人椀などからみて，

地域農業のリーダ}として得がたい範となるべき農家といえる。

さらに，小規模乾燥施設ともいえる乾燥機等の整備を含めて一連の農業機械を

しており，偽田氏本人と子患のこ人で機械作業に従事しているが，機械・施
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設の保守管理が行き届いており，例えばトラクターで10年，コンパインで 8 年と

いう使周年数に見られるように，機械等は使用できる摂り使用するという考えで

あり，機械等の効率的利用，低コストへの取り組みについては徹底した考えを持っ

ている農家である。

(2) 今後の方向及び問題点、

今後は，若い後継者である子息が新しい経営感覚を持って経営に加わる等によ

り，規模拡大のメリットが最大限に活用されるよう，また，より一層の経営の安

定化が岡られるように経営全体の再点検を行う必要がある。

① ほ場の整備

ほ場整備は，明治の末期から大正の初期においてなされたもので，一区画は 7

~8aの小底画である。これからは効率的な機械・施設利用等が可能となるように

大規模な区画が必要となってくるであろう。しかし，都市化が進展するにしたがっ

て土地価格が高騰していること等により，大規摸な区踊への整理は，非常に困難

であると考えられる。

② ほ場の集中化

借地，作業受託等によるほ場の分散が，これから先，さらに効率的な作業，生

産性の向上を函る上でのネックとなっている。子息が経営に参加するのを契機と

して，それまで自宅を中心に半径 41仰に分散していた借地，作業受託を半径 2km

以内におさえるようにしているが，一層の経営規模の拡大と同時に精撤な水管理

等の栽培管理を行うには現在のほ場の広がりが限界であると考えられる。そのた

め，今後は，より一層の生産性の向上を留っていくために、ほ場の集中化が必要

となってくるであろう。

③ 後継者の育成

子息が，早くから農業に強い関心を持っていたので，その子息の技術の向上を

留るため，農林水産省農業者大学校で農業技術・経営について学ばせたほか，ア

メリカ，デンマークと大規模農業地での海外研修を行わせた。

今後は，その若くエネルギーにあふれた経営感覚，研修で得た新技術?等を経営

内取り入れていく必要がある。
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さらにコスト低減に努力

{鈴田孝治

この度，思いがけない天主主杯受設の このように，複合経営に取り緩み，

栄誉を得ましたことは，感慨無量であ 家族一同努力しておりますが，現夜の

ります。この栄光は，私個人のもので 農業をめぐる厳しい状況を踏まえて，

はなく，各関係機関の御指導，御援助 一層のコスト低減に努め，生産性の高

によるものであり，深く感謝と敬意を い水国農業を篠立していく所存であり

表しておる次第であります。 ます。吏に，今回の栄誉に応えるため

当地は，兼業化の進展が急速であり これまで以上に地域農業の発展に尽し

まして，それに伴って稲作の受委託の ていく所存であります。

動きがあり，これを契機として，私は

専業農業への転換を決意し，それ以後，

研究と努力を重ねてきました。現在で

は，長男が幾業者大学校を卒業し，海

外での研修をつみ，経営に参加してく

れております。

稲作については，町当局，農協の方々

の指導を受けて，農地の集積・コスト

の低減を図り，経営の改善に努めると

ともに， 38年頃より地区の方々とかぶ

の契約栽培・改良を続けてきました。

また，夫婦で家庭の味の「カブラ寿しJ

(かぶの麹漬け，石ìJ11 県特産)造りを

研究し，天然ブリと自家製の麹を使っ

たところ，販売量も増加し，経済連の

ふるさと便としても好評となり，本物

の味を造ってきた私どもとしましでも

飲ばしく感じております。
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内閣総理大臣費受賞

出品財大豆

受賞者楼間作治郎

第 l 関受賞者の所在地

(栃木県大田原市若草 2 -184) 

22 

璽受賞者の略塵

大田原市は，栃木県

の北部，那須野ケ原薦

状地帯の中央部に位置

する主要農業地帯であ

る。生産の中心は米及

び畜産であるが，水田

利用再縞対策の実施に

伴い，米の作付面積が

減少し，麦類，大豆

野菜等の作イすが増加)

ている。

農家については，総

農家戸数3 ， 343戸 (60

年)に対し，専業農家

347戸 (10.4%) ，第 1

謹兼業農家1 ， 184戸



第 l 表部門部農業組生産額の縫移
(単位: 100万円， %) 

~ 
務

言十 米 麦類 雑主主 穀類 いも類 野菜 果実 花き 作工 芸物 作その他物

生産額 9 ,255 8 ,400 59 15 

fil 
554 27 74 40 35 

50 
構成比 75.3 68.4 0.5 0.1 4.5 0.2 0.6 0.3 0.3 

生産額 12 ,229 9 ,611 858 462 56 1 ,026 88 86 35 7 
59 
構成比 71.6 56.3 5.1 2.7 0.3 6.0 0.5 0.5 0.2 

I~主
資 産 加工

養蚕
畜そのf産t包 農産物

ぷ口"- 計
百十 肉用牛 乳用牛 E家 鶏

生産額 66 2 ,966 434 633 375 1 ,472 52 4 12.291 
50 

構成比 0.6 24.1 3.5 5.2 3.1 11. 9 0.4 100 

生産額 67 4 ,782 1 ,127 1 ,029 462 2 ,152 12 2 17 ,080 
59 
構成比 0.4 28.0 6.6 6.0 2.7 0.1 100 

(農林統計)

(35.4%) ，第 2 額兼業農家1 ， 812戸 (54.2%) と専業農家の割合が比較的高く，

また 1 戸当たり耕地面積も 2.2ha と県平均の1.3haを大きく上回っている。

大立栽培に関しては，栃木県は10a当たりの収震が59年産229kg ， 60年躍で222kg

と全国的に見ても高い水準にあるが，大田原市はその中でも高い水準にあり， 60 

年産大豆の10a当たり~量は295kg と県内ーの単収を誇っている。この地域の大豆

作は麦との組み合わせによる 1 年 2 作が主であるが，地域的に見て麦一大廷の 1

斤 2 作体系の北限に当たるため，麦収穫後の大豆のは種が梅南期の持摘にぶつか

る恐れのある地域である。

桜間氏の{主む地域は，市の中心部より南東へ 4krnの距離にあり，南北に蛇尾川

が流れ，耕地はその影響を受けた沖積層からなる平坦地と那須野ケ原の代表的な

土壌である黒ボク火山灰土からなる台地とからなり，転作作物は比較的排水の良

い黒ボクの台地に多く作付けされている。

氏はこの地域で，水稲，ビール麦，大立及びしいたけの栽壌を行う専業農家で
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栽培ほ場

ある。

氏が大豆栽培に取り組んだのは，今から 5 年前の昭和56年で，それまでは転作

作物として麦だけを栽培していたが，麦だけでは転作奨励金を含めても米並みの

収謎を得られないこと，また，麦跡のほ場が半年にわたり空いてしまうこと等の

理由から，麦跡のほ場を有効に活用でき，水稲あるいはしいたけとの労働力の競

合が比較的少ない大豆を導入した。

しかし，当初は大豆栽培に関する知識もなく，また大豆栽培専用の機械も持っ

ていなかったため，大豆を作ってはみたものの雑草が大発生し，その結果，単収

は 150kg額度の低い水準であった。

そこで，収量の増大を図るため，周辺の大豆栽培農家 7 戸と「刈切平林大豆生

産組合」を結成し，補助事業などを活用して大豆栽培用機械の整備を関るととも

に，普及所等の研修会，技術指導を通じ技術の習得に努めた。また，当時栃木県

の奨励品種になったばかりのスズユタカを積極的に導入，作付けした。

その結果，年々着実に単収は向上し， 60年には単収428kg (全密平均の2.5倍j

10a当たり労働時間14.9時間(都府県田作平均の 3 分の 1 )，品質 l 等が99% とい

う優秀な成績をおさめている。

置経営の概要

桜同氏は，自作地2. 72ha，麦跡の期間借地O.72haのほ場において水稲2. 17ha, 

ビ、ール麦1.2ha，大豆1.22haの栽培を行うほか，しいたけホダ木12 ， 000本を保有

- 24 



第 2 表土地利用状況(昭和60年度)

第 3 表農作物の作付状況 (ha) 

作付面積 うち転作面積
物 名

58 年 59 年 60 年 58 年 59 年 60 年

大 思
0.9 1.2 1. 22 0.9 1.2 1. 22 
(0.4) (0.65) (0.72) (0.4) (0.65) (0.72) 

R 

菜 R 

落 花 生

オt 稲 2.12 2.12 2.17 

麦 類 1.2 1.2 1.2 0.5 0.5 0.5 

本良 菜 類

野 菜

その他(椎王手) 12 ， 000本 12 ， 000本 12 ， 000本

計 4.22 4.52 4.57 1.4 1.7 1.7 

(注) ( )内は借地面積

久，水稲・麦・大豆としいたけとの複合経営を展開している。農業労働力は，本

人夫婦と長男夫婦の 4 人であり，ほ場の機械作業等基幹作業については，氏と長

男の 2 人が分担し行っている。

第 4 表農業従事者数(昭和60年度)

備考

人

- 25-



60年度における経営の概要は，大豆が10a当たり収量428kg，水稲が544.7kg ，

ビー lレ麦が300kgであり，これにしいたけを含めた経営の実績は，農業粗収益1 ， 331

万円，農業所得752万円であった。

髄経営・技術上の特色

(l) 基本技締の励行と新技術の積極的な導入

①優良品種の作付け

ビール麦収穫後に大立をは種するため，晩播適応性が高く，品質的にも評価の

高いスズユタカを栽培品種として選定し，十分な栽植本数(14 ， 800株/10a) を恥

保し生育の均一化を図っている。

第 5 表経営収支(昭和60年度) (単位円)

農業粗収益 農業経営費 農業所得 転作奨励金等

大 豆 1 ,505 ,875 398 ,842 1 ,107 ,033 

水 F活 3 ,822 ,588 1, 646 ,172 2 ,176 ,416 

麦 類 726.380 220 ,710 505 ,670 

椎 他茸 7.260.000 3 ,525 ,776 3.734.224 
そ の

J口"- 言十 13 ,314 ,843 5 ,791 ,500 7 ,523 ,343 262 ,660 I 

第 6 表品質調査

60 年 度 59 年 度 58 年 度

1 等 5 ,190kg 99.4% 3 ,270kg 68.6% 1 ,590kg 72.6% 

ロロ口 2 等 30 0.6 960 20.1 570 26.0 

3 等 540 11. 3 30 1.4 

4 等

質 規格外

言十 5.220 100.0 4 ,770 100.0 2 ,190 100.0 
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第 7 表 出品豆類の耕種概e
t!¥ I¥i! !H v) 60 ~! 

fì;1;1'(!~削除 10 a 勺たり 11 ，，(窪
j、 " 122.6 a j28.3 1<)(ピル 22

~ど!l1 !íJr 輩~ 'Yi 間 !L1 IHJ 

Fl 'ぷ稼ffJ

取 IIE 望号; 6 iI 20 i 1 lX~ y:i 

梅田"詩文 布 " 1 x 0.25 0.25 
百字 f~ 鳩 11' 6 fI 26 U lX~ }長

持? 1包 " 1 xO.5 0.5 
書"写 JI!! I 6 H 29 LI 1 XO.5 0.5 

5主 !J~ " 1 x 0.25 0.25 

f手 れ 予約 Fl 3 13 1 x 0.25 。 25

f前 f予 " 1 x 0.25 0.25 

i゚ 肥 8 月 13 日 1 xO.25 0.25 
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アブラムシ
8 月 13 13 lX Y, ys 
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14.9 
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10 a 当たり収 1<)( 296 1<)( 3�5 I;g ""ν司"ー

ドミ校干IJ rfj U与Ilil にえた三, 
Nt手技術(使用交付名，投人法方法)

作業後名(~，式) 時間

マンアスアレヴダ ~ 部!人 t '10 a 

" 0.25 {関人 t 10 a 
プロードキャス J y:i 立高 人 資材名 :合土石氏 使用 80 1<)(1ﾏ0 a 
ハワーディスク 0.5 i閑人 持記深度 15 cm 
ロータリー 0.5 間人 回 数 2 沼

ブロードキャスター 0.25 飼人
肥料名 :¥ P K 
総fH 苛土入複合500弓 30注 目立分対 1.51<)( 6.01<)( 6.01<)( 
薬剤名ベンレート T*干n剤使Hli-せ 22.5g

ロタ 'J ーンダー 0.25 俗人 ;語 f五 4.51<)(/10a stllJxt:Hlll 14.815符ó(本数)
75cm 9 cm 

動1JI泣イIi Î議(シス卜) 0.25 日現 人 時:祭 101<)( :¥ 4.6 

動力唆設 ys 日ヰ 人
楽部名
使!ll ラッソ 乳約 (500cc). 150 e 1<)(/10 a 
11 

11 

~}J1J数布十議 Y, 1詩人 11 スミチオン紛部IJ 41<)( 

11 Y, 間人 11 スミトップ紛卸IJ -11<)( 

/1 y:i {潟人 刀 11 4kg 

11 Y, {部人 11 エルサン紛糾 41<)( 

11 

/1 

?子翌型機 1.5 f理人 ロタリ

環f議 1.5 俗人 士吉土絞

ゼーンハーベスター 0.75 偶人

鋭校縫 3 個人

選別総 2 関人

13.1 



② 的確な病害虫妨除の実施

60年度は作期の前半，アブラムシの多発など害虫の発生が比較的多かったため，

適期の防除に心掛けた。その結果，病害虫による障害粒の発生はほとんど見られ

ず，生産物のほとんどが l 等に格付けされている。

③ 除草・中耕・培土等の確実な実施

除草を徹底するとともに，生育の{足進を図るため早めに中耕を行い，また，培

土についてもていねいに行ったことにより，ほとんど倒伏も克られなかった。

④ 土づくりの実施

深耕の実施，苦土石灰の投入，堆きゅう肥の投入(1トン/10a) 等により土二

くりを実施し，生育の安定化，収量の増大を図った。

第 8 表堆きゅう把の施用状況

出品豆類に対する 10 a 当たり施用量
区 分

回 畑

当 該 年 1 トン トン

前 作 物 l 

↑震 行 0.3 

⑤ 追肥等新技術の積極的活用

開花期に速効性窒素(尿素10kg) を施用し，着英数の増大，粒肥大の促進を図っ

た。

(2) 作付規模の拡大

氏は，近隣の転作田が麦作の跡の夏作期間空いていることに着目し，夏作動ト噌

ほ場 (O.72ha) を借り大豆を作付けすることにより作付規模を1.22haにまで拡大

し，機械及び労働力の有効利用に努めている。

また，大豆を作付けしたほ場で次年度水稲を栽培すると生育が良くなるメリッ

トもあり，これがスムーズに借地のできる理由の一つになっている。

なお，現在，我が菌における農家 l 戸当たりの作付面積は北海道で、67a，都府県

では 6aであり， 122a という桜岡氏の大立作付規模は，都府県における大豆作農家
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生育中の大笠

としては，極めて規模の大きいものと言える。

(3) 大息栽培用機械の共同利用の鑓進

大豆栽培用機械(ロータリーシーダー，ピーンハーベスター，ビーンスレツ

シャー，選別機等)については，周辺の大豆栽培農家(いずれも専業農家) 7 戸

とで組織している「刈切平林大草生産組合」で共有し，それぞれの組合員が利用

するという形態を取っており，それによって，機械経費の縮減に努めている。

(4) 合理的な輪作の実施

氏は，土地の有効利用と連作障害の自避のために，ビール麦十大豆で 1~2

間作付けをおこなったあと水稲に戻すという体系を取っており，その結果，雑草

の発生抑制，土壌有機物の有効利用等により，それぞれの作物の収量の安定向上

に結びついている。

(5) 地域内の畜産幾家との連携

氏は，自分のほ場で生産された稲わらを近携の酪農家が生産するきゅう肥と交

換し，ほ場に施用することにより地力の増強に努めている。

(6) 労働力の有効活用

氏は本人夫婦及び長男夫婦の 4 人で水稲，ビール麦，大豆，しいたけを組み合

わせた経営を行っているが，土地利用君主作物については，専用の高性能機械を有

効に活用することにより省力化を図るとともに，家族 4 人の労働力を効率的に配

分することにより的確な栽培管理を実施し，高い収益をあげている。
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第 2 図作付体系

i1ぅA4p 56年 57年 目年 59年 前年
1, ~ ~ 4 5 6 7 8 910 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 910 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 910 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 

1 
大Y.(37a) 水稲(60，) ビール大変(剖，) 大丘(叩，) 一水稲(帥，) どール大変(60a)一大'，}.(36a)
一 ι 今 回 0・・・剛醐醐糊抽喝 l 

水稲(40，) 水稲('0，) 水線(40，) ピール大変(40a) 大且 ('0，)ピ ル大変(40a) 水稲作0，)2 a 自 0・岨幽・・・酬幽剛刷。 一 1 0・圃圃圃圃剛岨叫E E 守。・・・・・..，

水縮(153a) 水稲(1 53，) 水稲(1日，) ビール大変(66，) 大豆(15a) 水稲(153，)3 。 一 ~・E・-ーー剛欄o , 

一
一

4 
ピール大変(1，，) ピール大道(l4a) ビール大変(14，) 水稲(14a) ピ ル大変(14，)大証(14a )

。 ロ 白 O圃圃岨圃圃曲固因。白 。。・ーー幽幽・.c

51 (借地)
大豆(220) ピル大変(220) 大lH22，)
伽山畑山崎。 自主耕作 恥甲間四目。

ビール大変(10，)大旦(10，)
61 (借地) ロ 。一

ビール大変(拘) 大丘~ 大Si( 43a) ビ ル大変 (43a) 大立(40，)
71 (借地) 山田町~主耕作 -問問司E E O圃圃閉開閉'園田園圃唱 l 

(7) 地域内中核農家との連携

前述のように，氏は周辺の大豆栽培農家と f刈切平林大豆生産組合」を結成し，

栽培技術に関する研修及び、機械の有効利用等を行って‘いる。

また，しいたけ栽培についても「刈切椎茸出荷組合J の組合長として，周辺の

しいたけ栽培農家の栽培技術水準の向上に大きな役割を果たしている。

膿今後の課題

氏の経営は，家族 4 人の労働力を有効に活用することを原則としており，特に

しいたけについては周年の出荷体制を取っていることもあり最も労力がかかるこ

とから，今後，借地等により大豆作付面積の大幅な拡大はむずかしいと考えられ

る。

しかしながら，深耕と堆きゅう肥の増投による土づくりの実施，栽植本数 1 ，

5 千本の確保，中耕・培土の的確な実施，病害虫(特に紫斑病，害虫)防除の実

施，開花期における鷺素追肥技術の擁立等により，単収450kg，品質 2 等以上100%

が安定的に実現されることも可能と考えられる。

また，麦作跡地を借り受け大豆を栽培するという経営は，今後の水田農業のあ

り方を示すーっのモデルとして，周辺への波及が期待される。
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藤義監羅購穣襲撃

土地の有効利用と大豆の高位生産

楼岡作治郎

私が大豆作りを始めたのは昭和56年

で，転作対応の単純な考えからでした。

農協で主催した大豆の先進地視察研修

で山形農試を見学したところ， 10a当

り 600kgの収量をあげていることを知

り，また以前から転作作物として麦を

栽培しており麦プラス大豆の作付体系

の有利性を常に考えていたからです。

当時は大豆の機械も少なしまた大

豆栽培の知識技術もなかったため，雑

草に負け10a 当り 150kg程度しかあげ

られませんでした。そこで大豆は何と

いっても単収をあげなければ採算が取

れないことを反省し，市，農協，普及

所などの関係機関の指導を受けるとと

もに，土地の有効利用と作業の省力化

をはかるため，近隣の仲間と相談し大

豆組合を設立し，本格的に大豆作りに

取り組みました。また市農協大豆集団

連絡協議会にも加入し，築関間の情報

交換を通じて技術の修得に努めました。

その結果，地力の増強と深耕による

土づくり，単位当りの株数の確保，病

答虫防除の徹底，水稲と麦プラス大豆

の輪作体系などにより，年々単収の増

加ができ，自擦であった反収300kgを越

え，平均420kg まであげることができま

した。

f成せば成る，成さねばならぬ何ご

とも一|のことわざどおり，どんなに良

い話を聞いても実行しなければその成

果は得られません。今罰の平均収設が

高いこともこうした実践のたまものと

思います。

これからの私の大豆栽筏にはまだま

だ問題点、もあります。単i民についても

これで良いとは言えず，また輪{乍体系

にしても完全なものではありません。

これらの課題解決のため，今回の受

賞を契機に，組合員仲関とともに大豆

栽域技術の高位王子準化を留り，築落内

の人々との話し合いを通じて，大豆作

りはもちろんのこと，稲作り，きを作り

を含めた営農体制の確立会はかり，活

力あるむらづくりを進めて行きたいと

考えています。
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一一一一日本農林漁業振興会会長賞受賞二二二二

出品財麦

受賞者野中 保

(鹿児島県出水市明神町1269)

臨受賞者の略歴

野中保氏の居住する出水市は，鹿児島県の西北部，熊本県境に位置し(第 1

図) ，紫尾山系と矢宮山系に二方を囲まれ，市の中央部を流れる米之津川の河口に

扇状に出水平野が聞けており，天草列島を望む不知火海に面している。

気候は，年平均気温は 16.90C，年降水量2 ， 180蹴と温暖多雨で麦作にとっては収

穫期の多雨等国難な面もあるが，概して農業上恵まれた条件にある。

出水市の総人口は40 ， 028人で，うち農業人己は 13 ， 797人 (34.4%) を占めてい

る。総農家戸数は， 3 ， 795戸(昭和60年)で，その内訳は，専業農家1 ， 004戸

第 1 図受賞者の所在地 (26.5%) , 1 種兼業農家517戸 (13.6%) ， 2 種兼

業農家2 ， 238戸 (59.0%) となっており，兼業農家

が全体の 7 割以上を占めている。最近，専業農λ

系は， 50年19% ， 55年23% ， 60年27% と増加の傾

向にあるが，その多くは高齢者の復帰によるもの

であり， 65才以上の農業人口は34%に達し，今後

の後継者，担い手の育成が地域農業の課題となっ

ている。耕地は，山間地を除いた平野ではほぼ碁

盤整備がなされ，畑地はかんがい設備が完備して
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おり，耕地詣積は水田 1 ， 172ha，普通畑456ha，樹菌地771ha，計2 ， 399haで，農業

組生産額は 162億円，うち畜産部門が約 6 割を占めており，水稲，畜窟，麦，みか

ん，野菜等を組み合わせた営農が展開されている。

氏の居住する米之津地区は出水市の北部，米之津II! の河口近くに位置し，海岸

沿いの比較的平祖な地形で，水田はおおむね基盤整備がなされている。近年，混

住化が進展してきており，総農家数1. 713戸のうち専業農家は全体の28% ， 485戸，

兼業農家率は72%を占め，耕地面積は水田643ha，普通畑143ha，樹菌地396ha，計

1 ,182ha, 1 戸当たりの平均耕地面積は69a と零細である。

また，麦作については，昭和49年種麦産地に指定されたこと及び出水市全域で

麦作集聞の育成等麦作振興が推進されたこと等を契機に増加しはじめ.米之津地

霞の今村集落においても集落の農家20戸からなる今村麦作集団(現在今村麦グ

ループ)が結成されている。

このような地域の中で，野中氏は，高校卒業後(昭和48年)就農し，水稲とた

ばこを組み合わせた複合経営に取り組み，その後，水田の基盤整備の進展等を契

機として，水田裏作麦を導入することにより期間借地を中心とした麦作付規模の

拡大を進め現症の経営を実現した。

また，野中氏は，臨己の経営の発展ばかりではなく， 39才という若さで米之津

農協の作物部会長，今村麦グループの会長として活躍しており，土地利用製農業

の担い手として地域農業の発展にも大きく費献している。さらに，氏は県や他の

市有村の麦作振興大会や土地利用型農業関係の講演会等においても講演を行う等

鹿児島県の代表的な中核農家として活躍している。

「受質者の経営概要

野中氏は，自作地1.2haに加え，通年借地2.4ha，期間借地3.5ha，作業受託15.0

ha (稲・麦の収穫，水稲の移楠，弾丸暗きょ)等によって水田裏作を中心とした

規模拡大を闘るとともに，稲一麦，麦一大豆等 1 年 2f乍体系の確立により土地利

用の高度化を密っている。また，規模拡大とあわせて，効率的な作業実施及び機

械・施設費の節減という観点から，水稲栽培用機械，たばこ乾燥機等趨力既存の

機械・施設を組み合わせることにより効率的な機械化一貫体系の確立に努めてき

- 33-



た(第 l 表)。

この結果，本人を含め 4 人(第 2 表)

という限られた労力の下で， 60年度にお

いては水稲2.9ha (うち通年能地1. 8

ha) ，麦6.3ha( うち通年借地2.0ha，うち

期間借地3.2ha) ，たばこ 0.7ha，大豆0.6

ha という規摸拡大を函り(第 3 表) ，稲わ

らの還元，堆きゅう肥の投入等の土づく

り，適切な肥培管理の実施等によって，

一条大麦463kg(県平均比181%) ，小麦387

kg(県平均比170%) という収量水準を達

成したほか，水稲で444kg (県平均比

111%) ，大豆267kg (県平均比153%) も

それぞれ県平均を上回る収量をあげると

ともに(第 4 表) ，たばこについては品質

が優れており， 61年には鹿児島県下で l

f立の成績をおさめている。

また，麦については， 10a当たり投下労

働時間6.8時賠(九州平均の31%) という

大幅な省力化を実現している(第 5 表)。

このほか，周辺農家等から水稲移植( 4 

ha) ，収穫作業(稲，麦計 8 ha) 等の延べ

15haの作業受託も行っている。

第 l 表機械・施設の所有状況

トラクター 2 台 26PS 

32PS 

コンノてイン 1 台 4 条

回 横 機 1 台 4 条歩行型

動力耕うん機 3 台 14PS 

7PS 

3.5PS 

施肥矯種機 1 台 4 条まき

動力噴霧機 l 台

サブソイラ 1 台

ブロ}ドキャスター 1 台

ト ブ ツ ク 1 台 2 t 

たばこ乾燥機 2 墓
L一一一一一一一

第 2 表家族労働状況 (60年)

続柄 年齢 年日間従事数 うち麦作

本人 39才 250 臼 31 日

委 37 200 10 

父 70 180 8 

母 68 150 3 

野中氏の農業所得 (60年)をみると，作業受託料金を含めて912万円，うち麦は

411万円である。麦について詳細にみると(第 6 表)， 10a当たりに換算すると粗収

益103 ， 207円(生産費調査の九州平均の 163%) ，経営費35 ， 150円(同96%) ，特に

農機異費については11 ， 606円(向63%) と節減が図られており，所得率は66% と

収益性の高い麦作を実現している。
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第 3 表経営作聞の概要 (60年)

粗生産額に 10a 当た
区 分 作付簡積 自作地 借地 うち通年 うち期間 占める割合 り収量

a a a a a % kg 

麦 628 110 518 203 315 42.5 449 

穏 291 110 181 181 31. 0 444 

大 忌 55 55 55 2.1 267 

たばこ 68 68 33 35 24.4 261 

その他 10 10 

計 1,052 230 822 472 350 100.0 

注) 実面積では，自作地120 a ，通年借地236 a ，期期借地350 a 計706a である。

関受費財の特色

(1) 諮問借地等による規模の拡大

野中氏が就農した当時 (48年頃)

は水稲とたばこを組み合わせた経営

となっており，麦の作付けはlOa程

度で冬期間はほとんどのほ場が遊休

化している状況にあった。しかし，

その後，水田の基盤整備が進展し，

麦生産の条件が整ってくる中で，自

第 4 表 10 a 当たり収量の推移単位: kg 

大きを 小麦
(参考) (参考)

71<.稲 大豆

昭57年
(279) (227) (410) (144) 
380 320 451 314 

58 
(194) (177) (407) (151) 
310 260 418 360 

59 
(318) (257) (446) (185) 
400 370 498 261 

60 
(256) (228) (399) (174) 
436 387 444 267 

( )内県平均

作地及び周辺農家の冬期に遊休化している水担を利用した土地利用の高度化と，

v、り安定した経営の実現を志向するようになり，①トラクター，コンパイン等の

水稲用機械及びたばこ作の乾燥施設等既存の機械施設の有効利用ができること，

②省力化が進麗しており，期間借地による規模拡大が図り易いこと，③裏作作物

として作付を拡大することにより土地利用の高度化が閣られること等から水回裏

作麦を導入し，借地を含めた計画的な土づくりの実施，栽培管理の適正な実施等

を通じて周辺農家との{言頼関係を深めつつ，期間借地を中心に麦作付規模の拡大

を図っており，さらに，近年は表作の水稲とあわせた通年借地も拡大してきてい
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第 5 表麦作における農業機械利用状況及び労働時間

AロA 数 実稼働 10a 労閲当
作業名 使用機械名 型式規格馬力 稼働面積 稼働期間

日数
たり

個人有 共有 f苦淘 働時

耕起
~1 11月2月15 白ト一一一一~ー SD3243, (32PS) 1 1,180 a 38 7 巳 。‘ 75

整地

潜切り 2L-2061DT トラクタ 1 ~1 11月2月2日0 日日(26PS) 12けん引
ト一一一一目

施さ4 肥ば条播け播種る機号種 ~111R21ヨ2100 日B 芸書 種 STO-4製 1 900 a 12 日 1.13 
ト一一一一一

ふく土

紡除 高 EE 勤理主 丸山MS5000ENR l 3,160 a 1 14月月2200 日
~日

10臼 1.50 

刈取り
56月月1100 日ト一一一一{

ノ fイン HL3500 1 1,400 a 
~臼

10臼 0.66 
脱殻

運搬
経トラック 1 1,400 a 116月月l1O0 日 2 日 0.42 2 t トラック 1 ~日

乾燥 主主タバコ乾燥機 2 590a 8 0.33 

踏圧 管理機 1 1,770 a 1 月 ~2 月 7 日 1.00 

中耕 管理機 1 1, 770 a 1)'l ~2 月 7 日 1. 00 I 

計 52 日 6.79 I 

第 6 表麦生産費 単位:円

項 目 総金額 内 訳 10 a 当たり換算

組収益 6 , 295 , 600 麦売渡代金 6 , 295 , 600 103 , 207 

種苗 146.400 2 , 400 

肥料費 418.460 6 , 860 

農薬費 90 , 890 1 , 490 

光熱動力費 130.990 2 , 147 

経営費 2 , 180 , 780 諸材料費 107.672 1 , 165 

賃金料金 486.900 7 , 982 

共済掛金 91 , 500 1 , 500 

農機呉費 707.968 11.606 

J口h 計 2 , 180 , 780 35 , 150 

所 得 4 , 114 , 820 4.114.820 68 , 057 
(所得率65.9%)

一一L一一 一一一一 一一一一一一一一一由一ー
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る(第 7 表)。なお，借地については 第 7 表近年の麦作付面積の推移

通年借地はおもに借地料を支払う場

合が多いが，期間借地については土

地所有者の要望に応じて借地料を支

払う場合と耕起，代かき返しが条件

となる場合がある。

(2) 効率的な機械作業体系

昭57年

58 

59 

60 

作付在百積 うち通年借地

4.1 ha 0.5 ha 

4.5 0.7 

5.5 0.9 

6.3 2.0 

うち期間借地

2.4 ha 

2 7 

3.5 

3.2 

また，稲・麦作の規模拡大を進め，稲作と麦作の作期の競合が厳しい中で収量

ム準の確保を圏るためには，経営規模にみあった効率的な作業体系の確立が不可

欠となっている。このため，氏はトラクター，コンパイン，耕転機等既存の水稲

用機械を作業によって使い分け効率的な作業体系を確立し，乾燥作業に当たって

は，たばこ乾;燥機等の有効利用を翻る等により，大幅な省力化を実現するととも

に， 10a当たりの農機異費を九州、i平均の 6 割程度に節減している。また，近年，父

母の高齢化にあわせて，多労を要するたばこ作を徐々に減らし，麦作の規模拡大

及び作業受託の積極的な実施等を腐り，自家労働力の周年消化を基本とした効率

的な経営を展開している。

(3) 土づくりと麦作技術

①ほ場の排水が悪いため，麦作及び大豆作をおこなうほ場においては，弾丸暗

きょと排水溝との組み合わせにより排水の改善を図るとともに，うね立ドリル播

の導入により省力化と収量水準の高位安定化に努めている。

②畜産農家と家音糞尿と大麦稗を交換し，堆肥の醸保を図ることにより，たば

で一一大豆一麦体系の中でのたばこ作ほ場(1 .5t/l0a)及び生育の不良なほ場には白

1 ド地，借地を問わず重点的に堆肥を施用し地力の向上，均一化に努めるとともに，

稲わらのすき込み，土壌改良用資材の施用等による土づくりを行っている。

③生育の均一牝，品質の向上等の観点から毎年積子更新を行っている。

④小型耕転機のタイヤを条慣にあわせて取りつけ，麦の生育の状況や気象条件

等に拡じて踏を 3-----4 回実施するとともに，小型耕転機の有効利用により中耕，

土入れ等の管理作業を適切に実施し，生藤の高位安定化と品質の向上に努めてい

る。
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⑤うどんこ病，赤かび病等の病害虫の病害虫防除については生産組織で共同で

実施し，生育の適正化とそれによる収量の向上と品質の改善に努めている。

⑥施肥については基肥重点として，追把は大麦で 1 月下旬，小麦で 2 月上匂の

l 回にとどめ，倒伏，病害虫発生の防止を図っている。

等土づくりと基本的な栽培管理の徹底に努めている。

回受繋者の経営・技術の評価

野中氏の経営・技術の評価について，あえて一言で言えば，両親と本人夫妻の

4 名という限られた自家労働力のもとで期間借地，通年借地等を組み合わせてt

極的な規模拡大に努め，トラクター，コンパイン，たばこ乾燥施設等既存の機械・

施設を効率的に組み合わせた中・小型機械化一貫体系の確立による大幅な省力化

と，排水対策の徹底， ドリル播栽培の導入，適切かつ精轍な基本技術の励行等に

よって，土地利用型農業における生産性の向上，生産コストの低減を実現したこ

とにある。

また，氏は高齢化の進む地域農業のなかで，土地利用型農業部門における中核

的な担い手として大きな役割を果たし，自己の経営ばかりではなく，地域農業の

発展にも大きく貢献してきている。

このことは，内外から土地利用型農業における生産性の向上，とりわけ生産コ

ストの低減を強く求められている状抗のもとで，麦作をはじめ我が臨の土地利用

型農業の確立・発展を図るという観点、からみても，地域及び我が冨の土地利用型

農業に強い啓示を与えるものとして高く評価されるものと考える。

霊童今後の諜題

野中氏は，今後さらに通年借地のウエイトを高めつつ，期間借地も含めた規模

拡大を進め，より安定した経営を確立したいと考えている。しかし，このために

は

①生産性の向上，生産コストの低減

機械・施設の効率的利用による省力化の一層の進展と機械・施設費の低減等に

よる生産コストの低減を図るという観点からも，現在半径 4kmにわたって分散し
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ているほ場の集積，問地位を函ることが第ーの条件となっており，このため，

後とも周辺農家との理解と借頼関係を深めつつ，経営規模の拡大を図ることが重

要な課題となっている。

②収盤水準の高位安定化

麦作については，播種期，収穫期に摘が多いという西南暖地の厳しい条件の下

では，年によっては播種の遅れ，収穫の遅れ等により収量，品質の大幅な抵下が

生じることも多く，今後一層の収量・品質の高位安定化を図るためには，土地基

盤，特に排水条件の整備，地域の気象条件、年次間の気象変動に対応した麦作技

jの改善等を関るとともに，新品種の導入等が重要な課題となっている。

③経営の安定化

限られた労働力を有効に利用するとともに，稲作，麦作とたばこ作部門との講

和を闘っていくことも今後必要となっている。

等今後解決すべき課題もいくつかあげられるが，野中氏の努力による農業経常

のー摺の発展が期待されるところである。
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藍藍撞麗欝盤調

期間借地を中心とした土地利用型農業経営

野中

9 年前，父から継承したたばこを基

幹作自とする経営から，水稲と麦を組

み合わせた土地利用裂農業に転換した

ことは，今日の農業・農村を取り巻く

諸条件の急激な変化の中にあって，経

営の安定と発展の方向を明確にでき，

当時の発想が適切なものであったと自

認しております。

たばこを基幹作目とする経営では，

稲作と労働が競合するため，父母の老

齢化が経営の縮小や妾への一層過重な

労働を強いることになるので，潤いの

ある生活をするために，この経営を志

向しました。

経営実現のために，開志に働きかけ

て作物部会を結成し，農業改良普及所

をはじめ関係機関関体の指導のもとに，

栽培・経営技術の向上に努めながら，

共同で麦踏機を作成したり，受委託作

業・農作業の協定・農業機械の共同利

用等を仲間と共に苦労しながら推進し

ました。

地域の人等から受託した仕事を適期

に終わるために，自分の計爾を前後に

ずらし， トラクターのライトを頼りに

作業をしたり，また，兼業農家の農事

イ呆

相談に応じたことが，今にして思えば，

これが土地の集積に大きな役割jを果た

していたものと考えられます。

今後，技術的には，ことづくりをはじ

めとする麦作の基本技術を励行しなが

ら，大裂機械体系の確立や新技術の導

入等でより一層のコスト低減を進めた

いと思います。そして，地域で結成さ

れた，土地利用裂先導農家と共に，情

報の交換・借地の陸地化・受託作業の

分担等を手をとりあって進めたいと思

います。

今までの体験から，地域課題の解決

は，人間関係が重要であることを念頭

におき，地域農業の発展のために今後

とも一層精進してまいりたいと考えて

おります。
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日本農林漁業振興会会長賞受費

出品財生活改善

受賞者山武郡市農家生活改善研究会
(代表者内山セツ)

(千葉県東金市東新宿 1-1-11)

園受賞者の略麗

山武郡市は千葉県の外房，九十九里海岸のほぼ中央に位置し，台地畑作地帯，

中間稲作地帯，海岸野菜地帯の 3 地帯よりなっている。

総戸数41 ， 664戸，総農家戸数は 13 ， 838で総戸数の約30% となっている。そのう

ち専業農家が20%，一穂兼業農家が30%，二種兼業農家が残り 50% となっている。

県下では専業農家率の高い地域である。

農家の生産意欲は高く，大消費地への生鮮食料供給基地となっている。

しかし，郡南地域は東京通勤圏として大規模住宅開発が進み，道路締の発達か

第 l 図受賞者の所在地 ら急速に海岸リゾート地域として変貌してきてい

る。

都心から 60km， 1 時間という土地柄，都市との

混住化がすすみ，レクリエ}ション地域としての

色彩も濃くなり，現在では一部農業環境の悪化が

菱えられている。

こうした環境下において昭和35年に本生活改養

研究会は「快適で楽しみ多い家庭づくり J を目標

に 7 つのグループが参加，発足したのである。そ
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山武郡市農家生活改蕃

研究会の役員

の後，徐々にグループの数がふえ活動も活発化し， 51年には50グループ705人の大

きさにふくれたので，ここで改めて郡組織を再編成した。そして今までの目標を

「家庭づくり」から f地域づくり J へと対象の拡大をはかったのである。

現在は62グループ616名となり，第 1 表のような生活改善活動推進体制をつくっ

ている。

聞受賞者の活動概況

山武郡市農家生活改善研究会の事業概要を示すと第 2 表のように総会が l 回，

理事会が年 3 回聞かれる他に，大会とか，活動交換会，友愛セールなどが毎年の

例会となっている。文集は年 2 回発行されている。また郡統一プロジェクトの推

進をはかるためのプロジェクト集会は年間を通じ樋時もたれている他，県の産業

まつりや実績発表大会には自主的に参加するなど活発な活動を続けている。

(1) プロジェクトのトレーニング

第 1 段階の活動として51年から 54年まではプロジェクトのトレ}ニング期間と

して身近で簡単な課題をとりあげ，どれか一つを必ず個人々々で実践することと

した。

第 l 段階で取りあげたプロジェクトは，

① 自慢料理を持つ
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第 l 表 山武郡市農家生活改善研究会活動推進体制(招和61年度)

スローガン 快適で楽しみ多い家庭づくり地域づくり

活動方針 ①農家としての誇りを持つ ②研究会活動の充実と仲間づくり

③課題の推進

プロジェクト諜題

。自給野菜等の計爾栽培と利用
。自給品を生かして心豊かなおつきあい
。家族の協力で楽しい食事づくり
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第 2 表 山武郡市農家生活改善研究会事業概婆

事 業 名 時期 内 容

総 メZ与" 4 月 吉íJ年度事業，会計報告ならびに今年

度事業，会計について検詑

理 事 {5: 年 3 回 事業推進等

研 修 メZ与" 年間 県リーダー研修会 他国体との連絡

研修会等に参加

体力づくり大会 10 月 バレーボールと運動会を通じ農村婦

人の交流を留り体力づくりをする。

活動交換会 12 月 日頃のク守ループ活動￠成果を発表し

交換し合う。

友愛セール 12 月 農作物や家庭における不要品等の有

効利用を図り，お互いに交換し合い

売上金の一部を福祉施設に寄附する。

文 集 発 行 3 月 日頃思っていることや活動している

こと きつづり文集にする。

プロジェクト集会 年間 郡統一プロジェクトの推進を函るた

めに各市町村研究会，郡市研究会に

おいて実施

県産業まつり 11 月 山武郡市の特産物や自慢品の展示即

売を実施

県実績発表大会 2 月 県下のグループの活動を知る学習の

機会となっている。

② 食べものしらべ

③ 料理じようずの主婦になる

であった。

(2) プロジェクトの展開

第 2 段階のプロジェクトとしては，

① 冠婚葬祭のあり方を見直し，心あたたまる交際を考える
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② ゆとりあるくらしをつくる

③ 手づくりの食べものをふやす

というふうに第 l 段階の身近な問題にくらべてもっと社会的に広がりのある課題

を取りあげている。

これらの成果を54年に「山武の味J として小冊子に刊行し「山武の味を楽しむ

会j を主催するなどPRにつとめた。その結果行政や他の団体からも高く評備され

るに至った。

さらにプロジェクトをひろげ，

① 減反政策のための米の自給，消費拡大

② 水田転換作物の大豆の利用

③ 配偶者対策

④ 自給品を生かして心あたたまるおつきあい

を取りあげた。

①の米の消費の拡大では，山武巻きずしという芸術的な美しい郷土食を掘り起

こし，山武ずし研究会が発足し，会員200名の多きに達した。②の大豆利用では一

握りの大立を栽培してこの大豆からこうじ作り，みそ作りを始めその発農の結果

各町村に農属加工施設がつぎつぎと設寵されるに至った。

③の配偶者対策では，

1) 1 日 8 時間労勘

2) 丹 1 回以上の定休日

3) 労働報酬の確保

4) 世代別別棟のくらし

の 4 目標をきめ，実行し，その実践事例集をまとめ，農家のよさを見叢し，広

く紹介し，配縄者問題解決のいとぐちとした。

④の自給品を生かして心あたたまるおつきあいではみそ，ジャム，ジュース，

漬け物等品質の高い製品をつくり，贈答用として大変喜ばれている。その他無人

販売所を開設し，自作の野菜の残りや手づくり食品を直売所に持ち寄り，無人販

売を行って大変好評を得ている。

以上のように生活改善研究会のプロジェクトが各グループ内に浸透し，各グ

-45-



ループごとにそれぞれ成果をあげており，地域に大きく貢献している。

E受賞財の特色

本生活改善研究会の特色として，次のような点があげられる。

(1) 組織の特色

各市町村ごとに生活改善研究会の事務局が産業課におかれ担当官が組織の運営

にあたっている。

各グループから会長，副会長が理事となって集まり東金普及事業推進協議会，

松尾普及事業推進協議会を結成し，これが合流して山武郡市農家生活改善研究弘〆

さらに千葉県農家生活改善連絡研究協議会となり，生活改善実行グループ全国連

絡研究協議会につながっている。いわばこの研究会は一つの連合研究会である。

この研究会の規約は次の通りで，その事業は単位研究会相互の活動交換，単位

研究会のリーダーの養成等をあげている。

山武郡市藤家生活改善研究会規約

第一章目的及び名称

第 1 条 この会は，山武郡市市町村農家生活改善研究会(以下単位研究会とす

る)相互の密接な連絡をはかり，その健全な発展と会員の豊かな農家生活

をきずくことを E的とする。

第 2 条 この会は，山武郡市農家生活改善研究会と称し，事務局を会長所在の農

業改良普及所内におく。

第二章事 業

第 3 条 この会は，第 1 条の呂的を達成するため，次の事業を行う。

1 .単位研究会相互の活動交換

2. 単位研究会のリ}ダーの養成

3. その他，この会の向上発展に必要な事項

第三章会員及び役職員

第 4 条 この会に，入会又は説会しようとするものは，あらかじめ会長に届けな

ければならない。

第 5 条1.この会に次の役員をおく
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会長 1 名 副会長 1 名 理事16名 監事 2 名

2. 会長は，会務を総理し，本会を代表する。

副会長は，会長を補佐し，会長事故あるときはこれを代理する。

3. 理事は，理事会を構成し，会務の執行にあたる。

4. 監事は，会計を監督する。

第 6 条 役員の任期は 2 年とし，会計年度と同じくする。

ただし，再任は妨げない。

第 7 条役員の選出は次のとおりとする。

会長，副会長は理事会の推せんによって選出し，総会の承認をうけるも

のとする。

理事は各市町村 2 名，監事は総会で決める。

第 8 条 この会に次の職員をおくことができる。

1 .書記，会計

2. 書記は会長が委嘱し，会長の指示をうけ，この事務に従事する。

3. 会計は会長の任命により，合計事務にあたる。

第 9 条 この会に顧問及び参与をおくことができる。

第四章機 関

第10条 この会に次の機関をおく。

1 . *:゚ 
2. 理事会

第11条1.総会は，この会の最高議決機関であり，これを分けて通常総会と臨時

総会とする。

2. 臨時総会は会長がとくに必要と認めた時，又は会の 3 分の 2 の同意が

あるときは開くことができる。

第12条総会は次の事項を議決する。

1.規約の改正

事業計画及び収支予算

事業報告及び収支決算

役員などの承認
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その他，この会の業務又は会計に関し，必要と認めた事項。

2. 総会の議決は，出需者の過半数の同意をもって決し，可否同数の場合

は議長の決するところによる。

3. 総会は，代議員をもってこれにあてる。

代議員は，単位研究会 5 名とする。

第13条 理事会は，この会の執行機関であって，総会の決定又は委任事項を処理

する。

理事会は，会長が必要の都度これを招集する。

第14条 この会の経費は，負担金，助成金，その他の収入をもってあてる。

第15条 この会の会計年度は 4 月 l 自から 3 月 31 日までとする。

附則

1.この規約は，昭和35年 7 月 23日から施行する。

2. この規約たるものの他，必要な事項は，理事会の議を経て会長が定める。

3. この規約は，昭和51年 2 月 28日一部改正し，昭和51年 4 丹 1 日から施行する。

(2) 市町村行政における位穣づけ

グループ員の活動，地域への貢献，生活改善への熱意が行政を動かし，各産業

課に生活改善指当者がおかれたことも他県ではみられない大きな特色としてあげ

られる。一般の生活改善グループは自分達の活動にとどまり，行政を動かすこと

は容易なことではない。担当者が市町村におかれ，会長，グループ員 普及所間

の調整がはかられるなど，グループ員の存在の大きさがうかがえる。

各研究クキループの活動費は各市町村の予算に計上されていて，会の運営にかか

りの補助金を出してもらっていることも活動の推進力となっているようである。

(3) プロジヱクト活動

本生活改善研究会ではク+ループ員の話し合いで身近な課題を決め，さらに郡市

生活改善研究会の統一テーマを決め，その課題解決に全グループがあたるといっ

た形式をとっている。

ちなみに昭和55年から取り組んだ米と大豆の利用活動のすすめ方を紹介しよう

(第 3 表)。
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第 3 表 昭和55年~昭和60年の米と大草の利用活動のすすめ方

実 践 *全口 果

0 こうじづくり こうじづくりが広まる

昭和 。大豆 l 人200g播種 大草20kg収穫

55~ 0 グループごとのみそ加工 成東町に農村婦人の家が建設され，み

56年 (技術と作業工程の統一) そ加工1 ， 000kgをこえた。農協婦人部も

0 おすしの紹介(出版物) 同じプロジェクトを推進

0農協婦人部と共催でみそコンクール 総数176点が出品され，評価も渇く誇り

a召手口
実施 得るみそづくりとなった。

57年
。まき寿句研究会設立 (200名) 米の利用が大橋に高まった。

o 県産業まつりなどで山武絵まさ寿司 太巻き寿司が脚光をあびるようになっ

実演 た。

。米と大豆の利用の拡大 。農産物加工施設が各市町村( 8 か所)

に設讃された。

0評判のよいみそができるようになっ

昭和
た。

o他からの高い評価で会員の
58年

0非農家のみそ受託加工の実施 まった。

0 みそ，おすし技術の普及 。非農家の受託加工

。みそ，おすしの技術リーダーが育つ

fこ。

昭和
郡まさ寿弓研究会の会員を市町村段階 テレビ，ラジオでとりあげられた。

60年
のリ ダ…のみとした (20名)。各町で 全国的に広まりつつある。

技術の伝達織をつくった。

4 表は配偶者対策プロジェクト活動の例であるが事例集を発行したり，各地

区で話し合いを行うなど各プロジェクトが広範な地域にくりひろげられる結果，

個別グループの活動と違って広報の効果が大きいように思われる。

各個別グループのプロジェクトとしては，第 5 表のような細かな自標を決め

賎しやすくしている。

(4) r山武の味j 発行

米の消費拡大から「自給を生かした豊かなくらし J (第 6 表)のプロジェクトに

おいて「山裁の味j が刊行され，太巻きずしの技術が広く公開された。地域の郷
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第 4 表 昭和55年~昭和58年配偶者対策プロジェクト活動

実 践 結 果

昭和
婦人団体の協力を得て農業後継者を育 flooo人の考えた農業後継者を育てる

55~ 
てるためのアンケート実施 暮らしとは」の資料をまとめた。これ

56年
をもとに各グループで積極的に話し合

いがもたれた。

昭和
1000人のアンケートをもとに社会的に 事例の収集や体力づくり大会，県の実

57年
話題を提供した。 績発表大会の寸劇は農家の良さを見な

俊良事例の収集をした。 おすきっかけとなった。

昭和 「後継者の育つ暮らしj をつくるため 地域で 4 つのくらしの目標を設定し，

58~ に各地区で話し合いが行われた。 活動をすすめている。

60年

土食が掘り起こされ，美しい芸術作品を産み出し，今や全国的にその技術が高く

評価されている。

(5) 加工施設の設題

減反政策の中で取り J組んだプロジェクト活動として大豆の利用がみそづくりの

研究にすすみ，やがてそれは各市町村ごとに加工施設の設置をみるに至った。こ

れまた，グループ員の熱意が市町村を動かした結果である(第 2 題)。

この施設は有効に利用され，非農家の人達にも利用され，グループ員とのよき

交流の場となっている。

みそは自作の大豆を用いた減塩みそでその品質は高くおいしいと評価されてい

る。各施設ごとに特産物をつくり，市販品に優る立派な製品で贈答品として喜ば

れ交際費の削減にも役立っている。

堅調受賞者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

第一段階として一人一人プロジェクトのトレーニングをし，先ずプロジェクト

活動の技術を身につけたことは本研究会グループの活動に対する自信となってい

る。急がず，あせらず，そのプロジェクトが完了するまで普及員は気長に見守り，

完了すると次の第二段階の活動に入るといったシステムをとっている。
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3. 作業のしかたの工夫

作業潔境の改善 j 作業衣の改善
生活時間を点検し，望ましい i家族の健康を見直し，積極的|栽培体系にもとづく作業の仕 i安全で働き易い作業衣の着用

改 義 の|時間配分をして，定期的農休|な疲れ複しで体力づくりをす|方や作業場を点検し，働きゃ i で管理の状況をチェックして
すじみち|日を設定して，くらしを楽し|る |すい作業環境をつくり能率的|作業がしやすくしかも楽しく

むようになる な作業ができる |働ける工夫をする

• 8 時間農作業と作業間休憩卜定期健康診断 い作業場の改養(配置，百貨度，卜作業に適した衣服の着用と
の実施 |・疲れ渡しの実施(体操・入 i 案温，通風，農薬保管コ -1 管理
・わが家の幾休日そもち， く l 浴・陵根・マッサージイ也) 1 ナー更衣コーナー，幾薬散布
らしを楽しむ い体力づくりの笑施(竹ふみ， 1 ・栽培体系に見合った作業の| ほこり，におい，ぬれ，紡

ぶら下り，スポーツ他 改善(播種から出荷までの| 寒など)
作業・楽しい作業衣の着用(ユニ

フォーム，エプロンなど)

1.作業のしかたの点検 1 1 .作業衣と更衣コーナーの
記録 i チェック i 点検チェック

2. 体重測定記録(他人，家 1 2 .各自の作業のしかた交換 1 2 .問題点を知り，改善項目
3. ~塁ましい生活時間との比較 i 族グル…プで が決まる
4. 時間確保のための原因問 13. 健康，体力の記録 13. 問題点を知り改善項目が 1 3 .婆ましい衣般の組み合せ
題点のまとめ(休養，家事 1 4 .腰痛のおこりやすい作業| 決まる | を知る
作業，自由 内容の裟理 1 4 .体に負担の少ない作業姿 1 4 .作業衣，補助衣の工夫交

5. 具体的な改議項匿の検討 I 5 .各自，疲れをためない工! 勢の基本を知る i 換
6. 生活時間配分表の作成| 夫の対策検討 15. 望ましい作業条件を知る 1 5 .反省会(工夫した点，笑
(1臼 1 遜関か月) 1 6. 各自に適した改議策の笑 16 改善方法の工夫と実施| 行の程度)
7 家事作業と農作業の遜正| 行計画づくり わが家・地域 16 共同購入

すすめ方| 配分 17 腰痛を防ぐ知識技術講習 1 7 .グループで現地検討会を 1 7 .作業衣ファッション
8 家族の分担協力・地域のぶら下がり，マッサージJ 行いIi.評する | ショー
分担協力 i 背のばしタイヤ]霊童物運 18. 反省(工夫した点，実行 18. グループユニホームの着

9. 作業時潤，休怠持潤確保| 搬，体操 の程度)会 i 用
のための工夫 18. 計溜に議づき実行 19. 改善事例の収集

10. 時間設計表に基づき実行 1 9. 反省(工夫した点，実行 110. 作業環境改善コンクール
11. 反省(実行できなかった! できたできない点のまと| 参加
理由，笑行できた点のまと i め)
め 110. 次への自擦・計画をたて

12. 次への自様・計画をたてる i る
13. 室長族，さらに地域ぐるみ 111会家族・地域ぐるみの疲労
幾休日の実施 i 回復の実施

{動き方の工夫で14ぷづくり第 5 表

2 疲れをためない工夫図 I l.わが家の休日をもっ

到透目標

項

1.農作業内容と疲労部位のl.生活時間認まま(1日 1
退問 1 か月)
2. ~湾査の集計と検討

i

臼
!



巳)l
ぞ、コ

第 6 表 自給を生かした豊かな暮らし

項目 1 .自給野菜等の計画栽培と利用

改善すじ
わが家の里子菜，果樹等の自給を点検し自

給および利用の計画をたてて実行する。
の道

① 緑黄色野菜 5 品目の常時栽培

星逢 ② 1 人 l 羽のニワトリ錆育

③食費に占める自給率を30%にする。

1 .わが家の自給品の点検，チェック

(わが家の必要量をつかむ)

2. わが家の自給聖子菜栽培暦の作成

栽培品目の選定

野菜栽培講習会の開催

す
3. 果樹の植付け，家畜の銅脊の推進

す 1 人 1 羽のニワトリ飼育
め 4. 貯蔵，保存，加工技術を身につける
方

5. 自給品の現金換算の実行

月別，年間の現金換算調べ

6 田家庭菜園コンクールの実施

7 .チェックポイント(効果測定)

2. 自給品を生かして心豊かなおつき合い 3. 家族の協力で楽しい食事づくり

交際に使われている自給品を点検し不足 食事づくりの現状を点検し家族が分担し

技術を身につけてほこりをもって活用す て食事づくりに参加し揃って食事ができ

る。 る。

① 交際に使える新技術 5 種を身につけ ① 1 人 l 役の食事づくり

る。 ② 家族そろっての楽しい食事ができる

②交際費の現金支出を10%節減ずる。

l 交際に使える自給品の点検チェック 1 食事づくりの点検，チェック

2 交際に使える(贈り物)技術として 我家(グループ)の目標をつかむ。

5 種を完全に身につける 2. 食事づくりの役割!分担

3 鰭答の態度，考え方の確立 分担表づくり(現状と包擦)

スライド「包むJ の活用等 3. 揃って食事をとる工夫の実施

4. 交際費の記候と検討 @ 事例収集

(交際費消滅等についての評価) @ 食事記録

5. 手づくり贈答コンクール 4. 食事マナーと雰囲気づくりの実施

6. 技術習得についてチェック @ マナーと盛り付け

@ テ ブルクロスと食卓花

の もてなし方と招かれ方

5. 事例別の食卓づくり(総合評価)

@ 日常向き

@特別向き



第 2 図 農産加工施設の設置状況

E差是主力日エ施設

o 生活改善クラブ

I::,J:-j <7J/ﾍjit � I 
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したがって着実にプロジェクトの成果をあげている。

また，各グループごとで活動交換会を行い，日頃のグループ活動の成果を発表

しあっているが，これは各グループの大きな刺激となり新しい発見や反省の機会

ともなって，より一層グループの活動を活性化することとなっている。

一人一人プロジェクトを実行することによって自分のくらしに自信を持ち，ど

んな場所でも自分の意見を語り，我が家から集落全体へと活動の輪を広げている。

この研究会では各グループごとで話し合ったプロジェクトを全体グループの統

一プロジェクトとして活動するのでその課題が遊離せず，常に自分のものとしで

着実に実践されている。

いわゆる連合組織が見事に運営されている，範例といえよう。

行政下におかれ活動し易い環境と条件に恵まれ無理なく活動出来ることは会に

永続性をもたらすであろう。

また，脱落者も見ず\後継者も育ち，時宜に適したプロジェクトを立てること

によって今後ますます発麗していくものと思われる。
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麟麓髄灘盤

次の世代によりよい暮らし引き継ぐ

出武郡市長義家生活改蕃研究会
(代表者内山セツ)

このたびは，患いもかけない賞をい

ただき感激しております。

これも，山武郡市農家生活改善研究

会の永年の活動が認められた結果と

思っております。

50年代の減反政策のなかで，みんな

のかかえている問題にとりくもうと，

(1) 米と大豆の利用をはかろう

(2) お嫁さんのくる暮しを考えよう

をテーマに実践活動を続けてきました。

地の大草を使った、みそづくりか運

動は水田の転作や食生活の見直しにつ

ながりました。そして共同学習の大切

さが認識されて山武婦人の家が設寵さ

れ，更に市町村に共同加工施設ができ

ました。

お嫁さんのくる募しでは，各地で話

しあいを重ねるなかで‘月 1 回以上の

定休日か、労働の報酬の確保かなど山武

の幾家の募しの指針ができ，みんなで

努力するようになりました。こんな私

たちの活動が注目され，各市町村でも

しの指針作成にむけた施策や活動が

すすめられました。

こうした活動をとおして私たち会員

は，学習し実践することに喜びと自信

をもってきました。身につけた生活技

術が暮しを良くし，地域の人々に役立

つことを知りました。

これからは，生活技術をいかした手

作り品を交際の折に使うこと，共伺加

工や無人販売所などをとおし非農家と

の交流も深め，農家の良さをいかした

置かな産物と心の交流が地域に広がっ

ていくよう更に努めたいと思っていま

す。

そして，生活改善グループ員が力を

あわせるとともに，地域の他間体とも

手をくんで，次の世代によりよい馨し

を引き継ぐようがんばります。
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天皇杯受賞

出品財野菜(脊ねぎ)

受賞 朝倉町農協万能ねぎ部会
(代表者羽野松雄)

(福隠県朝食郡朝倉町大字入地1604)

関受賞者の略歴

朝倉町は，人口約 1 万2 ， 000名、面積34.66km'のほぼ四角形の町である。捕関市

の南東40100，久留米市の東25100に位寵し，指岡市の経済閣に属しており，福岡・

久留米両市の通勤圏内にある(第 l 図)。

当地方における，最近30年間の平均気温は15.rc，年間降水量1 ， 783mmで，内陸

型の気候を景する。 高温多照で，気混300Cを越える真夏日が多く，子天の

続くことも多い。これに対して冬季は，曇天日が多く募日照であり、 1 "" 2 月の

第 1 凶受賞者の所在地 最低気温は， OOCを下関ることもあるが，積

、 雪は少ない方である。初霜は 11月上句、終霜

は 4 月中匂であって，全般的に温暖な地域に

罵するといってよい。また，台風等の気象災

害に会うことも少ないなど，気象条件に恵ま

れている。

当地方の土壌は，三つに分かれ，北部山麓

地帯は秩父古生膳からなる埴壌土，中部畑地

帯は洪積層黒ぽく土壌，南部平坦地は，筑後

}l 1 の沖穣による砂質壌土によって，おのおの



朝倉町農協万能

ねぎ部会のメンバー

形成されている。標語は，-'JL坦地で約20m，畑地帯でト約35m、最高の山間部で約350

mとなっているが，南部平坦地では，昭和45年から，土地基盤整備が実施され，排

水良好で，今回の出品財の栽培に好適し，その主産地を形成している(第 2 図)。

町の南端を筑後Jl Iが流れ，約320年前に設けられた井堰によって供給される，豊

かな堀川用水が水田を潤し，山麓・畑地帯は，溜地および筑後Jl I支流の佐田川・

寺内ダムから配水を受けている。出品財・背ねぎの栽培においては，豊富な地下

水を，ポンプアップして，利用している。

朝倉町の中央部を東商に，国道386号線が貫通しており，近く九州横断自動車道

路が関連する見込みである。その場合、町の中央部(といっても，農地の真只中

であるが)に，インターチェンジが設置されるので，当地域の交通体系は大きく

様変わりするものと，考えられている。

朝倉町の基幹産業は農業であって，農家率は70%を越えており，その内専業農

家率は16% と，県平均を上回わっている。農業生産は，コメ・ムギを始めとし­

山間・山麓部ではカキ・ブドウ・モモ・リンゴなどの落葉果樹が栽培され，中間

地帯では，植木・苗木ほかの種苗類，平坦地帯では，ネギ・キュウリを中心とす

る，施設歯芸が行われている。また，農業後継者も多く， 4 H クラブ・緑豊クラ

ブなどの後継者組織，若妻グループ，農協婦人部など，各種の集団学習活動が活

発である。

‘博多万能ねぎ'は，周年生産・周年出荷が行われており，現在関東地区14市

- 60-



第 2 図地域略毘(朝倉町)
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場，関西地区11市場を始めとし，北は札幌から，南は沖縄までの全国32市場へ，日

曜日を除く毎日，出荷が行われている。この周年出荷の励行に加えて，出荷の方

法が， ‘博多万能ねぎ'独特のものであって，補岡市場など地元を除く全国各地

へは，すべて日本航空による貨物輸送として行われている。その結果，後述する

産地予冷の 1 日を加えても，産品は収穫から 3 日目には，消費者の手に渡る仕組

みとなっている。

闘受賞者の経営概況

朝倉町の人口は11 ， 845名(昭和61年 3 丹末現在)で，農家人口は，その約72.9九〆

に当たる 8 ， 642名，さらに農業就業人口は2 ， 619名となっている。これを農家戸数

でみると， 1 ， 832戸となるが，専業・一種兼・二種兼の割合は，第 l 表のとおり

で，専業農家の割合16.3% は，県平均15.2% を上田わっている。さらに，耕地面

積の規模別に，農家戸数をみると，第 2 表に示すごとく，全体の85.7%の農家が，

1.5ha以下で、あり，平均耕地面積は97.3aで、あって，県平均の91. 8aを上回わってい

る。

朝倉町の総面積は3 ， 466haであるが，その51%に当たる 1 ， 783haが農耕地で，そ

の区分は第 3 表に示すとおりである。すなわち，畑地が10.4%に当たる 186haにす

ぎない水田地帯である。このような状況下にあって，朝倉町農協は，組合員数2 ， 577

名(うち正組合員は 1 ， 832名)を擁し， 19の研究会・部会をもって活動している(第

4 表，第 5 表)。今自の‘博多万能ネギ'の栽培を行っている‘ネギ部会'は，現

在140名の部会員を持ち，約44haのどニルハウスによって，年2.5作の隅除け栽培

を行っている。キュウリ部会に属する組合員は，金町にまたがっているが，各部

落ごとの分布状況は，第 6 表に示すとおりで， 15部落・計133戸を数えている。 λ

ギの栽培面積(ビニルハウス)は，上述のように約44haに達するが，余名持部落

と東・西長調j部落に多く，その合計は約33ha と，全体の76.4% を占めている。

ネギ部会員が栽培する主要作物は，第 6 表に示すとおり，ネギ・キュウリ・水

稲・ムギであるが，栽培面積の比率は，全面積約49haに対し，おのおの90.2% ，

7.2% , 1.5% , 1.1% となっていて，ネギ栽培の圧倒的に多いことがわかる。特に

ネギ栽培の主力を占める，余名持部落においては，キュウリの栽培は全く行われ
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第 1 表農家戸数

区 分 戸数 構成比

専業農家 298戸 16.3% 

第一種兼業幾家 469 25.6 

第ニ種兼業農家 1 , 065 58.1 

メ口"'" 1 , 832 100.0 
トー

第 2 表耕地面積別農家戸数

豆 分 戸数

2 ha以上 111戸

1. 5ha~2. Oha 151 

1. Oha~1.5ha 365 

O. 5ha~1. Oha 609 

0.5ha以下 596 

l口h 1 ,832 

閥平均耕地面積 97.3a 

第 3 表耕地面積と区分

霞 分 面積

水 日ヨ 1, 157ha 

1国 186 

果樹園地 440 

ぷ口'" 言十 1 , 783 

第 4~受朝倉農協の構成

組合員総数

正 品目 JEEコh 員

(倒人)
準総合員

(闇体)

構成比

6.1% 

8.2 

19.9 

33.2 

32.6 

100.0 

構成比

64.9% 

10.4 

24.7 

100.0 

2 ， 577人|

1 ， 832人

722人

23人

第 5 表朝倉町農協の部会組織

部 Jz2== h 名 員数 規模 年間取扱高

千円

水稲研究会 500 615ha 1 , 380 ,859 

ハウス部会
23 8ha 170.322 

(キュウリ)

4' ギ部会 140 
45ha 

2 ,133 ,000 
2.5作

カイワレ部会 7 7施設 142 ,839 

紅タデ部会 7 7施設 30 , 975 

ーンシン立口~~ 18 6ha 9 , 859 

その他そ菜部会

(ホウレンソ
75 50ha 104 , 283 

ウ・サボイキャ

ベツ)

カ キ部会 430 415ha 675.387 

モ モ部会 55 12ha 22 ,209 

リンゴ部会 9 2.5ha 

キウイ部会 18 2.5ha 2.131 

横木造関部会 38 14ha 7 ,545 

養豚部会
8 種120頭
肉400Jî頁

37 ,733 

養鶏部会 2 12 ， 000羽 19 ,067 

酪捜部会 9 300頭 76 , 145 

農機具部会 561 107.088 

自動車部会 783 152.885 

農協青年部 820 

農協婦人部 1 , 831 
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第 6 表 ネギ部会農家数ならびに経営の概況

(S. 60. 3. 調査)

平綬 (後 栽培面積 耕 地 立主 積U 

支 音官 名
生産 均営 タ継
戸数 年 i 者 ネギキュウリ水稲 麦 水田

畑
計

齢主 と数 樹園地

余名持第 1
(戸) (歳) (名) (ぱ) (ぱ) (a) (a) (a) (a) (a) 

8 52 7(3) 55.374 163 142 871 120 991 

余名持第 2 7 59 5(3) 48.566 107 725 97 822 

余名持第 3 9 50 3(1) 44 ,253 234 825 123 94 

余名持第 4 9 52 21146 ,992 524 1,078 120 1.198 

余名持第 5 9 55 11137.769 489 136 958 122 1 ,080 

東 長 t開l 23 53 91167 ,079 11 ,075 1,554 1.400 2.669 314 3.013 

西 長 泌j 17 47 51138 ,366 8,405 1, 186 1 ,541 1. 931 150 2.081 

西 入 地 12 52 41132 ,670 3,887 727 597 1,254 217 1,471 

大 角 7 53 111 9,857 4, 472 337 286 727 45 772 

大 庭 6 51 21116 ,121 2 ,534 298 504 757 214 971 

回 中 6 53 211 6,488 4,745 623 637 776 74 850 

中 町 7 54 21113 ,901 512 74 740 262 1.002 

上 寺 7 36 31119 ,368 404 820 55 875 

宮 野 3 52 4 ,792 292 39 350 258 608 

朝 倉 3 54 1,172 27 44 184 60 244 

計 133 46(わ 442 ,774 35 , 119 7.477 5.400 14 ,695 2,231 16 ,9' 

平 均 51. 3 3,329 264 56 41 110.5 16.8 

ず，もっぱら‘博多万能ねぎ， (以下‘万能ねぎ'と略する)の生産を行ってい

る。

ネギ部会員が栽培する， ‘万能ねぎ'とキュウリ栽培面積の推移をみると，第

7 表のとおりである。すなわち， ‘万能ねぎ'の作付け面積は， 57年の約27haか

ら， 59年には約44ha とl. 6倍に増加しており，販売額も， 57年の約11億円から，間
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第 7 表主要作物の作付面積・ -販売額

作自名 年 度 作付随積 生

昭 57 年 276 ,626m' 

万能ネギ 昭 58 年 363 ,109 

紹 59 年 442 ,774 

昭 57 年 42.686 

キュウリ 昭 58 年 33 ,660 

昭 59 年 35 ,119 

様1. 6倍の 18億円に増加している。これに

対してキュウリの栽培面積をみると，両

年次の間で，栽培菌積が18% 減，販売金

額で21%の減となっており， ‘万能ねぎ'

の，ネギ部会農家の経営における比重の

著しく高まっていることが知られる。

後述するように‘万能ねぎ'の特徴の

一つは，徹虚したマーケット・リサーチ

を基盤とする，極めて独創性に寝んだ販

売戦略の実現にあるが，一方において，

時培商での省力や技術的改善にも，極め

ぐ積掻的である。現在， ‘ネキ部会'員

が保有している，動力農業機械の状況は，

第 8 表のとおりであり，農業施設の状況

は，第 9 表のとおりである。

以上の‘万能ねぎ'栽培の状況を，揺

縄県の状況(一殻ネギを含む)と比較す

ると，第10表のとおりである。すなわち，
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産主 よぷ品ヰ
ぱ単位当たり

販 7工乏芯~ 額
生産量

1,420 t 5.13kg 1 ， 161 ， 770千円

1.789 4.93 1,771 ,907 

2.390 5.39 1,885 ,055 

685 16.00 163 ,163 

527 15.70 113 ,905 

559 15.90 128.748 

ネギ部会の動力農業機械
第 8 表

保有状況(昭59年度末現在)

機 械 名 偲入手Z
その{也

(共同有)

普通トラック 74 

ライ トノf ン 24 

車歪トラック 118 

トラクター 120 27 

耕 転 機 120 

運 搬 率 61 12 

動 噴 171 

潜 水 機 268 

ネギ洗浄機 133 

コンノてイン 90 22 

フロントロ ダー 26 

播 穏 機 133 

ネギ皮むき機 54 

ショベルローダ 10 

ノて チ カ lレ 68 



第 9 表戟倉町農協の施設保有の状況

施設名 保 有 背三 肯山邑、 利 用 状 況

資材 庫 穀倉町農業協同組合 373m' 年期利用

冷蔵庫 朝倉町農業協同組合 192m' 冷蔵療を 4 台設置，年間稼動

集出荷場 朝倉町農業協関組合 l ,732m' 年間利用

原種濁場 穀倉町農協万能ねぎ部会 l ， 188m' 利用料支払年間利用，パイプハウス

集出荷場 朝倉町農協万能ねぎ部会 355m' 年間利用

東包装機械 リース 一式 使用料支払年間稼動 2 台設置

事務所 朝倉町農業協同組合 68ぱ 年潤利用

朝倉のネギ栽培面積は万能ねぎ'のみであるにもかかわらず，福岡県全体の

約 1 部を占め 1 戸当りの経営規模では 3 倍近くになっている。総生産量につい

ては朝倉町が当然劣るが，平方メートーノレ当たりの収量は約2.6倍と勝り，共販率

は朝倉の100% に対して，県全体は38% となっており，同町が優良品の生産，出荷

に，協力一致していることがわかる。

第10表 ‘万能ねぎ'栽培と福岡県のネギ栽培との比較

項 自 朝倉町農業協再組合 福

ネギ栽培面積 442.774ぱ

1 戸たり規模 3 ,329m' 

生 産 量 2.400 t 

ぱ当たり収量 5.4kg 

土ノ主、 販 霊 2 , 390 t 

共ー 販 率 100% 

資料:朝倉町農協実績より(万能ネギ)

福間県統調資料より(ネギ全体を含む)

共販輩・率は園芸連資料より
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4, 510 , OOOm' 

l ,200m' 

9 ,590 t 

2.1kg 

3 ,668 t 

38% 

較

/県

9.8 

277.4 

25.0 

257.1 

65.2 



次に，ネギ部会を構成する，細々の農家の経営状況を述べると，次のとおりで

ある。すなわち， 57年から 59年に至る，主要作自の平均経営規摸をみると，第11

表のとおりである。町全体として，キュウリの栽培が減少し，ネギの栽培面積の

増加していることは，前に述べたとおりであるが，そのことは，個々の農家の栽

培規模にも現われている。すなわち，キュウリの平均栽培菌讃規模は， 3 年間に

約60%に縮少され，その反対にネギの栽培規模は，キュウリからネギへの転換お

よび新規施設の増設などによって，毎年増加の一途をたどり， 58年の王子均経営は

、約33 a と， 57年の約1. 2f音になっている。

第11表農家の平均経営規模の推移

年 度 万能ネギ キュウリ 稲 麦

m' 口t a a 

昭和 57 年 2.823 436 73.0 39.5 

58 3.157 293 58.1 36.5 

59 3.329 264 56.2 40.6 

ネギ栽培農家の平均経営収支の推移とその内容を示すと，第12表，第13表のと

おりである。すなわち，農業粗収入は，ネギの生産規模拡大によって，年々増加

している。特に58年度には，ネギを含む野菜全体の価擦が高値に推移したことも

あって，粗収入が著しく増加している。その反対に， 59年度には，ネギの単価は安

第12表農家の平均経営収支の推移

農業粗収入

年 度 その他(キュウ 農業所得
万能ネギ

リ，Jj(稲，麦)

千円 千円 千円 千円|

昭和 57 年 7 ,704 2 ,087 4.469 5 ,322 

58 9 ,431 1 ,740 4 ,887 6 ,284 

59 8.756 2 ,135 5 ,240 5.650 
いωωー一一一一一一
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第13表 ネギ栽培平均経営収支の推移

l 戸 当 り 1000 訂f 当 り

項目
57年 58lf- 59年 57年 58年 59年

作付爾積 2, 823m' 3 、 157m' 3, 329m' 

出
m 

{苛 主主 14 ‘ 482kg 15 , 564kg 17 ,943kg 5 , 130kg 4 ,930kg 5 , 390kg 

収 単価(袋家手取り) 532円 606円 488河 532円 606円 488月

主主
金 吉良 7 ， 704 ， 424河 9 ， 431 ， 784円 8 ， 756 ， 184円 2 ， 729 ， 160河 2 ， 987 ， 580円 2 ， 630 ， 320円

緩 苗 代 144 ,057 161 , 101 174 , 905 51 , 029 51 , 030 52 , 540 

ij~ 料 {-1:; 696 , 914 793 , 290 838 ,808 246 , 870 251 , 280 251 , 970 

震 人 言受 880 , 776 1 , 034 , 233 1 , 112 ,851 312 , 000 327 , 600 334 ,290 I 

経 産量 門自 賛 62 ,868 72 , 674 78 , 531 22 , 270 23 , 020 23 , 590 

円口} {箆 ま日 費 309 , 118 353 , 741 380 , 371 109 ,499 112 ,050 114 , 260 

重苦
長差 薬 重苦 512 , 543 579 , 309 623 , 854 181 , 560 183 , 500 187 ,400 

光 部L 聖堂 30 , 827 34 , 032 35 ,553 10 ,920 10 , 780 10 , 680 

公租公課 9 , 202 10 , 575 11 , 518 3, 260 3 , 350 3 ,460 

そ の {也 914 , 793 1, 009 , 0'11 1 ,052 , 463 324 ,050 319 , 630 316 , 150 

3, 561 , 098 4, 048 , 026 4, 308 , 854 1, 261 , 458 1, 282 , 240 1, 294 , 340 

所 f号 4 , 143 , 326 5 , 383 , 758 14 , 447 , 330 1, 467 , 702 1, 705 , 340 1, 335 , 980 

かったものの，生産量が増加したため 1 戸当りの平均粗収入は，順調に伸びた

とみられている(第13表)。農業経営費の内容と 3 か年間における推移をみ λ

と，生産資材・雇用労賃の高騰という状況の中で，年々経営費は上昇し，所得T

は57年が53 ， 8% ， 58年が57.1% ， 59年は 50.8% とやや低落の傾向にある。ネギ部

会では，生産資材の共間購入・労力の72% を占めるといわれる，調整作業の委託

化などを進めることによって，経費の鮪減につとめている。その結果， 59年度の

平均農業所得は， ‘万能ねぎ'・キュウりほかを合わせて 1 戸当り 565万円(う

ち，万能ねぎ445万円)となっている。この所得は，福岡県内の農家 1 戸当り農業

所得101万円の約 5 措であり，向県農家 1 戸当りの農家所得508万円に比べても，

- 68-



ということができる。

‘万能ねぎ'

著しく高い水準にある，

朝倉田7農協の，共販総額の中に占める， の割合は，年々高まって

したものであるその割合の， 53年から 59年に至る間の推移いる。第 3 図は，

の大規模出荷の始まった53年の 5%が， 54年には 11% と伸び，‘万能ねぎ'カ)，

59年には33% に達している。

4 万能ねぎ'販売による粗収入1 ， 000万円以上の部会員は， 55年には21戸また，

であったが， 57年には 36戸に増加し， 59年もその数は変わらず，中には 3 ， 000万円

合の部会員も出現している。

農協共販販売高に対する“万能ねぎ"販売高(単位:百万円)
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盤受賞財の特色

4 博多万能ねぎ'は， 59年度に約16鰭円の販売高を収めているが，京浜・京阪

神市場への出荷が始められた 53年度には，約 1 億6 ， 000万円にすぎなかった。こ

の様に急激な，販売額の躍進の背景には，他に類を見ないといわれる，町・農協

をあげての組織(産地)づくり，徹底した長期にわたるマーケットリサーチと，

それに基づく独特の販売戦略があった。これらの生産・出荷・販売は，盆正月も

ない，文字どおりの周年生産・周年出荷体制によって支えられているが，そこに

至る聞には，幾多の特色ある生産技術・組織づくりが行われている。

(1) 生産活動の特色

‘万能ねぎ'の生産は，ハウス雨除け栽培による，周年栽培で行われ，年間

2.5~3 回転の作付けが実施されている(生育期間のみから考えると，年間 4~5

回の作付けも可能であるが，連作障害の防止・地力保全の作業を行うため，休閑

期が入れてある)。これらの作付けを可能にし，生産を安定させるために，各作期

に合った品種の選抜育成・連作障害対策・労働力の確保等について，長年にわた

る努力が傾けられている。

① 周年生産性の安定と向上

‘万能ねぎ'の生育期関は，最短期で60臼，最長期で130~140 日を要し，栽培

は厳寒・盛夏期も，天候を選ばず，行われている。したがって，これを常に安定

的に推移させる事は，容易でなかったが，基本的にはハウス南除け栽培の導入と，

適品種の育成とによって，これを解決している。

(対ハウス導入による生産安定

青ネギの栽培は，天候に左右されることが多く，露地栽培では，降雨によっ~

発芽・生育に大きな影響を受ける。青ネギの都市向け出荷が可能とわかり，周年

栽培の始まった35年頃から，順次トンネ Jレによる雨除け栽培が導入されていたが，

大雨等の際には，雨水の侵入による品質低下が免れなかった。 42年に 5 戸の農

家によって，ハウス内でのネギ栽培が始められ，他方ではハウストマトの後作と

して，夏期にビニル被覆下で栽培されたネギがあり，いずれも著しい収量・品質

向上の効果が認められた。その結果，第14表に見るような経過で，急速にハウス
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ビニールハウスで周年栽培

:;fえ培が増加し，現在では，すべてがハウス雨除け栽培に移行している。このハウ

ス栽培への移行に際しては，積掻的に，県単事業の施設園芸団地育成対策事業( 3 

分の 1 捕助)制震資金が，活用されている(第15表)。朝倉町農協が，残り苗の試

験的出荷 (30年壊)を起点として，それを現在の一大商品にまで育て上げるまで

には，幾多の曲折があったが，特筆すべきことは，それらのほぼすべてが，町・

農協自身の努力によって行われ，資金簡でも市場開拓等についても，敢て公的機

関・行政機関の援助を，自らは求めなかったことである。現在， ‘万能ねぎ'の

‘ひそみに習う'産地が続出しているが，それらの関係者は，朝倉農協の産地見学

に際し，必ず県当局ほかの援劫(特に資金面の)が幾莫であるかを尋ねるという。

しかし，現実には，上記のハウス栽培への移行に当つての制度資金利用が，唯一

の補助事業であったということである。

(イ) 作型別・優良品種の選

抜育成

昭和初期のネギ苗生産の時

代から，数戸の精農家によっ

て，芭の生産に適した在来種

の選抜が行われ， ‘改良在来

種' として用いられていたが，

青果向けネギ生産の始まった

30年頃からは，それを背ネギ

用品種として用いてきた。し

第14~美 博多万能ねぎ施設化率

況と 滋 地 トンネル

昭和35年 100% % 

40 85 15 

45 75 15 

50 30 50 

55 5 

59 
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かし周年生産の始まった35年 第15表施設園芸図地育成事業によるハウス導入実績

頃から，改めて適品種の検討

が始められ，この在来改良種

を夏期用品種、京都九条種を

冬期用品種として，普及する

ことにされた。

4 万能ねぎ'には， ‘濃緑

色・光沢・非球茎化，気象条

件に左右されないこと'など

が求められる。ネギ部会では，

農業改良普及所・農協と協力

して，改良在来種の系統選抜

(況と
昭和53年

54 

55 

56 

57 

58 

計

団地数

9 

6 

10 

10 

6 

4 

45 

箇 積 事業費

32.531 m' 28 ， 298 ， 000円

19 ,357.2 16 ,913 ,000 

35 ,834.4 27 ,959 ,000 

22 ,558.8 23 ,550 ,000 

14 ,820.3 15 ,881 ,000 

8.302 9,486 ,000 

133 ,400.7 122 ,087 ,000 

を進めると同時に，原種調を設置して，系統の統ーを留りつつ，自家採種を実施

してる。一方，県園芸研究所，地元撞苗業者の協力を得て，新品種の育成を進め

た結果，冬期用としては，京都九条種から選抜した‘博多万能ねぎ 1号夏期

用品種としては，改良在来撞から選抜した‘博多万能ねぎ 2 号また春秋期用

としては‘夏ばん 1 号・ 2 号'が，おのおの育成されており，県内各地でも栽培

されている。

り) 周年定盤出荷のための出荷予約制度

周年定量出荷は， ‘万能ねぎ'のもつ特徴の一つであるが，これを維持するた

めに，ネギ部会員は，

① 毎月末に，過去 3 か月間に播種した面積および 3 か丹先までの播種予庁、

報告。

② 毎週金曜日に，次週の月~土曜日の出荷数量の報告。

③ 出荷前日または前々日に，出荷予約数量を確認。

という 3 段階の生産・出荷計画を，生産・販売対策委員会に，提出することに

なっている。対策委員会は，これらの報告に基づき，播種面積・出荷量の全体的

な調整を行っている。生産調整は，後述する安値交付金制度と連動して，年間定

量出荷を大きく前進させている。
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② 土づくりによる連作障害の毘避

青ネギの栽培は，当初排水のよい畑で始められた。しかし，第 3 表からもうか

がわれるように，畑の面積が誤られているので，関場整備の進展とともに，順次，

水田での栽培に移行した。その結果，現在水出における長期栽培調場では， 15年

近く連作が行われる結果となっている。そこで，連作障害の発生を防止するため

に，移行以前から，施肥の合理化や各種の塩類集積防止手段がとられている。

例栽培床の客土

当地i乏では，羽生手から，水田の関場整備が実施され，用排水分離が可能となっ

ているカ九 による，雨水のハウス内侵入を紡止するため，

を行って，栽培床を40~50cm高くしている。これにより，水田においても，周年

にわたり， -品質向上が可能になった。

十f) 畜産藤裁との提携による土づくり

臨場の地力維持・増進のため，従来からも地区内 と し，堆蹴E巴

の大盆施砲をつづけてきたが，未熟土佐厩肥が中心であったため，しばしば障害を

引き起こしていた。 54年度からは，音産環境保全対策事業を導入し，

には堆肥舎等を，ネギ生産者側にはショベノレロ…ダーを，それぞれ共同で購入し

た。その結果良質な完熟堆胞の生産が可能となり，各種障害の発生は激減して，

安定生産が可能になった。

り) 施肥技粥の改養・合理化

以前の‘万能ねぎ'栽培では，勘に頼る部分が多く，例えば施把などでは，日

持ちの良い青ネギ生産には，多肥栽培が必要とされていた。しかし，ネギ部会に

おいて，毎年行った施間実態調査ならびに，県農業総合試験場・農業改良普及所

の協力を得て実施した，施肥改善展示闘での結果から，従来施胞の目安とされて

きた，施肥基準の信頼性に，疑問が持たれるに至った。そこで， 51年，農協内に

地力診断室を設置し， pH. ECの測定を行うとともに，農業改良普及所の協力に

よって，腐植・チッ素・リン酸・カリ・お沃・苦土等の分析測定を行い，過剰施

肥による塩類集積を訪止するための適正施肥盆を，各生産者の調場ごとに

る作業を実施した。現在では， ‘博多万能ねぎ施肥基準'が設定され，開栽培基

とともに，全栽培農家の指針となっており，施肥の合理化に役立っている。ま

-73 -



た，農協では，土壌・かん水量・品種・品質・味・連作等の要匿を考慮して，有

機質主体 (50%以上)の‘動物有機入りハウスねぎ特号'肥料を考案し，地元肥

料会社に製造を依頼して，施肥基準の基礎としている。この肥料の原料は，骨粉・

魚粉・けい糞・油粕が主体となっており，本肥料と完熟良質土佐肥の元肥としての

施用によって，品質・味の向上を図ることができた。現在では，前述のネギ品種

間接，近隣の育ネギ産地においても，本肥料の利用が増加しているという。

(:1:) 土壌消毒の実施とビニールの除去

生育成期間のみを基準にすると， ‘万能ねぎ'の生産は，最大限年間3.5~4 fD1 

の作付けが可能である。しかし，過度の連作による塩類集積を防止し，問時に斗

づくり作業・土壌消毒を実施するため，ネギ部会では，年間の2.5~ 3 [j:j]の作付け

に止め，休閑期間を作出して，それに当てている。また，雨水による過璃肥料成

分の除去を図るため，生育に支障のない限り，生育中であっても，ハウスのビニ

ルを除去し，雨水に当てることを励行している。

(場施肥改善展示圏の設蜜

新規生産者の施肥技術を高位平準化することと，連作画場の施肥改善のために，

県の研究機関・普及機関の指導を得て，展示闘を設置している。展示闘での成績

は，生産対策委員を通じ，あるいは生産者大会資料等を通じて，すべて部会員に

報告され，施肥設計の参考に供されている。

③ 生産規模拡大への対応

‘万能ねぎ'の生産に要する労働力は， 10a当たり約2 ， 870時間に達するため，

労力の確保が，規模拡大に当たっての，最大のネックとなっていた。作業労働の

特に大きいものは，播種・かん水・洗浄・調整・選別などであって，これらの翁\

力化を達成したことが，個別農家の規模拡大，ひいては産地全体の拡大を可能い

した。

(対播種機・洗浄機の開発

‘万能ねぎ'が周年栽培であるため，播種は 5 ~10日に 1 回行われ，かなりの

労力を必要とする。この作業の省力化のため，ニンジン播種機を改良して，ネギ

に適用できるようにした。問機の利用によって，作業時間の大幅短縮と，均一な

播種が可能になったが，現在は全生産者に普及している。 ‘万能ねぎ'は，根付
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きのまま出荷するので，根の洗浄が必要である。産品が細かく，かつ多震である

ため，洗浄には大きな労力が必要であった。その省力化を留るため，ゴボウ洗浄

機を改良したネギ洗浄機が考案され，全部会員が使用している。さらに58年には，

圧搾空気と水流による，ネギ剥皮機の導入を行い，約40%の部会員で使用してい

る。これらの播種機・斜皮機は，ともに県内青ネギ産地はもちろんのこと，

的に波及して，用いられている。

(ロ) 調整・選別の作業委託

53年の本格的市場出荷以来，共同出荷による価格安定と，市場・消費地からの

兵請に応えるため，経営規模・作付面積の拡大が麗られてきた。しかしながら，

全生産労鵠時間の72% を占める，調整・選別作業がネックとなり，規模拡大を困

難なものとしていた。当初は，麗用労力に頼っていたが，栽培農家が増加するに

つれて，次第に人員の確保が困難になってきた。これに対して，生産者の間から，

・選別の作業を生産者から切り離し，作業委託する方式が考え出され，次第

に部会員の関で取り入れられるようになった。この方法は，早朝に叙穫したネギ

を，委託先の家庭へ持ち込み，調整・選別して貰い，夕方集めるというやり方で

ある。委託先は，町内はもちろんのこと，近隣の市町村にまで及び，平常時で550

人前後，最盛時には650人にも達している。これらの委託先は，兼業農家・非農家

であるが，作業が単純・軽作業であることから，主婦・高齢者に最適であり，支

払われる委託料金は，年間総額 1 億5 ， 000万円にものぼり，一つの地場産業にまで

成長している。

このように， -選別作業を委託することにより，部会員の規模拡大が可能

ぺなり，市場の要望に応えるとともに，それを所得増に結びつけることができた。

ræ方受託者側も，自宅に居ながらにして，収入を得ることができるうえ，高齢者

の健康維持や‘生き甲斐対策'になるなど，この制度により，大きな恩恵を被っ

ているとされている。

(ウ) かん水方法の改養

‘万能ねぎ'は，かん水による水分謂撃により，品質・日持ち性が，大きく左

右される。かん水に要する労働時間は，全管理労力の約 3 分の l を占めているが，

生育後期には，品質管理上，極めて少量ず、つ，かん水する必要があり，その結巣
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しばしば，かん水むらを生ずることがある。そこで，かん水労力の節減とかん水

むらの解消を目的として，各種かん水機材の検討を行い，少量・均ーかん水の可

能な，ミスト式頭上自動かん水施設を導入した。その結果，労力の節減はもとよ

り，水分調整も容易になって，かん水むらの解消による生産安定と，品質向上が

達成されるに主った。

伺その他

安定生産・規填拡大のために実施される，特長的技術としては，播種量の決定

と，病害防験技術?とがあげられる。

前者は，自家採種の‘博多万能ねぎ 2 号'が，年により，また部会員間で，措

芽率に差を生じやすいことに対する対策で，各部会員は，おのおの発芽率を調査

し，最終的に lOa当たり 4 ~ 6 .e と決定し，実行している。

後者については， ‘万能ねぎ'が生食されることから.権力薬剤の使用を控え

る防除体系を採用していることである。すなわち，赤サビ病の倍染源が，探題用

母ヱドネギに多いことから，採種間重点の防除体系を組んだこと、ネギハモグリパ

エ，スリップスに対しては，ハウス周辺の雑務を含めた，周辺防輪車点の防捺を

実施していること，ハウスの寒冷沙被覆の徹窟により，これら害虫の侵入を防止

し，薬剤故存から脱却していること，害虫防除に紫外線カットフィルムの利用を

進めていること(防除効果は確認したが，ネギの品質にやや問題が残っている)、

などである。

(2) 生産組織・販売活動の特色

‘万能ねぎ'を今臼あらしめているものが，一つには生産活動の罷秀性である

ことはいうまでもないが，それとともに，これを商品として育成した，朝倉町T

協の販売活動への努力とその優秀性がある，といわねばなるまい。紙面の制約 u

あって，そのすべてを述べることはできないが，ある意味では，地方の一自給的

野菜に過ぎなかった‘青ネギ'を，全国規模で知られる‘有名ブランド高品'に

成長させたのは，朝倉町農協が，以下に述べるような，創意工夫と努力とによっ

て，次々と作り出して与えた付加価値'によってのことであるということが

できょう。そしてこれらの，組織づくり・組織活動・共販活動は，他産地に比べ，

きわだった特色を持つ，異色的とさえいえるものであるといってよい。
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‘万能ねぎ'が育成された背景として，報倉回J農協の果たしてきた古くからの

実績と強力な指導力，農協を中心とする農家の結束と告頼関係，部会員の熱意と

結束などのあったことは，いうまでもない。自ら課した厳しい選別基準の設定や，

リスクを伴う高度の販売戦略の実行などについては，組織としての合意・理解・

実行の伴うことが前提であり，同農協においては，日常の紐織内における対話と

徹底した討論とによって，それを可能にしている。それらは，毎月の役員会・支

部長会等によっても行われているが，そのほかにも，夫婦問伴で出席する研修会

を通じ，あるいはその他の交流・懇談によって相互理解を思っている。その様

な形での‘組織づくり'を基盤として， ‘万能ねぎ'を世に出すための，高度な

共販活動が進められてきた。

① 市場調査活動と高度商品化への対応

例市場調査の実施

福岡市場への‘脊ネギ'の出荷は， 52年まで，任意組合丸ヨ出荷組合から，個

人出荷で行われており，その全額は合計で， 50年当時 1 億 5 千万円程度であっ

た。次いで， 51年度京浜・京坂神で， ‘膏ネギ'の試販が行われたが，その前に，

揺岡市場の仲卸，市場売貿参加者である小売躍の仕入れ状況，

状況などを，広く謂査するとともに，東京市場におけるネギの需給状況，産地の

実体などを，県罷芸連の協力を得て行った。その結果，自ネギの需要が圧倒的で，

ワケギ・アサツキのそれは， 4 %穆度にすぎないことがわかったが，同時にそれ

らの品目の家躍用需要が拡大の方向にあり， ‘青ネギ'の東京市場への参入も，

やり方によっては十分可能であると判断された。

付) 高品ブランドの設定

次いで， 52年12月，京浜市場への共販を開始することに踏み切ったが，その折，

自ネギ・ワケギ・アサツキの 3 者の用途である， ‘生・薬味・煮'の何れにも利

用できる， ‘汎用性・万能性'を強調し，さらに当時全国的に知名度の上りつつ

あった‘博多ブーム?に便乗し，地方文化のイメージそ借り受けて， ‘博多万能

ねぎ'と命名したのである(当初は， ‘朝食万能ねぎ'と命名しようとしたもの

を改めたという)。そして 100g束に，調理法や用途を部制した紙幣を巻き，

の{更に供するとともに，農協名・電話番号までを印刷して，責任の所在を明確に
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収穫作業

するなど，この種商品には見られない，販売方法をとった。

価格は，消費者の利便性を考慮して， 100g東98円とし，市場では定価による相

対取引として，価格の不安定化を避けた。販売当初は知名産も低く，商品として

の特性も理解されず，価格は低迷して運賃も補えない状況がつづいたが，そのう

ち市場業界・小売店の販売協力と，店頭での鵠理実演・試食販売などの効果が徐々

に現われ始め，約半年で赤字は解消し，当初定めた錨格設定に基づいた販売が，

日まで継続しているという。

り) 鮮度保持

‘万能ねぎ'は，そのセー/レスポイントとして，新鮮・衛生をかかげており，

それを維持するために，多くの努力が傾けられているが，第 4 霞はそのための，

作業体系を示している。

① 収穫時期: 54年から，夏時間・冬時間別の作業体系が確立され.夏季高温

時には，日の出前後の早朝(低温時)収護を行い，調整委託先に直行させる。ナ

た冬季には，冷気の害を防ぐため，夕方収穫することにしている。

② 航空輸送: 52年 3 月から，京浜市場で試験販売を行った結果 5 月以降の

気温上昇による品質の缶下が目立ち，価格の低迷に拍車をかけることがわかった。

そこで翌年 3 月から，冷凍鮮魚、列車・冷凍車・航空機などによる，高温時鮮度保

持試験を行った結果，航空機輸送を教り入れることに決定した。

③ 予冷康:前述の夏季品質低下対策の一環として， 54年から 56年まで，予冷

技術f実験を行い，夏時間体制では午後 9 時から，冬時間体制では午後 5 時から，
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第 4 図 万能ねぎの作業体系

〔時間〕 cf乍芸能〕 〔迷絡系統〕

4-6 収機
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冷蔵開始
(ftH及、加温、オゾン処理主)

品質検議(詳{箇)後封作業、東包装

. 1 週間、日々の

出干有数の予約

-月に l 図{乍{寸
断tj'[の報告

後初(立!i i燦巡検)

l 
橋防空港

R (ー)
各5~~答(東京、大阪、札銚)l 分布I指示(r~己送会社)

出術数のi主総

tH l'ðt予定数のi射告

ともに翌日午前 8 時まで， 5 0C ・滋度95%の全量強風方式を行うという予冷シス

テムを確立した。これによって，夏時間における出荷が改善され(従来は出荷が

「減)，問時に予冷施設を労力配分の調整や出荷鵠節のためのストックの場として

利用することも可能になった。また，予冷よる品温の低下が，鮮度の延長. i:呆持

に有効であり，それが航空機利用においても，部り号|き運賃の時間帯利用を可能

にするうえ品傷みを軽減し，コストも下げられるなど，二重三重のメリットを生

む結果とった。

④ 発砲スチロール容器:高温期に予冷品の市場出荷販売を，普通の段ボール

で行うと，非予冷品より儀みの卒いことがわかり，問題となった。そこで鮮魚出
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容器包装

荷用発砲スチロー/レの断熱性に着目し，ネギ用の出荷ケースに合わせて，発砲ス

チロール容器を試作し，実用化に成功した。その結果，鮮度保持性能は著しく向

上し，品傷みもなく，市場・小売店から絶大な信用をかちうることができた。

この容器は，全罷各地の軟弱物青果物産地に普及し，各地の「一村一品の運動J

などに，大きな寄与を来たしている。

(:1:) 商品規格の統一と衛生管理

① 規格の設定:共同出荷を広く行うために，出荷規格の統一が必要となった。

そこで，京浜市場での規格や小売店の販売実態，朝倉町での生産実態などを検討

して 4 段階 (2 L' L ・班・ S) からなる，独自の規格を定めた(第16表)。荷

第16表万能ねぎ出荷規格

規 中各 2L L M S 

根下部直径
9.0~7.1阻 7.0~5.8皿 5.7~4.0醐 3.9~2.9阻

(白い部分)

長 さ 60~70cm 60~70cm 50~60cm 40~50cm 

閉さらに，根下部直径により選別する。

姿は 1 束100g' 1 ケース拘束入りとし， 52年から実施した。また品位評価につい

ては，部会員以外の第三者の専従検査員を，部会として雇用し，中立性を持たせ

るとともに，厳格な評価が実施可能なようにした(第17表)。これにより， ‘万
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第17表万能ねぎ出荷等級

出荷等級 性 状

5 占
Aの中で，グリ ン，光沢共に良く，全体に均

整のとれた特にすぐれたもの。
A 

4.3点
グリ ン濃く，光沢あり，先端の葉つみもなく，

病答虫もなく，全体的にすぐれたもの。

B 1 占 グリーンのやや淡いもののほかは， Aに準ずる。

C グリーンの淡いもの，先端の葉つみ一部あり。

能ねぎ'に対する市場・小売店の信頼は著しく高まり，現在では，市場出荷され

る各地青ネギの荷姿も，すべて‘万能ねぎ'に準ずる規格を採用するに至ってい

る。

② フィルム包装とオゾン滅菌の実施:冷蔵ショーケースの有無や，店舗形

態・販売形態などの相違により万能ねぎ'の小売段階における品質保持に，

絡差の生ずることがわかったので，供給側としての抜本的解決策として，産地パッ

ク，とりわけ野菜類商品に最適とされる，フィルム但装を検討し，試験販売

ねた後，採用に踏み切った。この包装は，鮮度保持効果の向上のほか，見栄えの

良さ・扱い易さなど，副次的効果も評価され万能ねぎ'の高級品・ブランド

品としてのイメージアップに，著しい貢献を果たしている。なお，包装資材には，

県農試に各種資材の比較試験を依頼し，その結果から，防母性ボリプロピレンフィ

ルムを採用し， 60年 7 月から，本格的に実用化している。この包装システムには，

マイルムの防御による商品ロスの減少，密封効果による鮮度保持の延長，予冷時

."，J に行う滅菌処理による衛生管理の向上，包装へのバーコード印刷による，販売

時点、での情報管理の可能性付与，などといった科点が含まれている。なお，この

フィルム包装は，予;令療に接続する冷房室内で，自動的に行われているが，予冷

庫の中には，オゾン滅菌処理装置が併設しであり，予冷時聞を利用して効率的に

滅菌が行われている。

② j衛藤宣伝と販売促進活動の展開

肘 ラジオ・テレビCMの実施(マスコミの活用)
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‘万能ねぎ'の消費拡大には，その存在と特性を，広く消費者に認知させるこ

とが必要という認識で，大衆宣伝に努めた。そのためには，電波マス媒体の利用

が，活字媒体のそれより有効と考えたが，野菜産地による積極的和用の前例はな

く，慎重論も多かった。そこで，部会において，延べ日数屈にわたる検討会・研

究会を重ね，各謹講演会を実施するなどした結果，広告宣伝費というものは，ネ

ギの生産経費・出荷経費と同等に必要な経費である，との理解と認識を得て，実

施の合意に達した。現在までの実施状洗は，第四表のとおりであるが，計7 ， 800万

第18表電波マス媒体によるPR

実施時期 地 域 経

第 1 回 昭和57年 6 月・ 11月 京浜地域 (ラジオ) 800万円

第 2 回 58年 4 月・ 11月 京浜・京阪神地域 (ラジオ) 1 ， 400万円

第 3 回 59年 4 月・ 11月 京浜・京阪神地域 (ラジオ) 2 ， 600万円

第 4 回 60年 4 月・ 11月 京浜・京阪神地域(テレビ・ラジオ) 3 ， 000万円

円にも及ぶ、，無形財への百大な経費支出を，部会員に了承させたものは，農協指

導者への，高い信頼にあったといわれている。なお現在では，ネギ 1 束につき1. 5

円の供出金で，これらの経費は賄われている。

付) ポスター@チラシの製作・配布

‘万能ねぎ'の販売開始とともに，市場関係者・消費者向けに‘忍し上がりか

た'のチラシを製f乍した。その後数罰にわたり，内容の見直し・更新・充実を留

りながら，年間30~60万部を印刷している。ポスターは，航空機輸送で，高い鮮

度が保たれるというイメージをアピー/レしたものを製作し，現在までに 4 種類ヲム

万枚を配布している。なお‘万能ねぎ'は日本航空の国内貨物輸送部門で，輸送

1{立を占めているとのことである。

(ウ) 消麓宣伝会・発表会・懇談会等の開催

‘万能ねぎ'の消費宣伝は， 52年12月の，第 1 副報道関係者・取引市場関係者

懇談会に始まり，以後スーパー@小売店における消費者向け試食宣伝会などが，

毎年@年間当り 2~3 回ずつ重ねられてきた。これらの小売岩頭での実演販売な
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どは， 500人以上に上る，部会の婦人部・生活改善普及員・農協女子職員によって

行われたものであり，文字どおり町をあげての努力といってよい。そのほかにも，

市場代表者・仲卸・小売活関係者等との発表会・各種関係者の懇談会，スーパー・

デパートなどでの催しへの参加などが，

③ その他の活動

に行われている。

生産組織・販売活動に関するものとしては，以上のほかに， (乃価格安定対策の

実施:安値準備金制度の創設であるが，現実には委託講整作業を年米・年始・盆・

農繁期にも，安定して実施させるため，そのもととなる出荷を確保する目的で，

に出荷奨励金として支払われ，それが調整作業者にわたって，

ボ…ナス的な収入となっている。(イ)後継者の育成:現在35歳以下の後継者が46名

おり，農業外からの Uターン農業者も 7 名を数える。このことは，‘万能ねぎ'を

中心とした いかに魅力的なものであるかそ物語っている。

関今後の発展方向(目標と課題)

(1) 生産省の拡大

‘万能ねぎ'の成果に刺戟され，

競争が展開されているが，市場の要請に応え，

ネギの供~が土曽力日し，

を高めるには，

の増大が絶対的な条件となっている。ネギ部会員の新規加入を留るとともに，低

に対する，パイプハウス施設のリース制度の創設などにより，現

行のハウス面積495 ， 000m' を 5 年後には825 ， 000ぱに，また出荷日を現行3 ， 000

ケースから 5 ， 000ケースにする計調である。その酷提として， ‘万能ねぎ'

と今後の動向調査を厳絡に行い，さらに先を行く，販売戦略を樹立する

ノゴ向にある。

(2) 生産性の向上対策

新品種の育成・系統選抜により，単~文の向上を図るとともに，部会部員の反当

(即技術格差)の解消を進める。コスト低減策としては，貨物積載効

〉発砲スチロール容器を，保冷機能を陪等にもつ，新万式に変換する。

(3) 出荷対象の拡大

現在各地に， [可種葉ネギの産地形成が進んでいるが， ‘万能ねぎ'は，京浜市
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場を始めとして，東北・北瀧道・中京地域から，中部・北睦など，東日本各地に

普及しつつある。最近 2 ， 3 年は，九条系葉ネギの本場である，大阪・京都など

関西地域にも進出しつつある。市場・消費地調査によると，後発産地の葉ネギは，

その90%以上が， ‘万能ねぎ'の代替品として小売されているということなので，

今後は質で市場評価を問うという形で， 40億円販売・全国市場におけるネギ需要

の50%占有を芭標として， ‘万能ねぎ'生産を拡大する予定である。
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消費者に愛される産地をめざし

朝倉町農協万能ねぎ部会

(代表者羽野松雄)

r 0 からのスタート j。この言葉が今

ではなつかしい。昭和52年部会結成，

京浜市場への販路開拓に当つての実感

であります。

当時は，野菜類の試食宣伝会は例が

なく，部会婦人部，農協，普及所で編成

した宣伝隊の苦労が突を結んだのです。

個人の生産・出荷から，組織的計画

生産，販売への対応に，各人の生産基

盤調査を実施し，労働力の確保が先決

であると，出荷持の調整作業を外注委

託することで解決を図り，非農家及び

高齢者等の労力活用ができ，これまで

の生業的幾家体質から，パート雇用と

いう企業家的意識に自覚めました。夫

が企業主，妥がアシスタントであり，

委託者(先)との労務係であり，夫婦

一体の企業的経営です。

国民生活の著しい向上に伴い，消費

生活の意識や価値感が多様化し，地域

固有の食習慣が薄れ，新しい食生活が

創出されつつある流れに，積極的に対

応するため，新しい商品提案として，

白ねぎ食文化歯の関東方面に，いかに

して万能ねぎを進出させ，食べて戴け

るか苦心したものです。

(1) 鮮度のイメージ強調のための航

空輸送。

(2) 鮮度維持の予冷処理・保混容器

の開発。

(3) 衛生面では，オゾン滅菌処理・

フィルム包装。

(4) スーパーの荷品管理面にバー

コードの邸側

(5) ラジオ・テレビ等の電波マス媒

体の活用

などの新しい提案や試みに，部会員

の心からなる協力と取りくみに，頭の

下がる思いです。

当初，部会員聞に流通・宣伝等への

多額の投資に対しての不安があったが，

「百額は一見に如かずj で大消費地の

視察会を行うことによって理解・認識

ができ，部会員の不安も一掃された。

部会活動の活力源は，イ可と言っても

後継者の確保です。じターン青年が

続々と生産現場に復帰していることは，

心強いかぎりです。

今後は，販売競争が激化するでしょ

うが， r良品に過剰なしj の信念のも

と，消費者に愛され支援される産地を

目ざし精進します。
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開受賞者の略歴

(1) 地域の概要

プー一一一一一一内閣総理大臣賞受賞

出品財/ぐラ

;rg出ヲ
ムιE三1 浅岡敬介

(愛知県西尾市富山町東郷15)

西尾市は，名古屋市の南南東約35闘の地で，愛知県のほぽ中央南部の矢作川下

第 l 図受賞者の所在地 流に設置している。市の

(安城ilíl

- 86-

東南にかけては額E郡幸

田町，幡豆郡の吉良，

自認7に隣接し，一部は三

河湾に面している。東部

は木曽山系の末端である

一連の山地であり，阿

部は洪積台地で碧海台拙

の延長が矢作川の右岸に

広がり，一色町にまで達

している。市の大半を占

める中央から南部にかけ

ては，矢作)11 の堆積作用

による沖模地帯そなして



いる(第 1 図)。

交通は西部に名鉄三河線，中央部に名鉄蹄尾線が通り，特急に乗れば約50分で

る。道路は，南部から西部を経て衣浦に至る悶道247号線，東部カ〉ら

市中央~経て名古盤に至る霞道23号線の幹線と地方道が通っている。

市の気象は三河湾の奥に位置しているため，夏の気温は内陸部に比べるとやや

高く，冬季は海洋性的気象で内接より暖かい。降水量は夏に多く冬に少ない表日

本式気候で，気象的に施設型農業に恵まれた地域といえる(第ム 3 図)。

点 2 図 月別平均気滋(昭和47~56平均) 第 3 lli1 月

。 (C)

30 

20 

10 

。

8.1 

4.6'C 6.6 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 n 
資料:名出一応気象会 ljl 殺街路長Jl. iHリ所

54年 3 月以F年問E毛市役所総iWJ所

9 

(昭和47~56平均)

12H 

3 

西尾市は人口 9 万人，総面積75.03km'，市の主産業ーは第 2 次産業で，自動車関連

廃業が基幹となっている。農業は，経済の高度成長による工業へ労働力が吸攻さ

・ dたことにより，生産額は低下した。昭和57年の農業総生産額は110纏円で，野菜

25.9，米23.5，豚12.8 ，花き 12.7各億円である。産業別純生産額では，農業は 3%

に達しない。しかし，茶栽培，花き，野菜の施設題芸は，特産地として県下でも

有数な地位を築きつつ，経営の近代化を図っている。

浅間氏の所属する西尾・幡立花き温室髄芸組合連合会パラ部会は総パラ栽培面

積60 ， 506m' (ガラス温室33 ， 320，どニルハウス 27 ， 186各m') ， 1 戸当り 3 ， 185m'の

平均栽培面積で，経営者の平均年齢は36歳であり、日戸が参加している。
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(2) 浅間氏の略股

大正，昭和の初めにかけ，養査を主体とした稲作経営を行っていた父親は，病

気をした為に過重な労働が悶難となった。そこで紐放でも収援の上る柿栽培に昭

和 4 年頃に転換した。その時，自宅のすぐ近くに60aの土地を交換分合によりまと

めている。以後30年，柿と稲作との栽培経営を行った。父親は戦中，戦後は甘藷

2 ， 000貫どりの指導も行い，多くの友人をもち，広い視野で物事の見れる人であっ

た。

浅間氏はこの父親の考えの下， 24年千葉農専を卒業，種苗会社に勤め， 26年に

家にもどり，ガラス温室を建て，キンギョソウの採種とキクの栽培を始め， 28年

からパラ苗の生産を行い， 29年層際農友会を通じてアメリカのパラ農家で 8 か月

の研修を受けた。そこで雇用労働力を活かした大規模な企業経営をまなび，以後

その時期に応じた特色あるパラ専作の大型経営を日本で実証した。 60年現在，調

室7 ， 590m2 (2 ， 300坪)のパラ題を経営し，年間100万本，売り上げ高5 ， 400万円(青

色申告)，所得率37%の大型パラ専業の企業的農業経営者である。

氏は 30余年にわたる経営の問，菌内，閣外の100名をこす研修生を育成し，パラ

を通じて海外の生産組織との交流を深め，日本のパラの生産技術を世界的水準に

高める努力を行ってきた。 55年~57年には日本ばら切花協会長に就任，現在は同

会顧問をしている。

題懇受賞者の経常概況

浅岡敬介氏(昭和 4 年生れ)は自己所有の土地の評価額の範囲内で制度資金を

導入し，すぐれた質の労働力を，パラ切花生産の伸長期には研修生と雇用労力 γ

より，現在は家族と長期雇用のパートで確保し，長期的には後継者を米国で教予き

と研修を得させ，施設栽培地については，量産時期は借地も利用して低資本で可

能などニールハウスを使用し，切花品質向上と省エネルギーの時期になると，自

宅周囲に温室を集中させ，生産の安定と収益の向上を実現した(第 1 表)。浅岡パ

ラ罷の60年の経営実績は，以下の通りである。

全部が糧室で， 7 ， 590m'(2 ， 300坪)。軒高2.5mの高屋根による通風性の良い 2 か

ら 4 連棟の温室である。暖房は集中方式，配管は傑面に集め，温室内の機械作業
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第 l 表年度別の面積等の推移

l劦� {資
施設 d 媛房無緩房 施設利用状況 単た位り収萄種機本数当

年度
m' ビニーん

備 考-
ガラス

ハウス 媛E害 無畷房 周年 JI.切り {木み 多 t� 少

昭和32年度 100 100 。 。 。 ①パラ栽培始める

33 530 530 。 。 。

41 8 ,910 1,650 7,260 。 。 。 。 。 。

①第 2 ，喜3l!きま易化
②研修さ主が多勢入る
③ビニールハウスの

41~48 17 ,160 2 ,970 14 ,190 。 。 。 。 。 。 建設④第 2 ，第 3 幾
主i!ð1ヒ，またビニール
ハウスにより連作障
警の@]遊

55 8 , 197 4,237 3 ,960 。 。 。 。 。 。

60 7,590 7,590 ー。 しー~
。 。

ー
L一一…

1) 47~48年は一時的に箇後が増加している。終にビニールハウスの増加が顕著である。

2) 41~55年は然緩房栽培(変切り裁縫)が行なわれた。潟年裁縫よりも収設が少なし単価も安い

(約50%安)

3) 41~55年の脇設の利用状況は，周年栽培(年間出荷)変切り栽培(変・秋・春のみ出荷)と主主作

間避のため施設を休むものなど 3 つのパターンが総合わさっていた。

4)単位líiïf災当りの収援は，周年栽培体系では多いが，変切り主主培体系や施設の休む体系の組込みに

より全体としては収設が低い。 (líiï淡の拡大に比例して収設は伸びない)

に便利なようにし，自動天窓開閉装置，ボイラー，除湿機，縮霧冷房施設，自動

濯水施設の諸施設の外に，作業室(冷暖房付，切花保冷用冷議庫)，研修生宿舎が

ある。

{乍型は 7 月上旬に切下げを行い 8 月上旬から 9 月 に最終摘芯をなし 9

川下旬から翌年 6 丹一杯に採花を狩っている。主要品種は 10，面積の約 5 分の l

を改植にあて，市況対応への柔軟性を確保している。個人出荷，共同運送である。

栽培品語別生産状況は第 2 表のようで， 91万本， 5 ， 388万円 ， 3 ， 3m'当り 396本，平

均単価は59円， 1 ， 000m'当り 12万本である。

労働力は氏夫妻，長男，研修生 1 名，パート 5 名で， 1 ， 000m'当り 1 ， 880時間，

オランダの 1 ， 037時間にはおよばないが，日本の専業的パラ生産農家の3 ， 259時間

(森・ 1976年調査)の57.7% にすぎない(第 3 表)。
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第 2 表栽培品種別生産状況

栽埼品種名 面積 生産本数 販売額
3.3m'~ 3.3m'当 りl 本単当位た
たり本数 たり叛売額

(ぱ) (本) (円) (本) (1司) (河)

プリンセスサヤコ 1 , 181. 4 145 ,915 6.047.410 407.58 16.982.21 41.44 

カ プ
、、、 ア 798.6 87 , 610 4.890.300 362.02 20 ,207.85 55.82 

ノ f サ ア ナ 1 , 293.6 180.760 12.030.280 461.12 30.689.49 66.55 

ダ ン 676.5 63.780 5.304.010 311.12 25.873.22 83.16 

カランボウ 587.4 52.175 3.951. 310 293.12 22.198.37 75.73 I 

アールスメールゴールド 603.9 72.920 5 , 573 , 130 398.47 30 ,454.26 76.43 

ソ ア 841. 5 126.370 6 , 962 , 600 495.57 27.304.31 55.1G 

ブライダルピンク 1 , 029.6 145 , 770 7.483.770 467.21 23 ,986.44 51.34 

スプレンス 412.5 36.040 1. 587.050 288.32 12.696.40 44.04 

そ の 他 165 1.180 57 , 400 23.60 1 , 148.00 48.64 

計 7 , 590 912.520 53.887.260 396.75 23 , 429.24 59.05 

第 3 表所要労力(昭和60年)

作業時間 (7 , 590m') 1 ， OOOd「{動時当
たり労

家族1) ノ fート 2) 研修生3) 言十 間

土作 り 80 。 20 100 

改 植 55 110 30 195 26 

ピ ン チ 280 90 110 480 63 

薬 散 250 。 186 436 57 

芽・校整理 160 580 330 1 , 070 141 

追 1巴 75 。 63 138 18 

除 主事 30 85 36 151 20 

切下げ 400 320 140 860 113 

採 花 2 , 370 1.780 690 4.840 638 

結束調薬 575 1.530 127 2.232 294 

出 イiiJ 830 400 305 1.535 202 

そ の他 1. 060 645 530 2 , 235 294 

計 6 , 165 5.540 2 , 567 14 , 272 1 , 880 

1)本人・妻・ 2) 5 名 3) 1 名
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60年の経営費は3 ， 404万円，暖房賛が最も大きく 23.4%，次いで販売費の

20.5%，支払労賃の12.0%の!頃で，減価償却費は7.7%である。出荷材料費などを

含めると出荷販売費は25.2% となり，一般より多く，援房費はやや少なし 一般

に25% も達することのある減価償却費が少ない。出荷費の増加は市場出荷震と価

格の違いによる市場手数料の増加のためである。収入は5 ， 390万円，経営費3 ， 404

万丹，農家所得1 ， 986万円，所得率は37%である(第 4 表)。

第 4 表 (支出)とその割合(昭和60i;J三)

項 毘 内 ~て~ 金 額 1 ， 000ぱ当た 割合
(千円) り (千丹) (%) 

緩 E母 資 Ag重油@53円jQ 7.950 1.047 23.4 

環 境 重雪 電気料その他 1,800 237 5.3 

培地保全 目出来ヰ 2 ,460 324 7.2 

保健管理費 710 94 2.1 

収 出荷費 出荷材料 1,600 211 4.7 

種 商 1 万本商代 1,340 177 3.9 

E転 車雨 350 46 1.0 

F反 セ7土~ 資 市場手数料運賃 6 ,990 921 20.5 

一般管理費 公租公課 1,360 179 4.0 

修 理 費 950 125 2.8 

消 耗 資 400 53 1.2 

支払労賃 4.100 540 12.0 

減価 去IJ 費 2,610 344 7.7 

支払利息 1,040 137 3.1 

雑資・その他 作業衣服 380 50 1.1 

計 34 ,040 4,485 100.0 

夫人は援式簿記を勉強し，資金計画を含め経理を分担している。長男はパソコ

ンを導入し，品種・市場の選択，経営収支の分析を行い，敏速，的確な対応、を行っ

ている。また海外との交流には通訳をつとめている。この様に一家全員が有機的

に経営に参加している。
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霊童受賞財の特色

(l) 卓越した会業的農業経営者

① 生産規模が大きく，生産性水準と収益性水準が群を抜いて高く， 30年間の

積み重ねによって，パラ専作大型経営の可能性を実証した(第 1 表，昭和47 ・ 48

年参照)。

② これに到達する過程では，時代の条件変化に対応して経営の転換を行って

きた。連作障害対策技術が不十分で，輪作を必要とした時は，建設費の安いビニー

ルハウスを利用した。ビニールハウスの建設と維持に必要な労働力は，パラ切花

生産の拡大期の為に技術研修に来た研修生をあてた。ビニールハウスの保温効率

はガラス室に劣るが，当時の石油価格は低価格であった。 40年代は大規模大量生

産方式をとった。

オイルショック後の50年代には近代装備の温室栽培に転換する。その理由は以

下の通りである。温室の保温効率はビニールハウスより格段によい。研修生が少

なくなり，豊富な労働力が得られなくなり，ビニールハウス方式の設界が生じた。

パラ市場が童より質の時代に入り，品質のよい切花は温室の方が得やすい。連作

障害の克服技i*Ïが進んだことと，自宅周辺の洪讃台地の土壌の不利な条件も，土

の入れ替え，堆肥の多投入，暗きょ排水用のドレンパイプの埋設などにより可能

となった。以上の条件変化に対応して，借地，ビニールハウスによる労働多投入

的規模拡大から，労働節約的高度施設化による資本集約的経営への転換が的確に

進められてきた。

③ 経営資源の有限性を自覚し，それぞれの生産機能を一層強めるための努T

を行った。たとえば土壌条件の改善(土の入れ替えとパーク堆把の増投入後継者

の教育(米国留学)，施設の有効利用(品種の更新・品種向上)などに意を注いで、
いる。

④ 自己の経営成果の的確な把揮をするため，通例の農業所得の計算とともに，

家族労働の労賃評価を行い，自家の家旗労働がもっ生産機能を正当に評価する習
慣が身についている。

⑤ 農業経営が企業的に発展していく過程において，夫人の経営参加がし功冶に
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大きな役割を果たして来たが多くの人達によって語られている。敬介氏も夫人を

「荷輸の一つj と評価しているが，経営の管理運営や技術の閣で，夫人のもつ多

面的な能力を開発し，それを積櫨的に活用しようとする態度は企業的経営者にふ

さわしいといえよう。

⑥ 後継者育成も学校教育を基礎に，先端技術(ロックウー/レ栽培)への挑戦，

投資判断，市場分析(パソコン利用)，販売戦略などに本人の主体性を尊重した実

践教育に費ぬかれている。

(2) 捜野が広< ，スケールの大きい 1) ーダー

① 昭和28年から 60年までの間に，全国各地から 84名の研修生のほか，海外研

修生 5 名，県立農大生20数名を引き受け，一人前の経営者になれることと，広い

視野とよき人聞になることを目壊に指導してきた。温室の一部の管理を研修生に

まかせることや，研修のための苗作りを用意することなどの外，授には教養のた

めの教育を行っている。また自己の得た市場情報も滑しみなく提供して，研修生

の経営の早期確立を図ってやっている。

② 氏の指導によって，パラ栽培だ、けでなく，地元のカーネーション栽培や，

観葉植物などの大規模花き闘芸経営が各地に定着してきている。そしてそれら経

営者は広い視野と企業的センスをもち，新しい技術，アイデアの導入に積極的に

取組んでいる。

③ 日本パラ切花協会役員として，パラ先進国のパラ協会との額際交流を推進

した (50年代後半)0 56年にアメリカでの年次大会で日本のパラ栽培の現状を報告

し(通訳は息子正玄氏)，翌日年にはアメリカ協会員85名の日本ノfラ業界の視察に

ば，日本のパラ栽培と販売方法，温震の装備，効率性を示し，高い評価を得てい

""0 また，フランスのパラ育種家のアラン・メイヤン氏，アメリカのt世界一のパ

ラ切花生産者シミ・シパタ氏をまねき，世界のパラの動向をパラ

もらう機会を作っている。

④ 新しい各種の技術を積撞的に開発・導入・改良し，普及

は後述)。普及には巣立って行った研修生の巣した役割が大きい。

に知って

した(内容

⑤ 広い視野で農業に取り組むことを重視していた父の教剖を受けついで，そ

れをさらに恵子に受け渡した。浅陪パラ襲は，アメリカの100年続いたパラ麗を自
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標tこ，三代のパラ闘の夢を着実に歩むよう努力している。

(3) 大規模パラ経営を支えた生産技捕の導入と有効な利用

② パラ切花の主力となった中輪種の海外からの導入・急速な普及と，ノ〈ラ切

花の大衆化への貢献

以前の切花パラの欠点は， 3.3m'当り年間200から 300本の切花本数と，数日間と

いう日持ちの悪さにあった。 43年のヨーロッパ視察で，芸長はみじかいが，中輪

豊産性で500から 1000本も切れるフロリパンダ系統を知り，既存の倍以上の採花本

数と日持ちのよい品謹を導入して急速な増殖を行った。経営には先駆者利潤を，

消費拡大には価格の安定による大衆化をなしとげた。現在は高品質への稽好の装

化じ採花に必要な労賞の上昇との関係から，茎長が長く，日持ちは良いが切花

本数はやや少ない品種に移行している。

② 栽培管理技術の隠発，導入と改良

② パラ苗短期大盤増殖技術としての高芽つぎ 開花枝の下 3 分の l のところ

にT字型(観音聞き)に明りこみを入れ，新種の 1 芽を木部を残して挿入しテー

プで盟定するもので，有望な新品種の苗を l 年で 1 万本にふやすことが出来る。

中輪のフロリパンダ種の短期間大量増殖はこの技術に負う所が大きい。

③ 省力化技術の導入@温湯散水方式による土壌消毒 (55年以後温湯循環式を

採用していたが，労力が10分の l ですむ散水式の温湯 (80'"'-'850C) を床全面に 200

mm程度滞留浸透させる)を60年から採用した。土壌消毒と除塩効果がある。。自

動謹水は37年から導入し，現在は電磁弁を組合せ，栽培にあった散水量の自動化

を行っている。。無人薬剤防除を細霧冷房を利用して実施 (57年以後)している。

動力噴霧式 (10%) プルブロツグ (40%) 細霧冷房 (50%) の割合で、行っている n

@ボイラーを 1 か所にまとめ，集中暖房・集中配管方式を47年以後採用しているむ

⑨ 海外からの技構の導入 パラを切ったとき枝が倒れない仕組みをもっ採花

パサミ，輪ゴムによるパラの花束の結束，自動選花機の導入(以上44年) ，パノレピ

ライザー(枯枝細断機)の導入 (59年)。

@ 生産コストの低減 排煙熱を再利用する型のボイラーの購入，二重カーテ

ンの採用とこれによる多湿化に対しての除温機の利用，一方短期間ですむ耕転機

などには共用利用を行っている。
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@ 土壌条件の改善技術 大量のパーク堆肥の投入，排水周ドレンホースの壇

設，温湯散水消毒と除境による連作障害の軽減，ロックウール栽培の導入などを

行っている。

@ 新品穣の育成と導入 品種フアベルジエの枝変りのスプレンスの育成，つ

ねに新しい品種の海外からの導入と試作と検討が行われている。

@ …部弱校の折り曲げ技争19'による弟定による好適新檎の発生捉進

入)。 選花，結束，待選りのための作業家の空調化による作業の能率向上及び切

花の鮮度，水とげ能力の維持のための低調暗室の設置 (37年)など。

以上のように，企業的な経営能力，人間としての広い視野と人格，横撮的な新

技術の導入と利用により，現在さらに将来にむけて希望ある大規模なパラ企業経

を行っている。

露関受賞者の技備，経営及びその普及性と今後の発撲方向

(1) 技術及び経営について

① 技櫛上の対応

パラ切花温室栽培で主要な課題は，品種選択，健全苗の入手，改植対策，燃料

費部減対策，省力防除技指などである。これらについて見ると以7ごのようである。

品謡選択は，浅陪パラ閤 されているる うち，ソニア，キャラ

ミア，ブライダノレピンク，アールスメールゴールドの 4 品種は全悶的に温室に栽

培されている主要10品種中のものであり，パサディナは上役目品壌中にある。な

おダーリンは桃系の?主目されていた品種である。赤色のカランボウは単舗が高い

冬季ブラインドの発生が多く，低温栽培では到花日数を多く必要とする

ごある。この点は同様な性質をもっアールスメ…ノレゴールドとを間一棟で栽培温

度を 200C として栽培し，冬季収量の増加をはかつている。なお夏季花弁数の減少

するブライダルピンク，プリンセスサヤコ，カランボウなどは，夏季第定により，

その時期の出荷ははずすなど自己の栽培方式に適応、した品離が選択されている。

は研修生や附近の農家に委託生産しているが，その母本は浅間パラ盟か

ら供給し，増殖技術も浅岡氏から受けたものである。この為良品賓の苗が計時的

に確保出来ている。
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改植対策は前述の通り，温湯散水方式，側壁暖房湿水管の配置によって耕転機

等の温室内作業が可能となり効率よく行い得る条件が，整備されている。更に現

在検討しているロックウール栽培も，室内の湿度が低下するためか，濃色の臼持

ちもよい切花が得られている。

燃料費節減対策としてのニ重カーテンも，低混性の品種については，始めは加

温せずに栽培し，湿度の上昇は除湿機を科用して病害の発生の防止とともに，品

質のよい切花を得る方法をとっている。更に気温が低下してくれば，十分な加視

を行い，二重カーテンによる燃料費の節減は十分に行っている。

② 経営上の特徴

生産コスト，減価償却費が高くつく現在，単{立面積当りの収益をいかに伸ばす

かが重要である。現在は規模拡大よりも資本，労働力ともに集約性を重視する時

期である。この点から見れば浅間パラ園は浅間氏の先見性と企業的能力によって

順調に移行して来たと考えられる。

前に示した第 4 表の 1000m'当りの経営費を林氏(1977年:農業及園芸52(4): 

565~568) の試算と比較して見ると支払い利子の少ないのが自につく。これは自

宅の周囲にさを生産施設を集中した時，土地の交換と資金の鵠達がうまく行ったこ

とを示している。各項目では収穫出荷及び販売量が多いこと，暖房費が少ないこ

とことである。暖房費は二重カーテンその他で燃料消費の節減がなされているこ

とによる。なお 1000m'当りの農業所得は258万円であり， 3.3m'当り 8 ， 634河にな

る。親子 3 人，パート 5 人(実質換算 4 人)、研修生 l 人の計 9 人( 8 人)で 1

人当り 700~800m'が適正規模と見られるパラ栽培ではこれは立派な栽培である。

経営の所要労力を示す第 3 表を見ても，オランダの 1 ， 037時間にはおよばない

が，林氏の試算では3 ， 000時間であり，浅詞パラ菌はその63%である。この包ノJ

化は~文穫調整，出荷が最も大きく，施肥，薬剤散布，芽かき・誘引の労力である。

これらは温室，鵠整作業室の配置関係もあるが，前述のように薬剤散布に対す

る施設，機器，芽かき，誘引には経営にたずさわる全員の向上した技術の結果に

よる所が大きいと考えられる。その各人の能力を十分に発揮出来る状況において

いる浅間氏の人事管理能力が高く評価される所である。

(2) 普及性と今後の発展方向
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パラ栽培に隈らず，現在の 林氏(1977年)の混窓パラの経営試算との
第 5 表

花き生産経営，広くは日本の 比較 (1 ， 000当たり)

農家の現状は大変きびしい状

況にある。多くは経営不援吋

規模拡大→労力不足→品質・

生産量の低下→経営不振の悪

籍環を行っている。この為に

は規模を拡大するよりも単位

Z積当たりの収益をいかに伸

ばすかが重要である。

夫人及び子患の力に負う所

が大きかったとしても，自己

の経営実綾の数値を整理し，

粗収益(生産量・販売量・単

価・販売額)，労働時間，経営

を明らかにして，経営改善

の資料として来たことは，大

変なことである。浅間パラ爵

項目

粗収益・切花

種苗費

肥料

農薬費

経 資材費

暖房費

光熱水費

片白ふ告ゐ
去日費

修

出荷経

雑. 費
費 平日 子

支払労賃

公租公課
止口〉、 計

200 4.2 

150 3.2 

90 1.9 

60 1.3 

1 ,327 27.9 

210 4.4 

1 ,188 25.0 

30 0.6 

900 18.9 

100 2.1 

500 10.5 

4 ,755 100.0 

浅|司ノfラ闘

割合
% 

7,101 

177 3.9 

324 7.2 

94 2.1 

53 1.2 

1,047 23.4 

237 5.3 

344 7.7 

125 2.8 

1 ,132 25.2 

96 2.1 

137 3.1 

540 12.0 

179 4.0 

4 ,485 100.0 

では，コンピューターを科倍して，その結果の判断を一家全員が意志の疎通を欠

かないようにし，次代の経営へと一歩ずつ引き継いで行っていることである。

現在，円高で切花が東南アジアのみならずヨーロッパからも輸入が増加してい

ろ折，いかにこれに対して日本の生産経営の強化し，克賦して行くかが，施設園

長農家の課題であろう。この為にはより多くの情報の入手，その情報の的確な把

握，その上での技争rj，方法の選択と利用，これらの上に将来の経営が成り立って

いくであろう。

長男正玄(まさはる)氏は，幼くして国諜人になるよう られ，高校は国際

学醤に学んだ。その間ロータリークラブの交換学生として渡米し， 52年ミシガン

州立大学関芸学部に入学し， 56年卒業後，氏の経営に参加し，片腕として，その

新しい感覚を生かしている。
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浅間氏の温室群 浅間氏夫妻

浅間氏と管理状況 ロックウール栽培

氏の持っている広い椀野と人柄は，パラ生産以外の農業経営者に再じ様な物の

をすることを教えている。これは技術の修得以上のものを隣人に与えている

ことになる。

浅舟敬介氏はかつて父親から広い視野で農業と取り組むことを重視して，教育

と経験を若い時に得られるよう配慮してもらった様に，氏は患、子にもこれを賎 d

ている。

また 32年，氏が結婚した時，それを契機として父から経営を譲られた。氏は長

男正玄氏の58年の結婚時に，自分の経験を長男にも実行したいと考え，経営を逐

次譲ってきた。現在は父と子の協業の状態になっている。

さらに的確な技術を用いた，より確かな経営が，広い視野と国襟的な考えの上

に，新しい施設の皮袋に若い;慣がみたされるであろう。
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日本パラ業界の国際的地位向上を

浅関敬介

私のパラ経営は親子三代にわたる営

農に対する評価と受けとめております。
父は昭和初期，養護と水稲の複合経

営から，果樹(柿)主体の経営に転換
して来たが，戦中戦後の食糧難時代に
せ藷の増産指導員として活躍し全国に
先進的な友人を得た。私には広い視野
で農業を営むようにと，千葉農専に学
ばせ，国際農友会の派米実習生として，
米国農業を体験する機会を与えてくれ

た。また，若い内から我が家の経営を
全額的にまかされ，それが自分の発奮
につながり，自分の思い通りの経営を
行うことが出来た。
戦後の日本農業は大きな変遷があり，
とりわけ花芥業界に診ては，ビニール
の新資材による技術革新，又，高度成
長による花子干の消費拡大により急速に

発展した。そうしたなかでパラ栽培で
は先進罷である欧米の新品種や，技術
を次々に導入し，消費の拡大，機械化
による省力化や，大規模経営など，常
に時代の先取りをし，日本のパラ業界
のレベルアップに努めてきた。又，地
域のリーダーとなり，産地の組織化を
闘って来た。さらに多くの研修生を受
入れ，栽培技術を習得させ，後継者の
育成に努めてきた。
日本パラ協会の会長時代には，パラ

の生産並びに消費拡大，又，フランス

のミッテラン大統領夫人へのパラの献
上による「パラのかけ橋J など国際交
流を深め，臼本におけるパラの国際化

を図った。

このパラ作りを通じて国内はもとよ
り海外まで多くの友人が出来た。とり
わけ今詔受賞の御報告のため東宮御所

へ伺ったところ，皇太子殿下，
妃殿下に直接お会い出来，お祝いの言
葉や，パラ談議が出来たことは，私共
夫婦にとって終生忘れ得ぬ思い出の 1
コマとなった。

恵、子は私のパラ作りを後継したい念
願で米国のミシガン州立大学で濁窓を

先進留での技術と海外での多く
の友人を得ることが出来た。この受賞
は米閣の業界誌にも掲載され全世界に
紹介された。

この機会を契機に，経営を全面的に
息子に缶かせ，自分の能力を十分発揮
できるように仕向けている。現在新技

術として注詔されているロックウ…ル

によるパラ栽培に着手している。

も順調であるので次年度はさらに大規

模のロックウール栽培を計画している。
我が家の目標は，パラ経営三代，百
年祭の実施である。今後とも常に先進
的経営をめざし，地域の仲間とともに
罷際的交流を園りながら，白木のパラ
業界の盟際的地位の向上を闘りたい。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞二二二二

品目オ柑橘

賞者野本繁樹

(愛媛県松山市祝谷 6-1260) 

臨受E費者の略歴

一地区と経営の概況と特色一

第 l 図受賞者の所在地 里子本氏の居住する松

山市祝谷地区は，松山

市の中心より北東 3km

に位置し，道後温泉に

近く，文教地区にも近

接しているため，松山

市の新興住宅地として

急速に変ぼうしてきず

いるところである。
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を売却したりアパート

やマンションを建てる

農家も多く，また，大

手のデベロツパーが農

家から農地を買い上げ，



大規模な住宅閤地を造成しつつあるし，野本氏のカンキツ閣の裏山はカントリー

クラブに変容している。

このような環境の中で，野本氏は二代にわたり，カンキツ一筋にレベルの極め

て高い経営を続けている。

昭和40年代以緯，収益性の低下に悩むカンキツ産地にあって，中核的産地であ

り，その統制のよさと発展力のすばらしさを誇る愛媛県温泉青果農協(松山市，

北条市，温泉郡の 2 市 1 郡におよぶ管内)は，ウンシュウミカン中心から，中晩

カン，とくにイヨカン中心経営への脱皮に成功している。

野本氏はカンキツ経営農家の立場から，営農，技術の両面において，農協活動

の中心として，強力なリーダーシツプをとってこられた人物である。しかしなが

ら，その経営はけっして人目をひくような派手な経営ではない。すなわち誰も

似のできない独創的なものではなくて，努力すれば誰にでもできる可能性のある

内容であり，つまり，現在求められているカンキツ経営の一つの優れたモデルな

のである。

急慨斜地295aの経営面積を， 10年間という短い年数の間に，イヨカンを中心

に， 9 月から 4 月まで収益と労力との分散をはかるべく，極早生，早生温チト1，ネー

ブル，宮内イヨカンへと新品種・系統に改植し，粗収入約2 ， 500万円，所得率59%

という，現症のカンキツ栽培としては他の模範とすべき経営内容に達している。

カンキツ経営が土地収益性の高さを重視してくるにつれ，経営内容をますます

密度の濃いものにしていかなければならないと考えられるが，野本氏のカンキツ

経営は，あたかも都市近郊の施設野菜などに比べられるくらいの収益を上げてい

るものであり，以下にその具体的内容を紹介する。

ちなみに，野本家の家族構成は，母，繁梅氏夫妻，長男(同屠)，三女(1司)の

5 人である。長男は県立農業大学校生で，後継者養成のコースに入っていること

も，この経営の将来性をうかがわせる。

霊童受閣財の特色

その技術的な特色を一口でいえば，土作り・根作り・樹作りをそットーに，カ

ンキツの生理に適った欝定整枝，摘果，施肥，土壌管理などの技術に裏付けされ

-101-



ていて，極めて安定した収量と高品質果実生産を行っていることである。そして，

何よりも野本氏のカンキツ農業に対する熱心で科学的かつ独創的な考え方に基づ

いて，経営技術が極めて榎秀である点である。

(1) イヨカンを主体とした品種更新とその先見性

今にして思えば，昭和40年代に入ってウンシュウミカンの生産過剰の影がみえ

てきた。 43年にはその徴候ともいうべき最初の暴落があり，多くのミカン生産地

では，暴落原習はミカンの品質が悪くなってきているからだと判断し，“うまいミ

カン作り運動"が全露的に大々的に繰りひろげられた。野本氏はこの時に，

シュウミカンの生産過剰，むしろ消費の限界を直感し，この時点で早くもウンシJ

ウミカンからイヨカンへの転換を決意としたという。その先見性は，今からみれ

ばさ程とは思えないかもしれないが，当時では出告の先見性であったであろう。

ウ、ノ

以後の計画的な更新の進め方を第 2 図に示した。すなわち，普通温州，早生温

外1，甘夏をへらし，宮内イヨカン，ネーフソレ，概早生温州、iに更新してきた結果，

サ
変
他2
%

サ
変
他2
%

甘
変
仙
川

野本氏のカンキツ閣の種，品種構成の改善

チト|通 j良

60% 

第 2 図

州、l

普

通溢
37% 

普

昭.45年

50 

53 

55年~現在

(30a) (20a) 

現在では宮内イヨカン1. 81ha (62%) ，ネーブル(大三島，白柳) 45a (15%) ，早

生温州、1 (宮川，興津) 30a (10%) ，極早生温州(徳森) 20a (7 %)，普通イヨカ

といった種，品種の講成になっている。
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管理されたカンキツ圏 急傾斜地カンキツ閣とモノレール

一般には，次の大暴落の年である 47年と，それ以後恒常的に続き始めたウンシュ

ウミカンの安値を契機として，品種更新に着目し始め，その実施は数年"-'10年余

遅れているのに対して，野本氏の対応は極めて阜く，その差は収益面に大きく現

れている。しかも，イヨカンのうち，豊産性で高品質，高価格の宮内イヨカンを

大幅に増植して，経営の主力としたことは，間んといってもその蓄積した技術力

のたまものである。

(2) 高収益，高品質生産技術の体系

{憂秀な品種の宮内イヨカンの経営面積に占める割合が多いだけでなく，宮内イ

ヨカンの特性を十分に発揮させて，高反収，高品質の果実生産を可能にし，ひい

ては高収読をもたらしている点である。今日，普通イヨカンに定着していた弱い

樹勢，多施肥，少収量，品質不良といった惑いイメージは，宮内イヨカンによっ

イ払拭され，イヨカンはウンシュウミカン，甘夏に次いで，わが国第 3 位のカン

ーf ツとなり，その評儲を高めているが，それは野本氏のような熱心家が宮内イヨ

カンの本質，特性を発揮させる栽培体系を努力の上に形作ったからにほかならな

しミ。

10aあたり平均85万円の粗収入という高収益のもとは，“土作り“根作り“梅

作り"に徹したことにある。商業高校出身の野本氏は，師を求めてカンキツの基

礎や応用技術を学ぶことには極めて熱心であった。そこで到達した根本は，人一

倍カンキツ樹や土に愛情といたわりをもつこと，すなわち，樹にも土にも決して
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過重な負担をかけないことを第一義としてきている。急傾斜地の花商岩崩かい土

壌は決して地力は豊かではない。わが閣のカンキツ産地としては，むしろ不良の

ほうである。できるだけタコ査を掘り，できるだけ組大有機物を多く施して，少

しずつ地力をつけてゆくことを根気よく続けてきている。誰でもがやるように，

莞定したミカンの葉枝を入れ，手近に入手できる有機物，すなわち堆肥，豆腐粕，

鶏糞などを多量に施すことを長年やり続けている。一般の栽培者と少し違う点は，

樹の状態，土壌の状態をよく観察しながら，時にPHや成分の測定を依頼しなが

ら，科学的な百擦と規点とをはっきりと揖えつけて，それに向って根気よく続け

た点にあるといえよう。

一方，整枝欝定，摘果，高接などの重要作業には，多労力をかけておろそかに

せず，その反面，地の補助的作業は極力省力化，効率化をはかることをモットー

にしている。急傾斜地カンキツ閣のモノレールの導入や， 33戸で28haま定置配管

による共同防除，あるいは共同かん水組合には率先して参加しているのはそのあ

らわれである。

第 l 表に示したように， 10aあたり収量は，県平均に対してイヨカンでは1. 8

倍，ネーフキルでは 2 倍。粗収入イヨカンで温泉青果組合平均の1. 9倍となってお

り，高皮以であることが明瞭にわかる。第 2 表には果実の等級と階級構成を示し

たが，秀品や大玉の比率が高く，高品質であることがうかがえる。

(3) 大きな経営面積を家族労力主体で経営することによる収益性の向上

295aのカンキツ圏の管理は夫婦主体で， 10aあたり労働時間は平均134時間(1

臼 8 時間労働として 17 日) ，その内雇傭労力は11%に過ぎない。

夫婦労力主体でカンキツ闘を経営する場合，各月に分散する労力のなかで寸

穫労力が大きな制限因子となる。野本氏の場合，第 2 図のような品麗構成であ臼

ため，自らある程度，収穫期の分散がはかられている(第 3 図)。すなわち 9 月

下旬~-10月中句に極平生を， 10月中旬~11月中旬に早生混州を，つづいて 11月中

旬~12月中句にネーフ命ルを， 12月上匂~年末に宮内イヨカンを，最後に 1 月に普

通イヨカンというぐあいである。しかし 181a，約30 トンの宮内イヨカンを 12月 1

か月の間に収穫出荷することに，問題がないわけではなし分割採紋で何とかし

のいでいることとのことであるが， 12月はカンキツ農家の農繁期であれば，家族
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の応援も真剣なも 第 1 表 里子本氏のイヨカン函10 a あたり収量，粗収入の比較(招

のであろう。 和59年)

もちろん，収穫

労力の分散，効率

化という問題に対

しでも，モノレー

ル (700m) の活用

収

議

粗収
入

豆 分

県平均

野本氏

⑮平均

野本氏

富内イヨカン

1,690kg 

3.020 

100% 

189 

普通イヨカン ネーフル

1,787kg 1 ,180kg 

3,245 2.443 

100% 100% 

198 168 
キはかつているで

のろうし，時期的

に集中する摘泉，

採収，第定などの

作業を分家(弟，

専業農家165a経営)

と共同で行い，適

期適作業を心掛け

ている点など，日

常にたゆまぬ経営

努力を重ねている

ことは， とうてい

数舗では表示でき

ないものがあろう o

vちなみに，野本氏

心カンキツ経営の

施設及び農用機械

の所有と利用状況

第 2 表 野本氏の宮舟イヨカン，ネーブソレの等級と階級構成

の比較

γ一一

区

昭57生存立主

宮内
1 5 8 
ヨ
カ
ン

5 9 

昭57年産

弓1

フ
lレ

を第 3 ， 4 表にかかげる。

(4) 組合出荷に徹する

溢泉青果農協は徹底した

5 8 

5 9 

等 級 (下段はネ ブ+ル)

分
2 L L M 

秀品 {愛品 良品
(3 L) (2 L) (L) 

@平均 30% 49% 21% 7 8% 1% 

野本氏 39 48 13 7 4 

@平均 25 51 24 42 54 4 

野本氏 37 50 13 69 31 

@平均 25 50 25 71 29 

野本氏 26 53 21 78 22 

@平均 40 47 14 31 51 18 

野本氏 55 41 4 33 54 13 

⑮平均 37 45 18 8 49 43 

野本氏 43 50 7 26 58 16 

⑮平均 45 48 7 21 55 23 

野本氏 54 26 53 21 

計画出荷，共同麗則"の三方針を貫ぬい

て運営されている。 lkgたりとも鋼人販売しないことがよく守られ，徹底し
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第 3 図 野本氏のカンキツ国の種，品種別の主要作業体系
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宮内イヨカン

1/.1:_ 3/ ド 12/.1:末
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(大三島+白柳)
トー一一回ー一向一一四-ß 。 。 'x----x.品A一一
出荷 J出来 ~y.後日j 有I
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磁早生IMt';'ト|
9/下 10/中

x----x 
20a 摘果 収穫出荷

早生J昆州、i 10/中 11/中

(自11 興津 20号) 招来
30a 

x時四一一骨四X

収機出荷

第 3 表 里子本カンキツ磁の所有施設

施設の名称 規 模 個人・共有の別

日字 蔵 庫 118.8m'X 2 棟 共有( 3 戸)

目ず 蔵 庫 49.5m'X 1 棟 個人

団体営畑地港湾2事業 140 ha 共有(180戸)

共同防除 28 ha(定置配管) 共有 (33戸)

モノレール 700 m 個人

第 4 表野本カンキツ醤の所有農用機械と利用状況

機 械 名 台数 ム目己己 カ 年間利用時尻

トラック 1 1. 25 トン積 4 ， 000初l

モノラック l 35 馬力 180時間

動力噴霧機 2 9 ,000 Q /h, 3, 060 Q /h 190時間

中耕機 1 3 馬力 70時間

草刈機 1 l 鳥カ 100時間

散粉機 1 1. 2馬力 15時間
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貯蔵庫

た共販組織によってイヨカンの全国のシェアが22%の組合に成長し，その結果と

して，高利益をあげ，組合員への支払い単価は比肩する組合がないほど高単価で

ある。

野本氏は昭和44年~49年 2 期 6 年間の温泉青果祝谷支部の生産部長，県果樹研

究同志会副会長，あるいは長い選果場の評髄活動を通じて，宮内イヨカン更新へ

の原動力としての活躍をされたばかりでなく，常に活動の中核であるだけに，そ

の販売にあたっても，前述の三方針を実行する生産者である。

園地別の分割採収，区分貯蔵した果実を，味のついた物から計画的に出荷し，

例えば宮内イヨカンは総平均沌あたり 260円という高単慨を収めている。

(5) 後継者

祝谷地区全農家のうち20%に若い後継者があり，嫁問題は深刻ではないという。

野本家では長男が農業高校を卒業後，県立農業大学校で修学中で，そのカンキツ

経営意欲は高い。

松山市近郊という立地条件の祝谷地区にあって，野本氏はその温厚で熱心な人

柄の故に，地域のリーダーとしての信望をあつめ，スポ}ツなどの地域活動を通

じて，カンキツ農家の結束をはかっている。これらは自ら後継者の育成などの面

にあらわれているものと思う。
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塁審今後の課題

(1) 今後の穣，品種の構成をどうするか

当面は，糖度12。以上で香りの高い品質の宮内イヨカン生産を毘標に，評価の高

い温泉青果の宮内イヨカンのシェア確立をはかつてゆく。しかし，つぎの時代の

鐸秀品種を積極的に探索し，園地の若返り策と平行させながら，それらの新品種

の苗木育成事業を早急に始めるべきであろう。

(2) 圏地の分散問題

1 経営主体の分散しているカンキツ菌をなるべく集めて集団化するべく交換み

第 4 図 里子本氏のカキツ闘の分散状況
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合することは，言うはやすく行うことは至難である。しかしながら，野本氏のカ

ンキツ園は第 4 閣のように，急傾斜地圏が 7 カ所に分散し， 5 a , 10 a , 15 a , 

25 a , 65 a , 80 a , 95 a と大小混在の状態で、ある。まず小面積の 3 か所をどうす

るかが問題である。
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韓議欝灘鶴

地域の果樹産業発展に向い努力

野本繁樹

我が家が柑橘専作農家になった経過

を申し上げますと，昭和25年当時の経

営状況は水田50a と，樹鼠地100aの溜

穏で，水田は32枚という山関部特有の

山田であり，米麦の生産には極めて条

件は慈し労力がかかる割に，収穫も

少なし柑橘調の栽培管理と競合し，

双方があまり良くない状態が続いてい

ました。さらに柑橘についても，当時，

早生混洲10a，普通溢洲70a，普通伊予

柑10a，ワシントンネーフソレ10aの栽培

であり，肥料並びに箆楽は充分でなく，

生産技術の低さも重なって，不安定な

収量と収益を繰り返していたのも

でした。

その後，圏内経済状態も次第に良く

なり，同時に，農業協同組合も充実し，

みかん販売がスムーズに行われ，我が

家の経営状態も少しは向上しました。

そこで，昭和30年代に入って経営規模

の拡大を思いつき，少しの貯えと農協

並びに銀行より資金を借り入れ，雑木

林を購入し，家族会員で鍬での開墾を

符い，以後その繰り返しを行って，経

営規模の拡大を留りました。吏に水田

も樹闘地に変更し，みかん専作農家と

なり，家族ぐるみで努力し，節約をし

ました。しかしその後が大変でした。

昭和43年の温洲みかんの価格築港は 8

ケタ農業を目前にしての出来事であり

ました。続いて昭和47年，温洲みかん

300万t時代の第 2 呂田の大暴落によっ

て，壊滅的な打撃を受け，経営関難に

なり，そこで富内伊予柑など中晩棺類

への品種更新に取り級み，昭和45年か

ら昭和55年の 10年間にわたり，計画的

に実施し，更には老齢樹の改植も行い，

肥培管理の徹底を鴎り，品質の向上に

努めました。その結果，現在のような

品種構成になり，よって周年供給体制

と労力の配分も出来，同時に収益の向

上を留る事となったわけです。

今後の柑橋情勢は大変厳しい時代も

あるのでしょうが，永年の経験を生か

して，柑橘:ì:産県の一員として，

の努力を行って参りますと同時に 2

年後に農業大学校を卒業予定の後継者

もおり， 21世紀へ向って遇進致します。

微カでありますが，地域の果樹産業発

展のため，少しでも力添えが出来れば

幸いと綴っております。
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天皇杯受筒

出品財乳牛

受賞者島田成司

(北海道広尾郡大樹町字開進123)

第 1 図受賞者の所在地
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塁審受賞者の略歴

(1) 地域の概況

島田牧場の位置する大

樹町開進地区は，帯広市

から南に60kmの位置にあ

り，帯広空港には30km と

近く，また道路は国道236

号線を中心として，道々，

町道の道路条件は整備さ

れており，市場条件にも

恵まれている平地農村地

帯である(第 l 図)。

大樹町は専業農家284

，第 1 譲兼業85戸，第

2 穣兼業29戸，合計398戸

の農家数で，農用地面積

13. 391ha, 1 戸当り 34ha

となっている。酪農家戸



数285戸，乳牛頭数日， 316頭で 1 戸当り鶴養頭数は57顕である。

調進地区は，大樹町の南西部に位置し，隣接する振別地区とともに本町を代表

する酪農地帯で，全国的にも有名な乳牛改良のリーダーが存在する地域であり，

専業酪農家が16戸，乳牛平均銅養頭数70.4頭という大規模経営が行われている。

なお，大樹町の農業総生産額は9 ， 677百万円で，そのうち酪農生産額は7 ， 518百

万円 (77.6%) と極めて高いウエイトを占めている。

(2) 島田氏の略産

島田氏は昭和16年大樹町に生れ，野幌機農高等学校卒業後，道内 2 ケ所の牧場

で実習を重ね，将来自営のための技術と酪農専業の意志を囲めた。

36年実習を終え，父繁一氏(昭和30年から 12年間大樹町長)の経営する畑・酪

複合経営に従事したが，当地方の常習的冷害に対応するため，酪農専業経営の確

立を推進する中で， 41年第 1 次構造改善事業地区に集落が指定されたのを契機に，

リーダーとして日夜寝食を忘れて事業推進に奔走し，今日の当地方における酪農

経営基盤の確立に大きく貰献したことは高く評鏑されている。

40年には，他町村にさきがけて，後継者を対象とした乳牛改良同志会を設立し

た。当時30名程度の同志の会長として，乳牛改良のためのブラックアンドホワイ

トショー等の諸行事を開催し，十勝は勿論のこと広く道内からも参加者が多く，

地域の乳牛改良@増殖に尽力した功績は極めて大きい。

53年には，農協事業による基礎雌牛導入の購買者としてアメリカに派遣され，

優良牛約30頭の選定に当たった。また，地域・道内は勿論，多くの府県から審査

員として招へいされる等ラ地域酪農の振興9 全国の乳牛改良に大きく貢献してい

る。

その問，後継者育成にも意を注ぎ， 13都道県より，現在までに25名の実習生」

受け入れた。 1~4 年の実習を終えた実習生は実家に帰えり立派な酪農業を自

している。

さらに島田氏は，後継者育成の中で，現今深刻な嫁不足の解消に奔走し，既に

10数組の良縁組を成立させていることは特筆される。
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震譲受費者の経営概況

(1) 家族構成と労働力

室長族は島田氏夫婦と子供 3 人および両親の計 7 人であるが，常住の実習生 3 人

を含め労働力は 5 人となっている(第 1 表)。

第 H受家族構成

氏 名 続柄 年令 年従事日数間 従事分担 そ の 他

島田成可 経営主 45才 330 日 経営全般

範子 委 37才 280 日 家事，牛舎

一成 17才 宇野広農業高校 2 年

力人 次男 15才 中学校 2 年

大ごと 三男 13才 小学校 6 年

繁一 父 76才 雪印乳業取締役

静子 母 76才 家

佐藤英文 23才 330 日 牛舎，煩 静岡県 4 年目

鈴木輝彦 19才 330 尽 牛舎，畑 静岡県 2 年間

坂本勇 良日 18才 330 日 よド 畑 熊本県 1 年目

帯広農業高校に在学中の長男は，週末および休日には帰省し，農業に参加しな

がら実践を適しての学習に意欲的である。

奥さんは実習生の母親がわりとしてよく覇倒をみ，また

っている。

(2) 土地利用の状況

アピ

57年の農用地増に伴い，てん菜の耕作を始め，サイレージ用とうもろこしを減

反した以外，土地利用(第 2 表)には特に変化は見られない。

自給館料の生産にともなう土地利用語積はサイレージ用とうもろこし4.0ha，

放牧地4.5ha，採草地43.1haとなっており，単位当り生産量は当地域の平均水準を
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第 2 表土地利用の年次変遷

区 分 昭和 57年 58年 59年 60年56年

農 用 地 (ha) 47.0 58.0 58.0 58.0 58.0 

地 (ha) 39.3 50.0 49.0 49.0 47.6 

て ん 菜 (ha) 飼料用 4.0 5.0 5.0 6.4 1.0 

サイレージ用
と Aうもろこし (ha) 6.7 4.0 4.0 4.0 4.0 

成換 1 頭当面積 (ha) 1.00 1.13 1.15 1.13 0.77 

上回っている。

生草総収量は2 ， 415.6tであり，成牛換算頭数 1 頭当り 35.7tである。当地域の成

牛換算 1 蹟当りの生草年間必要量は34t程度であり，十分な自給飼料を生産してい

る。

生産原料草の利用状況は第 3 表に示したとおりである。

近年サイレージ用とうもろこしの作付は 4 haで推移しており，過去と比較して

2 ha強の減少の傾向にあるが，これは栄養収量がその年の天鰻の影響を受け易い

サイレージ用とうもろこしよりも，安定した収量の見込める牧草に移行し，しか

も早期収穫，慎重な予乾により品質の良好なグラスサイレージに重点、が置かれて

きているためである。

換金作物としてのてん菜の作付は，この地域にあって収益性も高く，大量に

産される堆把の有効利用の面からも理想的であり，現状でもなおかつ成牛換算

頭当り 77aの餌料作物面積が確保されている。なお，農用地は自宅より 1.5kmはな

れている間場を含めて 3 団地に分かれている(第 2 園)。

(3) 乳牛の鰐養状況

乳牛の飼養頭数は，現在，幼牛(12カ月未満) 19頭，育成牛 (12カ月以上24カ

月未満) 17頭，成牛 (24カ月以上) 3 頭，経産牛45頭，計84頭であり，年次別に

みると年々微増の傾向となっているが，過去 5 年間いずれの年も育成牛約40% ，
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第 3 表土地利用と銅料生皮 (単位: kg) 

区 分
面積 10 a 当り

生草総収量
利用状況

ha 収 量 放 牧 レージ 乾 草

サイレージ用
4.0 5 ,200 208.000 

(100%) 

とうもろこし 156 ,000 

放 牧 地 4.5 5.000 225 ,000 
(100%) 

168 ,750 

採 草 地 43.1 4,600 1,982 ,600 
(21.2%) (78.8%) 

294 ,000 281 ,268 

J口~ 言十 51.6 2,415 ,600 168 ,750 450 ,000 281. 268 

( )内は利用割合

注)原材料利用率:乾 草

サイレージ(中水分)

放 牧

18% 

70% 

75% 

75% 

ンコ

成牛約60%の比率で安定している(第 4 表)。

搾乳牛は，初産から 3 産までの自家生産若牛の占める割合が65% と多くなって

きているため，牛群の産次構成は60年末で平均産次3.2躍となっている(第 5

表)。

(4) 建物・施設・機械の所有状況

牛舎，付属機械および農業機械は， 47年の総合施設資金借入れにより集中的に

取得し，その後は， 52年の牛舎増改築以外大きな建物の取得はない。

その他の施設については，利用目的，利用価値を熟慮の上の計闇的な取得であ

り(第 6 表) ，その配置構造についても合理的な設計で，無駄な動きをせずにすむ

よう工夫がこらされている(第 3 図)。

農業機械についても無計冨な投資はせず，機械によっては中古での購入，共同

利用など投下資本の効率的な運用を心掛けている。さらに機械の耐周年数を延ば

すことにより，償却負担を軽減するため，点検保守管理には縮心の注意を払って

し〉る。



第 2 国農用地の配置図

至大樹

自宅より約1.5km 

第 4 表乳牛頭数の年次変遷

56年 57年 58年 59年 60年

幼 牛(12 カ 月 オ一ふç 満) 17 17 18 18 19 

育成牛(12 ヵ月以上24 ヵ月未満) 14 15 16 17 17 
(10) 

成 牛 (24 カ 月 以 上) 3 3 2 3 3 
(3) 

経度牛 44 45 44 44 45 

78 80 80 82 841 

( )内頭数は妊娠しているもの
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第 5 表建次別乳牛頭数

。昭和60年米，乳牛の平均年令 4.10才，平均康次 3.2産

第 6 ~受 建物施設の所有状況 単位:丹

I 種 55U 規模・構造 取年得月 取得価格 樹年周数 年儀'却費 現在価格

一

10 ,960 ,000 I 4二
鉄骨フ令ロック

47 16.000.000 40 360 , 000 
475ぱ

牛 舎
鉄骨ブロック 50 12.000.000 40 270 , 000 9, 030 , 000 

165ぱ

農具 鉄骨50ぱ 52 1 ,800 , 000 26 62 , 308 1, 239 , 2281 

農具庫 鉄骨155m' 54 700 , 000 18 35 , 000 455 , 000 

乾草収納庫 D型ハウス 54 1, 500 , 000 18 75.000 975 , 000 

乾草収納庫 鉄骨 59 4.900.000 26 169.615 4 ,560 , 770 I 
サイ ロ 13X36尺 47 1.100.000 20 49.500 407 , 000 

サイ ロ 13X36尺 47 1, 100 , 000 20 49 , 500 407 , 000 

5R 溜
15X6 47 500.000 20 22.500 185 ,000 コンクリート

尿 i留
15X6 47 500.000 20 22.500 185 , 000 コンクリート

准肥場
コンクリート 47 700.000 20 31.500 259.000 165m' 

l 農業用 40 , 800 , 000 1, 147 , 423 28 , 662 , 998 

所有機械は飼料作物関係のものを中心に揃えているが，既に基準耐用年数を経

過しているものも相当数あり，ここに保守管理の徹底ぶりをうかがうことができ

る(第 7 表)。

施設機械の過剰投資による経営への影響が問題視されている折，計画的かつ慎
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牛舎施設の配置図第 3 図
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重な投資の中で償却経費を厳しく節減している結果，成換 1 頭当たりの償却負r

は約 6 万円に抑えられており，これが自給飼料のコストダウンの大きな要国と

なっている。

盤受賞財の特色

受賞財の「アイランド ベッス テルスターエノレJ は，社団法人日本ホルスタ

イン登録協会主催の第 8 回全日本ホルスタイン共進会の第 9 部(多田検定の部)

に出品されて，最上位の優等賞を獲得し，さらに各部を通じて特に優秀なものと
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第 7 表農業機械の所有状況
単位:門

種 5Jtl 形式 取年得月 取得価格 耐年周数 年償却費 現夜倣格 摘 要

ト フ クター 78PS 57 1. 950. 000 8 219.375 1. 072.500 中古

ト フ クター 90PS 59 8.000.000 8 900 ,000 6 , 200 ,000 

プ プ ウ 57 353.000 5 63.540 98.840 

ア ス ク 53 201 ,000 5 20.100 共問 1/3

フロントロ ダー 57 1. 200. 000 8 135.000 660.000 

マニアスプレッター 54 871 ,000 5 87.100 

スプレーヤ 56 300.000 5 30 ,000 共同1/3

ライムソ ア 59 220.000 5 39 ,600 140 ,800 共同1/5

フ。ロ ドキャスタ 54 123 ,000 5 12.300 共同1/2

プ フ ン タ 54 136 ,000 5 13.600 共同1/3

カルチベータ 55 134 ,500 5 13 ,450 共同1/2

ウインドロ ア 58 210.000 4 47 ,250 68 , 250 中古

ノT ンプレーカ 58 160 ,000 5 28.800 73 ,600 共同1/2

ト レーラー 56 220 ,000 5 22.000 

ト レーラー 57 220 ,000 5 39.600 61. 600 

モアーコンデショナー 58 2.300.000 5 414.000 1,058 ,000 

ベ フ 55 2.600.000 5 260.000 

サイドレーキ 58 100.000 5 18.000 46 ,000 

ア ツ タ 57 700.000 5 126.000 196.000 

パキュームカー 55 1 ,640 ,000 5 164 ,000 共同1/3

ロータリーハロ 54 232 ,500 5 23 , 250 共同1/3

ダンプトレ フー 58 500 ,000 5 90 ,000 230 ,000 

運 重h 機 50 350 ,000 5 35.000 

パーンクリーナ 59 2 ,000 ,000 5 360.000 1.280.000 

パイプライン 47 2 , 267 ,000 5 226 ,700 

車主 四 総 58 800.000 5 144.000 368.000 

幾 業 用 言十 27 ,788 ,000 2 ,625 ,165 12 , 461 ,090 
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受3畿財の

アイランドベッステルスターエル

して，名誉賞としての内需総理大臣賞を授与されている。本牛は島田氏の優れた

改良手法と生産管寝技術によって作出されたものである。

酪農経営は，その牛群を構成する乳牛個体の良否が経営を左右する大きな要素

である。

島田氏は平くからこのことに重点をおき，父の経営する農場内の乳牛が雑種で

あったことから，先ず優良牛を揃えることが最も基本であるとの倍念のもとに，

実習終了時に山田一英牧場からホルスタイン穏若雌マダム アーリン夕、 べッス

マーセーズを譲り受け，この{iß にも 2 頭の国産基礎牛の導入と， 43年， 48年， 54 

年の輸入基礎牛を併せ 6 系統を中心として改良増殖に努めてきた。

(1) 受繋財の概婆について

① 検定成績

多聞検定の部の出品資格は 6 才以上で 3 回以上検定を受け 3 回の平均の手し

脂量指数170以上のものと規定されている。

受賞財は 2 才 4 カ月で初産を分娩して以降，連続 4 回の公認検定を受け，その

検定成績は通算搾乳臼数1 ， 201 日，乳量32 ， 151kg，脂肪率3.72%，平均乳指童指数

226，と優秀な成績であり，すでに， 5 才 9 カ月の審査において91. 0点の体格得点

を得たエクセレント級の乳牛である(第 8 表)。
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第 8 表受賞財の紙委

L 

名 可口7 
生年

審査得点
体 十各

告E カ
月 8 60.10.9 

{本高 胸閤 年令
搾乳

乳設 脂肪設 脂肪率
アイランド

日数

昭和54 91. 0点
日
686ifZ 9 

kg % ベッス cm cm 

テルスタ
年 9 月 152 214 2 才 4 月 305 265 3.9 

118 5 才 9 月 3 才 4 月 286 7.412 295 4.0 
エル

4 才 4 月 305 8.480 313 3.7 

5 才 7fl 305 9.390 324 3.5 

1,201 32 ,151 1,197 3.7 
一一一- I Lー叫一一ー一一一

②体型

受賞財は， 60年 4 丹 158 に 4 産を分娩，体高152cm，胸囲214cmの大型牛である

が，各部の均橋がよく，体讃に富み，力強く，頭から頚，前線にかけての移行が

滑らかで，鋭角性に寓み， cþ躯の伸びがよく，特に乳器の付着形状が綾れている

素晴らしい乳牛である。

③ 瓜統

受賞財の祖母のベツス ボシュ スプリング ストーニーは，十勝清水町高倉

牧場の生産牛であるが，島田牧場に移譲されてからは 2 世代自家で繁殖し，氏

の愛情と高度な技術によりその能力が遺憾なく発撞され，今居受賞財が生れた

となっている。

母牛のアイランド ベツス スプリング テルスターは 7 回の公認検定を受け，

搾乳日数2 ， 100自の総乳量が50 ， 666kg，総脂肪童1 ， 953kg，平均脂肪率3.9%で生渡

怜定金援として選奨を受けている。

祖母も 4 回の検定を受け，搾乳日数1 ， 4008 で，総乳量35 ， 261kg，総脂肪量1 ， 715

kg，平均脂肪率4.9%でいずれも極めて優秀な乳牛である(第 4 図)。

(2) 島田牧場の牛群の造成

島田氏は，父から経営の移譲を受けると，年次計画的に乳牛資質の向上を関る

ために，優秀な基礎雌牛を導入する一方，繋養牛については必ず能力検定と体型

の審査を受け，乳牛個体の記録を公認の成績として残している。このことにより，

正確な記録に基づいた儲体能力の把握が可能となり厳格な選抜淘汰と日常の合理
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第 4 図受賞財基礎牛のつながり

1代シーダーローンベツスポシュ

繁.アメリカ

10. 9 . 2 生(父シーダーローンサーポシュ)

+現在江別市町村敬資 (B;3和 12年輸入)

2 代 ブエムコ ベツス ポシュ 15. 5.20生(父ブエムコ ローヤノレ キング)

2 才 4 月 365 日 9198-348-3.8% (3X) 名誉高等登録牛 82.0点

3 代 2 ガパナーベツス ローヤ/レ 22.10.16生(父カーネーション ガパナー インベリアル ラット)

2 年型 3658 8931-337-3.8% 名誉高等登録牛 80.5点

5 才 3 月 3568 11432-473-4.1% (3X) 

4 代 2 ガパネス ベツス ロベノレ 32.7.28生(父パプスト ウオーカー ロベル)

2 才 5 月 3658 8549-370-4.3% (3X) 名誉種牛 81. 0点

5 才 9 月 365 日 9270-429-4.6%(3X) 

5 代ガパネス ベツス テージー コーンフラワー 24.12.30生(父ジエエラルスター ヒカリ)

繁・江別市町村敬寅 十勝清水町溺倉誠(昭和36年)

3 才 1 月 3658 6956-305-4.4% (3X) 名誉穏牛 78.5点( 3 才 5 月)

4 才 3 月 305 日 63ω-3自3-4.7%(3X)

6 代ベツス ボシュ コーンフラワー 37.3.161:(父カーネーション ローヤルヒット パレ ド)

6 才 5 月 365 日 7580-303-4.0% (3X) 名誉種牛生極検定銅賞 80.5点( 3 才 3 月)

7 代ベツス ボシュ ビューテイ コーンフラワー 40. 7 . 2 生(父カーネーションパターボーイ ツェーター)

3 才 1 月 3658 6926-301-4.3% (3X) 81. 0点(口才11月)

8 代ポシュ フラワー キャビン 42. 9 .1 1:':主(父ノ f クラマー キャピテン)

4 才 O 月 305 日 7274-300-4.1%(3X) 8 1. 5点 (5才 8 月)

9 代ベツス ボシュ スプリングストーニー 44.12.4 生(父スプリングファームスト ニー)

繁.潟水町高倉誠 一一一一一一一一一一一吋大綴町島田成司(昭和45年)

3 才 4 月 3058 7453-341-4.6% (3X) 88.0点( 5 才 6 月)

5 オ O 丹 365 日 9090-441-4.9%

6 才 8 月 3658 8798-463-5.3% 

8 才 1 fl 365 臼 9920-470-4.7%

10代アイランド ベツス スプリング テノレスター 48. .2 生(父ロイプルック テルスター)

2 才 5 月 305日 5936-241-4.1% 生波検定金政 89.0点、( 6 才 7 月)

3 才 5 月 285 日 5491-225-4.1% 出品財の母牛

4 才 4 月 2908 7554-302-4.0% 

5 才 3 月 305 日 7286-276-3.8% 

6 才 4 月 305 日 8726-338-3.9% 

7 才 4 月 3058 7373-263-3.6% 

8 才 5 月 305 日 8300-308-3. 7% 
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的な鯛養管理を行い，加えて卓抜した交配種雄牛の選定により，優秀な牛群を造

成した。

島田牧場における牛群より生産される，すべての牛の名号には「アイランド」

を冠名と定めて命名されている。

① ベツス系について

島田牧場の牛群は現在，ベツス系，オリー系，スターク系等を中心とした 9 系

統で構成されているが(第 9 表)，受賞財はこれら牛群の主流を占めるべツス系の

)員である。

この系統の特徴は，長命で連産性を示し，能力菌では高い指肪率にある。体型

薗では祖先牛から今回の受賞財に向かつて，世代が近づくに従って，その得点、が

確実に上昇し，改良の成果が明瞭に現れている(第 4 図)。島由氏の適正な飼養管

理と改良に対する優れた識見の結果と考えられる。

ここで付け加えたい事実は，本牛誕生の母体となったべツス系の優秀性につい

てである。ベツス系の元祖牛は，昭和12年に町村敬貴氏がアメリカから輸入した

雌牛シーダー・ローン・ベツス・ポシュで

ある。その子孫から名誉種雌牛が多く誕生 第 9 表系統別乳牛頭数

している。名誉種雄牛は，本牛が高等登録

牛で，かっその子牛中に高等登録牛が 3

以上あるもの，が条件となっているので，

長命連産で能力・体型ともに優れているも

のでなければ，その資格は得られない。

このベツス系の中には，名誉種雄牛の資

格が 7 世代連続するもの， 6 世代連続する

ものが，それぞれ 1 組ずつ含まれており，

第 1 田，第 4 由，第 8 田の全日本ホルスタ

イン共進会での名誉賞が 1 頭ずつ出ている。

また，検定済種雄牛が 8 頭選ばれている。

以上のように，素靖らしい遺伝力を持つ，

このベツス系に注目し，この一族から基礎
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系統別

ρミ ツ カ

マ ダ ム

カラミテイ

オ リ

ス タ 一 ク

メーヤース

ポ 一 ブ

エルダブリュー

オームスピー

そ の {也

計

頭数 (上七率)

13 (15.5%) 

7 (8.3%) 

4 (4.8%) 

25 (29.8%) 

13 (15.5%) 

4 (4.8%) 

3 (3.5%) 

3 (3.5%) 

4 (4.8%) 

8 ( 9.5%) 

84 (100.0%) 



牛を導入した島田氏の牛を見る目の確かさと，乳牛改良に対する識見の豊かさ，

自営の飼養管理の適正な技術等が担侠って，今回の受賞財が誕生したものといえ

る。

② 種雄牛の生産

また，島田氏は種雄牛の生産にも意を注いだ。スターク系の一員である，スタ

ク キャピテン チルダ(昭和44年 8 月 12日生)は当時としては高得点の87点を

取得し，生涯検定成績は2 ， 559 日，乳量67 ， 365kg，脂肪量2 ， 752kg，平均指肪塁手4.1%

でありヲこの成績の中には5.4才( 4 産)時の成績365 日 2 呂搾乳で，乳量12 ， 562

1思乳指量549kg，脂肪慈4.4% で， 50年における乳脂量日本記録が含まれてい」正 J

この牛が 5 産自に分娩したアイランド テルスター(昭和50年 1 月 6 日生)は，

撞雄牛として福島県畜産試験場で供病された。その他にもメーヤーズ系の種雄牛

が北海道家畜改良事業団に供用されるなど，日本の乳牛改良増殖に大きく貢献し

ている。

③ 共進会における成繊

島田牧場の生産牛は地元の十勝総合畜産共進会並びに北海道ホルスタイン共進

会には， 46年頃より殆んど毎年出品し，上位入賞を果している。さらに 5 年毎に

開催される，全日本ホルスタイン共進会には 6 回， 7 @], 8 閉と 3 回連続出品し

て何れも最上金の優等賞を獲得している。

(3) 高い銅畿管理水準による優良牛の作出

これまで作出された多くの育成牛，経産牛は，乳量，資質共に抜群であり，種

畜として都府県は勿論，道内へも販売，譲渡され，各地の乳牛の改良に貢献して

いる。

昭和60年における島田牧場の乳牛個体販売の明細は第10表のとおりである。

育成牛の販売は 10顕である。販売平均価格は839千円である。町内平均価格は約

400千丹部後であり，島田牧場で生産されている育成牛の冊格が高いことは系統が

良く，資質にすぐれ，育成技術が高いことをものがたっている。

経産牛は 7 頭販売しており，その王子均{面格は683千丹となっている。町内の平均

は，約450千円前後で販売されているが，乳牛個体の価格が低迷している現在，育

成牛同様 1 頭当り販売価格が高く有利に販売されている。
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第10表乳牛間体販売の明細

種 JJU 頭 数 1 り王子均価格 士7丞Ezf 上 高

廃 用 tや 6 頚 323 ， 333丹 1 ， 940 ， 000円

仔 とド 27頭 51 ， 960円 1 ， 402 ， 921円

コ河包ご 成 牛 10頭 839 ， 000円 8 ， 390 ， 000円

経 度 牛 7 頭 683 ， 661円 4 ， 785 ， 628円

50頭 16 ， 518 ， 549円

これらのことは，乳牛の銅養管理技術水準が高いことはもとより，乳牛の改良

にカを注ぎ，資質に恵まれた牛群であることがうかがえる。

(4) 土作り，家作り

① 土地改良と耕土培盤

土壌条件は表層 5 ~20cm内外に火山灰が累積しており，腐植含量は少なく，活

性アルミナの多い燐酸吸収力の大きい痔せ地である。

牧草生麓の安定向上を関るため，土壌改良と地力維持の必要性を痛感し堆厩肥

の施用，土壌改良資材の投入により土壌の改良につとめてきた。草地の更新は概

ね 7 年計闘で実施している。

乳牛の多顕化に伴い粗鋼料の高品質と増収が必要となり， 42年以!盗草地改良事

業による優良草地の造成を図った。

57年以降てん菜を導入し，草地の自己更新を積極的に進めている。特に更新時

において土壌診断を行い，その結果に基づいて，完熟堆肥の施用と改良資材を投

し耕土培養に努めている。草地の維持管理には秋施肥として，完熟堆把，尿を

計画的に活用するとともに， 3 年に一度は60kg/lOaを土壌改良剤として施用し

地の維持管理に努めている。

② アルフアルファの導入

当地域はイネ科牧草に対し大粒繭核病による雪麗病の発生が多く，特にオー

チヤードグラスの被害が大きいことから，オーチヤードグラスは放牧地に利用し

ているが，秋施胞により被害の軽減に努めている。採E草地はチモシーを主体とし



た混播草地である。

高能力牛群の飼養頭数の増加に伴って，自給粗飼料の栄養のバランスを重視し，

この地帯では栽培が国難なルーサンの導入に成功し，チモシーとの混播草地を造

成しグラスサイレージとして利用している。

/レーサンは河川沿いの排水の良好なところに50年頃に造成したのが最初である。

当地域は冬期間の土壌凍結が深く，当時は断根，浮上による被害に悩まされなが

らも関係機関の協力のもとに栽培技術の研鏡に努めた。

近年，てん菜の導入によってこれまでの牧草およびサイレージ用とうもろこし

と組み合わされるようになり，酸度の矯正，有機質の投入による地力の培養な

lレーサン栽培への条件がさらに整ってきている。

造成時の施把は関係機関の設定した施肥標準に従い，窒素 3 ~ 5 kg，燐骸20~25

1弘カリ 5 ~ 8 kg，炭カルを投入し，予め雑草の少ない間場を選んで造成するこ

とおよび混播であることから，特別な事構がない限り除草剤の散布，掃除刈はし

ないようにしている。このため造成後の初回刈取は80日目位を自途としている。

島田氏は，高泌乳牛に対する粗飼料からの栄養補給が経済的でしかも乳牛の健

康に最も効果的であるとの信念から，ノレーサンについては蛋白質およびミネラル

の摂取を重視している。

③ 良質粗飼料の確保

サイレージ用とうもろこしの栽培に当たっては生草収量よりも雌穂の登熟を重

視し， 85日クラスの品種を作付け，良質なコーンサイレージの調製に努めている。

牧草の利用は，造成後の経過年数，草種構成などを考麗の上，造成後年数の浅

いものおよび室料率の多い革地は極力サイレージ調製に，その地は乾草にと利用

目的も明確にされている。

l 番草の収穫は例年 6 月中旬に始め，遅くとも 7 月前半にはすべて終了できる

よう作業の組み立てを考えている。 2 ， 3 番草の収穫は，主主勢にもよるが翌年の

牧草に対する影響を考えて，概ね越冬前の草丈が15~20cm程度になるよう心掛け

ている。特に春先の蘭芽促進のため，融雪剤の散布はもとより，秋施肥としての

燐酸施用もこの地域としてはかなり早くから実施する等，良質粗飼料の確保に努

めている。
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(5) 生産調整下における経営管理方式の確立

優良牛群を鏑養しつつ，経産牛 1 頭当り平均乳量7 ， 000kg と無理をしない堅実な

錦養管理を行い，粗飼料生躍にはルーサンをとり入れるなどして，牛乳 1kg当り

生産費を64円と低減している。一方，乳代収入と優良育成牛，米経産牛の販売ば

かりでなく，経産牛を搾乳用として平均68万円で，また経産牛の淘汰牛を搾乳杷

育によって平均32万円(町内平均25万円)で販売し，雄子牛は肥育もと牛として

地域内の肥育農家に供給するなど，生躍調整開始時 (54年)よりいちはやし意

識的，合理的に乳肉複合及び地域複合を推進するなど，生産調整下における経営

.理方式の確立に努めている。

(6) ゆとりのある経営と生活の確立

酪農収入のうち 37.4%が個体販売となっており，経産牛 1 頭当り所得41万円，

年間所得1 ， 800万円をあげているので，借入金3 ， 300万円の年間元金償還額579万円

を差引き，家計費579万円を控拾しでも，なおかつ600万円余の余剰金を出すとい

う，ゆとりのある経営を確立し(第11表，第12表)すばらしい家鹿環境をつくり

あげ，高い生活文化を実現している。

島問氏一家は日本酪農のトップクラスにふさわしい E常生活であり，地域はも

とより道以外に広く交友があり，すぐれたリーダーとして活鰻中である。

このため，家計費の内訳(第13表)を見ると交際費も多くなっている。また，

3 人の子恵、はそれぞれ就学中であり，学校教育費の割合も多くなっている。

しかし，家計費の中の最も多い割合を示す項毘は飲食費であり，このほかに，

お母さんの協力により自給野菜を多く活用し，健蔵で豊かな農村生活を営むため

に十分な配慮をしている。

実習生の生活面を担当するのは夫人の仕事となり(第 5 密)，夫人の労働の軽減

をはかるために台所のスペースは36.3m' と広く，食後の後片付け等はそれぞれ自

ら行えるよう工夫されている。

夫人の日常の仕事は生活面にとどまらず，牧場経営における記録など経営管理

を担っており，欧米型のシステムをとり入れている。

農村婦人としての地域での果たす役割も大きし地域の婦人部活動はもとより，

毎年開鰭される農協婦人部主催の野菜の品評会，保存食コンクールなどに積極的
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第11表損益計算書 自昭和60年 1 月 1 日
至昭和60年12月 31 日 (千円)

費 用 の 吉日 収 入 の 部

勘定科自 金 額 勘定科目 金 額

購入飼料費 8.120 牛 乳 代 27 , 248 

養 畜 費 3, 262 廃用牛 1, 940 
直

種 苗 費 1.271 
酪
個体 {子 牛 1.403 

接 ijel 料 費 3, 640 長 販売 育成牛 8 , 390 

費 賃 料 々 金 860 収 経産牛 4 , 786 

用
諸 材 料費 l. 517 

J、
乳牛評価主主 420 

そ の 他 高1 産 物 2, 028 

計 18.670 計 46.215 

自 家 労 策 5, 875 
農

て ん 菜 7.622 

雇 用 労 賃 2, 060 産 乾 牧 草

動力光熱費 1, 790 収 そ の 他
管

売費用
入

販 1, 476 言十 7.622 

租税公課諸負担 2.005 農業総収入合計 53.837 
理
維持 建物・施設 300 

l農外rz 
農 外 収 入 832 

修理費 機 械 1.121 そ の 他

減価乳 施械設牛 3, 373 入 832 
償却費機建物・ 1, 147 

用
2.625 

事務管理費 245 

農業用雑費 574 

計 22.591 

農業経営費合計 41 , 261 

費農外
支 払 手リ 怠 3, 148 

そ の 他 。

用 J口"- 百十 3.148 

当 期 純 利 益 10.260 

重苦 用 総 メロ"- 54.669 収 入 総 Jロ"- 計| 54.669 
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第12表経営診断

診 臨月 再度 回 百十 告アヂ茸 方 法 実 綴

稼 {動 ヰ雪 数 4.8 人

経 E塁業労働時間 11 ， 520時間

営 自活 料 面 検 51. 6 ha 

3室 経 主主 L� 頭 数 各月経E宣牛頭数合計ム 12 ヵ月 45 頚

備 足立牛換算頭数 日(立1牛2 ヵ(2月4以ヵ月F以)0-.k3)IO，務牛 (12~24 ヵ月)O. 7，幼牛 66.6 頚

幾多量用限定淡産 悶定E安定主合計額一屋建業以外閤定資産額 110 ， 061千円

~ce 生 産 乳 3設 316 t 

経産牛 H翼当り生産乳鐙 総12生ヵ直月笠)乳飲÷綴ï!E牛頭数(各月線経滋牛~J!i数合言十? 7,022 kg 

5主 経産牛 1 頭当り収益 百1告2Eヵ塗月収)主主÷絞ï!E牛頭数(各月綴経ï!E牛 jjJj数合計一・ 1 ， 027千河

乳 m'l E事 年間平均 3.19 % 
11霊

然 目旨 国 7診 塁手 年間平均 8.77 % 

技
成主晃 1~買当り飼料会lli頭絞 (飼料商綴)-;.-(各月毎月成換頭数合言十一 12 ヵ月) 77 a 

乳 宮司 上七 購入飼料番号÷牛乳代 29.8 % 

術 経E霊4二 1 頭当り E霊祭所得 業所得) (各月毎経度牛頭数合計ム 12 ヵ月) 410千円

経産牛 1 ~翼さきり負{資 後総綴)-;.-(各月毎経産牛頭数合計-;'-12 ヵ月) 1 ， 347千円

成牛換事事 l 頭当り食後 910千円

j災 言権 手丑 収 主主 ， 837千円
長室
営 差益 議5fÇ後 所 f尋 産差益塁手且収益-H撃さ控経営撃を 451千円

成 E金 家 所 f尋 幾業所得+(幾外収主主一差益外壁愛用) 16 ， 135千円
泉
燦室長経済余剰 長皇室長所得一家計撃を 10 ， 260千円

稼働者 l 人当り屋建築所得 幾業所得ム稼働者数 3 ， 844千円
i収
関定資本転図書室 屋建築粗i収益十幾業用限定量密度 X100 48.9 % 

主主
E整 芸能 所 f辱 導主 E建議所得÷長選禁総収益 x100 34.3 % 

支払利息比率 支払利息ム屋建築組収益 X100 5.8 % 

に参加し，我が家の楽しい味を多くの部員に提供している。また，酪農経営，食

生活，家鹿管理などの勉強に熱心であり，各種の講習会や研修旅行などに参加し

酪農生活に役立てている。
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第13表家計費(昭和60生存)
単位:円

項 目 金 額 1 ヵ月当り 1 人ヵ当月
1 り

飲 食 費 1,298 ,000 108.167 10 ,817 

し 好 費 250.000 20 ,850 2,085 

衣服・身回り品 450.000 37 ,500 3,750 

住 居， 霊友 財 298.000 24 ,830 2,483 

水 道 光 銀L 費 600 ,000 50 , 000 5.000 

保 険 待i 生 費 249 ,000 20 ,750 2 ,075 

学 校 教 育 費 699 ,000 58.260 5,826 

教 養 文 化 費 202 ,000 16 ,843 1.684 

遺 い，雑 費 351 ,000 29 ,250 2 ,925 

yチ丈r、 際 費 598.000 49 ,800 4 ,980 

生命，火災，保険掛金 790 , 000 65 ,830 6 ,583 

メ主主コ 計 5,785 ,000 482 , 080 48 ,208 

第 5 罰主婦の作業日程

5:曲 t田 7 田 8:∞ 9 ∞ 10 ∞ 11:00 12 曲 13 曲 14 ∞ 15:∞ 16 ∞ 17ω18 ∞ 19:∞自由 21 曲目印

食事用意
体 j災作業

食事用意

朝食 民作業 搾乳

3L 後片付け け 金事用意け タ 食白 18 

床・その他 洗 ri~ い f誌境 ji~ 備 後片付けい E苦境整{裕 その!虫 包イ1.と

後片付け

金事用意 昼食
休

食事用;8~

起搾乳朝食 {本 搾乳 i叱
匁 後片付けけ 自 出 金事用意 1:1' 悶 日1 夕食 自 rtJ 

↑…泌 L 、
その抽

帰徐い 後片付け 後片付け
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臨受3費者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発麗方向

(1) 生産技術について

① 育穫と飼養管理

搾乳牛の中で初産から 3 産までの牛の占める割合は65%であり，特に若牛が多

くなってきた中で 1 頭当り産乳量を年々着実に伸ばしているところに，島田氏の

長年の乳牛改良の成築が見られる(第14表)。現時点では初産牛が約 3 分の l を占

めていることもあって，経産牛 l 頭当りの産乳量も 7 ， 022kg と決してずば抜けた高

1立ではないが地域の平均よりは優れた成績である。

第14表 康乳量生手次変遷

項 日 昭和56年 57年 58年 59年 60年

産
経度牛 1 頭当 (kg) 6 ,082 6.476 6 ,360 6 ,885 7 ,022 I 

乳 生存関産乳量( t ) 268 291 280 303 316 

量 販売乳量( t ) 229.5 253.3 241. 7 244.8 287.0 

このことは，繋養牛群の長命，連産で罷れた乳成分である遺伝形質を保持する

ための選抜淘汰と，慎重に考惑された交配種雄牛の選定配合による結果であり，

すぐれた育撞技術を示すものである。

さらに長命連躍の牛群の特性を充分引出すために，初産より無理して搾乳する

ーとを押えるなど正常な乳房形状の保持に留意しつつ，生涯乳量の増大による~文

益性の向上をはかる等きめ細かい飼養管理に努めていることは注自に値する。

一方牛乳生産および子牛生産にかかわりの深い繁殖成績を見ると，平均穣付間

数では過去 2 年とも町平均を下回り，分娩間隔も約390日と，十勝あるいは全道の

間縞よりも 6~7 日程かくなっている。年間の搾乳牛率では理想的な85%前後と

なっている(第15表)。

また年間の窟乳量では，春先から乳量が増加し夏期の猛暑時にも乳量の下降は

見られない。
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第15表繁殖成績

島田牧場 大樹町

種付回数 59年 1.48 1. 58 

(閉) 60年 1.53 1. 57 

島田牧場 大樹町 十 勝 北海道

分娩間隔 59年 390 397 397 398 

(日) 60年 388 395 396 396 

島田牧場 大樹町

搾乳牛率 59年 84.7 84.9 

(%) 60年 85.9 89.3 

島田牧場の牛群は特に高い乳脂率を維持しているところに特徴があるが，夏期

に産乳のピークに達しやや成分的に落ちてはいるものの，年末に至つては乳脂率

で 4%を超える数値となり，年間平均では乳脂率3.91%，無脂盟形分率8.77% と

この地域では群を抜く成績である。これは乳牛改良の遺伝的な形質がかなり閤定

されていることを示すものであり，今後も確実に維持されてゆくものと考えられ

る。

毎年大樟町で関鋸されている農業祭の生乳成分共励会においては常に上位に入

り，その実績は高く評価されている。

さらに，乳費の衛生管理面でも常に自己に厳しく， 60年度の体細胞数は町平均

の370千に対して島田牧場では212千となっている。

細菌数も非常に少なく，前述の農業祭では年間36@]の検査成績をもとに乳質改

善共励会を実施しているが，実施以来連続 6 年間トップの成績であり，高い管理
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技術水準を示している。

粗飼料の給与は，乾牧草，予乾サイレージ，コーンサイレージおよび夏期開放

牧の形態である。

34年墳の粗館料の形態は，この地域に一般的であった乾牧草，コーンサイレー

ジ，根菜類の混合給与であったが， 54年頃からグラスサイレージを諦製している。

飼料給与に当たっては，乳牛検定成績に基づき栄養 (DM， DCP, TDN，ミネ

ラル)のバランスを図り，適性給与と乳牛の健康保持に努めている。

粗飼料の分析は，飼料確保の目途のつく秋口に実施しているが，特に水分変動

J多いグラスサイレージは，物が変わる都度分析してその利用を図っている。

日常の給与の中では，多汁質調料は 3 由，乾草は給与ロスを少なく，常に汚れ

ていないものを与えて食欲を促がし腹一杯喰わせることに徹しているため，給与

回数は頻繁である。

このように，乾草を多国給与し繊維を十分にとらせていることが遺伝能力と相

まって牛群全体の高い乳脂肪となって現われているものと考えらる。

牛舎はチェーンタイ方式であるが，飼料の給与に際しては搾乳牛全体を 4 つの

グループに分けて与えている。それぞれのグループの一応の自安は， 1 B の乳震

が体重の 5%以上のもの， 4~5%のもの， 2~4%のもの， 2%以下のものと

しているが，これにさらに分娩後の経過巴数，受胎の成否，蔀産の窟乳成績など

を加味している。特に乳量増の著しい牛，喰い込みの鈍い牛に対しては 4~5 回

の給与も試みるなどきめの細かい管理である。

一方，給与面ばかりでなく，盗食を最小限に押え，乳量に見合った栄養摂取を

}り確実にするため，分娩時期，乳量の似かよったものを隣り合わせにけい留す

。などの工夫も実行しているが，栄養管理のよから見て素晴しいアイディアでる。

乾乳牛はフリーストールで別館いとなっており，ほとんど粗飼料のみの理想的

な給与体系で，よく問題にされる過肥の心配は全くない。常に新鮮な水と乾草と

塩が用意されているだけであるが，乾乳牛は肉付，毛づや，活力ともに頗る良好

でいかにも分娩後の旺盛な食欲，高泌乳を思わせるにふさわしい状態である。

② 飼料露の器減

組飼料生産にあたっては，できるだけコストの低減を図るよう努力し，肥料購
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入費は， 2 ， 532千円となっている。これは化成肥料から単肥配合に切り替え，また

十分に堆肥を活用していることによる。

グラスサイレージ，コーンサイレージの調製にあたっては収穫機の共同利用を

行い，自給飼料生産の経費節減を図っている(第16表)。

第16表自給飼料費 単位:千円

科 目 金 額 構成費

目巴 料 購 入 資 2.532 25.4 % 

種子 . 農薬費 875 8.8 

燃 料 費 446 4.5 

労 {動 費 1.936 19.4 

建物・施設 517 ( 5.1) 

減価償却費 機 械 2,121 (21.2) 

言十 2,638 26.3 

諸 材 料 291 2.9 

修 1善 1,121 11.2 

賃 料 料 金 158 1.5 

d口~ 計 9,997 100.0 

(注) 生草総収量2 ， 416t (第 3 表)

60年における経産牛 l 頭当りの問料費総額は， 402千円であり，このうち購入資

料費は180千円と非常に低くなっている。自給飼料費は222千円であるが，牛乳

kg当りでは31. 6円となっている(第17表)。また，生革 1kg当りに換算すると 4.1

円となっており，生窟費が安く]草地艶農の特色を示している。

(2) 経営について

島田牧場では，前述したとおり，ゆとりのある経営が実現されている。その主

な要因は，牛乳生産原価(第17表)にみられるように，優良な育成牛等の{固体販

売収入が大きいことのほか，良質組銅料の給与により濃厚銅料費が少なしかっ，
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第17表牛乳生産原価

科 自 金 (千額円) 生乳額 1kg当たり 経り産金牛額 1E(員千当円た) 
金(円)

購 入 8 , 120 25.70 180 

飼料 自 給 9 , 997 31.64 222 

計 18 , 117 57.34 402 

雇 用 1 , 575 4.98 35 

労働費 家 族 1.752 5.54 39 

3 ,327 10.52 74 

診察・衛生費 2 , 210 6.99 49 

種 {寸 1 , 052 3.33 23 

水道・光熱費 1.244 3.94 28 

手L 牛 3 , 373 10.67 75 

建物・施設 630 1. 99 14 
減価償却費

機械・器異 504 1.59 11 

言十 4 , 507 14.26 100 

材 料 費 663 2.10 15 

修 繕 300 0.95 7 

雑 費 。 。 。

当期総生産費用 31 , 420 99.43 698 

期首育成評価額 11 710 37.06 260 

J口".. 計 43 , 130 136.49 958 

期米育成 評価額 11.030 34.90 245 

ヂ牛・(育含成倒牛産販物売)価格 11. 821 37.42 263 

差引生産原価 20.279 64.17 450 

(注) 牛乳生産議316t (第 12表)
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粗銅料生産原嫡(第17表)が低廉であることなどによるものと考えられる。

(3) 普及性と今後の発展方向

島田氏は畑作複合経営から一日も早く脱却することを目指して酪農専業経営を

推進する中で. I土づくり J. I草づくりムとともに「牛づくり」を基本として，

たゆまず自家牧場産の基礎牛に改良を加え，父の経営を引き継いでから 20数年額

で優良牛を生産し得るようになった。

これら乳牛は長命，連産，高能力，斉一性が備わり，自家系統牛の改良に自

と意欲を啓発させるものであり，全冨酪農家に大きな示唆を与えるものである。

島田氏の経営の今後の発展方向としては，後継者の長男が高校生である現在，え】〆

役としてますます地域酪農家の先導的役割を担い，現有優良基礎牛をもとに一層

の牛群改良を推進し，酪農の発展に広く貢献することであろう。

なお，島田家は家族揃って子患の教育に熱心であり，酪農教育に情熱を注いで

いる。長男は現在農業高校 2 年在学中であり，その後農学系の大学に進学させ，

さらに 2 年ほど他酪農家で実習を行った後，農業後継者として迎え入れたいとい

う希望を持っている。

-138ー



チャレンジ精神で乳牛改良に遜進

島田成問

私は，昭和36年に父より経営委譲を

受けたが，昭和39年の大冷警を機にそ

れまでの複合経営から脱却して酪農専

業経営に移行して現在に韮っている。

その関，優良牛を揃えることが酪農

経営の基本であるとの信念を義に，乳

牛の改良増殖に努力してきたが，第 8

司会呂ヱドホルスタイン共進会において

自家生産牛の主流であるべッス系の 1

頭が多田検定の部で最高位の栄に浴し

た。

大樹町は，北海道の東部で海岸に近

く，一番箪の収穫時には濃霧に悩まさ

れる。また，土壌は火山灰のため地味

不良であったが，有機質及び土改材の

積極投入，補助による草地整備，関係

機関の指導により粗鋼料生産の向上に

努めた。この中で，牛群の能力維持の

ため萱科牧草の生産を強く意識し，特

に，近年はてんさいを輪作の中に組み

入れ萱科草地の造成に意を注いでいる。

サイレージ調製はコーン，牧草ともに

機械の集落共同によりコストダウンに

心掛けている。

私は，農業高校卒業後，道内 2 か所

で牧場実習を終え経営にたずさわって

いるが，この実習が今日の経営に非常

に有益であったことから，常時 3 名程

度の実習生を受け入れ，家族同様の実

習生活の中で，将来後継者としての経

営知識を実習を通して学びとってほし

いと願っている。もち論，後継の恵、子

に対しても同様な考えである。

今回の受賞は私にとっては一つの節

自であり，今後の経営のスタートであ

ると考えている。

近年，酪農の進歩は目覚ましいが，

これに憶せず，遅れず，常に、土一草

一牛かの繋がりとチャレンジの精神を

持ち続け，乳牛の改良を通して醗農の

発展に微力ながら貢献したいと思って

いる。
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内閣総理大臣賞受粛

出品財艶農

受賞者檎山政義

(栃木県那須郡南那須町福岡1011)

鰯受賞者の略歴

(1) 地域の概要

桧山政義氏の経営が所在する南那須田7は，栃木県の北東部に位置している。町

の人口は1. 2万人余りであり，総世帯数2 ， 809戸に対し，農家率が63.1% と高く，

農業が町の主要産業となっている。地域は，従来の耕種農業から八溝西部開発事

第 l 図受賞者の所在地
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業により大規摸な畜産団地が造

成されたことにより，名実とも

に「畜産の因子」となっている。

町の酪農の歴史は古く，昭和

12年に千葉県から乳牛を導入し

たことにより始まった。現在で

は酪農家戸数42戸，乳牛飼養L

数1 ， 358頭， 1 戸当たり平均飼養

頭数32.3頭となり，年間で5 ， 033

tの生乳を生産している。地の畜

産では，肉用牛が餌饗戸数79戸，

飼養頭数7 ， 850顕， 1 戸当たり

均頭数99頭，豚が餌養戸数21戸，



銅養頭数34.880顕 1 戸当たり平均頭数1.660頭となっている。

(2) 桧山政義氏の略歴

桧山氏は酪農家の長男として生まれ，農業高校審産科を卒業後 1 年間の県外

研修を経て，父の酪農経営に参加し，昭和46年に桧山家の婿養子となった。同時

に，家践の理解を得て納崖を改造し，町内から米経産牛 1 頭を導入して酪農経営

を開始した。調察研修などを通じて以前から交流のあった地域の仲間との連帯を

深めながら，生藤費の削減と労働生産性の向上を図るために，作業の共同化を進

めてきた。規模拡大の過程では，館料基盤の拡充に合せて増頭し，牛舎施設と納

の増改築により，対応するなど，過剰投資を回避し堅実な経営展開を留り，酪

農開始以来15年間の努力と研鏑により現在の経営を確立した。

桧山氏が酪農開始の当時から，酪農を志向し活動を共にしてきた地域の仲間違

と組織しているのが南那須町酪農青年部であり， f中関と共に酪農経営を築いてき

た。桧山氏は，現在，この酪農青年部長をはじめ，同町酪農組合副組合長，栃木

県乳牛改良同志会等の役員として活動し，地域酪農のリーダーとして積極的に酪

農発展に取り組んでいる。また，中盤からの酪農研修生を受け入れて，間際交流

の一助を果す一方，地域施設の関見違を青年部の牧場に招待し，部員及び家族ぐ

るみでのバーベキュー大会を開催するなど，地域社会への配藤があり，地域と酪

との協調性を大切にしている。

悶受賞者の経営概要

桧山氏は，昭和46年に酪農経営への取り組みを開始して以来，仲間との作業の

共同化，鍋料生躍基盤の充実を閤りながら酪農経営を展開してきた。また 6 カ

d の肥育素牛の供給販売を行うなど，乳肉複合経営に積極的に取り組んでいる。

(1) 労働力の構成

家族は，経営主夫婦，父母，子供 2 人の計 6 人である。労働力は経営主夫婦と

中国からの研修生の 3 人である。作業分担は，飼養管理，牧草栽培全般を桧山氏

と研修生が担当し，護は晴育，給餌，記帳を担当している(第 l 表)。

(2) 経営地の概要

47年当時の経営耕地面積は100aで、あったが，その後，段階的に経営地面積を拡
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檎山家の家族 檎山家の全農

第 l 表家族及び労働力の構成

本人との続柄 年令 労働能力 酪農従事日数 作業分担

本 人 36 1.0 330 館養管理，牧草栽培全般

妻 37 1.0 300 晴育，絵餌，記帳

父 69 。 。

母 66 。 。

長 男 13 。 。 中学生

次 男 11 。 0 小学生

中国研修生 26 0.5 300 飼養管理全般の研修

大し，現在では601aを経営地として活用している。

飼料作物の作付は.デントコーン297a，ノレーサン200a，牧草94aの計591aで歩

る。

(3) 乳牛の飼養状況

乳牛飼養頭数は46年に酪農を開始して以降， 40年代後半から 50年代前半にかけ

て，北海道や県内から基礎牛を導入し，規模を拡大させ，現在は，経産牛25頭，

初妊牛12頭，育成牛11頭の他に肥育用素牛 9 頭の計57頭を銅養している。

(4) 建物・施設・機械の状況

建物・施設・機械の所有状況は第 2 表のとおりである。畜舎は成牛舎と育成舎
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第 2 表施設及び機械器呉の所有状況

類、 型式大きさ 台数 取得年月日 備考

成 牛 4Eコb 木造326m3 1 49. 4 53. 7(増築)

コ肖ーて 成 4にコ~ 11 79.2灯f l 55.10 

格 納 康 鉄筋145.8m3 1 58. 1 

納 屋 木鉄造筋75m3 l 50. 3 
48.6m' 1 48. 7 

サ イ ロ ブロック 21.5m3 3 47. 6 

サ イ ロ ブロック 20.16m' 2 49. 2 

サイ ロ上屡根 コンクリート 45m' 2 55. 6 鉄骨ホイスト付

サイ ロ上屋根 ブロック 18.64m' 5 53. 3 

ノ fイブラインミルカー ストランゴ 4 ユ 53. 8 
ニット

バキュームカー 3,300 Q l 59. 4 1/4共同

ヘーベーラー MS3 ,000 1 58. 1 1/2共同

ワ コ ン 1. 5t l 54. 6 

デスクモアー 4連 l 55. 5 

ライムソワー 240 Q 1 55. 3 1/4共同

ロ タ リ 2 ， 400阻 1 59. 4 1/4共同

ノてルククーラー 600 Q 1 53. 8 

コーンプランター 2 条 1 56. 4 1/4共同

コーンハーベスター ピックアタッチ付 l 56. 7 1/4共詞

ト フ ク タ 一 ローダー付59PS 1 59. 4 1/2共同

ト ブ ツ ク 1.5t l 57. 8 
L…一一

に分けて設置している。成牛舎は46生存に納躍を改造して 9 頭入りの牛舎を建設し，

その後49年， 53年に増築を行った。 55年には育成舎を手作りで建設を行うなど，
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務年部の仲間と共同作業

投下資本の節減を図っている。建物・構築物への投資額が1 ， 027万円，機械・器具・

主主輔への投資額が430万円，合計で1 ， 457万円の投資額となっているが，餌料生産

用の機械は殆んどが 4 戸による共同所有であり，飼料生産作業の共同化と併せて，

固定資産の投資額の節減と省力化の推進を上手に実現している。

園受賞財の特色

(1) ルーサン栽培による高位粗鋼料づくり

現在の飼料作物の作付体系はデントコーン，イタリアン，麦の輪作及びルーサ

ン，混播牧草が主体で，青年部の粗飼料生産班を中心に土壌分析，品種選定，作

付体系，硝酸態窒素の測定等を行い，作付けに当たっては土壌分析の分析値をも

とに，施肥設計を樹てている。

肥培管曜は次の点に注意を払っている。①糞尿を有効利用するため，尿i留に廃

物利用で作ったコンプレツサーを設量し，糞尿をパッキした後，散布時に過燐仙

石灰を混合しながら散布。②耕起はプラウ耕30cmの実摘。③乾物収量を高めるた

め，有機カルシウム(卵カノレ)，石灰含有震の多い化成肥料を施肥。

また，青年部では農林水産省草地試験場及び県酪農試験場の指導を受けながら，

/レーサン栽培に取り組み，現在， 8 名で、20haのルーサンを栽培しており，桧山氏

は 2 haを作付しているが，基本に忠実に取り組み， 10a当り収量6 ， 500kg，生草 1

kg当り生産量4.6円，乾草 1kg当り 24円と良い成績をあげている(第 2 図)。

なお，良質サイレージ謂製のために自家製のウェイト(コンクリート製 l 枚900
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耳~ EI 

第 2 函 ルーサンの栽培と利用体系

内

品纏の選沢 I}レーサン(ナツワカパ)・オーチヤード(ポトマック)

矧の選択 152年八糊発事業の造成地 (2 ha) ・紳刺繍悠
肥沃地，縫い勾百日で排水良好な乾燥地，雑草草の少ない知i

土畿の改良 I 1) こt 滋 pH6.5 を尽擦に矯正
2 )土磁改良資材

容

品 名 I lOa 当たり投入盤| 僚 主号

堆肥 5 ， OOOkg
法土石灰 lOOkg
過りん駿石灰 70kg
熔リン 300kg

3) 耕 起 深耕(ブラウ耕30cm以上)

根粒磁俵滋|ノーキュライド滋子，粉衣用活性根絞凶(lOa 当たり 200g)

播 磁 1 1) 擦滋期弘吉. 20 
2 )擦 E霊登 混j諺ノレーサン 10 a 当たり1. 5kg

オーチヤードグラス 10a 当たり1. 5kg

3 )慾穏様式 散怒

4 )援態方法 ブロードキャスター

5 )鎮 圧 口ーラー

雑草対策 i 前作fC トウモロコシ作付(徐箪剤散布)

メ日取り慨 1 1)刈取り数 料館

収穫の機械

作業手順

2 )刈取り綴 容器:/t期
3 )刈取り高さ 5 0.冊- 3cm 

!¥r 絞 |線密飼料

コンヲリートサイロ I 5 %添加

栄養価及び

収

2 )乾主主にした場合の収穫作梁 (2 - 41幸怒)

栄後価の高い楽部の税i答を緩少仮にするため，反転，主義毛主は朝夕lζ し，また， トラク

ターの PTOの沼転数奇おとしている。

絞 ら 10a 当たり原物中 6 ， 500kg ( 1 年目)
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檎山家の牛群

kg) を考案し，移動式ホイストを用いて，材料の踏圧や取り出し作業の省力化

図っている。

(2) 自家育成による高能力牛群の造成

54年の輪入牛導入を最後に，自家育成により乳牛改良を進めながら増頭を図っ

ており，現在では島家産主容が97% となっている。基礎牛として 4 系統を選抜し，

牛群検定，牛群審査成績をもとにして，体型と能力の調和のとれる牛づくりを目

襟に種雄牛を選定し，自ら種付を行っているが，撞雄牛の情報は青年部の改良班

より伝達される。 58年の牛群審査では， 79.5点(受検率100%) の成果を得るまで

になった。

55年から牛群検定組合に加入しており，月 l 自の牛群検定成績をもとに個体ご

との飼料設計をたてるなど， {間体管理の充実を留るために，次のような銅養管理

を千子っている。

①常にボディコンディションに注意し，経産牛も乾乳期には未経産牛と一緒に

別管理を行う。

②分娩後は高位産乳を自指し，ステージ別館養法をとっている。総繊維や澱ぃ

含有量等新しい餌料評舗法を取り入れて，パソコンによる給与設計の実施。

③育成牛は，月令部に分けた開放式育成舎で，乾草，サイレージを中心に腹づ

くりと足腰の強い後継牛作りを行っている。

④夏はハウス用の大型換気閣と屋根にはスプリンクラーを設置し，夜間放牧，

飼料給与多回数等の暑熱対策を講じている。

このように適正な銅養管理技術の励行によって，経産牛 1 頭当り産乳量7 ， 348kg
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カーフハッチによる崎驚

J水準に達する高能力牛群を創出している。また，繁廼技術の指標となる王子均種

付回数1. 4自，平均分娩間縞12.7カ月と良好な数値を示している。

(3) 乳肉複合経営による所得の向上

生乳の計画生産等の髄農情勢に対応するために， 56年より三和酪農協の指導の

下に次のような形で乳肉複合経営を実施している。

。ウ肥脊索牛の契約販売

町内には，大型肉用牛罰地 6 戸を含め， 79戸で7 ， 850頭の肉用牛が銅予言されてい

るが，桧山氏は， 56年より近隣の肥育農家と契約を行い生産された雄子牛は全頭

し 6 カ月で肥育索tjニとして生産競売を行っている。

さらに，肥育用素牛として初生子牛を年間 8 ~10頭導入している。この肥脊索

牛の育成体系は，カーブハッチ 12基で 2 カ月間館養し，それ以降は育成舎で群餌

を仔っている。現在までに， 78壊を販売したが，全く無事故である(第 3 留)。

。

7持E手
手L

;'ﾈ 
手し

第 3 図 わが家の杷育禁止ドー育成プログラム

2 3 

回傑体千食 90 120 

代用手L

Illaf"Hli~料・乾 {:{i

竺ーフハソチ ーfムj、

147-

4 

160 

戸
d 

200 

幼牛飼料乾単・稲ワラ

r& 丹1 、1 

6 ヶ JJ

240kg 

fお



育成に当つては次の 3 点に留意している。①生後 2 遮聞は発酵乳(初乳)と生

乳を充分飲ませる。②カーブハッチを常に清潔にし，消毒を励行する。③代用乳，

飼料への切り換えは 4~5 日かけて徐々に行う。

肥育農家に喜ばれる素牛づくりのために，契約農家とは絶えず、行き来し，育成，

肥育技術の向上のために，栢互交流の中で研績を重ねている。このことは，肉用

牛生産における地域内分業の一翼を担うものであり，素牛供給を通して，町の肉

用牛生産の振興に大いに寄与するものである。

60年度の肥育用素牛の販売状況は第 3 表のとおりである。 17頭販売した売上言

は248.2万円(副産物を除いた 1 頭当りの売上高は約14.1万円)であり，費用額は

自家産の素牛代金も含めて 150万円(1頭当り約8.5万円，但し家族労働費は計上

せず)であり， 103.2万円の所得(1頭当り約5.4万円)が実現している。

第 3 表肥育用 6 ヶ月素牛の販売 (60年度)

思分 項 日 金 額 摘 要

販 て7丞'G 高 2 ， 420 ， 800同 17頭

販 τ7ま'G i'l�U 産 物 61.200 (180 臼 x020) x17頭

計 2.482.000 

素 牛 代 708.000 自家 8 頭，購入 9 頭

生 手L 代 49.504 

自司 料 代 571 ,200 濃厚飼料，乾草代
生 震

数 料 61.200 (180 臼 x020) x17頭

カーブハッチ償却 60.000 (18 ， 000円 -:-3 年) x10慕

言十 1, 449 ,904 

収 益 1, 032 ,096 ui真当り 53 ， 958円

十イ)搾乳不適格牛の飼い渡し肥育

器能力牛等の搾乳不適格牛を積極的に淘汰し，牛群整舗を一層推進している。

淘汰に当って，喰い込みの良かった牛 4 頭は搾乳肥育法による銅い直し肥育を
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行った。淘汰の基準は能力，血統と飼養管理上の不適格牛である。低能力牛 2 頭

が平均で42.3万円に販売され，老令牛 2 頭も平均で33万円になっている。他の 3

頭を合せての平均でも 34.4万円の販売髄格となっており，乳牛売却議を 121万円と

大きくしている(第 4 表)。

第 4 表経産牛の銅い直し肥育

60年度搾乳不適格牛の販売状況

(除共済交付金)

[Q 名 号 生年月日 度次 廃用環由 m:l 残存簿価 販売金額 償却議損

l ラッキー 55. 8 .17 2 低能力 ~I:l 258 ,284 435.000 @ 176 ,716 

2 ダイアモンド 51.11.24 6 老 メ寸合3、 目巴 60 ,668 345 ,000 @ 284 ,332 

3 サ
一
52.9 . 9 5 老 メ寸丸3 目自 62 ,511 315.000 ① 252 ,489 

4 ヒンペ/レ 54.10.6 4 低能力 ~I:l 260 ,317 410.000 ⑦ 149 ,683 

5 マリナー 55.12.6 2 乳房炎 209 ,570 310 ,000 ① 100 ,430 

6 マスター 55. 1 .23 4 起立不能 166 ,490 264.826 @ 98 ,336 

7 アップル 54.8 . 5 4 骨軟症 177 ,679 330 ,000 @ 152 ,321 

言十 1,195 ,519 2.409.826 � 1,214 ,307 

このように乳肉捜合経営を経営の所得財源確保の 1 つとしてとらえており，今

後とも研究を重ねて推進しようとしている。

(4) へルパー制震の活用

三和酪農協へルパー利用組合は， 49年に桧山氏ら青年部からの強い要望により

設立され，現在， 198名で構成されているが，月 1 罰の定休型と，冠婚葬祭等に備

えた臨時型とに分けられている。桧山氏はこのへルパー制度を定期的なものとし

て経営の中に取り入れ，家族旅行や買物等に出かけ，家族だんらんの場を設け，

家庭の和を図るとともに，各種の役職への出席なども，ヘルパ}の利用，家族，

研修生の協力によって助けられている。このようにこのへルパー制度によって，

酪農家は周年拘束労働から解放され，人間性の確立のために大いに役立っており，

地域の中に定着したものとなっている(第 5 表)。
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第 5 表栃木県三和酪農ヘルパー利用総合の推移 (49年設立)

年 定{木型 嘱 託 延利用戸数 延利用頭数 利 用 料 金

度 利用戸数 J\1レノ{-件 (綿時含) (臨時含) 出動割 頭数割

49 戸 名 戸 頭 (1名に付き)河 (1頭に付き)円
23 2 254 6 ,155 4.500 190 

5,1 94 8 1,155 34 ,302 5.000 240 

59 198 17 2.461 66 ,856 5.000 

198 17 2,521 68 ,878 5.000 30r.
1 

(5) 高い経営成果の実現

経産牛 1 頭当り産乳量は7 ， 348kg と高く，経産牛 I 頭当りの銅料生産延雷積は

33.1a と比較的多く確保し，良質粒飼料を充分生産し，牛乳 1kg当り生産費を68.5

円に低めており，都府県の中では非常に良い成績を収めている。

桧山氏の経営の場合，経産牛 l 頭当りの年間飼養管理労働時聞が137時間とやや

長しこの麗の合理化をさらに図ることが要請される。また，経産牛 1 頭当りの

年間購入飼料費が38万円と高くなっており，そのため乳飼比も 49.7% とかなり

くなっているが，高産乳量実現のため及び肥育素牛の育成部門が含まれて計算さ

れていることが，乳鯛比を高めている大きな要因と君、われる。この部分を分離す

るならば，手し飼比が高いという時題は解消されることになる。

その地の費目をみると，診療・医療品費が年間で11万円と非常に少なく，飼養

管理技術の良さを物語っている。建物・建築物や機械器具・車輯等は，共同利回

や手づくり建設にみられるように，投下資本の節減による減価償却費の軽減効ア円

がみられる。

経営収支の面では，総収入が2 ， 568万円，総費用が1 ， 829万門で，純利益額は739

万円である。家族労働費を加算した所得額では 1 ， 022万円(元金償還後所得882万

円)となっており，経産牛 1 頭当り所得が約38万円，所得率も 43.3%，家族労働

1 人当り労働報部~639万円と高く，ノTランスのとれた高成果を収めている(第 6

表，第 7 表，第 8 表)。
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第 6 表 の内訳と生産原価

(自昭和60i:j三 1 月 1 EI 奈昭和60年12831 日)
(単位:河)

区 分 金 額

購 入 告言 料 費 10 ,310.810 
種 苗 資' 190 , 960 

語科
目巴 料 資 466 , 100 

有 計7 価 物 476 , 590 
そ の 他 113 , 100 

計 1 , 246 , 750 
勝 入 。

自 給 。

計 。

履 用 労 {動 639 ,000 

2支 方矢 労 f動 2 ,832 , 000 
言十 3 ,471 , 000 

必1:) と 4二 購 入 望号 260 , 000 
主ロJ主ト' 療 . 医 薬 U口1:1 費 110.500 

光 安i 費 260 ,366 I 
機械 ffl 燃料 泊費 402.103 

穣 {寸 料 164.700 

乳 用 牛 1 ,492 , 796 
滅

建 物 . 構 築 物 572.010 

自価費 機械 具 . 車 鞠 848.021 ! 

耳互 i也 。

言十 2.912.827 

修 繕 資 185 , 760 
農 ア在ヨて 費 256 , 693 

消 来毛 諮 材 料 費 102 , 270 
重苦 1降 料 金 そ の {也 184 , 000 
手 当 資' 用 d仁hコ 19 ,867 , 779 
期 1喜子とや・育成牛・肥育牛評価額 4.183 , 157 
期中経産牛繰入れ評価額 2 ,715 ,491 
期末子牛育成牛・肥育牛評価額 5 , 017 , 900 
子牛・育成牛・把育牛液売収入 2 , 630 , 800 

箇1 産主 物 倒 額 150 , 994 
i令Z公 ヲ| 生 E主 原 価 13 , 535 , 751 

牛乳州当り生産開削次生産費)日E



第 7 表酪農部門の損益

(単位:円)

区 分 金 額

牛 乳 収 入 20.728.456 

子牛・育成牛・肥育牛販売収入 2 ,630 ,800 

堆厩肥販売(父換)収入 139 ,000 

そ の f世 110 ,544 

5十 23 ,608 ,800 

期首子牛・育成牛・肥育牛評価額 4 ,183 ,157 

当 期 費 用 J口'�.. 計 19 ,867 ,779 

産生費 期中経産牛繰入れ評価額 2 ,715 ,491 

期末子牛・育成牛・肥育牛評価額 5 ,017 ,900 

用 自家利用増厩肥評価額 11.944 

差 号| 生 産 費 用 16 , 305 , 601 
7てま'i3 上 高念 手リ 益 7.303.199 

民売反 叛 売 見圭 費 。

お
ノ辻土、 済 接卜 主人立 662 ,550 よ

ひと
事豆 税 公 課 諸 負 担 205.800 

費般管理 群 検 定 外 260.500 
。

計 1.128.850 

事 業 手リ 益 6.174.349 

霊品
Fム耳<:. 取 利 息 16.797 

償却対象牛処分益 1 ,743 ,370 

その他 f飼料取引奨励金 305 , 160 

銅料価格補てん 。

計 2 , 065 , 327 

当 期 総 手IJ 益 8.239.676 

支 払 平日 ，患 288.345 

重量 支 払 地 代 487.600 

償却対象牛処分損 。

その他{館料価格安定積立金 75 ,960 
。

計 851.905 

当 期 純 手リ 』タセa. 7.387.771 

所 得 10 ,219 , 771 

{賞 還 額 控 除 所 得 8 ,816 , 771 

同 上 償 主日 費 力2 算 11.729.598 
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第 8 表技術および経済総括表

項 自

規
1 耕地面積 I 個別利用地(うち借地) (a) 間 (380) I 

共向利用地(うち借地) (a) 。( 0) 

2. 労 働 カ(うち家族労働力) (人) 2.0 ( 1.6) 

模
3. 経産牛飼養頭数(うち未経産牛頭数) (頭) 26.9(24.4) 

4. 育成・肥育牛飼養頭数(うち未経産牛頭数) (頭) 24.8( 7.4) 

5. 搾乳牛率(搾乳牛頭数十経産牛頭数) (%) 90.7 

乳 6. 受胎に要した種付回数 (自) 1.4 
tド 7. 3 回以上種付を行なった頭数割合 (%) 4.1 

8. 平均分娩関縞 (月) 12.7 

牛乳 9. 年間総産乳量(販売・自家消費・鴫乳・その他) (kg) 197 ,669 

生
10. 経産牛 l 頭当たり年間産乳量 (9..;-経産牛頭数) (kg) 7 ,348 

E安 11. 搾乳牛 1 頭当たり年間産乳量 (9..;- 搾乳牛頭数) (kg) 8 ,101 
労 12. 経度牛 1 頭当たり年調飼養管理労働時間 (時) 137.0 

働 13. 経産今 1 頭当たり年開館料生産労働時際 (時) 27.7 

14. 経産牛 l 頭当たり年間濃厚飼料消費量 (DI\在) (kg) 3.755 

(粕 類%) 。)

15. 経産牛 1 頭当たり年間粗鋼料消費量 (DM) (kg) 4.481 
自習 (乾 箪 類%) (22.5) 

(ワ フ 類%) (12.5) 

料 (ビートパルプ %) (19.5) 

16. 経産牛 1 頭当たり年間購入飼料費 (千円) 383 

給 17 経産牛 l 頭当たり年間怠給飼料費 (千円) 46.3 

18. 経康牛飼料給与過不足務 DM (体重比) (%) 3.3 

与 (分娩6カ月後・ 1 日診断) DCP (%) 138 

TDN (%) 107 

19. 乳館比(育成牛分含む) (%) 49.7 

20. 経産牛 l 頭当たり館料生産延商積 (a) 33.1 

21 経産牛 1 頭当たり器定資償却費 (千円) 108.3 

22. 経産牛 ui票当たり年間当期費用合計 (千円) 738.6 

経 23. 経廃止ド 1 頭当たり年間純利益 (千円) 274.6 

24. 経産牛 1 頭当たり年間所得 (千円) 379.9 

25. 所得率(所得÷酪農収益) (%) 43.3 

26. 労働力 l 人当たり年間所得 (千円) 5 , 109.9 
(うち家族労働力 1 人当たり) (千円) (6387) 

済 27. 期米借入金残i笥(長期+短期) (千円) 7 ,348 
28. 濃厚飼料平均単価 (DM) (丹) 77.2 

29. 1 同当たり年間王子均販売乳価 (円) 102.3 

乳価は販売経費を含まず
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(6) 婦人の労働と生活

酪農経営では一般に婦人の労働が過重になりやすい。とりわけ肥育素牛の育成

までを経営内に取り込む乳肉複合経営では，より一語その負担が重くなるように

思われるが，桧山氏の経営では，銅料生産労働を共同化するなどの記慮、がなされ

ている。年簡を通じて，朝・タの牛舎内作業はあるものの，日中は家事及び自由

時聞が充分に取れている。こうした時間を用いて，玄関や搾乳室には花を絶やす

ことなし明るい環境づくりに心がけたり，料理の簡では，健康を第 1 に考え，

牛乳と野菜を使ったバランスのとれた食事を用意している(第 4 図，第 9 表)。

第 4 留 婦人の経営内における位霞づけと作業・家事の日程
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関受賞者の経営の分析及びそ 第 9 表家計費の明細

の普及性と今後の発展方向

(1) 経営分析

60年の貸借対照表，損益計算書を

中心にして経営分析を行うと第10表

のようである。

総資本利益率は 19 目 0%，自召資本

利益率24.7%，売上高利益率25.3%

といずれの数舗も一般企業の実績と

比較しでも劣らない立派なものであ

る。

(単位:円)

項 自 金 額 l ヶ月当たり

食 費 1,678 ,924 139.910 I 

住 局 費 122 ,000 10 ,166 I 

光 熱 費 348.616 29 ,05:" 

被 ~~ 費 260.870 21 ,739 

教 コ~ 費 515 ,717 42 ,976 

娯楽父際費 654 ,834 54 ,569 

文 イ七 費 194 ,647 16 ,220 

保険掛金他 474 ,483 39 ,540 

そ の イ也 158.000 13.166 

J口~ 計 4,408 ,091 367 ,339 
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総資本回転率は74.8% と一般の企業経営と比較するとやや劣るが，資本屈転率

の低さは農業経営全般の特質であり，問題とはならない。成牛 1 頭当りの

産額が85.1万円，成牛 l 頭当り借入金が27.3万円とやや高いが，負債は全額長期

第10表貸借対照表と経営分析

(昭和60年12月 31 日)

資援の部 金 額

現 金 150.000 

流 預 金
動

8.500.000 対t

動

資 iJ土ë J卦 金 。魚

E主 8.650.000 僚

建 物 6 ,219 ,844 

国 構 築 物 4.053.267 

皇国
1巳
機器具車輸 4.304.231 

資 土 地 1. 922.912 

E室 自司 言案 去を 6,401 , 045 本資
22.901. 299 

メ口岳民 言十 31. 551. 299 

経営分析

(1) 総資本利益率 =19.0%

(2) 自己資本利益率口 24.7

(3) 売上高利主主率 25.3

(4) 総資本回転系=74.8

(5) 回定資産回転率=103.1 

(6) 固定資産構成率=72.6

(7) 闇定比率=105.7

(8) 流動比率=0

(9) 成牛 i 頭当たり固定資産主 =851 ， 349

(10) 成牛 l 頭当たり借入金=273 ， 160

(11) 成牛 1 頭当たり支払利息、= 10 ,719 

単位:円

負債の部 金 額

ぷ口己、

貿 払十 金 。

短期借入金 。

米 払 ノエヘ認 。

。

長期借入金 7.348.000 

計 7,348 ,000 

魚{爽合計 7,348 , 000 

資本金 18 ,218 ,528 

当期純手Ij益 5,984 ,771 

24.203.299 

31.551.299 

(5 ,984 ,771/31 ,551 ,299) 
(5 ,984 ,771/24 ,203 ,299) 
(5 ,984 ,771/23 ,608 ,800) 

(23 ,608 ,800/31 ,551 ,299) 
(23 , 608 ,800/22 ,901 ,299) 
(22 ,901 ,299/31 ,551 ,299) 

(24 ,203 ,299/22.901 ,299) 

(8 ,650 ,000/0) 
(22 ， 901 ， 299/26.9頭)

(7 ,348 , 000/26.9 ) 

(288 , 345/26.9 ) 
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借入金のため問題とはならない。流動負債が O であることや，自己資本比率が

76.7% と高く，経営の安全性は極めて高いといえる。

(2) グループ活動と地域社会への貢献

桧山氏の所属する南那須町艶農青年部は，部員数23名，平均年齢33.5裁であり，

研究グループ体制を作り活発な活動を行って，低コスト経営を追求することを目

標として，改良班，粗飼料班，栄養班の各グループを組織している。改良班は，

牛群検定事業，種雄牛の選定，子牛登録用頭部珪紋用紙の配布， I徐角，毛メせり，

共励会の企酉等を行っている。また，県の酪農試験場等の指導の下に「乳牛の受

精卵移植野外実用化試験J に取り組み，雌子牛 4 頭を生産する成果を収めてし

粗飼料班は，高品質組飼料づくりを目標に，土壌分析，飼料作物の栽培技術，

サイレージ調製技術等の実践指導を行っている。

栄養班は，パソコンによる問料給与診断と設計を中心に飼養管理技術の情報を

収集し，部員に伝達している。

各班の研究成果及び新情報は月 1 回開催される定例会で発表討論される。

このように各種の試験研究機関と連けいを取り，地域の酪農発展の原動力と

なっている(第11表)。

また，地元の植祉爵児を牧場に招いてバーベキュー大会を開催したり，町の福

祉祭や運動会で牛乳の無料サービスを行うなど，地域社会との接点を保つための

創意工夫ある活動は，酪農への親しみと理解を得るものであり，地域との融合を

一段と強めるものである。

(3) 普及性と今後の方向

桧山氏は土地との結びつきを常に念頭に寵きながら経営を展開してきた。飼料

生産面積の拡充の一環としてレーサン栽培に取り組むなど合理的な作付体系

確立し，高品質組飼料生産を行っている。作業の共陀化，磯械の共同利用を推進

するなど低コスト化のための省力管理システムを確立している。また，選抜淘汰

を徹底し，能力の高い牛群を作り出し所得の向上を図っている。

牛乳の生産調整が続いている中にあって，経営の総合所得の増大のために，雄

子牛を肥育素牛として供給したり，経産牛肥育を行うなど，乳肉複合経営に積額

的に取り組んでいる。肥育素牛の供給事業は，地域の肉牛農家と有機的連けいを
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第11表 南那須酪農脊年部員の経営概況

家族人 ま手 事E建者議従童文 経営耕地 (a) E林山Z 乳牛餓議jjJí数 場NQ 部員名 水 飼料用 転換矧 牧主士宮主 綬米経E霊 首 綬営形態

Eヨ 〆'i\- 男女 計 (野a) E主成� 
1 小池隆久 4 I 26 2 I 1 180 200 125 150 655 100 20 2 I 12 昔話後， 水稲 。

2 遠山焚志 6 I 32 2 I 2 100 100 150 250 600 o I 19 6 I 11 /1 

3 中山一郎 7 I 36 2 I 2 150 300 40 200 690 300 34 10 20 M 。

③ 中山光線 4 I 31 2 I 2 75 200 25 80 380 01 26 3 I 12 /1 。

5 名焔El 武彦 6 I 33 2 I 2 100 420 55 230 805 450 31 7 I 10 万 。

6 松芥 実 5 I 35 1 I 1 。 。 01 1,000 1,000 0130 20 20 霊ãß塁王写楽 。

7 I 守コド好 5号 4 I 38 1 I 2 180 。 50 700 930 o I 17 4 I 6 露首燦， 水稲 。

B 加藤 t翠 7 I 38 2 I 2 60 300 。 450 810 0129 6 I 8 I! 。

⑨ 小滝隆男 7 I 36 2 I 2 200 450 160 。 810 0132 7 I 10 I! 。

10 溺 j綴 H 治 5 I 30 2 I 2 01 300 600 200 1,100 0139 11 25 百各E塁王手言語 。

11 荒井寝室文 5 I 30 1 I 1 150 。 。 1 ， 200 1,350 150 42 8 I 20 務長塁，水稲 。

12 中山茂広 7 I 36 1 I 1 100 850 。 。 950 0196 10 15 I! 。

13 黒 F患う苦定 6 I 33 1 I 2 170 230 60 200 660 400 20 4 I 10 !! 。

林 ~ 8 I 30 2 I 2 。 o I 160 1,400 1,560 01 36 10 17 i'íãH塁王卒業 。

15 菊池一郎 7 I 36 1 I 1 01 430 450 170 1.050 01 39 8 I 26 I! 。

⑬ E喜縄三三男 4 I 31 2 I 1 120 585 。 。 705 01 22 4 I 4 富者E整水稲 。

17 資木喜主治 6 I 32 2 I 1 180 200 30 200 610 自 16 3 I 6 J! 。

18 須終建治 9 I 31 1 I 2 110 150 。 55 315 150 16 1 I 4 I! 。

19 栗原 長室 13 26 2 I 0 01 650 。 。 650 o I 40 5 I 10 書各燦尊重量 。

20 柳沢秀一 5 I 36 1 I 1 01 500 。 300 800 0130 5 I 10 I! 

21 手塚稲 i盤 6 I 36 1 I 1 o I 420 。 。 420 o I 17 3 I 12 刀 。

22 小池 5号一 6 I 33 1 I 1 180 60 。 。 60 。。 01 6 首告燦， 水fill

③ 桧山正文言発 6 I 36 2 I 2 。 10 50 600 660 200 25 12 11 i'íãB発宅事業 。

図るものであり，その意味でも肉牛生産の振興と肉牛資糠の確保に大いに貢献す

るものである。

以上のように桧山氏の経営は，地域の仲間違と協力しながら無理のない発展経

過をたどっており，普及性は極めて高いといってよいであろう。そして桧山氏自

身も圏内外の経済情勢の変化に的確に対応して，今後ますます発展していくこと

が期待される。
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仲間と共に低コスト経営を追求

檎山政義

酪農家 2 代田として修学した私でし

たが，昭和46年長男長女でありながら，

無壊に結婚，畑作農家であった檎山家

に婿入りし，委や棄の両親の理解も

あって酪撲を始めることができました。

その頃南那須町ーでは多頭化が進みつ

つあり，専業酪農を志向する体潤が増

加し，共進会等で予華々三部仲間の改良熱

も高まり，慕礎牛の導入が盛んに行わ

れました。このような中で私も基礎牛

となるべく乳牛を導入し，自家育成に

よる増頭を積極的に行いました。

施設や機械等の導入は立地条件を考

慮し，長期の計画を立案しながら，自

己資本にウエイトを龍き，無理のない

資金借り入れをモットーに実践してき

ました。

技術面については，酪農青年部活動

として， 58年から，各部員の得意とす

る分野別に研究組織を構成しました。

改良班は検定成績，遺伝情報に基づく

種雄牛の選択，仲間の飼養高能力牛を

供卵牛としての授精卵移植役どを実施。

また粗鋼料班では高位品質粗銅料生産

を目標に土壌分析・牧草やサイレージ

分析・ルーサン栽培の実施など。さら

に栄養斑では分析値に基づいて，パソ

コンを利用した飼料給与設計に取り組

んでいます。これらの研究活動は各関

係機関の指導，協力もあって大変活発

に展開されています。

私はこのような活動を通じて，より

良い情報を取り入れる事が出来，青年

部の一員である事を誇りに思っていま

す。 16年の経営の中で感じる事は，仲

間と切磁琢磨して時代に即応、した技術，

経営感覚を笑践したことが，今聞の受

賞になったものと患い，青年部の仲

間・関係指導機関等に心から感謝して

います。

今後の酪農を取りまく情勢はますま

す厳しくなる一方で，生乳の生産調整

も強化され，計画生渡という形で酪農

家はふるいにかけられています。私は

このような時期に仲間と共に高泌乳を

実現させ低コスト生震を実践し，国際

競争に負けない，足腰の強い酪農経営

を築きたいと念じています。
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二二二二毘本農林漁業振興会会長賞受賞二二二二

出品需肉用牛繁殖

受賞者小笠原察雄

(秋田県由利郡大内町徳、沢字小野田27)

露関受費者の略歴

(1) 地域の概況

大内町は秋出県の西南部に位誼し，本荘市の北東部に隣接する純農村である。

西側を除く三方を出羽山地に含まれる標高400m前後の丘陵に掴まれ，ほぽ盆地状

の平担部に耕地が広がっている。年間の平均気温は1l0C程度で， 12丹上旬から 4

第 1 関受賞者の所在地 月上旬までの 4

一一一 159

カ月間は雪に

われ，積雪量は

1.5m程疫に及

J-:。

町の耕地面穣

は 2 ， 041ha，そ

のうち水田が

1 ， 955ha で95%

余りを占めてい

;j拍手IJI!lJ る。

1， 487戸，

家はわずか70戸



で，総農家数の 3 分の 2 近くが第 2 撞兼業農家となっている。 l 戸当たりの耕地

面積は 1.37haであり，県平均にほぼ近い(1985年センサス)。

このあたりは裏作限界地域であり，これまでは典型的な水稲単作地域て、あった

が，水田利用再編に伴って近年肉用牛・豚等の畜産や野菜作が取入れられてきて

いる。町の主要農産物を粗生産額でみると，米が33.9億円 (78.4%) ，肉用牛3.2

億円 (7.5%) ，臨2.1億円 (4.9%) ，野菜作1. 9億円 (4.5%) で，米がなお高い割

合を示しているもののその他では畜産のウエイトが高しなかでも肉用牛が米に

次ぐ地位を占めている(昭和59年「生産農業所得統計J) 。

肉用牛を銅養する農家は515芦あり，成子合せて 1 ， 692頭， 1 戸平均3.2頭を飼議d

している。そのうち繁殖用雌牛1 ， 004頭，肥予言牛69頭で大部分が繁殖農家である

(1985年センサス)。

(2) 小笠原察雄氏の略歴

小笠原氏は昭和32年に県内由利郡にある西目農業高校を卒業と同時に就農し，

父から経営を全面的に任された。就農当時は水由1.8ha，熔10a と役用の和牛 2 顕

の経営であったが，就農と開時に農高時代からの夢であった2.5haの稲作経営を

目標に拡大に努力。農作業の合い聞をみては山仕事，土木作業等の日稼ぎに出て

資金を蓄醸し，昭和37年に40aの水田を購入してようやく 2.2haへの拡大を実現し

た。この間，動力耕転機の導入に伴って和牛を肉用に転換し，鳥取県から子牛を

1 頭導入して基礎牛にするなど，繁殖部門の拡大にも着手した。その後， 42年に

さらに水田40aを購入していよいよ念願の自標規模に到達したものの，高度経済

成長による物価水準・生計費の上昇の下では安定経営というには程遠いもので

あった。小笠原氏もまたご多分に漏れず出稼ぎ生活を余儀なくされた。

このような状況からの脱却を関るために，一時は八郎潟干拓地への入植を検討

したりもしたが，祖母や父母の強い反対にあって断念。何としても断ち難い安定

経営確立への情熱を胸に，考えを新たに地元での r10ha農業j の実現に向って挑

戦を開始した。昭和42年，氏が29才の時であった。

購入による水田の拡大，請負耕作・作業受託・転f乍借地による経営地の拡大に

よって，昭和49年には自作地3. 72ha，請負その他を含めて7.42haに達し，思い立っ

てから了度10年目の昭和52年にとうとう 10ha競摸を実現した。その後継続的に拡
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大に努力し，昭和61年現在では，作業受託を含めて 12.7haの稲作経営に取り組ん

でいる。

稲作部門の拡大に並行して肉用牛繁殖部門の拡大にも継続的に取組み，昭和的

年に繁殖牛 8 頭， 54年には 35頭規模に拡大して，稲作・肉用牛の大型捜合経営を

実現した。昭和58年にはさらに肥育部門を導入し，唱和61年現在，繁殖牛32頭，

肥育牛 2 頭を飼養している。

小笠原氏のこのような努力と先進性は地域農業者の注呂するところとなり，昭

町51年には徳沢地域の和牛組合長，大内町農協理事に推され，現在も引続き地域

民業の発展に尽力されている。また，昭和55年には秋田県経営農業土， 59年には

秋田県指導農業土に認定され，農業後継者の育成と指導に当たっている。

騒受賞者の経営概況

小笠原氏の経営は，稲作と肉用牛繁殖の大型複合経営である。その概況は，次

の通りである。

(1) 労働力の構成

家族は経営主夫妻と子供 3 人，それに両親を合せて 7 人である。労働力は経営

主夫妻を中心に長男と母が手伝う程度で，従事日数で換算すると 2.3人である。そ

れに年間約90人の臨時雇が加わる。

長男はいずれ経営を継ぐことを予定しているが，小笠原氏が48才で働き盛りの

ために現在畜産自体に勤務し，その傍ら農業に従事している。

(2) 経営地の概況

宅営耕地面積は 10.3ha，稲作の作業受託を含めると 12.7ha，そのほか採草地 2

h丸山林4.16haを所有している。 10.3haの経営耕地のうち 6haが自作地で，残り

4.3haが小作地である。これまでの経営耕地の拡大状汎を示すと，第 l 表の通りで

ある。

経営耕地は，第 2 閣に見る通りおおよそ 8 カ所に分かれており，最も遠いとこ

ろは住居から 4.5km離れている。小作地，転作借地および作業受託地は，自作地に

隣接するかあるいは住居から比較的近いところに所在しており，経営地拡大に当

たっての作業効率への記患が伺われる。



第 l 表経営の拡大過程 (単位， a ，頭)

経営耕地面積 作業受 肉用牛頭数
年次

託面積
ぷ口〉、 採草地 山中本

自作地 小作地 計 成雌牛 子牛 日目育牛

S 32 180 180 180 30 270 2 2 

37 220 220 220 30 270 2 2 

42 260 260 260 30 370 2 2 

49 372 370 742 742 80 370 8 6 

50 400 370 770 100 870 80 370 8 8 

52 430 370 800 270 1,070 100 370 8 8 
53 430 430 860 170 1,030 200 370 19 19 
54 430 430 860 170 1.030 200 370 35 18 

55 430 430 860 170 1.030 200 370 35 32 

58 563 440 1,003 230 1.233 300 370 35 32 7 

60 600 430 1.030 240 1,270 200 416 31 27 2 

注)子牛には育成牛を含む。

(3) 肉用牛の飼養状況

肉用牛の飼養頭数は，成雌牛29頭，育成牛 3 頭のほか肥育牛 2 頭である。繁殖

牛の個体別状況を示すと第 2 表の通りであり，登録点数80点以上のものが14頭を

占め，さらに高等登銭牛が 6 頭含まれている。系統的には兵庫系が多い。

(4) 建物・施設および機械の装備状況

畜舎は昭和52年に新築した木造 2 階建633m2，中央通路で16牛房と 18牛房(別銅

を含む)が両側に放んでいる。それに各牛房とも 10.8m'のパドックが付設さ

れている。

建物は畜舎の外には，堆肥舎 (212ぱ)と 2 階建の作業場 (63m2 ) があ L

施設はコンクリート製のサイロ (48.5m3 ) 2 基と青苗用の硬化ハウス 5 棟がある。

詳細は，第 3 表の通りである。

・堆肥舎・サイロは，地形の落差を効果的に利用できるように配置されて

おり，厩肥を審舎通路の端から落し，サイロの詰め込みは 2 階から切落すように

作られている。サイレージを給与する時にはホイストで吊り上げ 2 階から通路

の給餌車に落とし入れる仕組みである。さらに作業場から畜舎の 2 階へ送風管が
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第 2 国経営耕地の配置

(4 km) 

凡例~自作池 田BPZ Eヨ作業受託地
カッコ内は従属からの距維を示す。

通っていて，中古のブロアーを利用して敷料利用のための籾殻が脱穀と問時に自

動的に搬送されるようになっている。

機械は第 3 表に建物・施設と した通りであり， 32ps (4 輪駆動)と

25psのトラクタを軸に，稲作用の一連の作業機と乾草鵠製用のへイベーラを持っ

ている。このほか作業に当たっては，コーンプランターその他必要な機械を農協
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第 2 表繁殖牛の概要

導 入
名 手き 産地 生年月日

年月臼 価 格

ふじひめ 自平IJ 48. 5.26 49. 2.20 470 ,500 

ゆきこ 大分祭 48. 7.15 53.11.26 450 , 000 

とみひめ 大内 48. 5. 4 57. 2‘ 2 620 ,000 

ふじこ 大内 50. 4.15 59.10. 2 230 ,000 

とちひめ {山北 51. 4.20 53. 3.10 560 ,000 

おくよし 大内 51. 5.26 52.12.26 512 , 700 

すずひで 大内 51. 6. 7 52. 2.20 431 ,000 

ふじたから 6 由利 52. 2. 4 52.12.15 439 ,225 

たけこ 2 52. 2. 6 52.11. 4 351 , 100 

第 3 ちょ 仁賀保 52. 4.16 52.12.26 411 , 760 

は fこ 4 大内 52. 4.24 53. 2.10 607 ,450 

はつにしき 矢島 52. 5‘ l 52.12.15 514 ,050 

第 3 まきこ 自家主主 52. 5. 3 53. 2.10 310 ,930 

なかひめ 平鹿 52. 5. 6 53. 5. 8 390 , 000 

ふくみ 9 鳥海 52. 5.12 53. 3.10 597 ,445 

ふくひめ 鳥海 52. 5.16 53. 2. 9 448 ,825 

ふじひめ 大内 52. 7.11 52. 3. 9 343 ,600 

りゅうこ 大内 52. 8. 7 53. 4.21 427 , 300 

まきこ 5 自家産 54. 3. 7 55. 2. 8 606 , 000 

いくえ 大内 54.10.12 61. 8.21 160 ,000 

たカ刈まし 大内 55. 3.31 55.12. 8 1 ,062 ,000 

ますしげ 平鹿 55. 5.19 60. 8.31 370 , 000 

ゆきひめ 象潟 55. 7. 6 56. 4. 9 719 ,480 

きよこ 2 象潟 56. 7.12 57. 5. 8 720 ,120 

はつにしき 5 自家産 57.12.11 58.11. 8 416 , 914 

たかはし 2 自家庭 58. 3.10 58.12. 9 434 , 330 

しげみ 8 鳥海 58. 4.10 59. 3. 8 170 , 000 

おくよし 5 自家産 58. 4.20 59. 2. 8 203 ,610 

はた 4 の 5 自家康 58. 6.10 59. 4. 8 257 , 384 

はらよし 6 自家産 60. 5.18 61. 2. 9 281 , 990 

おくよし 7 自家産 60. 9.20 61 ‘ 8. 8 319 ,070 

ゆきみ 自家産 60. 9.22 61. 8. 8 592 ,020 

注)昭和61年10月 5 臼現在

あるいは親威筋からの賃{苦手Ij用で補っている。

(5) 飼料生産・利用の状況

種主点登録類数の 系 統
産次

父 母の父

基79.7 第 3 後藤 姫太郎 11産

高78.0 第 2 満天 第10新坂 10 

際79.1 栃錦 大 安 9 

高79.1 富士寿恵 8 春 霜

議79.6 栃 錦 第 3 格車車 9 

高79.1 第 3 後藤 栃 錦 7 

基80.2 i資 治 第 3 納富男 9 

原81. 2 栃 錦 倉 松 8 

原79.1 谷 風 第 3 柏鴎 8 

基78.9 栃 錦 第 3 後藤 8 

原80.0 第 3 後藤 栃 錦 7 

高81. 0 栃 錦 福 山 8 

原80.0 春 手書 第 3 後藤 7 

碁78.0 栃 錦 重量 参 8 

原78.6 栃 錦 新 沢 8 

高79 ‘。 第 3 後藤 f菜 7E 8 
原79.1 第 3 後藤 栃 錦 7 

原79.4 栃 錦 栄花 2 8 

原79.0 栃 錦 第 3 後藤 6 
... 菊 正 員兼 久

原80.2 益 美 栃 錦 4 

高80.4 主主 美 茂う苦i皮 3 

際80.9 益 美 第 3 後藤 4 

原82.0 主主 美 第 3 後藤 4 

原80 .4 益 美 栃 錦 2 

原8 1. 5 栃 錦 益 美 2 

原82.0 益 美 {山 武 2 

原81 ‘ 2 森、 正 第 3 後藤 2 

原81.4 益 笑 第 3 後藤 1 

益 美 栃 銀
不オ本ミ 正 第 3 後藤

栃 錦 第 2 ì筒天

稲作は自作地を中心に8.56ha作付けし飼料作は小作地・転作借地を基盤にデン
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わずかの落差を活用した省カ的牛舎(左側サイロの手前が

階上への通路，右仮uが堆肥舎で牛床よりも低い)

牛舎 2 階のサイレージ搬出箱とホイス

ト。レールは 2 基のサイロのよに υ字

裂に取り付けられ，搬出箱は手前奥ん

中のところから階下に下ろされる。

第 3 表建物・施設および機械の所有状況

穣 類 構造・性能 数 ぶぷこ主ι 取得年次

畜 木造 2 階建 633m' ・ 1 棟 S52 

建物 土佐 目白 会 ブロック造 212m'・ 1 棟 56 
. サ イ ロ コンクリ}ト製 48.5m'. 2 基 52 
施 {乍 業 場 木造一部 2 階建 63m' ・ 1 棟 49 設

硬化ハウス 132m' ・ 5 棟 49 

トラクター 25ps'32ps(4WD) 2 台 S50 ・ 57

国 樋 機 8 条植え 1 54 

機 コンノf イン 5 条メ日り l 59 

ヘイベーラ 265阻 1 57 

乾 燥 機 32石 2 

械 トラック 1.5 t 1 51 

ダ 、，〆ノ プ 2 t 1 55 

散 水 機 200m l 59 
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トコーンと混播牧草を2.74ha作付けしている。デントコーンは全量サイレージ

(サイロ 1 碁・ 48.5rrt) に，牧草は全量乾草に調製している。生産・利用の状況

は，第 4 表の通りである。牧草地は大賞駆除をねらって，大黄の出かたを見なが

らデントコーンと輪換している。

第 4 表飼料の生産・利用状況

10 a 当たり 利用区分
種 類 地目 蘭積

収量(生)
総収量

生草サイレージ乾

デントコーン 回 80.0 a 7, 500kg 60 t 100% 
混播牧草 国 194.2 5.100 99 100% 

言十 274.2 159 

粗飼料は以上のほか暁畔草を 2 回刈りして半乾状態で給与，それにさらに3.5

ha分の稲わらが加わる。稲わらは 1.1ha分をベーラーで広い上げ細切してサイ

レージ(サイロ l 基・ 48.5rrt) に調製している。

以上のほか 5 月上旬から 10月中旬まで，離乳後の成雌牛を 10蹟程度町営牧場

に預託放牧している。しかし，現状ではなお粗鋼料が不足状態にあり，今後は出

羽丘陵開発の一環として造成される町有農地1.5haを借受けてデントコーンを作

付けし，サイレージの増加を図る考えでいる。

関受賞財の特色

この経営の特色は，何といっても複合のメリットを生かし，稲作と肉用牛ι

の両部門を併進的に拡大して大規模複合経営を確立したことにある。特色の要点

を整理すると，次の通りである。

(1) 通年就労体髄の確立

裏作国難な積雪寒冷地帯においては，稲作その他の作付け規模を拡大しでもな

お年間の繁関差を埋めることはできない。小笠原氏は稲作に肉用牛生産を結ひ9つ

け，両部門を併進的に拡大することによって通年就労体制を作り上げた。
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その場合，夏期における労力競合の匝避・調整が諜題になる。氏は，混播牧草

を主体にデントコーンを組合せ，播種・収穫・調製作業と稲作作業との重捜を避

けている。両者の作業時期を示すと，第 5 表の通りである。

第 5 表稲作と銅料{乍の主な作業時期

自毒 料 f乍
作業時期 稲 作

デントコーン 牧 草

5/中 田植(12-----20 尽)

6/上 播 手選 1 番草刈

7/下 2 番草刈

8/上 2 番草刈

9/中 収穫・詰込

9/下 収穫 (27日頃から) 3 番草刈 (20日頃から)

(2) 資源の利・活用と高位生産

異種部門の組合せによる複合のメリットは，いうまでもなく土地・労働力・施

設・機械等の有効利用に加えて副産物などの和・活用による生産性の向上がある。

この経営の場合払稲わら・畦畔草の飼料利用，堆厩肥の肥料利用によって総合

的な効果を上げている。とくに堆蔵肥は，水稲作の場合 3 年一巡で10a当たり 3t

(年平均 lt) を投入しており，第 6 表に見る通り地域王子均を上回る!/3z量を上げて

いる。複合の効巣を如何なく発揮しているといえる。

第 6 表稲作の収議水準 (単位: kg,%) 

10 a 当たり平均収盆 比較|区 分
S56 57 58 59 60 5 年平均

受賞経営 485 565 536 568 574 546 100.0 

徳沢集落 470 548 501 542 568 526 96.3 

大内部I 476 542 509 539 547 523 95.8 
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(3) 繁殖牛の長命・連産性

小笠原氏が飼養している繁殖牛のうち自家育成したものの産次別構成をみると

第 7 表の通りであり， 7 産以上の牛が25頭中15頭いて60% を占めている。繁殖牛

全頭の平均産次が 6 産であることからみても，その長命性が明らかである。

小笠原氏の繁殖牛飼養の特色は，初産月齢の若さにもある。自家育成牛25頭の

うち 24カ月齢未満で分娩した牛が56% を占め，平均初産月齢は23.6カ月に留まっ

ている。さらに，分娩間隔をみると第 8 表の通りであり 2 産以上の牛27頭・ 165

産の実績に基く平均分娩間隔が12.9カ月で， 12カ月未満が 3 分の l を占めている内

最近の実績として昭和60年だけをみると 11. 8カ月であり，確実に連産水準を笑ヘー

している。

第 7 表 自家育成成雌牛の産次別構成

産 次 頭数(頭) 割合(%)

3 産以下 6 24.0 

4 3 12.0 

5 

6 I 4.0 

7 4 16.0 

8 8 32.0 

9 2 8.0 

10産以上 l 4.0 

計(平均) 25(6.04) 100.0 

注)昭和61年10月現在銅養中の自家

育成成雄牛の実績。

第 8 表平均分娩間隔別成雌牛頭数の

構成

間 隔 頭数(頭) 割合(%)

12カ月未満 9 33.3 

12~13 8 29.6 

13~14 7 25.9 

14カ月以上 3 11.1 

計(平均) 27(12.9) 100.0 

注)昭和61年10月現在鯖養中の成雄

牛27頭・ 165産の実績。

以上の実績は，育成技術・繁殖管理技術の高さを如実に示しているといえるで

あろう。

(4) 創意・工夫による省力技術の確立

稲作についてみると 10a当たり 27.6時間，繁殖部門では成雌牛年間 1 頭当たり

104.8時間で，いずれも極めて省力的である。両部門の作業の種類別所要労働時間
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は，第 9 表に見る通りである。

第 9 表作業の種類別所要時間

(1) 稲{乍
(単位:時間)

作業の穏類 作業時間 うち雇用

種子の予措 0.38 

予ま 苗 4.84 0.87 

耕起・整地 1.86 

基肥散布 0.80 

沼 植 4.02 2.02 

追 肥 0.32 

除 草 7.06 2.82 

水管理 1.72 

防 除 0.56 

刈取・脱穀 4.00 0.24 

乾燥・籾摺 2.00 

言十 27.56 5.95 

(2) 肉用牛生産 (単位;時間)

作業の穣類 作業時間 うち雇用

家畜β国咋
給館・給水 30.0 

清掃・徐糞 30.0 

その他 10.0 
理

ノト 計 70.0 

宣料生言
栽培 1.3 0.1 

メ日取・収納 6.5 5.5 

採草 27.0 
居室

小計 34.8 5.6 

言十 104.8 5.6 

このような労働生産性の高さは，稲作・銅料作における機械化一貫体系に加え

て創意・工夫による独自の技術によってもたらされている。例えば，既に明らか

にした建物・施設の構造である。畜舎と堆肥舎を合せると地形の効果的な利用に

よって 3 層構造になっており，畜舎の 1 ・ 2 階と堆思舎のいずれへも麗接トラッ

クが乗り入れられるようになっている。トラックで運び込まれたデントコーンや

均わらは 2 階からサイロに切落とされ， I麗胞は音舎の 1 階からさらにその下へ落

ζ し込まれ，そこからトラックで運び出される仕組みである。風圧による籾殻の

搬送も省力化をねらった工夫といえる。

技術面における翻意・工夫は施設等に限らない。飼養管理技術においても，例

えば牛体観察における「発情住意J (黄色) r分娩注意J (赤色)といった木札の活

用がある。発情あるいは分娩が予定されている牛の牛房に，該当する木札を下げ

ることによって誰が牛舎を見回っても観察を徹底させるねらいである。こうした

細かな工夫が育成成績・繁殖成績を引き上げているものと思われる。
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牛舎内部。系統・産歴が克明に記載

された個体カードと4'体観察を徹底

するため「発情注意J の木札。

(5) 複式簿記記帳による経営管理

簿記記帳の補助簿としての繁殖牛台

帳(個体ごとに繁殖・叛売成綾が克

明に記録されている)

小笠原氏は就農以来一貫して経営記帳を行い，その分析結果を経営改善に生か

してきている。記帳方式は完全な複式簿記であり，稲作と肉用牛部門の分離記帳

を実行している。農業高校で教わった簿記の知識を基礎に，その後独学で学習し，

費用の部門分割その他農業経営の特殊性を十分ふまえて適用していることは立派

なものといえる。

経営管理面では月給制を導入し，家族内従事者に対する給与総額を家計費に繰

り入れることによって経営と家計の分離を匿っている。このことが経営の科学的

な管理を可能にしている。

関受賞者の技術・経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

(1) 技術水準

肉用牛繁殖部門の技術水準に関する主要指擦を示すと，第10表の通りである。

いずれも昭和60年 1 ~12月の実績である。繁殖成績は既に明らかにしたように，

受胎に要した麗付け屈数1. 36田・平均分娩間隅11.8カ月で抜群の成績を示してい

る。日齢体重は雌・雄とも 1kgを切っており必ずしも高くはないが，母牛の大部

分が兵庫系であることを考えるとそれ相応の水準にあるといえる。

今後改善を要すると思われる点は，飼料生産である。収量水準の向上に努力の
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余地が残されていることと， 第10表技術水準に関する主要指標

飼料作付け面積が錦養頭数
区 分 実

に比較して相対的に少ない
受胎に要した穏付回数 1. 36 聞

ために飼料自給率が俄いこ 平 均 分 娩 関 隔 11.8カ月

とである。この点について 繁 認t 手L 時 月 齢 5.2カ月

は，既に出羽丘陵開発に伴 殖 販 7τま1z3r 日寺 月 (雌) 10.1 

管
(雄) 9.5 

う町有農地の利用が決って 販 ℃7まG 時 {本 重 (J雄) 257 kg 
おり，早晩解決されるもの 理 (雄) 277 

考えられる。 百 齢 {本 震(維) 0.84 

この経営の技術的な側面
(雄) 0.96 

で優れている は，育成・
成雌牛年間 l (組宣言) 3,020 kg 

飼料生
(~袋詰司) 877 

繁殖成績と同時に省力性で 子 l 頚給与盆(粗飼) 650 
ある。夏期，成雌牛の 3 分 E主 (i幾錦) 609 

の 1 程度を町営牧場に預託 手せ 成維牛 l たり飼料作延面積 8.5 a 
用
銅料自給率(風乾) 40.2 % 

していることを考慮しでも
(TDN) 18.7 

なお所要労働時間が少なく

て済んでいる。成雄牛年間 1 頭当たり所要労働時間が110時間を下回る水準は，放

牧依存度のかなり高いいわゆる夏山冬思方式に近い水準といえる。

(2) 収益水準

昭和60年度( 1'"'-'12丹)の~又支状況を示すと，第11表の還りである。稲作を含

む所得総額は 1 ， 160万円で，そのうち約 3 分の 2 が稿作 3 分の l が肉用牛であ

J円
。

補作の所得率が40%額度で1~いが，これには小作料負担が大きく影響している。

全面積自作地とするとほぼ60%に近くなる。小作料は10a当たり 74 ， 000円(ササニ

シキ 3.5俵)で， 4.3haが小作地であるだけに負担は大きい。

さらに，所得率に影響していると思われるのは支払利子負担である。支払利子

のほとんどは土地所得資金 (60年度末現在，借入残高1 ， 432万円，稲作部門借入総

額の81. 7%) の利子であり，性格上は地代に相当する。要するに，この経営の所

得率の低さは必ずしも生産コストの高さによるもではなく，広い意味での地代負



第1H受経営収支 (単位:円，%)

費 自 恥ψ~、> 額 稲作部門 肉牛部門

事且 収 益 33 ,893 ,043 18 ,825 ,777 15 ,067 ,266 

種 苗 費 106 , 950 66.950 40.000 

素 畜 費 1 ,100 ,415 。 1 ,100 ,415 

日巴 料 費 744 ,905 593.705 151.200 

土痕土Y 自可 料 4 ,091 ,669 。 4 ,091 ,669 

農 薬 898.197 565 ,397 332 ,800 

材 市ヰ 費 590 ,600 318.209 272 ,391 

光熱動力費 997 , 304 628.729 368 ,575 

震活労働費 518.860 366 ,860 152 ,000 

営 小農具・修繕費 1.215.830 1 ,202 ,300 13.530 

{賞 まR 2 ,936 ,727 l. 588.599 1 ,348 ,128 

被 ~~ 費 9 ,930 9.930 。

支払小作料 3 ,263 , 737 3 ,161 , 737 102 ,000 

支払利子 2 ,924 , 612 1 ,188 ,740 1 , 735 ,872 

土地改良共済費 1 ,007 ,984 711.234 269 , 750 

租税公課 565 ,900 327 ,720 238 ,180 

販売費・その他 l. 319.313 432 ,704 886.609 

計 22 ,292 ,933 11 ,162 ,814 11 ,130 ,119 

農 業 所 得 11.600.110 7 ,662 ,963 3 ,937 ,147 

所 得 率 34.2 40.7 26.1 

耕地10 a 当たり所得 102.656 89 ,478 143 ,691 

成~量 1 頭当たり所得 127 ,005 

労働 1 日当たり所得 18 ,843 33.140 10 ,242 

注) (1) r耕地10 a 当たり所得J は作付面積10 a 当たり。肉牛部門は

飼料作付面積で計算。稲作部門には作業受託料を含む。

(2) r労働 1 日当たり所得J は，家族労働時間を 8 時間で換算し

て計算。

担によるものである。

肉用牛部門の所得は約400万円で，成雌牛 1 頭当たりにすると 127 ， 000円程度に

なる。しかし，これにはこの期間に出荷された 9 頭の肥育牛によって生み出され

た所得が含まれている。子牛の販売価格は雌15頭，雄12頭，計27顕の平均が312 ， 000
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円で，閉じ期間の郡平均価格279 ， 000円，黒平均価格は272 ， 000円であるから比較

的高値で売られている。子牛の質の良さを示すものであろう。

内用牛部門の収益性からみた特徴は，投下労働当たりの収益性の高さにある。

家族労働 1 日当たりの所得は10 ， 242円で，稲作の 33 ， 000円には及ばないにしても

肉用牛繁殖部門の一般水準に比べると極めて高い。昭和60年度は，子牛価格が低

落期からの回復途上にあったことを考えるとなおさらである。このことは，先に

明らかにしたこの経営の技術的特徴である省力性に相応するものである。

(3) 意義と普及性

わが国の肉用牛生態は，畑作を基盤とするもの，草地を基盤とするもの，稲作

との結合の下に行われているものなどいくつかの類型に分けられるが，なかでも

稲作との結合タイプが最も多い。稲作と結合している場合は，地の類型に比べて

飼養頭数規模の比較的小さい経営が多い。

裏作可能な地域では飼養頭数規模が小さくとも，採肥その他の目的で肉用牛部

門が経営内に定着し得る余地を多少とも残すが，北自ヱドの単作地宇野では冬期他産

業就業(出稼ぎその他)との直接的な競争関係にあり，通年就労とそれ相応の所

得額を実現し得る程度の規模が求められる。この経営は規模・内容ともに現状に

おける稲作結合型肉用牛生産経営のトップ水準にあり，単作地帯における肉用牛

生産の方向とあり方を示していると思われる。

単作地帯においては耕種部門だけの規模拡大では，夏期・冬期の繁閑差を考え

ると兼業依存の構造から抜け出ることはできない。音産の導入と一定規模への拡

大は，経営内における通年就労を可能にすると同時に所得増加の手段としての意

を持つ。その場合，夏期における労力調整が問題となろう。したがって，畜産

部門の省力化が課題になる。

この経営は稲作と肉用牛生産部門の省力化を図り，南部門の併進的な拡大を可

能にしたところに，とくに水稲単作地帯における経営の方向が示されており，普

及すべき内容が含まれているといえる。

(4) 今後の発展方向

小笠原氏の計画に基く今後の方向は，経営規模を現状に留め質的改善を図るこ

とに置かれている。稲作については，①水田の賠地化，②収量水準の高位安定化
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(660kg 目標) ，肉用牛生産については，①蕗品性の高い基礎牛の確保と肥育部門

の充実，②飼料畑の拡大と収量水準の向上(10t/10a 目標)，経営全殻として，①農

業機械の利用年数の延長，②自己資本の計画的充実(自己資本比率85% 目標)で

ある。

稲作は労働力からみて現状規模を摂度とし，寅替えによって団地化を図る考え

でいる。肉用牛は繁殖用成雌牛30~32頭に肥育牛10頭程度を加え，町有農地の利

用と収量水準の向上によって館料自給率を高めようとしている。肥育は子牛の価

格変動への対応策であり，子牛価格30万円を自安としてそれ以下になった場合に

積極的な導入を予定している。

この経営の現状における問題点は，飼料基盤の弱さにある。解決のための具体

策は既に講じられてきている。収量水準の向上も小笠原氏が中心になって進めら

れている館料作物研究会(会員25名)で，デントコーン (7t/10a) +麦類( 3 t/10 

a) による 10tどりが課題になっており，小笠原氏自身も試作段階とはいえデント

コーン (7.5t) +イタリアン( 2 t) で9.5t水準を実現している。

現在，この経営はまさに量的拡大から賀的向上への段階に差しかかってきてお

り，それが具体化することによって一層発展していくものと期待される。
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藤護藍髄離翻題関

複合経営の確立をめざして

小笠原察雄

私の{主む秋田県大内町は，良質米と

して名高い本荘米「由利ササニシキ」

の生産地であり，また，黒毛和牛の繁

殖地帯でもあります。

私が農業に取り組んだのは農高卒の

昭和32年からですが，当時は水田1. 8

ha，役牛 2 頭の経営でありました。稲

作専業農家として自立できる規模は

2.5ha位と考え，山仕事や出稼ぎ等を

しながら，水田の規模拡大に努めまし

た。

しかし，その後経済成長が目ざまし

く進展したことにより経営規模の自擦

を変更し，八郎潟干拓地へ入植して，

10ha幾業に取り組むことを考えまし

たが，家族の理解を得ることができず，

断念せざるを得ませんでした。

そこで私は， 10ha農業を生まれ予言っ

た f此の地」で実現することを自標に，

家族の協力を得ながら頑張ってきまし

た。

水田は農地取得資金等の活用や農用

地利用増進による受託によって概ね10

haに達しました。一方，地力の増強や

睦畔草の有効利用，経営の複合化によ

る通年就労や収益性などを考えて，黒

毛和牛の繁殖綬営にも取り組み，その

規模拡大を進めてまいりました。

現在は，7.K回 10ha余り，繁殖牛32

頭，肥育牛 2 頭の経営となっておりま

すが，これからの農業の罷際化時代に

対応して，生産性の向上やコストの低

減にこれまで以上に努めなければなり

ません。

特に米の自由化については，生産者

として状況を謙虚に受け止め，地域全

体が挙げて経営改善に努めるとともに，

消費者の正しい理解を求めていかなけ

ればならないと思います。

-175-



第25[[jJ/農林水産祭受賞者の業績

印刷・発行/昭和62年 3 FJ20 日

発行/対防法人民本藤林漁業振興会

東京者[1千代札!区神凶多!町 2-9 6( 問中ビル)

〈農産・園芸・畜産部門〉



昭和61 年度・第25回

農林水産祭
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発刊のことば

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天長杯がご下賜になったのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

面の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者

ニ天皇杯などの授与を行う式典や一般密畏に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和61年度は，その25回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第25田農林水産祭に参加し

た各種表彰行事 (379件)において農林水産大自賞を受賞した出品財613点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点、) ，内閣総理大臣賞を授与さ

れるもの 6 点(開)，日本農林漁業振興会会長設を授与されるもの 7 点(農産部門

2 点，その地の部門 l 点)が選考されました。また，むらづくり部門については，

44都道時県から各 1 点推せんのあったむらづくり事例の中から，天皇杯，内閣総

理大臣賞を授与されたもの各 l 点，農林水産大器賞を授与されたもの 16点がそれ

ぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方蔀の方々

}一大いに袴益することと居、います。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の語意を表します。

昭和62年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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(農林水産省蚕糸誠験場栽培部長/北浦
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天皇杯受賞

出品財養蚕経営

受 者石川 J正f二
1 口

(茨城県那珂郡大宮町塩原2047- 7) 

鑓受3費者の略歴

(1) 地域の概婆

常盤線の水戸から水郡線に乗換え，約50分で常陸大宮駅に着く。常盤高速道を

第 l 図受賞者の所在地

茨城県北部 ハ福烏県
色、、J鋼、'-、‘

ト山 j

一 7 -

那珂インターでおり，国

道118号に出て常陸大宮

へ向ってもよい。常陸大

宮駅から盟道118号を大

子方向へ向い，国道293号

との交差点をお折し，常

陸太田方向へ約 2 km，久

慈川を波ってすぐ左折し，

山方町方向へ県道を約 3

同行くと，左側に

喜駐主主所があり，その真

向いの農道を道なりに進

むと久慈}II堤訪沿いに石

川浩氏の自宅がある。こ

の久慈、Jl I沿岸は比較的広



い平地で，水田や畑地になっており，堤防近くには竹林などが見られる。現在は

パスの便はない。

大宮町は，茨城県の北部，水戸市の北々西約25kmにあり，面積82. 73km'，人口

25 ， 193人，世帯数6 ， 985戸で，那珂郡の中心的な町である。町の中央に罰鉄水郡線

並びに国道118号が南北に縦貫し，国道293号が東西に交差し，交通は玉三便である。

就業者割合は第 1 次産業31%，第 2 次産業27%，第 3 次産業42% となっている。

この地は久慈川と那珂川に治った平地と丘陵からなり，平均気温は夏季25
0

C，冬

季 4 0C内外であり，年間降水量1 ， 200~1 ， 300阻で，降雪は 3~4 聞にすぎない。

那珂川・久慈川の沿岸地帯は沖積土，台地は火山灰土である。

この町の農業は稲作を中心とするもので，耕地面積2 ， 364haのうち水田が53%

を占めている。農業形態は主穀を中心に葉たばこ，畜産，養蚕及び施設圏芸をと

り入れたものが多い。農業粗生産額の第 l 位は米 (200千万円)，葉たばこ (53千

万円)，養豚 (45千万円)，鶏卵 (29千万円)，養護 (26千万円)の順となってい

る。昭和60年の農家総数は2.900戸，うち専業372戸(13%) ，第 l 種兼業611戸

(21%) ，第 2 種兼業1 ， 917戸 (66%) であり，交通至便なこともあって農業労働

力の地産業への流出が著しし兼業化が年々進んできたことが指摘される。ただ

し，専業農家数は昭和50年以降，若干増加気味である。

茨城県の養蚕は近年，県北に主産地が移動し，県の産繭量の38%を出める状態

になっている。県北でも大宮町の産繭量は比較的多く，県内市町村別では第 9 位

であり，那珂郡産繭量の73%を占めている。大宮町の桑閣は主として久慈川及び

那珂川沿岸の平地を中心に集団的に設置され 1 戸当たり桑歯菌積及び 1 戸当た

り収繭量は県平均とほぼ同様であるが，箱当たり収麟量は県平均を上回っているわ

50年以蜂，養護農家戸数及び桑画面積は漸減傾向にあるが，騰の生産調整のた

め収繭量は59 ・ 60年にかなりの減少をみた。特に59年春には桑の発芽が異常に遅

れた影響により，大幅の減収となった。

(2) 若Jl I氏の略歴

石川浩氏は昭和15年生れで46才の働き盛りである。司氏の家は，四代続いた養

蚕農家であり，古くは蚕種製造を営んだという。父親は石川家の入婿であり，同

氏が幼少の頃戦死された。そのため，祖父の辰之介氏のもとで養育され， 34年に

- 8 



第 l 表大宮町の養蚕減要

年次
養蚕戸数 収繭盆 収議設 (kg)

戸 ha t 10 a 当たり 1 り

昭45年 292 150 128.8 86 441 

50 289 229 196.5 86 680 

55 260 206 184.8 90 711 

58 229 177 163.6 92 714 

59 221 177 131.1 74 593 

60 212 159 119.0 75 561 

県立水戸農業高校を卒業し， 36年に県立農業講習所を卒業後，直ちに祖父のもと

で農業に従事した。祖父辰之介氏は，現在， 92才の高齢であるが， 70有余年にわ

たり養護業一筋に生きた方で， 51年には第14由茨城県養蚕経営改善競技会， 52年

には第11回関東地方繭生産性向上コンクールにおいてそれぞれ農林水産大臣賞を

受賞されている。浩氏は後継者として祖父の議陶を受け栽培技術・育費技術を習

得しつつ養蚕経営の合理化に努め，養議規模の拡大に協力してきた。辰之介氏の

も浩氏の協力が大きかったことはいうまでもない。

36年当時の養蚕は年間収繭量1 ， 200kgの規模であり，米・肥育牛等を複合的にと

り入れた経営であった。 39年に第 1 次構造改善事業により石川氏の自宅に近接し

て，稚蜜共間飼育所が設置されたのを契機として，養蚕専業経営に踏み切り，竹

林の開墾及び水回転換による桑薗造成を進めた。稚蓋共同飼育所の設誼により，

蚕作が安定したことが専業へ移行した大きな要国となっている。桑園造成は竹林

を40年代の蔀半に行い，水田については47年に40a， 49年に 16aの桑歯への転換を

斗ったものである。 45年には収繭量2.5tを越す経営となったが， 50年以降は養蜜休

止農家の桑園を借受け積極的に桑園規模の拡大を函り， 51年以降は年関税繭量 5

tの大養蚕家に成長した。

浩氏が経営を祖父から引き継いだのは54年であるが， 51年には条桑刈取機を購

入し，桑収穫の省力化を密るとともに議爵も釈改植時に機械収穫に漉する形式へ

改造し， 55年には 6tを越す収鴎量を達成した。単収の向上にも努め，冷夏の56年

を除いては100~120kg/10aの水準を維持している。 57年以降は借入れ桑罷のうち
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土地条件が悪く生産性の上がらない桑闘を返還し，更に59年には生産調整に応じ

241aの桑闘を返還した。間年には，稚蚕共同館育所が人工餌料予言に移行したた

め，その桑園115a(石川氏の桑園に隣接)を借受け， 450aの桑園規模で60年には単

収123.6kg ， 5.5tの実績を挙げ，省力多収の安定した経営を達成した。このような

優れた実績により， 56年には第30回全国農業コンクールにおいて， 61年には第四

回関東地方繭生産性向上コンクールにおいてそれぞれ農林水産大臣賞を受賞して

いる。

五II[ 氏は， 49年に茨城県の農業経営士の認定を受け(養蚕では県下で現在 3

名) ，養蚕経営には卓越した才能をもっており，世喜稚蚕共同飼育所の運営委員し

して現在まで21年間継続して活躍している。また，温和で積撞的な性格により，

近隣の人望も高く，世喜小学校のPTA副会長を 54年から 2 か年，大宮町農業委員

を55年から 3 か年勤めているなど，地域への貢献も大きい。

塁審受賞者の経営概要

(1) 家族構成と労働力

家族は，浩氏46才，妻の昌子さん39才，長男勲君16才，次男浩之君15才，長女

洋子さん12才，次女はるみさん 9 才，母親あささん71才，叔母征子さん45才，祖

父辰之介氏92才，祖母やすさん90才の計10人の大家族である。そのうち養蚕従事

者は浩氏夫妻と母親及び叔母の 4 名であるが，母親及び叔母の能力換算は0.5人と

見積られるので，養護労働力は3.0人である。

(2) 経営耕地面積

石川氏の経営耕地面積は482aであるが，耕地面積の93%を桑園が占めているわ

桑罷450aのうち 335aは所有地， 115aは借り入れ桑闘で，かつて稚蓋共同桑園で

あったところ(稚蚕人工飼料育に転換したため不用になった桑闘)である。水田

29aは自給米の生産に当てている。

(3) 施設・機械等の装備

年 7 回の多間育を行い，稚蚕はすべて共同飼育所から 2 眠期に配蚕されている。

壮蚕室 4 棟，貯桑室 l 棟，上藤室 l 練があり，自宅の周辺に桑冒との関係を考

題、して有機的に配置されている(第 5 表及び第 3 図参照)。 すべて簡易な施設で
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あり，償却はほとんど終っているとみられ 第 2 表経営'耕地面積

る。

主な養護用装寵及び機掛は第 3 表のとお

りであり，必要なものはすべて装備されて

いるのがみられる。

(4) 経営収支

この経営は毎年，茨城県下の最高収繭量

を挙げ， 10年間も 5 tの~文荷量水準を維持し，

すべて成閣になれば，現在の生産態勢で 6t

第 3 表 :ì:な養蚕機械の装備状況

機 械 名 数量 機

区 分 昭60年

i… 〉叉 水田 29 

営 普通畑 3 
車井 桑関 450 
地 482 

山林その他 100 

582 

穏

単位 a

f緒 考

所有地桑園は

335a で他は

借入桑麗

ト ク 2 
日産クリッパ-3 ， 000， 2 t ・夕、、ツトサン1， 300, 

フ ツ
1 t 

トラクタ 1 クボタ B 7001, 14ps, 
フォークリフト 1 トヨタ]ONSON，最大積載荷重380kg

耕う ん機 1 クボタKR90， 10ps 

桑 メサ 機 3 信光式H型，半条刈 5~ 7ps 

動力噴霧機 l 丸山M402， 4 ps 

媛 Eぎ 機 4 長府式FA20，フジカ YOS-

自動収務毛 1 北沢式

)j)j 取 機

残条カッター 1 マメトラ CD18CM ， 2 ~ 3 ps 

以上の上繭収量が期待される。また，養蚕専業であるため，農家~文支はすべて繭

代金であり，昭和60年度には153箱を館予言し，上繭i技量5 ， 564kg を挙げ， 10 , 187 

千円の粗収入があった。養蚕経営費は第 4 表のとおりであり，後述するように，

肥培管理及び収穫を効率的に行い，農家所得は6 ， 153千円に達している。

調受賞財の特色

(1) 桑閣の集団化と養蚕施設の合理的配髄
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この経営の桑園は，久惑)1 1堤紡に接した沖積砂壌土の平坦な土地にある。面積

450aのうち，所有面積335a，借入れ面積115aであるが，借入れ桑閣は前述のとお

り隣接している(第 2 図)。以前には約 3haを借入れていたが，やや遠く，十分な

第 4 表養蚕経営費
単位:二千円 第 2 図桑慰の配讃

区 分 金額 備 考

蚕種空費 623 

肥料費 537 

E差薬賛 338 

光熱動力資 337 

w 桑喜を

共同飼育費 627 
留

農 3器具費 76 

建問労働資 732 4 ， 000円 /1ヨ/人

共済掛金 180 

賃借料料金 230 

組合負担金 56 N 
その他 298 桑刈機修理代等

メ口弘 言十 4, 034 

管理と収穫作業に難があり 2 年前に返還し現在，一部地を形成する状態、になっ

た。最も遠い桑躍で約200mである。このように，桑園が自宅の周辺に集められた

ことは，収穫と飼育を一貫した作業で実施でき，生産性の向上に重要な意義をも

ち，この経営の一つの特色といえよう。

飼育施設の概要は第 5 表，その配鷺は第 3 図に見られるとおりである。

第 5 表飼育施設の概要 第 3 図養蚕施設の配置
単位 :m2

No. 施設名 構 造

1 上談窓 木造 2 階建

2 壮蚕室 木造平屋建

3 貯桑室 木造半地下

4 4土蚕室 車圭裳鉄骨

5 中蚕室 軽設鉄骨

6 車階量鉄建骨

壮蚕室 アルミハウス

言十

間積

132 

132 

39 ‘ 6 
470.25 

165 

99+ 165 

127.05 

1, 329.9 

回

Eコ仁己亡己

回仁ヨ
主屋

εヨ

仁左コ (施設番号は第 5 表のNo.参照)
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壮蚕室は 4 棟設置しており，軽量鉄骨・木造及びアルミハウスである。軽量鉄

は 2 棟の蚕室を並列に設置することにより，相互の下麗部分だけ鯛育部積

を拡げる工夫が行われている。木造蜜室はかつての牛舎であり，これらの蚕室は

自家労力によるコンクリート床とし，すべて簡易な施設である。

薬圏で~文穫した条桑は軽トラックでそのまま各議舎に運び込むことができ，そ

の作業は石川氏 l 人で行うという。このように壊めて効率的な青譲態勢がとられ

ている。

(2) 桑の機械収礎と桑掴の態勢

昭和51年に信光式薬刈機(耳型)を購入し，桑の機械収穫を開始したが， 52年

には桑閣の約 6 割， 53年 7 割， 54年 8 割と拡大し， 55年には全桑壌の収穫を機械

化した。機械収穫に対して計画的な改植，機械収穫に対する品種の導入，用途別

桑闘の設置等桑調の整備が逐次実施されてきた。なお，機械に対して石川氏は以

前から関心を持ち，このことも機械収穫へ志向した要因であり，簡単な修理や改

造は自分で行うという。高校生の長男の方も機械への興味は強く，頼もしい後継

第 6 表桑菌の概要

面積
ロ口ロ 積

樹齢
用途別

栽植距離
備考(a) (年) (m) 

1 47 ノ 瀬 13 春秋兼用 1.8XO.6 

2 29 改良鼠返 13 春秋兼用 1.8XO.6 

3 40 ノ 務員 10 春秋葉転用 1.8 x 0 .45 

4 21 改良鼠返 11 春秋兼用 1.8XO.45 

5 40 3 品種村 2 春秋兼用 1.8XO.3 借入桑魁

6 75 ノ 瀬 20 春秋兼用 1.8xO.6 借入桑濁

7 42 改良鼠返 8 春秋兼用 1.8XO.45 

8 17 改良鼠返 8 夏秋兼用 1.8 x 0.45 

9 45 はやてさかり 1 夏秋兼用 1.8 x 0.2~0. 25 

10 55 ノ 瀬 15 夏秋兼用 1.8XO.6 

11 39 改良鼠返 11 夏秋兼用 1.8 x 0.45 

合計 450 

注*桑濁番号は第 2 留の桑闘番号と詞じ

* * 3 品種は一ノ瀬・改良鼠返・はやでさかり
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者といえる。桑園の概況は第 6 表のとおりである。

① 桑品穣:一ノ瀬及び改良鼠返の 2 品種が主体であり， 87% を占めている。

しかし，最近では機械収穫を行うため，直立性で中間伐採後の再発芽の良好な品

種として「はやてきかり」を導入している。なお， No. 5 の桑闘では一ノ瀬・はや

てさかり・改良鼠返の 3 品種の混植である。

② 植付距離:以前は， 10a当たり 500本蔀後の高根刈仕立であったが，機掛収

穫に適するよう，現在では畦聞をすべて1.8m とし，畦をできるだけ長くとる栽撞

形式 (50~100m) としている。株間は当初， 0.45m (1， 234本構え)としたが，最

近では0.25~0.2m (1 ， 851~2 ， 777本横え)の多植又は密植形式をとっている。\ノ

後の新改横にはこの密植形式で進めるという。

③樹齢:現在の揺齢は 2 年以下85a (19%) ， 3~13年235a (52%) , 15年

以上130a (29%) の構成であり，古い桑闘は上述のように薪品種・密植に改横す

る計画である。

樹齢15~20年の桑閣については，逐次，改植を実施する計画である。現在20%

の桑園を改植し，機械収穫に適するようにしてきた。その擦に新品種の導入，密

植化により，植付当年の条桑収量は 10a当たり 1 ， 000kg程度が確保される。己主植に

当たっては，有機質資材として廃条・蚕糞・蚕沙の堆肥化したものを 4 ~ 5 t/10a 

投入する。なお，抜根にはフォークリフトを使用している。

(3) 桑匿肥培管嘆の合理化

この経営における最近の単収向上は著ししその要因としては生産性のあがら

ない桑闘を返還整理したこともあるが，有機質資材の増投による土壌改良が挙げ

られよう。石川氏の桑覇は久慈川に接した沖積砂壌土であるが，地下60cmのとご

ろで蝶層に当たるため土層は比較的薄く，肥料の流亡が著しい。また，秋の弼九ノ

が比較的早い地帯で，一ノ瀬・改良鼠返が大半を占め，桑葉の硬化が著しいため，

特に有機質資材の投入に意を注いできた。

53年までは肥育牛の銅養(14~18頭)を行い，牛の糞尿と蚕糞・蚕沙による堆

厩肥を施用していたが，銅料価格の高騰と労力配分を考慮して肥育牛の飼養を中

止した。そのため， 54年以離は，ライスセンターの籾がらを主体とし，これに蚕

糞・蚕沙及び畜産農家からの家畜糞尿を混合したものに切替えた。更に数年前か
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ら近隣の養鶏農家から無償で生鶏糞の提供を受け， 10a当たり 4tを投入している。

年間の施肥状況は第 7 表のとおりである。

第 7 表年闘の施肥状況

資材名 施肥時期
施用量 施肥成分量 (kg)

kg N P205 K20 

鶏糞 12月~1 汚 4.000 49.6 44.0 16.8 
暢州制w ・ーーーーー...酔司陣内舟柑帥曹輔 圃ト仲柑ーーーーー----噌情物-----------榊柄拘舟市内舟ーーー ー・ーー圃凶圃凶輔自骨舶帥-------

丸桑特 2 3 月下旬~6 月上~中旬 90 9.0 3.6 3.6 

高度化成 3 月下旬~6 月上~中旬 40 6.4 6.4 4.0 

l 額粒生右灰 11月下旬~12月 120 

(計) 65.0 54.0 24.4 

第 7 表のように，多収繭養蚕農家としては，無機肥料の施用が非常に少なく，

有機物(鶏糞)の多投により施肥成分量を維持している。その上，鶏糞は無償で

あり，肥料経費を最小限にしていることは，この経営の大きな特徴といえる。し

かも施肥成分量を見ると，標準設の約 2 倍になっており，全伐収穫による樹勢の

減退を防ぎ，肥料流亡を抑える効果が期待されよう。

桑菌の除草は，専ら輪車剤の使用によっている(第 8 表)。除草剤を初冬蜜期終

了後に実施しているのは特徴的であり，それによって冬草を除き，翌春の除草作

を行わずに除草剤散布で済ますことが可能となるので，他でも励行されてよい

工夫といえる。なお，除草剤のなかには秋冬期処理剤もあり，その和信も考麗さ

れよう。

また，害虫防除も適切に行われ(第 9 表) ，桑園では害虫の被害はほとんど見ら

ぺしない。

(4) 合理的な労働配分

この経営では石川氏夫妻，母親及び叔母の 4 人(能力換算で 3 人)の家族労力

及び年間186人(1， 490時間)の雇用労力によって養蚕が行われている。この雇用

は近隣の婦人労力が中心であり，以前から継続しているもので，日給4 ， 000円(食

事なし)で確保されている。

60年には年間 8 囲の多匝育を行っているが，その作業期聞は第 4 図のとおりで
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第 8 表除草剤の散布状況 第 9 表農薬散布状況

散布時期 築部名 官筒 考司 対象害虫 散布時期 薬剤名

5 月上勾 グラモキソン
さ伝染E罰+シマジン ヒメゾウムシ 4 月上旬 エルサン乳剤

6 月中旬 グラモキソン 春秋兼用桑園+シマジン
クワエダシャク 4 月上旬 DDVP乳剤
トリ+キンケムシ

7 月下旬 グラモキソン 亙芝秋専用桑図+シ?ジン スキムシ 8 月上勾 DDVP乳剤

8 月上旬 グラモキソン 春秋兼用桑図
+シ?ジン

スケパハゴロモ 8 月上旬 DDVP乳剤

8 月中旬 グラモキソン
主主秋兼用桑図十シマジン

ーーーー白州僻他国拍ーーーー 胃勾圃骨骨骨鞘榊骨骨盤ーーー ーーーーーー司司骨骨輸暢僻--値値ー

11月上旬 グラモキソン
会嘉主E鐙+シ?ジン

ある。

全査期を通じて，各査期が重なっているが，桑収護は石川|氏 1 人，給桑は家族

中心，上震は麗用中心というように分業的に労働を配分することによって，労働

の重なりを解消している。このこともこの経営の一つの特徴といえよう。

蚕期中の桑閤肥培管理は飼育の合聞をみて機械力により短時間で済ますという。

桑園管理のための麗用(男子)は，年間40時間程度で，夏の施肥・除王手に当たっ

ている。月別・種類別労働時間の概要は第 5 図のとおりである。

年間の栽桑労働は855時間 (14.6%) で至って少ないが，そのうち株蓋しが435

時間(栽桑の60.9%) を占めている。これは機械収穫後の整株を了察に行ってい

第 4 図年間の作業期間

事さ

育

蚕
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第 5 図 栽桑・養蚕の労働時間

家族=主主主主図家族=背蚕毘磁用エコ栽桑図隠舟=育蚕

H寺 1250
間

1000 

750 

500 

るためという。採桑には922時間 (15.8%) ，銅育は 1 ， 453時間 (24.9%) ，上藤・

収繭は2 ， 062時間 (35.3%) であり，準鏑その他に548時間 (9.4%) を要してい

る。採桑労力が著しく少ないのは，全桑闘を機域i収穫によっているためである。

ここでは条桑刈取機による 10a当たりの収穫時開は 1 蚕期 1 人で 2~2.5時間と

いうことであり，年間では運搬を含めて20.5時間/10a となる。この値は，全開平

均の 1/2弱であり，大幅な省力化が臨られている。

育蚕労力のうち上藤・~又繭は全国平均より約 l 割多くなっている。これは上藤

を丁寧に行うためで，かつて蚕種製造を行っていた名残りという。 60年には年 8

自育を行ったためともみられる。

(5) 高能薬の安定した繍生産

石川氏が経営を引継いだのは昭和54年であり，意欲的に養護に取組み，その結

果， 55~58年の 4 か年は年間 6tの収鞠量水準に達した。 59年には，繭生産調整の

ため約 2 割の掃立てを控えたが，春の発芽が非常に遅れ，かなりの減収となり，
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結果として奴繭量は 5tをわずかに下毘った。しかし， 51年以降は 11年間にわたり

5~6tの水準を維持し，最高は58年の6 ， 479kgであった (51~53年は祖父の経営で

あるが，本人が経営の中心として重要な投都を果していた)。年次別の桑冨面積及

び収繭震を第 6 図に， 10a当たり収諦量及び結当たり収繭量を第 7 図に示す。

第 6 閤桑園面積・上繭収震の推移 第 7 図 10 a 当たり・箱当たり収繭童

一桑扇面積haー上磁収量比 一箱収kg ー単収kg
~7 
ha 
又 6
は F
t -

I I I j 〆一、|l' 〆 N寸/1/ 
4 

3 

2 

1 

y仁 LU

;肥料、、l 1 1 1/ 

80 

60 

40� 
20 

0 しよう' ~ 0 
45"50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60年 45" 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60年

借入れ桑園の増加により単収は51年をピークに下降し， 56年には冷害の影響に

より 93.4kg/10aの成績となった。その後は前述のように肥培管理を改善し，改植

を進めるなどの処置により急速に単収を向上させた。 61年の成績をみると，年 7

回の館育で150箱を揮立て， 5.8tの収繭量と 129kgの単収が予想されている。箱当た

り収繭量は第 7 闘にみられるように37kg程度であり，主主病関除に充分な配慮、がな

されているのがみられよう。

このように，高能率の安定した繭生産を 10年以上継続していることが，この経

営の大きな特徴とみられる。

圏受葉者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 栽桑技術

栽桑技術の特徴は，条桑収穫機による全桑園の機械収穫である。機械収穫と高
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イ立安定生産とを両立させるため，ここでは，機械収穫作業に適する桑閣の整備と

樹勢維持のための肥培管理・収穫法の適用がなされている。桑品種については，

一ノ瀬・改良鼠返の 2 品種主体であるが，機械~文穫に適し，葉質の良い新品種に

順次改植を計題しており，そのーっとして fはやでさかり J を 3 年前から導入し

ている。品穏については，しんいちのせも考臆したが，はやでさかりは機械収穫

後の再発芽が良く，晩秋の葉質が鐸れている点で選定したとのことである。この

ような新品種の導入により，生産性が更に高まるといえよう。

肥培管理は前述のとおり，極めて経済的にしかも効果的に行われている。機械

.J.麓では一斉伐採のため撮勢を損うおそれがあり，欠株が生じると収穫作業に影

るので，株直しと肥培管理にかなりの重点を置き，樹勢の維持に努めている。

すべて機械による全伐収穫であるが，年 8 屈の多田育に対し，第 8 閣の用途別

桑園の収穫形式( 4 形式)を基準としている。年 7 回育では，春 3 を巻 2 とする

形式である。この図のうち夏秋専用桑園の(夏十初冬)は翌年(初秋十初冬)に，

(初秋+初冬)は翌年(夏十初冬)に輪収する。このような用途別桑閣の設置は，

奴穫量の確保と同時に轍勢の維持に大きな役割を果していることは見逃せない。

また，いずれの年も買桑は行っていない。

桑園の概要は第 5 表に示したが，機械収穫におげる収量の確保のため，うね間

を1.8mにし，株間を0.2~0.45mにとり 10a当たり 1 ， 234~2 ， 777本植の多描又は密

植としている。また，ほとんどの桑園の 1 畦の長さを50~100mにとる横付形式に

より作業の能率化を密っている。

(2) 鯖育技術

昭和60年には年 8 屈の蚕銅育を実施しているが，通常の年は 7 間育である(第

J表)。

60年は，年 8 屈，春 1 ，春 2 ，春 3 ，夏，初秋，晩秋，晩々秋，初冬，の蚕期

であったが，通常は年 7 回育で，春 3 を抜いている。箱当り収繭童(箱収)は年

平均で36kgを超える成績を挙げており 1 蚕期の掃立童が多いにもかかわらず，

各蚕期の飼育成績が良好であった結果といえる。 61年度は予想、の成績である。

各蜜期とも平均した掃立量であり，飼育施設・労働力を上手に罷っている。飼

育は給桑台車付き鯛育装置により，掃立霊をできるだけ均等にして，労力配分の
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第10表蚕期別収縮設

紹利 59 年 60 f仁 61 年 (予怨)

Mi立月日 総立j立 1:滋収主f 綴 JIJ( 総立月日 jijj立女i 上況 $告収 主lf立月日 ?品立主i 上波:笠 箱収

月日 総 kg 
418 iぼ 汚臼 不自 kg 

40.k8 g 
月日 f留

1909k1 g 
l;g 

5 19 36 1 ,505 5 8 20 816 5 12 26 42.0 

6 5 20 685 34.3 5 11 20 841 42.1 5 25 25 989 39.6 

5 31 20 656 32.8 
ーー骨 母砂州柑.. 榊骨・..ーーーーー

6 21 30 951 31. 7 6 20 20 678 33.9 6 20 20 745 37.3 

7 18 10 348 34.8 7 17 15 496 33.1 7 17 16 585 36.6 
----ーーーー司 ー"ーーーーーーー -------骨軒両酔 ーーー司司司 a骨骨骨

9 1 15 600 40.0 8 25 18 695 38.6 (8 25) (20) (800) (40) 

9 16 20 824 41.3 9 8 20 738 36.9 (9 8) (20) (800) (40) 

9 16 20 644 32.2 (9 15) (23) (800) (34.8) 
ーーーーーーーーー ..匹件特噛ー ーーー鴨甲骨例制榊 ..樹齢値 ..  ..凶ー------

(平言均!) 131 4 ,915 (37.5) 153 5 , 564 (36.4) (150) 5 ,810 (38.7) 

適正化と施設の利用効率を高めている。

上藤は自然上競によっており，条払いは行っていない。そのため上藤労力が大

きし今後の改善点とみられる。種繭生産時代の慣習ともいうが，上競方法の改

善が行われれば，労働生産性の向上に資するばかりでなく，掃立規模の拡大とも

なり，収益性は更に高まることが期待されよう。

この地域の繭検定成績をみると，初秋及び初冬の成績はやや劣り，選除繍歩合

(内部汚染繭が大部分という)が高い。繭質向上のため，この経営では今後，熱

蜜へのパフソール (1 m'当たり 50g) を散布し内部汚染舗の防除に努めると同時

に，換気蔚の設置等による上擦環境の改義を行うという。

(3) 経営の分析と所得率

大規模養蚕経営の大多数は，桑匿の多収穫，藤用労力の確保と同時に飼育機械

の導入，買桑の利用などを行い，更に労働生産性を向上させる何等かの方策をとっ

ている。しかし，計間生産にはいった最近の傾向として雇用労力を自家労働に

きかえたり，翼桑を減らすなどの実態がみられる。その点この経営では，遠隔の

を整理して自宅の周回に桑闘を集め，雇用労力はそのまま維持し，質桑は行っ

ていない。そして全桑爵の機械収麓により労働生産性を著しく高めている。また，

肥培管理については生鶏糞の多投と多楠・密植により収量の向上を図っているが，
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生鶏糞は無償で分譲してもらっているため，出費を極めて抑えている。

以上のような効率的な経営を進めているので，養蚕経営費は第 4 表にみられる

ように著しく少ないレベルで済まし，高い収益性を保っている。養護施設の減価

償却をほとんど済ましているのもこの経営の強味であろう。支出の最も多いのは

麗用労働費であるが，この労働は上藤作業に向けられている。上競の簡易化を函

れば，労働費を下げることは可能でろうが，労働力の確保は農村の現状からみて

必要なことであり，掃立規模を拡大するさいに上族の省力化が日程にのぽるので

はなかろうか。そのようにみれば，この経営の前途には更に多くの改良点がある

とみられる。

繭生産費を第11表に示した。第 l 次生産費は全国平均の約40%であり，額めて

効率的な繭生産が営まれていることがみられよう。そのなかで労働費は費用合計

第11表石川氏の繭生産費(昭和60年)

費 日 上繭 1kg当たり 桑闘10 a 当たり 備 考

円 円
蚕 種 112 15 ,195 

目巴 業} 費 97 13.097 

彦盛盆を 業 薬 剤 費 61 8.244 

光熱動力及び諸材料費 75 10.074 

買 桑 費

壬ノ土、 開 官奇 コ円ts; 費 113 15.293 

賃借料及び料金 128 17 ,463 桑園借入金等

桑 樹 成 園 費 71 9.674 

建 物 43 5 ,835 

農 蚕 具 費 81 10.971 桑刈機修理代
戸g手-

力 費

労 (動 費 523 70 ,902 4 ， 000門/日
-------ー“自μ ーーーー楓仲ーーーー副梢ーーー'伸'ーー..附ーーーー噸 ーーーー..ーーー榊ーーー------軸骨ーー 的事ーーー白骨・ーーー働--.盤側----・ 4骨 --司台帳ーーー歯肉停車ーー..蜘ーー--・--ーー

費 用 メ口~ 言十 1 ,304 176 ,748 

冨1 産 物 価 格 5 678 

第 1 次生産費 1 ,299 176 ,070 

資 本 手Ij 子 64 8.661 

第 2 次生産費 1 ,363 184 ,731 
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の40%の構成比を占めるが(全国平均では約63%)，収穫の機械化及び飼育の簡易

化により労働生産性が非常に高いことがわかる。費自のうち全菌王子均に近いのは

蚕種費と共開飼育費だけであり， f也の費目は平均を大きく下匝っている。これら

の多くは個人の努力による出費節減の結果とみられ，なかでも肥料費は全昌平均

の約36%にすぎず，肥培管理に対する工夫の現われといえよう。薬樹成間費・建

物費等も大幅な節減がみられ，高位安定生産の基盤が擁立している結果であろう。

第 4 表に示したように，諸経費は4 ， 034千円であり，組収入は 10 ， 187千円(すべ

て繭代金)であるので，所得率は60.4%の高率を示している。また，総労働時間

は5 ， 840時間で，上繭11-怒当たりの労働時間は1. 05時間となり，これは全国平均の

1/2~~の成績である。更に， 1 臼当たりの家族労働報酬は11 ， 616円の高水準となっ

ている。これらの生康性指擦をみてもこの経営の鐙秀性が強調されよう。

(ヰ) 普及性と発震方向

収繭童 5~ 6tの大規模養蚕経営において全桑璽の機械収穫を行っている事例

は，石川氏のほかにほとんどないのではなかろうか。機械収穫を適用する前提に

は土地が平坦なこともあるが，機械収穫に適する桑園を作ることが第 1 に挙げら

れよう。

桑圏を設定する際には，成圏になったときの姿を想定して品種・仕立・植付距

離を計画するのが通常である。しかし，機械による管理及び収穫を前提とすると，

仕立は根刈に統一され，品種は伐採収穫後の再発校の数と伸長の良好なものを選

定し，睦間は導入する機械の種績によって決まってくる。ただし，機械収穫では

常に全伐となるので，樹勢を維持しつつ収量を確保するために株聞を狭くとり，

植付本数を多くすることが必要となる。現行の技術として速成響植機械化栽培が

推奨されているが，生産性の高い桑騒造成には重要なことである。

石川氏の桑園では， 54年からすべて機械収穫を行い，肥培管理もすべて機械化

されている。桑菌は久慈JII の JII原地で土層が薄く，有機質資材の多投が欠かせず，

また，信光式桑刈機を用いるため，うね簡をかなり広くとる必要があった。その

ため，従来は1. 8mXO.6mの植付距離 (925株/10a) であったが，最近の改植時に

はうね間を一定とし， 1. 8mXO.45~0.2mの植付(1， 234株~2 ， 500株/10a) として

いる。更に，畦の長さを50~100m とし，機械収穫の効率化と土地を有効に使って
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いる点も見逃せない。また，機械収穫に適する品撞として「はやてさかり」を選

定し，今後，この品種に改めていく計画という。これらのことは機械収穫を前提

とする桑盟造成には重要な参考となるであろう。

次に，機械収穫では樹勢を維持し安定した高収量を確保することが重要となる。

石川氏は，有機物の多投，用途別桑閣の設定及び丁寧な株直しによって樹勢の維

持に努めている。特に，第 8 閣に示した用途別桑閣の形式は，機械収穫を全桑閤・

全査期に適用する場合に極めてよい事例であり，このような考え方を各地方の条

件に適合させれば，機械収穫による多くの問題も解決できるのではなかろうか。

石川氏の経営では，先に指摘したように上旗作業の省力化が今後の課題とし

残されている。条払い自然上藤法の適用等があろうが，省力化を果すことができ

れば，規模拡大と低コスト養蚕に向って更に効率的な経営を展開することができ

るであろう。
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より高収益な養蚕経営めざし

石 JII 浩

この度，天皇杯受賞の光栄に浴し，

身の引き締まる思いが致しております。

私の家は代々，養蚕を主業とし，私

で四代目になります。父が戦死したた

め祖父と母とともに養蚕を営んでまい

りましたが，養蚕一筋の祖父の影響を

受け私も高校卒業後，昭和34年，茨城

県立農業講習所で農業全般の知識・技

術を学び，葱ちに農業に従事いたしま

した。当時は養蚕と米，肥育牛の複合

経営でありましたが昭和39年に稚蜜共

開館育所が設寵され，作柄が安定した

ことと価格安定制度が確立されている

ということから養蚕経営に自信を得て

養蚕専業農家をめざす決意を留めまし

た。

まず，桑闘造成を手がけ，昭和40年

代前半は竹林の隈懇，後半は水田を桑

鼠に転換，昭和50年代は遊休桑欝を借

り受ける等規模拡大につとめた結果，

現在自宅周辺に桑題450 a を集積し，年

間 7~8 回飼育により収荷量 5~6 トン

を安定して生産主するまでに至りました。

養蚕業もここ数年受難の時期を迎えて

おりますが，蚕作の安定を基本に，多

収穫桑園の造成，飼育施設と労力の効

- 25 

率的利用を図る 条桑刈取

機をはじめとした省力機械による作業

の効率化等生産性の向上を念頭に近代

養蚕を実践し，より高収益な養蚕経営

を心がけてまいりたいと思っておりま

す。

この栄ある受賞は私個人にとどまら

を営むものにとってこの上ない

励ましであり，今後とも養蚕への意欲

と情熱を新たにし，養蚕農家の模範と

なるよう努めるとともに，地域養蚕の

繁栄に貢献したいと考えております。



内閣総理大臣賞受費

出品財葉たばこ

受費者徳永 映

(香川県観音寺市中白井町483- 1) 

露関受賞者の略歴等

(1) 観音寺市の概況

観音寺市は香川県の西端部に位置し，南は徳島県に接し，北は瀬戸内海に面し

ている(第 1 函)。

気候は温暖，寡雨で日照時間の多い瀬戸内海気候で，年平均気温WC， 年間降

水量は 1 ， OOO~1 ， 200Dllllである。

耕地は沖積層からなる三豊平野の中心部に広がり，大部分は，排水の良い，裏

作可能な水悶地帯である。水利聞では，昭和49年香川用水の逓水により，大きく

観音寺市の位 f-mt

瀬河大橋 守
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第 l 図受賞者の所在地



好転した。

市の農業概要は，農家戸数2 ， 960戸，耕地面積1.850haで 1 戸当たり耕作菌積

は63aである。主要な作自は，水稲，麦類，みかん，レタス，葉たばこ，肉用牛で

あり，これらの作自により，複合経営が行われている。このうち葉たばこは148

ha，品種は第 3 黄色種(プライトエロー)で，額産では数少ない香喫味原料葉た

ばこの生産を行っている。

(2) 受繋者の略盤

①就麗とその後の経過

昭和35年に高校(農業科)を卒業と同時に先進地農家留学制度により，静悶県

三保園芸組合の優良農家で 1 年間，施設題芸の栽培の研修を受けた後，父親とと

もに農業に従事した。

当時は自作地110aで水稲110a，麦75a，葉たばこ 35aの経営であったが，家族の

話し合いにより，①機械導入による稲，麦の省力化，②借地による葉たばこの面

積拡大，③野菜導入による農業所得の増大，@年間労働配分の適正化を考えた作

付体系の確立，⑤有機質投入と深耕等による土作りを経営方針とした。

しかし，葉たばこに野菜を取り入れた経営は労働配分に無理があり，また，野

菜は価格が不安定なこともあり， 41年より， I1隈次野菜を減らし，葉たばこの面積

拡大を図ってきた。

また，葉たばこの乾燥の省力化と品質向上のため，地域に先がけコンテナバル

ク乾燥室を導入し，その成績をもって地域に働きかけ，県下で初めて共同乾燥施

設を46年に設置した。

46年に父親から経営委譲を受けたのを機会に農業簿記を取り入れ，経営分析及

び経営改善に取り組んでいる。

57年には観音寺葉たばこ生産紐合の設立に尽力し， トラクタ一等の共同利用機

械の導入により本ぽ作業の受委託事業を行い，地域の生産性向上を図っている。

②業繍

①地域農業の振興と葉たばこ産地の発農のため，集閥的生産組織を結成し，共

開乾:燥場，共同機械の利用等集団活動のリ}ダーとして活鰻している。

②農作業労働の軽減と生産性向上を図るため，堆肥作りの切返し労働軽減装寵，
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中耕除草機の改善等の創意工夫とその普及に力をそそぎ，高品質葉たばこ生産と

省力低コスト栽培体系を確立した。

③兼業化で土地利用率が低下する中，借地をすすめ，地域内の土地利用高度化

の面からも農業生産環境改善に役立っている。特に，氏の誠実な耕作態度，生産

組織等のリー夕、ーとしての活動を地域住民が高く評価したことにより，借地によ

る規模拡大も円滑に進んでいる。

以上により，氏は下記の表彰を受けている。

昭和52年 香川県葉たばこ生産振興対策協議会長表彰

52年 日本専売公社四国支社長表彰

55年 日本専売公社総裁表彰

57年香川県農林部長表彰

60年農林水産大臣表彰

また氏は，高い技術力と地域リーダーとしての活動により，香川県農業経営士

にも認定されている。

露受賞者の概要

(1) 家族構成

家族構成は，本人同委同父同母付長男同二男同の 6 人であるが，労働能力は本

人夫妻，両親で計2.7人に換算され，農業従事日数は延840日となっている。また，

農繁期を中心に雇用労力延130人を使用している(第 l 表)。

なお長男は今春県立農業大学校の農産コースに入学し，後継者として期待され

ている。

(2) 経営耕地面積

氏の経営耕地面積は370aで，うち自作地120a，借地250a となっている。 47筆に

分散しているが，いずれも自宅より 500m以内にまとまっている(第 2 臨)。

作物の作付状況は第 4 表のとおりで，経営の中心は，葉たばこ 225a，水稲270a

(うち普通期145a，晩期125a) となっており，完全に葉たばこ 水稲の輪作体系

がとられている。
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第 l 表

氏

家

族

縞

第 2 鴎

家族と

名 続柄 生手 齢 労働能力

徳永 映 本人 45 1.0 

徳永かずみ 言寄 43 1.0 

徳永智式 長男 18 

徳永詔行 一男 13 

徳永 実 父 75 0.4 

徳永マサヱ 母 71 0.3 

計 家族員数 6 人 2.7 

百寺 震 用

住居を中心とした経営土地の分布状況

観.tí::~.~l\!!iI1
i下問、7九波紋

J4三三
打む ~:-;() 1 ，1似Jrn

砂ーゅ~() 7 300m 

0 ・ぬ)]Ü450m--

o 

仁コ I~l 1'1二地
fZZ2Zl flN 1l!J 
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農業従事臼数

300 

300 

120 

120 

840 

130 



(3) 資本装備

農用施設と主要な農機具は，第 2 表のとおりである。これらのうち，主要農機

具のトラクター，コンパイン，施肥機，移植機は共同利用となっている。

(4) 経営収支

60年度の農業経営収支は第 3 表のとおりであり，水稲と葉たばこを組合わせた

複合経営である。経営全体の組生産額は約15百万円で，経営費 6 百万円，所得額

9 百万円となっており，葉たばこ部門のウェイトが高い。

葉たばこ部門が経営全体に占める割合は，生産額で76.9%，経営費で76.4% ，

所得額で77.3%を占めている。所得率は水稲59.7%，葉たばこ 60.8%で部門間し ω

惹は余りない。水稲の所得率は地代負担等からやや低くなっている。

葉たばこ部門は，省力化のための農機具の導入，借地による規模拡大等のため，

関連経費が多くなっている。

園受賞者の特色

(1) 経営の理念

①借地による規模拡大(土地利用型農業による自立化)

②地力づくりで良品多収(作物は土が作るという信念に立ち，土壌分析調査に

基づく土づくり)

③機械化による労働の軽減と簿記記事長による経営の近代化(創意工夫と経営改

善)

④ゆとりある農業と生活(作付体系の単純化と健康管理)

⑤営農の発展は，組織，集落とともに(協調と実践)

(到着実な規模拡大

葉たばこ生産の安定のためには，田畑輪換方式による連作障害の回避が重要課

題であることから，経営耕地の拡大に穣極的に取組んだ(第 4 表)。

兼業化の進展に伴う遊休農地の増加とともに，農地法改正，農用地利用増進法

の施行等施策面での改善もあり， 45年以降飛擢的に増大した。

{昔地規模の拡大は，地塁内協調と誠意を基本とした農地管理による相互理解が

あって，実現したものである。
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第 2 表主要施設及び機械

農業用建物

F重 類 新築年次 機 定、a三, 

f'F 業 土器 S41 木造瓦慈中二階

作 * 士号 S20 木造瓦主主中二階

たばこ乾燥笠 S45 木造スレート中二階

機 械 E転 E事 S 52 木造スレート議中二階S55 

t在 躍主 肥 4口~ ( S59) {脊箇用ビニールハウスの活用)

ビニールハウス S59 パイプハウス

計

主要幾呉および線設装謹

緩 類 台数・鍛数 導入年次 性能または馬力数など

ブ ク タ 5 1 S57 24ps 

ト ブ ク タ 1 59 22ps 

コ ンノf イ ン 会 59 3 条刈 16.5ps 

国 1復 機 l 60 6 条櫛

経図トラック l 58 350k 

軽四トラック 60 4WD 350K 

耕 中正 機 1 55 8PS 

予言萄加温機 1 60 SK 150 

ノ号ワーデスク l 59 P 400 

施 目巴 機 3 1 58 

移 長直 機 を 57 

動力噴霧機 l 50 MS 302 

トンネルマルチ被穣機 l 48 ハイマルチ K型T45

子一ラー管理機 1 54 T 6 

ア ラー管理機 1 59 Tx8 

一輪率管理機 l 60 4PS 

スプリンクラー 2 セット 53 

楽たばこ乾燥施設 3 53~57 2.5浮 3 1î

たばこ乾燥圧搾機 1 54 360度首振式，効力圧搾樹包機

籾 車2 燥 機 1 55 オ トグリンSA26

籾 指 機 1 57 エアーパルサ-MA300

言十
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建物商綴 (m') i渇滋ごF偲門筏)i 

182.0 1 ,974 

60.0 6 

122.0 1 ,639 

96.0 2.260 
84.0 2.107 

(300.0) (525) 

300.0 525 

844.0 8 ,511 

銘柄(式) i湾左見綴(千価内額) 

クボタ 2L 1 1 ,950 

クボタ 2L 1 1 ,722 

三菱 MC 2 ,450 

みのる式 960 

ス ズ キ 620 

ス ズ キ 860 

クボタ 2K 500 

チH 式 356 

日 の 本 400 

シノf ウラ 335 

マメトラ 385 

丸 山 70 

ク ボ タ 306 

ク ボ タ 275 

ク ボ タ 238 

シノT ウラ 154 

7]( 回 220 

チ1'1 式 2 ,580 

ワタナベ 95 

シズオカ 833 

ケー才一号 295 

15 ,604 



第 3 表昭和60年度農業経営収支
単位:河

内 訳

経営全体 割合 葉たばこ部門
水稲部門

換lO a主主当指た数り金額等 割合

生 産 長 10 ,710 5 ,219.5 232 

販売単価 326.2 2 , 231. 5 

生 産 額 15 , 140 , 420 100% 3, 493 , 080 11 , 647 ,340 517 , 660 100% 

穣 苗 費 75 , 904 0.5 。 75 , 904 3,373.5 0.7 

目巴 料 重苦 697 , 365 4.6 139 ,473 557 ,892 24 ,795.2 4.8 

農業薬剤費 276 , 165 1.8 146 , 367 129 , 798 5 ,768.8 1.1 

材 料 資 360 , 478 2.4 39 , 653 320 ,825 14 , 259 2.8 
経
光熱動力望号 432 ,500 2.9 47 ,575 384 , 925 17 , 107.8 3.3 

小 E差異 望号 194 , 225 1.3 64 , 094 130 , 131 5 ,783.6 1.1 

建物維持修繕賛 135 ,400 0.9 27 , 080 108 ,320 4 ,814.2 0.9 

建物・大農具{賞却費
p同~ 

2 , 001 , 029 13.2 600 , 138 1, 400 ,891 62 ,261. 8 12.0 

農業被服費 47 ,800 0.3 23 , 900 23 ,900 1 ,062.2 0.2 

震用労賃 585 , 000 3.9 。 585 , 000 26 , 000 5.0 

土地改良資 57 , 020 0.4 28 , 510 28 ,510 1, 267.1 1.8 

支払小作料 825 , 000 5.4 
費

247 , 500 577 ,500 25 ,666.7 5.0 

負 担 金 216 , 379 1.4 4 , 238 212 , 051 9 ,424.5 1.8 

共 済 空費 39 , 744 0.3 39 , 744 。 。

そ の 他 29 ,500 0.2 。 29 ,500 1 ,311.1 0.3 

メ口』 計 5 , 973 , 509 39.5 1 ,408 , 362 4 ,565 ,147 202 ,895.5 39.2 

所 f皐 額 9 , 166 , 911 60.5 2 , 084 , 718 7, 082 , 193 314 ,764.5 60.8 
」

(3) 低コスト生産安定・多収性の確保

基幹作自である葉たばこについては，農業機械の導入と創意工夫による作業機

の開発・改良，高能率農業機械施設の共同利用，土づくりなどによって，安定，

低コストの栽培体系を確立している(第 5 表)。

単位面積当たりの成績を県標準憧と比較してみると，生産量で 3%，販売単価

で12.2%，生産額で15.6%，所得額で22.2%上回っている。販売単価の高いこと
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第 4 表規模拡大の捻移

主要作自の増反経過

葉たばこ

水稲

経営規模の拡大経過

経営耕地面積

うち自作地

つ ち借地

35 年

120 

120 

。

は，品質の良いことを示している。

40 年

150 

120 

30 

(単位: a) 

(単位: a) 

50 年 55 年 60 年

245 270 370 

120 120 120 

125 150 250 

葉たばこ 1kg当たりの生産費は 1 ， 322円で県標準の 1 ， 77 1. 6円に比し， 23.1%の

低コストとなっている。機械化省力技術体系による労働費の節減額が特に大きい。

(4) 労働生産性の向上

氏は農業経営の中で，特に労働集約性の強い葉たばこ部門について，省力技術

の導入と創意工夫に努めている。この結果，氏の葉たばこ 10a当たりの投下労働時

間は169.2持間，県標準298.6時間の56.7% となっている。これは，高能率作業機

械の導入と，自ら工夫した機械の改善による整地，摘付，中耕輪車，選別等にお

いて大巾に減少したことによるものである(第 6 表)。

この結巣，時間当たりの生産量は，県標準の187% と高い労働生産性を示してい

る。

(5) 高収益の確保

氏の葉たばこ経営は，自ら創意工夫した機械施設の利用により農作業を省力化

して生産コストの節減に努める一方，良質堆肥の増施による土づくりと合環的な

輪作体系の確立により，高品質多収穫生産を実現して高収援を確保している。

葉たばこの収量，販売額については第 7 表のとおりであり，大規模経営にもか

かわらず'10a当たりの成績はいずれも県下の平均を大きく上回っている。
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第 5 表経営収支比較表 10 a 当たり

事官 葉 7こ lま ヲ

'-

徳永氏 県標準 割合 徳永氏 県標準 割合

生 産 量 396.7 535 74% 232 225 103% 

販売単価 326.1 325.8 100.1 2.23l.5 1 , 988 112.2 

生 産 額 129.373 174 , 308 74.2 517 , 660 447 , 960 115.6 

種 苗 費 2.324 3 , 373.5 。

flEl 料 費 5.165.7 10.461 49.4 24.795.2 40 , 687 60.9 

農業薬剤費 5 , 421 6 , 843 79.2 5.768.8 5 , 980 96.5 

諸材料費 l. 463.6 l.498 98.0 14.259 16 , 528 86.3 

光熱動力費 1 , 762.5 4 ,660 37.8 17 , 107.8 16 , 108 106.2 

ノト農異 2.373.8 5.783.6 4 , 328 133.6 

建物修繕 1 , 003.0 1 , 133 88.5 4 , 814.2 
14l. 9 

(賞 去E 22.227.3 64 , 771 34.3 62.26l.8 

農業被服費 885.2 1 , 062.2 

土地改良費 1 , 055.9 7 ,450 14.2 1 , 267.1 

そ の 他 1 , 632.3 4 , 422 21.9 10 , 735.6 25 , 536 42 

労 働 費 12 , 465.6 65 ,695 19.1 107 , 484 189 ,802 56.6 

第一次生産費 55.460.4 161 , 711 34.3 258 , 712.8 346 , 225 74.7 

資本利子 9 ,963.8 12 , 340 2 21 , 02l. 9 21 , 238 99.0 

地 代 26 , 959.4 26 , 022 103.6 26 , 959 .4 31 , 153 86.5 

第二次生産費 92.383.6 200.073 46.2 306 , 694.1 398 , 616 76.9 

経 介t主珪A 52 , 161. 6 103 , 787 50.3 202 , 895.5 109 ,410 106.5 

所 得 額 77 , 211.4 70 ,521 109.5 314 , 764.5 257 , 550 122.2 

※綬営費には雇用労働費，支払小作料，支払利子を含む
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第 6 表耕地10 a 当たり所要労働量(持関) (葉たばこ)

総作業 うち援用 動 総作業待問
作業名

時間 労働時間 作業待問 集落擦討を 府県標準

E吉 床 13.0 。 17.5 19.4 

整地元肥 12.7 8.0 22.5 23.3 

様 イ寸 7.5 3.3 17.4 21.5 

中耕・徐喜主 5.3 4.2 7.0 19.8 

防 除 3.3 2.3 11. 0 10.4 

同国 理 12.9 2.6 19.3 20.5 

11':.仏、- 止 27.0 14.8 2 ‘。 33.8 33.1 

収 後 43.5 23.6 4.8 45.9 45.1 

車2 燥 27.0 8.0 。 47.4 45.2 

選 7.� 13.0 。 33.4 53.3 

貯 五葉 4.0 。 6.0 7.0 

百十 169.2 46.4 27.2 261.2 298.6 

(6) 葉たばこ生産の技術内容と工夫

①収翠，品質を高めるために工夫した点

例土壌改良

作業別にみて労力節減をした点、

重見沫受委託，子沫共同

乗用裂トラクター及びアタッチメ

ント装替による新作業体型

移槌機，被覆機の共i奇利用，ギャ

ボンによる瀦水

管理機のアタッチメントの改ま喜に

より中耕除幕の同時作業化

動唆， ffij易塁塁~散布機の活用

スプリンクラー，一輪管潔機によ

る機あげ

ハサミ刈芯.tl:，重fJ噴でMH意文布

簡易経関遂級車，ベンリークロス

著書機械処理はトラクター

移動式主主あみ会，吊具ノTインダー，

?イコン乾燥

色僚主主t:"ッキングl1P袋詰

袋詰品の貯草案

備考

安定的に良賀多収を得るため，完熟堆肥を 10a当たり 1 ， 200kg施している。総施

用量27tに達する堆臨材料は水稲から生産されるわらを充てている。また，毎年冬

期間に 2 屈深耕を実施している。

付)施肥改蕃とその省力技術

土地の生産力を最大限に発揮させるため，毎年たばこ作グループでイオンメー

ターによる土壌分析調査を実施し，その結果に基づき，ほ地ごとの施肥設計の樹

立と作付地の選定を行っている。また，機械導入による施肥蛙盛りー賞作業体系
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第 7 表葉たばこの栽培面積，収量及び販売額

60年 59 58 57 56 

然総耕作îID積 129 ,766.1 ( a ) 149 ,099.1 149 ,812.5 149 ,667.5 161 ,821. 6 

人員 2,606 (名) 3, 021 3, 153 3, 286 3, 568 

kg 当た り 代金 1,985 (円) 1,923 1,971 1, 970 1, 958 

10 a きたり収議 226 (kg) 268 283 270 253 

10 a 当たり金額 447 ,859 (円) 514 ,530 557 , 081 532 ,016 494 ,755 

録音寺耕作組合総耕作面積 46 ,066.0( a) 54 ,759.2 54 ,388.7 54 ,402.9 59 ,105.7 

人員 915 (名) 1,077 1, 133 1, 193 1, 303 

kg 当た り 代金 2, 004 (円) 1, 920 2,001 1,997 1,945 

10 a 当たり収量 214 (kg) 249 263 270 249 

10 a 当たり金額 428 , 043 (円) 477 , 086 526 , 078 539 ,519 484 ,968 

本人の耕作面稜 224.9( a) 241.4 226.8 191. 7 191.8 

kg 当た り 代金 2, 232 (円) 2,028 2, 187 2, 219 2, 188 

10 a 当たり収霊 232 (kg) 253 286 305 261 

10 a 当たり金額 517 ,890 (円) 512 , 393 625 ,894 675 , 993 572 , 022 

を確立している。

(ウ)栽培方法の改良

連作障害を回避するため，葉たばこ一水稲の輪作体系を確立し，水田利用再編

対策による転作田100aの葉たばこ跡地も，約 1 か月の湛水により，土壌病害と連

f乍樟害の防止に努めている。

②労力節減のために工夫した点

(対中耕除草作業の一行程化

管理機へのアタッチメントの装着方法を改善工夫して中耕除草作業を一行韓イt

し，作業能率を高め効果をあげている。

十1')空気注入機による堆肥作りと切返し労力の軽減

葉たばこ作の規模拡大には良質堆肥の確保が重要であるが，その生産には多大

な労力を必要とする。このため，中古農機具を利用した堆肥切返し省力化装置を

考案した。

この装置はエアーコンプレツサーに接続した塩ビパイプにより堆肥中に空気及
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び水分を送るもので，これにより切返し労力の節減(期間中 3 屈を l 聞に)及び

完熟までの所要司数の短縮が図られる(第 3 額，第 8 表)。

第 3 凶 空気・水分注入機の概要(平面図)

ヰIUJ巴

4m ノ f イブ3

1. 50cm I 穴 O.2mm

m
 

A
句

m
 

つ
ω

1m 

③経営全体の合理化を図るため工夫した点、

例規模拡大の手踊についての工夫

生産組織のリ}ダ}として地域農家との連携や非農家との協調を基本にした活

動を通じて醸成された良好な人間関係の中で，自宅から 500m以内での借地による

農用地確保が円滑に行われている。

付)労働能力の工夫

①温度管理の適正仕と省力化のため，偶人乾燥にマイコン装置を導入し，管理

作業時聞が従来の17%，総乾燥時間も 6~8 時間の軽減が図られた地，乾燥の仕

上がりも手動式と比較して良い結果となった。
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②60年度から実施された新標本体系にともない，簡易選別法とベルトコンベア

の導入により，県標準53時間の選別作業が13時間と大幅に省力化した。

り)記帳とその利用

品年より経営日誌と農業簿記の記帳により，経営実態の把握と経営改善にとり

くみ，効果をあげている。

伺その他の工夫

①中古水道管を利用し，植付時の濯水能率向上

②芽かき作業等用乗用収穫台車の考案

③移動式葉あみ台の考案

④ポリマルチの工夫

⑤乾燥終了葉たばこの乾燥吸湿台考案

等省力，能率向上のための工夫が数多い。

(7) 土地利用

水稲÷葉たばこの複合経営で多毛作が困難な作物が中心であるにもかかわらず，

耕地利用率は 134% (県平均120%) と効率的な土地利用を行っている。

(8) 後継者の確保

長男は県立農業大学校の農産コース 1 年生に在学中であり，農業後継者として

勉学にはげんで、いる。

(9) 地域リーダーとしての役割，貢献度

生産活動としては，葉たばこ生産における共陪乾燥場と機械化一貫体系を導入

する生産組織の活動のリーダーとして働き，地域全体の低コスト化，省力化に貢

献している。また，創意工夫で改良した農機異等は，地域の農業者に普及してい

る。

集落活動でも多様化，混住化が進む農村地域のリーダーとして，農村コミュニ

ティの活性化のために活擢している。その成果は，地域住民の連帯感の醸成と相

互信頼関係の確保に効果をあげ，集落内で借地による農用地高度利用が進んでい

る事例からもそれがうかがえる。
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盟受3費者の技術・経営の普及性と今後の発展方向

地域社会をとりまく社会経済状況の急激な変化によって，地域内の兼業化はま

すます進行するものと予澱され，徐々にではあるが，借地経営の条件は熟成して

いくものと思われる。将来，借地による経営耕地規模は10ha，葉たばこ栽培 5ha 

の経営を目標にしているが，実現可能な自標であると思われる。

これからの葉たばこ生産は，国際競争が激化するなかで，品質の向上はもとよ

り，低コスト生産の時代におかれ，規模拡大によるメリットを生かすためには生

度技術の省力化，合理化など，コストの低減が求められている。 きめの細

かい栽培管理技術，作業，品質管理による商品性の確保をも求められている。こ

の点で，規模拡大にともなう投下労働時間，雇用労力等に若干の不安もあるが，

後継者の就農と，すでに実績をあげている創意工夫に基づく技術改善，高い経営

及び技術能力，さらには，地域内に醸成された信頼関係等により，その実現は不

可能ではなく，大いに期待のもてるものである。

氏の葉たばこ生産の高度化と良質化にかける熱意と先駆的経営改善の実績は，

日本たばこ産業株式会社，地元観音寺子のたばこ耕作者に大きな将来自標を与えて

おり，葉たばこ耕作規模の拡大については，強力な支援と期待が持たれている。

水稲十葉たばこに単純化した土地利用型の捜合経営は，相互に補完関係にあり，

借地の拡大とともに耕地の少ない地域の土地利用型農業のモデルとなる経営であ

る。
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離寵藍欝醸蟻盟

ゆとりある生産と生活をめざして

徳永

私は，高校卒業後，直ちに農業を継

ぐべく静問県で 1 年間研修を受けたあ

と，昭和36年より我家の経営に参加し

ました。当時は，自作地1l0aでタバ

コ，野菜を組み合せた輪作経営を行っ

ていましたが，野菜は価格の変動が大

きく経営の安定が難しいと考え，価格

保障のあるタバコ作を中心に他産業並

みの所得水準をめざし，規模拡大を

図ってきました。規模拡大のためには，

よりよい条件の借地が必要であります

ので，特に人間関係に配慮するととも

に，作業効率を考え自宅より 500m以内

の適地の借入れとそれぞれのほ地に適

した土づくりに努めてきました。

ところが，規模拡大によって農作業

に追われる毎日となり，過労等，健康

面での不安がでてくるようになりまし

た。丁度そのとき，農業改良普及所か

らの呼びかけで笑施した健康モデル地

区育成事業を契機に，家族と雇用の方

も含めた健康管理に注意を払い各種作

業の省力化，作業間体操・バランスの

とれた食生活等を進めてきました。

今後の抱負といたしましては，現在

の基幹作目であるタパコ作を約 2 倍の

映

5 haに伸ばしたいと考えています。こ

のために兼業農家との話し合いを更に

進め，借地により，経営面積を10haに

拡大して輪作体系を確立し，高品質，

高収量生産そ実現するとともに，近代

的な機械化一貫体系の確立と共河乾燥

を推進し，生産コストの低減に努めた

いと思います。

この受賞を契機に，農業者として生

き抜いていくため，更に高度な技術を

身につけ，生産の安定をめざすととも

に，生活面の充実もプラスして，実り

ある豊かな生活を送るとともに，地域

のリーダーとして頑張っていきたい所

得です。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞二二二二

品財茶

者伊達亀門

(三三重県亀山市辺法寺町1011)

臨受費者の略歴

(1) 亀山市の概況

亀山市は，三重県の北部に位置し，滋賀原と境を接っしている(第 1 図)。

本市は，書くからの城下町で東海道の宿場町として栄え，今日も国道 1 号線，

第 l 回受賞者の所在地

d
F

十j
i

和
歌
山
県

一重県

IJiI道3附線 2
1坂
長i
動
車
道

紀伊本線
i� 111 IIi 
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東名阪自動車道，関西本線が交差する交通の要衝にある。

総面積の1/2は，鈴鹿連峰に続く林野が占め，耕地はわずかに 1/4にすぎない。

耕地は，複雑に入りくんだ丘陵地と丘陵下の低地部に分かれている。土壌は，第

三紀層の赤貧色粘質土で，特に通水性が悪く，適する農作物は少ない。そのため，

かつては，わずかな低地部で水田が営まれる一方，集落周辺部及び丘陵地に茶園

が点在し，特に茶は重要な換金作物となっていた。

昭和40年代に至り，全国的に産地問競争が激化する中にあって，本市の茶は，

小規模経営のためコスト高騰によって低迷していた。そこで，当時の自国自製農

家である伊達亀丹氏らが中心となって，規模拡大によるコストの低減と産地化ぞノパ

図るため，地域の丘陵地を活用する大規模茶園造成を提唱した。氏らは， 46年か

ら，市・農協等の指導のもとに，県営農地開発事業により，国有林及び民有林を

切り開き， 58年までを要して，茶園89haを造成した。

現在，茶は，本市の唯一の特産物であるとともに，県内第 3 位(茶額面積490

ha，荒茶生産主量930t) の地位を占めるに至っている(第 1 ， 2 表)。

第 l 表農作物の作付延べ面積(亀山市・ 60年)

第 2 表農業粗生産額(亀山市・ 60年)

全体

5 , 178 

(2) 受賞者の略腫

①就農とその後の経過

単位: ha 

単位:百万円

伊達家は，戦前染物崖を家業とし，他に 1 haの水田を有していた。氏は，商業

学校を卒業後，東京にて会社勤めをしていたが，兄の戦死により，昭和23年25歳

の時に，就農を余儀なくされた。氏は，元来農業に興味を持ち，さらに企業的感
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党に優れ，開拓精神も旺盛なこともあって，茶の有利性に着目し，直ちに茶を導

入し，茶園0.3haを経営することとなった。

次いで， 30年に0.7haの増植をもって，茶閤 1 ha，水閏 1 haで，自立営農の道を

志ざした。そして， 36年に茶躍が成木圏となるのを待って，出家荒茶加工場( 6 

貫機 1 セット)を建設した。当時，辺法寺地区には，氏を含め 3 工場しかなく，

氏は，周辺農家の荒茶加工も引き受けることとなり，当地毘の茶生産の中心的役

割を巣たすこととなった。

その後，氏は，間志と相図り，地域の農家140戸の組織化を関りつつ， 46年か

み県営農地開発事業(通称中の山パイロット)を導入し，茶生産団地の造成に

着手した。この間，氏は，農協理事，土地改良区理事長等を歴任し，事業の推進

に努力してきた。

このような状況の中で，氏は，計画的に 4ha (自有地 3ha，借地 1 ha) の茶器

を取得し，以前からの 1 haの茶闘を含め，今臼 5 haを有する県内有数の経営規模

となるとともに，従来からの生葉売り農家 (13戸， 5 ha) との関係を良好に保ち

ながら系列化し，自圏兼買葉加工による企業的な茶業経営を行うまでになってい

る(第 2 図)。

②業構

氏は，これまで，①不長土壌条件を克服した土づくりを始めとする良品質多坂

栽培技術，②省力栽培とコスト低減，③地域の特性を生かした荒茶加工と加工コ

ストの低減等により，技術の改善向上と経営の改善に努め，高収益で堅実な経営

を実現してきた。これらの成果は， 60年に，第39回全国茶品評会において，その

均品財が農林水産大臣賞を受賞するなど，高く評備されるところである(第 3

パ)。

また，氏は，実E室温躍で誠実な人柄の上，元来 f地域の茶農家と共に手をたず

さえてJ をモットーとし，これまで，生葉売り系列農家，パイロット事業参加農

家等に対し，栽培および加工の指導に努めてきており，本地域の茶生産の改善と

レベルアップに大きく貢献するとともに，茶部門では，県内で 3 人目の指導農業

士に認定され，後継者の育成にも熱心に取り組んでいる。

氏の人柄やこれらの活動は，地域の人達から高く評価・信頼されるところであ
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第 2 凶伊達氏の経営発展の経緯
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第 3 表業綴の概要

(1) 茶品評会

年度 行 事 名

57 第17泊三重県茶品評会

58 第四国三重県茶品評会

60 第 39臣会国茶品評会

(2) 主な公職歴

中の山茶農家総合理事

中の山土地改良区理事長

亀山市農業協同組合理事

亀山市農業協同組合監事

亀山茶農業協関組合理事

亀山市 業委員

三重県指導農業土

亀山市民生委員

成

1 等全国茶生産団体連合会長賞

1 等 全密茶荷工業協同組合連合会長賞

1 等農林水E芸大臣賞

(農地造成の促進と運営)

(農地造成の促進と運営)

(農協の運営)

(農協の運営)

(茶農協の運営，共販の{足進)

(農地の保全・流動化)

(茶で 3 人思 ) 
県農業経営大学生の受入研修，後継者育成

(福祉の向上)

り，優れた指導者として数多くの公職を歴任するところとなっている(第 3 表)。

際受費者の概要

(1) 家族構成

家族は，本人夫婦，息子夫婦，孫の 5 人家族であり，農業労働力は， 3.3人に換

される(第 4 表)。

氏は，家族労力を主体とした大規槙茶業経営を自標に掲げ，そのためには，経

営能力を身につけた後継者の養成が必要であるとの判断のもとに，我が子の教育

に当たってきた。これを受けて，長男亀嘉氏は，自らがのぞみ，開拓農業の修得

のため大学は搭殖学科に進学するとともに，卒業と同時に，農林水産省派遣実習

生としてアメリカにおいて 1 年間農業の実務を経験し，その後も，アメリカ，カ

ナダ，パラグァイ，ブラジル等の農業について見聞を広めるなど，資質の向上に
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努めてきた。現在では，父 第 4 表家族構成と労力

親を助け，経営の相当部分

をt旦当するまでになってい
区 分 氏 名 年齢 換労働算 就日労数

る。

なお，亀嘉氏は，父親譲

りの人柄の良さもあって，

推されて，市茶業青年会長，

県茶業青年副会長，県農業

青少年クラブ会長等の要職

を歴任している。

経営主

委

長 男

長男の委

長男の長男

計

伊達亀門

伊達みち

伊達亀嘉

伊達エリンダ幸江

伊達大雄

才 人 日
63 1 300 

57 0.8 240 

32 l 300 

33 0.5 150 

1 。

3.3 99r 

さらに，同家には，亀嘉氏のこれまでの活動の中から，ブラジノレ二世の嫁を迎

えることとなったが，常に対話を欠かさず，模範的な円満家躍となっており，家

長である亀門氏の人柄がうかがえるところである。

(2) 経営面積

氏は，茶 5 ha，水田 1 ha，山林lOhaを経営している(第 5 表)。水田は 1 番茶

の措採が始まる 4 月下旬までには，田植えが終了するので，労力配分上無狸のな

い経営となっている。

茶冨 5haのうち 4 haが自有地， 1 haが借地で、ある。借地は，農用地利用増進事

業に基づいて借りている。

茶園は，成菌2.9ha，未成園2.1haである。未成閣は， 58年以降にパイロット事

業で開こんし植栽したものが成園となっていないためである。また，茶閤の品種

構成は，やぶきた 4 ha，在来種 1 ha となっている(第 6 表)。

第 6 表茶闘の概要 (60年)

第 5 表経営面積 (60年)
区 分 面積 備 考

区分 面積 備 考 成園・ 成 関 2.9ha 

茶園 5 ha 
自有地 4 ha，借地

1ha (他に貿葉 5ha)

未成閤別 米成園 2.1 58年以降植栽

品種別 やぶきた 4 

水田 l 在来穣 1 やぶきたの実生

山林 10 全 体 5 
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茶闘の分布状況を見ると，既存茶園 1 haは自宅の周囲に，後の 4 haは丘陵地上

のパイロット地区の中にある。いずれの茶園とも自宅から400m~ 3 kmの距離で，

道路に沿ってあり，作業に好都合で省力化の要因ともなっている(第 3 鴎)。

また，氏の経営においては， 36年の荒茶加工場の設置以来，生葉売り農家から

の寅葉を行っており，現

在13戸， 5 haの農家を系

列化している。

(3) 資本装備

氏の所有する機械・施

設は，第 7 表のとおりで

ある。

荒茶の加工場は， 120K

0.5ラインである。これま

で， 36年に設置して以来，

過剰装備にならないよう

心懸け，茶園の整備状況

にJìè;じながら，着実に

かつ計語的に整備を進め

ている。

また，土づくりの基本

として良質堆肥の供給を

関るため，堆肥舎 l 棟を

ぷ置している。

(4) 経営収支

60年における茶の経営

成果は，成圏2.9ha に由

来するものに摂られる

第 3 国茶慰の分布

(第 8 ・ 9 表)。荒茶販売量は，自開10 ， 164kg，異業4 ， 997kg，計15 ， 161kg，荒茶

販売金額は，自国16 ， 380千円，買葉4 ， 836千円，計21 ， 216千円である。これに対し
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第 7 表機械・施設の概要

機 械 施 設

名 称 導入年次 数量・能力 名 称 導入年次 数量・能力

茶 刈 機 59年 8 会 荒茶加工場

深 刈 機 59 3 建 物 45 ・ 59年
200m'，鉄骨スレー

ト

中 耕 機 58 l 加工機械 120K 0.5ライン

ホイルローダ… 57 1 44PS 生薬コンテナ 57 

トラクター 57 2 lOPS 15PS 蒸 機 57 

悶 植 機 56 1 薬打機 59 
コンノf イン 60 1 粗採機 56 

モミすり機 58 1 式 探捻機 57 

モミ乾燥機 58 1 式 中 採機 57 
タや ン プ 57 1 台 精探機 59 

車呈トラック 56 I 乾燥機 53 

准開会 52 
330m'，鉄骨スレー

ト

第 8 表茶の生産状況 (60年)

区 分 面積 生葉 10 a 当た 荒生産茶量 開当10 a 販荒売額茶 開当10 a 
生産量 り収量 たり たり

ha kg kg kg kg 千円 千円
成 閤 2.9 50 , 537 1 ,743 10 , 164 350 16 , 380 565 

未成閤 2.1 

計 5.0 50 ,537 1. 743 10 , 164 350 16 ,380 565 

第 9~受荒茶叛売金額の推移

自 圏 貝国 葉 百十
区 分

数 長 金 額 数 量 金 額 数 よ主孟E主 金 額

kg 千円 kg 千円 kg 千円
招 58 10.150 15 , 210 4 ,998 5, 547 15 , 148 20 , 757 
59 10 ,778 14 ,973 5 , 002 5 ,408 15 , 780 20 ,381 

60 10.164 16 , 380 4 ,997 4,836 15 , 161 21 ,216 
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て，支出額は，自閥9 ， 032千円，翼葉4 ， 245千円，計13 ， 277千円である。この結果，

所得は，白歯7 ， 348千円(自関所得率44.9%，県王子均27.4%) ，買葉591千円，計7 ， 939

千円である(第10表)。

第10表荒茶加工の経営収支

(1)収入，支出，所得率 単{立:千円

招58年
60 年 向tE対比

区 分 59 60 
①/② 10a 当り① 県10a当り③

収
自 関 15.210 14 ,973 16 ,380 565 418 135% 

入
翼 葉 5 ,547 5.408 4,836 

言十 20.757 20 ,381 21 ,216 

支
自 罰 8 ,035 8 ,421 9, 032 311 312 100% 

翼 業 4.484 4 ,634 4,245 
出

計 12 ,519 13.055 13 ,277 

差
自 関 7,175 6 ,552 7 ,348 254 106 259% 

実 業 1 ,063 774 591 
号 i

計 8.238 7.326 7 ,939 

所 自 闘 47.2% 43.8% 44.9% 44.9% 25.4% 177% 

得 質 葉 19.2% 14.3% 12.2% 

-京r晶 言十 39.7% 35.9% 34.8% 

(2) 荒茶加工費の内訳 単位:千円

昭 58 年 59 60 60 
区 分

自濁 ~葉 計 自図 寅葉 自関 E言葉 5十 10a当り 県10a当り

電池代 1, 052 650 1,702 1, 036 634 1, 670 1,133 567 1,700 39 32 

プロパン代 310 191 501 305 186 491 333 167 500 11 10 

光熱水費 241 149 390 238 145 383 260 130 390 9 8 

修理費 90 56 146 89 54 143 98 49 147 3 3 

償却費 1,425 712 2,137 1,913 957 2,870 1, 913 956 2,809 66 65 

生薬代 4.917 2.726 7.643 4,840 2,658 7,498 5,295 2,376 7,671 183 194 

計 8.035 4.484 12 ,519 8.421 4,634 13 ,055 9,032 4.245 13 ,277 311 312 
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第11表生葉生産費の内訳 (60年) 単位:千円

区 分 全 体 10 a 当り平均 県10 a 当り平均 県対比

目巴 料 2,059 71 88 81% 

農 薬 費 638 22 34 65 

農機具費 29 1 3 33 

(賞 去P 費 58 2 3 67 

動力光熱費 145 5 7 71 

計 2,929 101 135 75 

第12表荒茶価格の推移 単位:円/kg

一番茶 二番茶 秋番茶 会 体

年度 自 闘 市平均 自国 市平均 自園 市平均 自圏 市平均

昭58 2,287 1,770 869 858 298 246 1.499 1,170 

59 2.728 1, 740 696 620 290 240 1.389 1,110 

60 2,314 1,706 855 663 300 260 1,612 1,219 

この成果は，県平均における 10a当たり収入及び所得率を大きく上廻っている。

これは，生葉生産における良質多収栽培及びコスト低減(第11表)と荒茶加工に

おける荒茶価格の確保(第12表)によってもたらされたものである。

回受賞者の特色

(1) 茶業経営の体系と技術

氏の茶業経営の体系と技術は，第 4 函に集約できる。

経営の特色は，昭和23年の就農後，茶を導入して以来，今日まで，農地開発事

業の導入，農用地利用増進事業の活用や生葉売り農家の系列化を行いながら，自

国兼買葉加工の大規模茶業経営を実現し，しかも高収益と健全性を確保している

ことである。

- 50-



にn
ト~

第 4 図茶業経営の体系といd

〔営段・技術指導〕

ご三:ill以陵築技術センター茶裳センター(f(uljj1î)

。 鈴践E菱業改良怒及民 (閉 Bifîif日

iむはJ í1îg主主露経済課

。~霊祭協同組合

三ヨi: ~tr~経済燦業協同組合巡合会

1 嫡採i羽1mの延長と均平化

①立地条件の利用(J j思腿71)

②殺せん校校俗の応用(春秋)

{タフベ Jレ，
Y 

2. 機械化省1J茶i舗の法成

1.む正茶l却によるt支持Jの

向上

(抱一…)化. 1;Îj '~IJ虫の発佳子務

調査，被告霊方法の改表J

/ 
生薬生産

5 ha( (自有地4ha借地 1 ha八

万\L側2.9ha(綾子二代以

i~j'E主祭 緩 l正コスト佐渡

1 土づくり(堆肥会330m')

2 主喜朗溺採

3. 総!胞の合期化

ι 産量擦の安全fl 縫保

1.昔fg主産量家との迷携による

自給肥料生産
2. ~霊薬敬訪J閲数の削減
3. 機械化省力茶憾の造成

1 し if動向に対応する加l工法

2. IJ: l主品質 !ζ応じた蒸熱技術

3. 室内~1::1<\条件を}~I~，した加

工機械の操作

2. .\1 磁摘認の~織などによる，
生目定z日質的向上;と <&l ，tのb智大

〔地域茶業のf器導的役割~)<:==口~[技術の指導，終及〕

O土地改良i主盗事長等 (y民営陵地開発事業の滋滋 O~;}正展示等のz没tn

olli~霊協!'l1 1jl等 (1;[!塁改慈，校時J指導) 0以指導際業土(後綴者 ffI&.)

〔流通改務〕

fÚ山茶E霊祭協河組合

I 代金但l紋の安定

2. J~jフt~9j力のIJt減

〔流通の改i'i)

0*を}員協役t:l.



また，技術的特色は，持ち前の研究熱心さをもって自らが創意工夫しながら，

①土づくり等による良質多収栽培，②施肥量及び防除回数の減少等によるコスト

の低減，③地域の特性に合った加工技術による品質改善，④荒茶加工場の過剰投

資の回避等によるコストの低減等を推進し，経営の改善を図っているところであ

る。

これらの栽培及び加工技術は，永年の経験と工夫を基礎とし，本地域における

諸課題を克服したものであり，極めて普及性の高いものであるとともに，自らも

熱心に指導普及に努めているところから，地域の茶生産の技術水準の向上と改善

に大いに寄与している。

(2) 着実な規模拡大

①規模拡大の手法

氏の経営は，当初から生葉生産と荒茶加工部門を一体化させた経営(自圏兼買

葉)であるが，大規模経営によるコスト低減が必須で、あるとの考えのもとに，常

に，茶業情勢を見極めながら，自家労力や茶園の整備状況を充分に勘案して，過

剰投資を避けつつ，計画的に経営面積や荒茶加工場の拡充を図ってきている。

②規模拡大を可能にした要因

一般に，茶園の経営規模拡大を阻害するものは，摘採時期の集中と栽培管理作

業の難易である。氏の経営においては，茶菌の摘採時期については，茶圏の立地

条件(ほ場の標高と分散)による差の利用，被覆資材の利用(防寒と生育抑制) , 

整校時期による蘭芽調整(春整枝と秋整枝)，手摘みと機械摘みの併用等によっ

て，摘採期間の延長化と均平化を図り，周辺農家が，普通 1 番茶を 10日前後で摘

採しているのに対して，約 3 週間の長期間を確保している(第 5 函)。

また，栽培管理面においても，ノfイロット茶閣においては，区画の整備，園h

の確保等高能率茶霞であることもあって，摘採を始め諸管理作業は趨めて容易で

あり，栽培管理時間は，県王子均の71% と大巾に節減されている(第13表)。

(3) 良質多収栽培と生産コストの低減

①実証展示ほの設置

氏は，研究心が旺盛で、あり，就農当時から新技術等の導入には極めて熱心であ

る。特に， 58年からは，焦経済連及び市農協の協力を得て，パイロット事業で植
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第 5 圏構採時期の調整

a 
40 

摘
採 30

面
積 20

5/5 6 7 8 9 10111213141516171819202122 :b ﾙ 25 2627 
日付

栽した茶圏内に， 第13表栽培労働時間 (10 a 当たり， 60年)

この地域に合った

施肥方法や被覆方

法を明らかにした

り，病害虫の発生

予察調査を自的と

して実証展示ほを

設置し，自家の経

営改善はもとより

地域における生産

改善に役立たせて

ρ る。

②茶園のこtづくり

当地域は，第 3

作業名

施 flEl 

防 除

摘 採

生葉運搬

第 校

深 耕

除 E事

整 校

敷 主事

言十

内 訳

労働待問

12 

14 

6 

0.5 

4 

2.3 

12 

3 

13.5 

67.3 

100% 

本人 家族 雇用

3 9 

4 10 

2 2 2 

0.5 

1 3 

0.7 1.6 

2 6 4 

l 2 

3 8 2.5 

16.7 42.1 8.5 

87% 13% 

単位:時間

県平均 対比

16.8 71% 

20.0 70 

10.8 56 

1.5 33 

4.0 100 

8.5 27 

12.0 100 

3.2 94 

18.0 75 

94.8 71 

紀赤黄色土で，作物の栽培には不適地に属する。そこで，氏は，その改義方法と

しては，堆肥の投入と深耕による土づくり以外にはないと考え，従来から，これ

を茶づくりの基本とするとともに実践してきた。特に， 52年には，堆肥舎(330m')

を設置し，近くの蓄産団地から牛フンの供給を受け，堆肥化して茶園に施用して
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いる。この結果，土壌が膨軟化し，生育の旺盛化，皐ばつの回避，施肥効率の向

による施肥量の減少(県平均の2/3) ，施肥労働時間の節減(県平均の70%) 等

の効果がもたらされ，ひいては，品質の向上と多収栽培及びコスト低減が実現す

ることとなっている(第14表)。これらの成果は，広く認められるところとなり，

現在では，氏の方法による土づくりが，地域全体で取り組まれるまでに普及して

いる。

第14~受 10 a 当たり収量の推移(荒茶) 単位 :kg

番茶 二番茶 秋番茶 全 体

年度 虫歯 市平均 自圏 市平均 自国 市平均 自圏 市平均

昭 58 151 101 140 96 88 55 379 217 

59 157 79 151 93 81 56 389 199 

60 150 99 144 91 88 87 382 232 

(出 自関:成圏のうち俊良圏の場合

③防除の合理化

茶園の防除は，茶の品質確保と作業の安全性確保の両面から適正にすることが

望まれる。氏は，この観点から常に留意しているところであり，特に，実証展示

ほによる発生予祭の実施や茶園の観察，さらには県茶業センターが提供する発生

予報に基づいて，適正前除に努めており，県内平均の防除田数が12自程度である

のに対して 7 回程度に抑えている。また，使用する農薬も低毒性のものにするな

ど充分に配慮している。

(4) 地域特性を生かした荒茶加工と加工コストの低減

①良質茶生産のための荒茶加工技術

氏は， 36年に荒茶加工場を設置したが，以来，本地域から生産される原料生葉

の特性を生かし，消費者ニーズに即した加工を行うため，試行錯誤を繰り返しな

がら，独自の蒸熱技術を体得し，良質茶の生産を行っている。

②加工コストの低減

氏は，荒茶加工場の運営においては，計画的な資本装備を行うとともに，摘採
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期間の延長と均平化による機械規模の適正化と買葉による経営の補完(施設等の

有効利用と収益の確保)によって，特に個人工場が陥り易い過剰投資を避け，健

全な経営を実現している(第 6 図)。

第 6 図荒茶加工場の操業状況
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また，荒茶加工機械の操作に当たっては，計画的な生薬処環を行い，機械の空

転時間を無くしたり，経験と勘を補うため，常に機械の濃度状況等をチェックし

たりして，加工能率の向上と品質の向上等にも細かい配慮、をしている。

(5) 生葉売り遊撃家の系列化

本地域における荒茶加工は，従来から，自園自製農家が中心であり，共同加工

は進展していなしユ。このため，必然的に自菌自製農家が，血縁・地縁をもとに生

i苑り農家から生業を購入し，荒茶加工を行うことが一般的である。

氏は，荒茶加工場を設寵して以来，翼葉加工を行ってきたが， 53年に荒茶加工

場を拡充したことを契機に，賞葉部門の充実(品質の向上と安定供給)が重要で

あることにかんがみ， 13戸， 5haの農家を系列化(画定化)し，良好な関係を保

ちながら現在に叢っている。

氏の経営において，これら農家からの買葉は，収入面からも投資効率の面から

も経営の相当部分を占め，自罰の補完を成すものである。
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このため，これら農家からの良質生葉の安定供給が課題であるので，氏は，常

に情報連絡を密にし，農家の自主性を尊重しながら，技術指導と計画的な生葉出

荷の促進等に努めている。

また，これら農家は，いずれも茶 (0.5ha未満10戸， 1 ha未満 1 戸， 1 ha 以上 2

と水稲 (0.5ha未満 5 戸， 1 ha未満 6 戸， 1 ha 以上 2 戸)を中心として経営し

ているが，氏への生葉売りによって，生葉の販売先の確保は言うに及ぱず，技術

向上による生産の改善や他産業への就業の円滑化等経営の安定を実現している。

(6) 荒茶の共販の推進

本地域における荒茶の流通は，従来は，個人取引が主体であったが，生産者λ~

不利な取引を余儀なくされるとともに，代金の回収も不安定であった。このため，

取引の近代化を進めることが，本地域の茶生産の発展のための課題であったので，

40年に，茶の取引斡旋を自的として，亀山茶農業協同組合が設立された。氏は，

本茶農協の設立に関与するとともに，理事にも就任し，その運営に参画してきた。

また，設立以来全量本茶農協を通じて荒茶を販売するとともに，周辺農家にも広

く共販の推進を呼びかけるなど，本茶農協の発展と本地域の流通の改善に大きく

寄与している。

聞受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 技術及び経営の分析及びその普及性

①規模拡大への取り組み

三重県における茶の自立経営の面積規模は， 2.5~3.5haが基準とされている。

伊達氏は，約40年前から茶による自立経営を自指して発奮し，自力であるいは，

地域の農家等と共に農地開発事業によって山野を開畑して，現在では，農用地h

用増進事業による借地を含めて， 5haまで規模拡大を進めるとともに，周辺の茶

栽培農家の系列化を行うなど，地域における中核的農家としての役割を果たして

おり，これら茶生産の発展過程は他の模範となるものである。

②技術の探究と茶栽培農家及び後継者に対する普及指導

氏は，地域に則した栽培加工上の問題点を摘出しながら，改善方法を研究し，

土壌改良，施肥や防除方法の合理化，摘採期間の延長，加工技術の改善等を進め
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るとともに，系列農家や農地開発事業関係農家等に対し指導を行っているが，こ

れら技術は，いずれも地域の諮条件に期したものであり，撞めて普及性が高く，

近年多数の鰐辺農家が，各種品評会に上位入賞していることに見られるように，

技術の改善向上に多大な貢献をしている。

③経営の成果

現在， 5 haの栽培面積と lOhaの加工規模を有する大型経営となっている。現

在，生産部門においては，未成菌率が高く，未だ発展途上にあるとも震えようが，

当面の成果として所得及び所得率とも県生産農家の平均を大きく上回っており極

dて優秀である。これは，良質茶生産とコスト低減によってもたらされたもので

あり，評価に錯する。

(2) 今後の発展方向

①茶業の組織化と生産改善の推進

現在の緑茶の需給状況のもとでは，今後とも一層コストの低減と品質の向上が

要求される。氏の場合，問題となるのは，特に荒茶加工部門への対応であろう。

本県では，茶生産の発展の経緯と現状にかんがみ，当面共陪加工方式と自菌自

製農家による貰葉あるいは委託加工方式によって，茶の組織化と生産改善を進め

ることとしているので，氏の経営は，県の方針に適ったものであると言える。

氏の経営においては，買葉加工は，常に重要なウェートを占めてきた。氏は，

この重要性にかんがみ， 53年以降農家を闇定化して系列化し，栽培指導や生葉の

出荷調整を行ってきたところである。また，これを生葉売り農家サイドから見る

と，経営の改善等に多大なプラス面を受けており，氏の手法は，地域の茶生産の

ロセ善に寄与するとともに，本地域における茶業の組織化のひとつのモテ。ルを提供

νているものと言えよう。今後については，最近における農業事情の変化の中で，

いかにしてこの関係を良好に保ち，全体的なレベルアップを図って行くかが重要

課題となるであろう。

②荒茶加工施設の拡充と将来計調

氏は，これまで，過剰投資を避け，着実な面積とそれに合わせた加工施設の拡

充を図ってきたが，現在相当部分を占める未成圏の成間化に伴い，加工処理能力

のアップを図ることが課題となっている。この場合，自有地及び借地，系列茶醤
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を含めて総合的に将来にわたる経営計画を構築することが重要となろう。

③むすび

いずれにしても，氏は，これまでゼロから出発して，着実に規模の拡大を図り，

経営の基盤を築いてきたが，現在においても成長段暗にあると言えよう。

今後においては，氏の成果を踏まえながら，円滑な世代交替が行われる中で，

氏の意図する大規模茶業経営が引き続いて発展し，伊達家は言うに及ばず，本地

域茶業の掠興発展の原動力となるであろうことが大いに期待される。
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監藍藍盤盤盟車関

さらに良質茶づくりに精進

伊達亀門

私は三E重県亀山市の山岳部の純農

村地帯において，家族 4 人で茶経営に

取り組んでいます。昭和23年に 30aの

茶爾で経営の一歩を踏みだしました。

その後，昭和30年に70aを増植し，さ

らに，昭和46年には140戸の農家で県営

農地開発事業(中の山パイロット)に

よる茶生産開地の造成に着手すること

になりました。

この地域は，私有林と国有林が混在

しており，事業実施には苦労の連続で

ありましたが，市及び県の御尽力によ

り昭和58年に88.8haの用地の完成に

歪り，私自身もここで 4 haの茶闘を取

得し，以前からの 1 haの茶園を含め，

今日 5 ha規模の専業農家として，大規

模経営をめざすようになりました。幸

いにして，怠子も農業大学を卒業して

後継者として継いでくれています。

また，私の茶の経営理念はまず「土

づくり j からであります。この地域の

土質は第三紀!替の赤黄色粘質ことで雑木

林の開墾地のため，地力が非常に劣悪

であるため，牛糞を主体とした有機質

投入を心がけてきました。特に，幼木

思から成木闘に至る間は多量に施し，

化学肥料との有効利用により，安定し

た良質茶生産に努めてまいりました。

この結果として昭和前年に三重県で開

催された全国お茶まつりにおいて煎茶

部門で農林水産大臣賞を受賞すること

ができました。

今後は私自身のこれまでの体験と技

術を活かし，さらに研さんと努カを重

ね，生産費の低減と高品質茶の生産に

力を入れ，生産性の高い茶業をめざし

て，消費者に喜ばれる伊勢茶づくりに

精進する所存であります。
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昭和61年度・第25回

農林水産祭

受賞者の業績
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発刊のことば

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための関民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯がご下賜になったのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と臼本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

習の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や一般国喪に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和61年度は，その25由自に当たりますが，本年度の天皇杯などの選質審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第25回農林水産祭に参加し

た各種表彰行事 (379件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財613点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大臣賞を授与さ

れるもの 6 点(同) ，日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(農産部門

2 点，その他の部門 1 点)が選考されました。また，むらづくり部門については，

44都道府県から各 I 点推せんのあったむらづくり事例の中から，天皇杯，内閣総

理大臣賞を授与されたもの各 1 点，農林水産大臣賞を授与されたもの 16点がそれ

ぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

て代化や盟かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々

に大いに禅益することと思います。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和62年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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回受費者の略歴

天皇杯受

出品財車きしいたけ

;Q. 
Jι 者 野丈実

(長崎県下県郡美津島町大字鶏知!fl 1266)

吉野氏の居住する対馬( 6 ケ町)は第 1 閣に示すとおり九州の北西部，司本海

上に位置し，南北82同，東西18km，面積約 7 万haの細長い島で，福間市博多まで

第 l 回受笠者の所在地

Jt 
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147km，大韓民国釜山まではその 3 分

の l の 53kmの近さにあり，強志倭人

伝の記述する昔から大陸と自本との

接点、として重要な位置を占めてきた。

気象は対馬暖流の影響を受けた海

洋性気候で，年平均気温は15.tC と

温暖であるが，冬期(l2~ 2 月)に

は大陸からの乾燥した冷たい季節風

が厳しく，自最大風速10m/秒を越え

る日が10日以上もある。

地形は標高300~600m級の山々が

南北に連なり，急駿で河川延長も短

かく，地質は基岩が第三期層に崩し，

頁岩，砂岩，粘板岩，これらが嵐化

した霊祭質壌土で，土層は薄く保水性



に乏しい。河川は上流からの砂擦の堆積が著しく，干ばつ期には潤Jl I水が伏流し，

水無しJl I となるものが多い。

森林面積は総面積の88%の62 ， 557ha (内国有林5 ， 269ha) で，森林率が極めて高

く農耕地に恵まれない島である。人口は昭和60年現在 4 万 9 千人，第 1 次産業は

水産業が中心で，年生産額約125億円(昭和58年，以下問じ)，次いで林業の25億

円，農業の 9 億円となっている。乾しいたけは年生産額22億で林業生産額の88%

を占め，対馬の重要な基幹作自となっている。しいたけ生産者は農家戸数の48%

にあたる 1 ， 251芦で乾しいたけへの依存度が高く，また，その生産量は370tで長崎

県生産量 (60年， 373t，全毘第 9 位)の99%を占めている。対馬の総人口は減少の

一途をたどり， 40年から 60年までの聞に25%の減少をみたが，第一次産業従事者

が激減している中でしいたけ生薦者数は逆に75%の増加を示し，対馬は「しいた

けの島J として知られている。

対馬のしいたけはコナラ及びアベマキ，シイ，ノグルミ，サクラなどの豊富な

原木資源を背景に全島で栽培が始められたが，人工栽培(蛇目式)が初めて符わ

れたのは明治年間とみられ，戦後，全国に急速に普及した現在の種菌接種の栽培

方式は昭和30年代に入ってからである。一方生産者数，生産量が急速に伸び始め

たのは40年代に入ってからで，第 1 次林業構造改善事業による生産施設の導入を

はじめ， 46年度「長崎県農林業生産地域指標」で対罵の重点作自に指定されるな

ど，各種の助成事業の導入と低質原木樹種を滑化する模索試験栽培に関する官員

一体となった振興策が展開されて現在の産地としての地位が確立した。

原木資源については対馬のしいたけ生産を維持，発展させていくには島内原木

による自給の維持が重要であるが，対馬の原木樹種はコナラを除けばアベマキ，

ノグlレミ，シイ類，サクラ等のしいたけ栽培には低質と言われている樹種が主な

もので，使良原木樹種であるクヌギの自生は存在せず，クヌギは近年植栽された

幼齢林を除けば使用できる原木は皆無に近い。一方，コナラも現在では資源が減

少し，コナラの使用割合も 65%程度で低質原木への依存度が高くなっている。

対馬には日本他地域には分布しないしいたけほだ木の害虫ハラアカコブカミキ

リが生息している。この幼虫は植菌した 1 年ほだ木の皮部を食害する害虫で，昭

和40年代後半パルプ材等の丸太材とともに日本他地域に移動し，大きな脅威を与
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下祭郡美津島町大字

難知の築落と山林

えた経緯がある。

このような気象，地形及び植生の特徴は厚肉， ドンコ系の産物生産に適してお

り，対馬のしいたけは「対馬ドンコ j の名で全菌に知られているが，反面，単位

当たり収量の減につながるもので，特に冬期の風対策，保温，保湿対策が重要で、

あり，低質原木に依存せざるを得ない現状やハラアカコブカミキリの被害等を含

め，対馬の生産者は厳しい環境の下におかれていると言える。

吉野氏の居住する美津島町は第 1 閣で示したとおり対馬の中央部よりやや南に

位置い空路の玄関である対馬空港のある町である。また，対馬は自然景観に富

み，独特の史跡が多く， 43年には「臨境の島」をキャッチフレーズとして鴎定公

歯に指定され，全島の17%が公園区域となっているが，当町は公園地毘が集中し

ている浅茅湾に面している。町の総面積は約12千haで，その87%が森林で人口は

約 9 千人，農家戸数 (327戸)の46% にあたる 152戸がしいたけを生産している。

氏は大正15年10月初日，現住所で農家の10人兄弟の長男として生まれ，当年60

才である。地元の尋常小学校，青年学校を経て昭和20年 3 丹，長崎県立諌早農業

講習所を卒業後，兵役に服務し， 20年 9 月から農林業に従事して現在に至ってい

る。しいたけ栽培を本格的に始めたのは植木を始めた42年からで，前生広葉樹の

有効利用と新たな換金作闘の導入による経営の安定化を図るためであった。この

年の様菌駒数は10万ケであったが， 43年，妻を病気で亡くし落胆のあまり翌年の

植菌を中止している。 45年，長男が高校を卒業し農林業を継いだことで，新たな

気持ちでしいたけ栽培に取り組み，この年の植菌駒数は 8 万ケであった。しいた

けが経営の柱となったのは50年以降であり，以後，連年生産規模を拡大し，対馬
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に適合した栽培技術体系の模紫を続けつつしいたけ一筋に情熱を打ち込んできた。

氏の推奨に値するところは対馬の不利なしいたけ栽培環境を，持ち前の旺盛な

研究心と忍耐強い努力と勤勉さによって克服し，低質原木の利用技術など対馬特

有のしいたけ栽培技術体系を確立したことである。 57年までは各種の栽培方法の

試行錯誤を繰り返したため，氏の販売冊格の平均は対馬全島のそれを下まわって

いるが， 58年以降は栽培体系の確立とともに飛躍的に上昇している。氏はこの技

術体系を積極的に公開し，対馬のしいたけ生産技術の向上に寄与している。

46年以降，氏は美津島町の農業委員会委員，下県郡森林組合理事等各種団体の

役員を歴任している。また， 53年には他の町に先がけて美津島町椎茸生産組合の

設立に尽力し，副組合長に就任して現在に至っているほか，長崎県指導林家 (54

年 3 月認定)，美津島町林業研究会会長 (58年 2 月~現在)の立場で研究会，研修

会等の講師として，対馬の生産者の栽培技術の向上・普及に努力している。この

聞には53年度長崎県農林業経営コンクール(農林水産祭参加)しいたけ部門で知

事賞を受賞したのをはじめ，長崎県乾しいたけ品評会(農林水産祭参加)で農林

水産大臣賞 4 脂，林野庁長官賞 1 閉，知事賞 4 回，また，全国段階では58年度全

農乾椎茸品評会で林野庁長官賞を受賞したのをはじめ， 60, 61年 2 年連続して同

品評会上冬務の部で農林水産大臣賞を受賞している。

上記のように，氏はしいたけ栽培に厳しい対馬の環境条件を克服してその技術

体系を確立し，上質の淳肉， ドンコ系の生産比率を増加させており，対馬の生産

者の技術の向上のための指導者としての活動をとおして地域への貢献度は極めて

高いものがある。

回受賞者の経営概況

(1) 家族

氏の経営は乾しいたけが専業で稲作は自家用米生産である。家族構成と主な作

業分担は第 1 表に示すとおりである。乾しいたけ栽培は氏と長男栄二氏，三女順

子さんが主で，長男の饗希公江さんは植菌，収穫，乾燥，選別などの作業が集中

する時に家事，育児の合聞をぬって手伝っている。育林作業，稲作等は家族全員

で、行っているが，特に氏の父嘉鋤氏は育林の作業(枝打など)を主に行っている。
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第 l 表家族構成

氏 名 続柄 生年月白 立さな仕事 氏 名 続柄 生年月白 主な仕事

E吉野丈実 本人 大正15.10.20 しいたけ生産 吉野福江 母 明治42. 2.23 家事

栄二 長男 昭和26.12.24 しいたけ生産 楽百5霊 王子、 日自手口53. 1.19 

希公江 長男委 26. 9. 1 しいたけ生産 端Eま 孫 55. 7. 7 

順子 i 三三 女 29. 3.10 しいたけ生産 寿々年 孫 57.12.20 

嘉鋤 父 明治37. 3.12 育林 真理 孫 60. 6.11 

(2) 土地

経営の基盤となる土地は第 2 表に示すとおりで，水田O.8ha，畑O.8ha，山林28.1

haで、ある。ほだ場は2.7ha (内借地1.7ha) であり，スギ，ヒノキ林下のほだ場は

1.7ha，シイ等広葉樹林下はl. Ohaである。

第 2 表経営土地

経営土地 宅地

所有地 0.07 

{j田t 地

注.借地はほだ場

第 3 表山林構成

区 分 樹種 I 令級

ス ギ

ヒノキ
針葉樹

マ ツ

小計

クヌギ 0.30 

コナラ
広葉樹

その他 0.17 

小計 0.47 

d口~ 計 0.47 

回

水田 畑

0.80 0.80 

II 令級 III令級 IV令級

1.16 

2.02 3.79 

2.02 4.95 

1.81 

1.81 

3.83 4.95 
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(単位: ha) 

熔
山林 計

言十

1.60 28.09 29.76 

1. 70 1. 70 

(単位: ha) 

V令級 VI令級 VII令級 Vlß令級 計

3.42 0.49 0.43 5.50 

3.93 0.79 0.19 10.72 

7.35 1.28 0.62 16.22 

0.30 

2.50 2.53 3 曹 31 0.15 10.30 

0.63 0.47 1. 27 

2.50 3.16 3.31 0.62 11.87 

9.85 4.44 3.93 0.62 28.09 



コナラ、アベマキの原木林 クヌギ原木林造成用の苗畑

山林構成は第 3 表に示すとおり原木林は10.6haで自家原木林のみで現在のし

いたけ生産規模を将来とも維持することはできない。氏は自家原木でのしいたけ

栽培を目指しているが， 65年までは立木購入に頼り，自家原木林はその蓄積をあ

げるため，不良・不用木の除伐など夫然林改良に努め，また，クヌギの新植造林

にも着手している。

(3) ほだ木

原木は全て近隣から立木で購入している。氏は将来の対馬内での原木資源を見

通して，低質の原木樹積も利用するように心掛けている。そのため，第 4 表に示

すとおり最近 5 か年平均の立木のぱ当たりの購入価格は2 ， 078で対馬平均約4 ， 000

円より安くなっている。また，氏の原木林の伐採技術の優秀さと人柄により所有

者が優先的に原木林を売ってくれるようになっている。年伏込量は最近 5 か年平

均で154m'である。ほだ木の長さは対馬の乾燥気候を考慮し，また，取り扱いを楽

にするように 1m としている。

(4) 作業工程

氏の乾しいたけ生産の月期の作業工程は第 5 表に示すとおりである。原木の購

入は l 年前に済ませ，当年の夏に下メリりを行ない枝葉の繁茂を促進し，材内養分

の増加を図るとともに伐採時に作業の能率があがるようにしている。伐採はコナ

ラ，アベマキ，ノグルミの落葉樹は 10月下旬~ll月一杯に完了するようにし，常

緑樹のシイ類は 1 月下~2 月上旬に行っている。特に氏は対馬地域の他の生産者

よりアベマキ，ノグルミなどの低質原木の利用率が高く 50% (対馬全島での利用

率は約35%) を占め，この低質原木を有効に使いこなすのが氏の技術の特長の 1
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つとなっている。

コナラの伐採は

黄葉初期から 5

分黄葉時期を自

途に 11月中旬頃

に実施し，他の

生産者と同じで

J るが，アベマ

キは樹皮が厚く

材内水分が抜け

にくいので，葉

枯しを完全に行

うため， 11月

旬に伐採してい

る。ノグノレミは

幼齢木は剥皮し

やすいので老齢

大径木の利用が

中心になるが，

材内水分が抜け

にくいため， 10 

j 下勾には伐採

をf子っている。

シイは原木水分

の過少を防ぐた

め，伐採時期を

遅らせている。

玉切りは 1 月に

始め，直ちに植

第 4 表年次郎ほだ木伏込量

立 木 購lx 材積 購入金額

m' 千円
56 137 

57 136 

58 150 

59 183 

60 163 

平均 154 

第 5 表乾しいたけ作業工程

(1) ほだ木育成

量そて l 年自

10 I 11 I 12 1 

伐 採 ト→

葉枯らし

172 

300 

352 

478 

300 

320 

2 

玉切・集材 争叩時ωート→

植 重5 < 

仮伏せ

害虫防除

本伏せ

伏込管理

(2) きのこ生産

h町 1 2 3 4 5 

lまだ倒し

ほだ場管環

ほだ*展開

防風ネット
袋かけ

採 取

乾 燥

選 7JU 

箱詰め、出荷
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入 所有ほだ木 用役ほだ*

d金当額り 材 積 材 f震

河 m' m' 
1.256 728 591 

2 ,205 736 600 

2,349 764 614 

2.610 823 640 

1.840 769 606 

2,078 764 6101 

2 年目

3 4 5 6 7 8 9 

6 7 8 9 10 11 12 

侍山iト→

“ 

<-ー一ーー→

<-句ト-->



菌を行い， 3 月中には終るようにしている。植薗したほだ木は伏せ込み場に移動

し， 50cm程度の高さに棒積みし，植菌作業の進み具合いを見ながら本伏せに入る。

対馬に特臭的に生息するハラアカコブカミキリは，その飛距離が500m以下である

ことを考慮して，伐採現場と伏せ込み場との距離を500m以上とっている。また，

この害虫は簡糸がまん延すると幼虫期までであれば樹皮下で死滅するので，早期

に植菌を完了して菌糸の発育を促進して苦手虫の生態的防除を心掛けている。本害

虫の直接防除は専ら捕殺に徹し，成虫の産卵期の 3 月下旬から 6 月一杯続けてい

る。ほだ木は伏せ込んで 2 夏経過した秋にほだ場に運び展開する。なお，シイ f

は過乾燥による剥皮が生じ易いため，伏せ込み場を林内の低地として，そのまま

ほだ場として利用している。発生時期が近づくと植菌後 4 年以上の古ほだは，ほ

だ倒しを行い水分を補給し，乾燥するほだ場では少量ずつ小まめな散水を行って

いる。冬期の対馬は大韓からの乾燥した厳しい寒風で気温，湿度とも異常に下が

第 6 表施設及び林業機械器具の現況

種 回数量 購入年月 購入価格 備考 手藁 回数量 購入年月 購入価格 備考

千円 千円

1 55. 1 550 エビラ 30枚 1 46. 10 60 

1 55. 1 700 エビラ 60枚 1 58. 10 80 
乾燥機 チェンソー

1 57. 1 900 エピラ 60枚 1 59. 9 80 

1 59. 1 900 エピラ 60枚 1 59. 10 80 

トラック l 56. 1 1.000 1 トン車 作業場 1 43. 4 800 木造54m'

ポンプ 1 59. 10 429 1 55. 7 60 
刈払機

1 57. 1 150 1 57. 7 60 
発電機

l 59. 1 105 

2 56. 2 35 

電気ドリル 1 56. 3 17.5 

2 59. 2 40 

l 55. 9 320 500kg積
動力運搬車

1 58. 9 400 500kg積
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るので， 11月に入ると防風ネットを 2 重 3 重にほだ場に張りめぐらせ，幼子実

体が枯死しそうなときには袋かけも実施している。

(5) 機械，施設

氏は自家労働力を活用して維持できる経営規模を設定しており，機械，施設も

過大投資にならないように心掛けている。氏の機械，施設の保有状況は第 6 表の

とおりである。ほだ場は借地してでも道路近辺に設置し，ほだ場として最適であ

るが道路のない場所には運搬車が通れる程度の道を自力でつけ，動力運搬車， ト

ヲックを充分に活用できるようにしている。

第 7 表作業別自家雇用労働配分(昭和60年)

単位:臼

Uょと 自家労働力 雇用労働力 ぷ口~ 言十

男 女 言十 男 女 計 男 女 言十

伐採・玉切・搬出 42.5 30.5 73.0 42.5 30.5 73.0 

lま 植菌・伏込 101. 5 74.5 176.0 15.0 19.0 34.0 116.5 93.5 210.0 
し だ

し》 育成木 育成管理 6.0 6.0 6.0 6.0 

小計 150.0 105.0 255.0 15.0 19.0 34.0 165.0 124.0 289.0 
た

け
ほだ場管理 29.0 17.0 46.0 29.0 17.0 46.0 

宝手 発生操作・収穫 102.2 73.7 175.9 11.6 30.5 42.1 113.8 104.2 218.0 栽
生 乾燥・出荷 43.8 34.8 78.6 4.9 13.0 17.9 48.7 47.8 96.5 

培
産 計 175.0 125.5 300.5 16.5 43.5 60.0 191. 5 169.0 360.5 

計 325 230.5 555.5 31.5 62.5 94.0 356.5 293.0 649.5 

高官 作 81. 0 49.0 130.0 81. 0 49.0 130.0 

里子 菜 {乍 35.0 25.0 60.0 35.0 25.0 60.0 

林 47.0 47.0 47.0 47.0 

茶 5.0 15.0 20.0 5.0 15.0 20.0 

粟 5.5 1.5 7.0 5.5 1.5 7.0 

ぷロ~ 計 498.5 321. 0 819.5 31.5 62.5 94.0 530.0 383.5 913.5 
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乾燥機は 4 台保有しており，うち 3 台が60枚差 1 台が30枚差で最盛期にも充

分対応でき，発生量が少ない場合は30枚差を利用し，省エネルギーに努めている。

また，作業場の排気に気を配り，それぞれの乾燥機に排気口をつけ，乾燥の能率

の向上と良品質生産に努めている。

散水施設は常時使用できる水源がないこともあり，移動可能なものを採用して

いる。

(6) 労働力配分

60年の所要労働力は第 7 表に示すとおり 914人で，そのうち自家労働力が909(

(820人)を占めている。雇用労働力は10% (94人)で，その時期はしいたけ栽綾

部門の植菌と収穫時期であるが，前者はハラアカコブカミキリ対策として短期間

に植菌を完了させる必要があり，後者は単価の高い厚肉品をつくるため採取時期

が集中するためである。

(7) 生産，販売

最近 5 か年間の乾しいたけ生産量および生産額は第 8 表に示すとおりで生産量

は 1 ， 209~2 , 723kg (平均l ， 852kg) ，年生産額は3 ， 492~16 ， 077千円(平均9 ， 464千

円)である。ほだ木単位当たり生産量は第 9 表に示すとおりで，最近 5 か年間の

第 8~受乾しいたけ生産実績

IX: 生産 景 販 7土E2 量 8 家消費

生産額

販売量 自家消費 計 売上高 平均価格 価格 金額

56 
kg kg kg 千円 円/kg 円 /kg 千円 千F

l.190.5 18.0 l. 208.5 3.424 2.876 3.800 68 3,4n 

57 1 ,599.8 18.0 1 ,617.8 6.796 4 ,248 5 ,600 101 6 ,897 

58 l. 583. 6 18.0 l. 601. 6 10 ,393 6,563 7 ,500 135 10 ,528 

59 2 ,705.4 18.0 2 ,723.4 15.956 5.898 6.700 121 16 ,077 

60 2 ,091. 6 18.0 2 ,109.6 10.224 4.888 5.800 104 10 ,328
1 

一一一
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平均は 1 m'当たり 3.1kg 第 9 表ほだ木単位当り

で，対馬平均の2.51\gを

23%上回っている。しか

し， 58年までは対馬の平

均的な単位当り収量で推

移している。これはその

間氏が低質原木を利用し

セ栽培方法を試行錯誤し

ていた時期であったこと

が原因であり，技術体系

いマ
56 

57 

58 

59 

60 

平均

用役
生産量ほだ木

日T kg 

591 1 ,232.5 

600 1 ,641. 8 

614 1 ,625.6 

640 2 ,747.4 

606 2 ,133.6 

610 1 ,876.2 

単位当り
対島平均

生産量

同/m' kg/ぽ

2.09 2.7 

2.74 2.3 

2.65 2.1 

4.29 2.9 

3.52 2.5 

3.08 2.5 

の確立をみた59年には (注) 自家消費生しいたけ200kgは歩留り 12%で乾換算

4.31¥g/m' (対局平均2.9

kg/m') , 60年3.51\g/m3 (対馬平均2.5見/ぱ)と飛擢的に高い数値となっている。

氏の銘柄別生産量をみると第10表に示すとおり価格の高い冬括，厚肉の比率が

60%で対馬平均の50% より 10%高い。また，乾しいたけの販売単価は第11表に示

すとおりで，最近 5 か年間の平均は4 ， 895円/kgで，対馬平均の4 ， 287円 /kgを 14%

上回っているものの56年， 57年は対馬王子均より低い。しかし， 58年からの 3 か年

第四表銘柄別生産比率

監分|対島
年\\銘 i 時停
次\\柄 j 百回

60年 50 

第11表乾しいたけ販売価格の比較

》ぞと 56 57 

対島農協 3 ,064 4 ,349 

吉野氏 2 ,876 4,248 

農協

計|香信

100% 40 

(単位:円/kg)

58 59 60 平均

6 ,229 3 ,722 4 ,073 4 ,287 

6 ,563 5 ,898 4 ,888 4 ,895 
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平均をみると氏は 5 ， 783円/kg (対馬平均4 ， 675円)で対馬平均を24% も上回ってい

る。これは既述した通り低質原木の栽培体系の確立による冬括，厚肉の生産比率

の増と， 58年に乾燥機に排気孔を備える改良を加えたことなどが単価のあがった

原因と言える。

部門別収入は第12表に示すとおり過去 5 か年間の平均は9 ， 464千円で， 90%が乾

しいたけによる収入であ

る。

醤受賞財の特色

出品財の乾しいたけは

全農乾椎茸品評会審査基

準による上冬搭である。

本年春の作柄は，昨年

秋期の降雨不足で例年よ

り発生が遅れるとともに，

第12表部門別収入

hZ111 乾しいたけ
56 3 ,492 

57 6.897 

58 10 ,528 

59 16 ,077 

60 10.328 

平均 9 ,464 

(単位:千円)

素材 農業 その他 計

。 890 。 4.382 

。 1 ,081 。 7 ,978 

。 1 ,137 o I 11 ,665 

。 1 ,285 0117.362 

。 810 o I 11 ,138 

。 1 ,041 01 10.505 

今年に入っても過乾燥，異常低温がつづき， 3 月末の降雨により一斉発生したが，

このような発生経過は豊作製であった反面，品質が低下し，上冬括の採れにくい

気象条件であった。

しかし，出品財については全国規格による上冬癌に合致し，傘は半開き以下で，

冬結盟有の色沢を有し，厚肉，丸型で揃いがよく，重量，香気ともに優れたもの

で，出品点数377点の中から選ばれたものである。本品がいわゆる低質原木から生

産されたことは特記に値する。

(1) 技術的特色

氏の技術的特色は下記の 5 点に要約される。

① 低質原木による栽培技術の確立

アベマキ:原木の伐採は葉枯しを完全に行うため，コナラより 10日程早い 11月

上旬に行う。また，樹皮が厚く，子実体が発生しにくいため，従来は表面に多数

の詑自を入れる方法がとられていたが，子実体が小型なことや蛇目からの害菌の

侵入などの欠点があるので，種駒を植え込む位置を予め模状に切り込み，原木内
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受賞した上冬諮

部に深く植菌し活着の促進と第 1@]発生時に植菌部からの大型，良質の子実体を

得ることに成功している。

ノグルミ:幼齢木は剥皮しやすいので，老齢，大径木の利用が中心になるが，

材内水分が抜けにくいため， 10月下旬の黄葉初期に伐採して原木の乾燥を圏って

いる。

シイ類:原木の過乾:燥を防ぐため，伐採は 1 月下~2 月上匂に行い10日程の葉

枯し後玉切り，直ちに植菌している。

伏せ込み場はアベマキは雑木林，ヒノキ林の斜面に，シイ類は王子地の過度に乾

燥しないスギ林内に，ノグルミはその中間的な場所に設置している。

争栽培技術上の改養

永年の模索栽培試験の結果，下記の 3 点が特筆すべき栽培技術上の改善点とし

て挙げられる。

しいたけの栽培品種・系統:現在までの市販された十数品種・系統について，

可馬の気象，環境条件及び原木樹穏に適合する品種の特性を試作により把握し，

アベマキ大径木，シイ及びサクラについて特定品種を採用することによって良品

質の上冬茄を得ることに成功した。

ほだ木の乾燥対策:対馬は冬期及び春期に強い北西の乾操季節風に寵面するた

め，ほだ場にネットを張り過度の嵐を和らげるとともに，過度の乾操時には必要

に応じてほだ倒し，動力散水機による散水などを行い，きめ細かいほだ木の乾燥

防止対策を実施している。

幼子実体の袋掛け:優良品に成長すると思われる幼子実体を輪ゴムバンド付き
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ほだ場の妨嵐ネット、ほだiiIJ しと散水 幼子実体の袋掛け

虫幼熱老

リ
右
キミ

鴎
カ
・
・

ブ
中

コカ
虫
ア
成

品
ノハ

左
1
s
i
 

の薄い小さなビニール袋で包み，冬期の温度と湿度とを調整して冬誌の優良産品

を得ている。

③ 害虫ハラアカコブカミキリ対策

対馬に特異的に生息するハラアカコブカミキリの生態及び加害様式を県・国立

林業試験場の調査結果を参考として，また，現地での観察を続けて解明した結穿

被害を軽減させる下記の被害自避策を採用して成果を挙げている。

アベマキは大笹木ほど樹皮が厚くなり，本書虫の加害を回避できる。従って，

氏はアベマキ大笹木を積極的に利用し，自己所有の原木林も大径木生産を自指し

ている。

ハラアカコブカミキリの飛距離は500m以下で、あるため，伐採現場とほだ場，ほ

だ場とほだ場との距離を500-----1.000m として害虫の飛来による分散を防いでいる。

幼虫はしいたけ菌糸の伸長した部分には加害できないため，種醸の接種は早春
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期に行い，菌糸の伸長を早めている。

成虫は降雨を嫌い，雨上り直後に活動を開始するため，この時期にほだ場での

捕殺を行っている。

④ スギ，ヒノキ林の間伐等の適lE管理によるほだ場づくり

氏はスギ，ヒノキ林下にほだ場を新設するに際し，育林事業で実施する標準的

な間伐率とほだ場に適した庇i塗度との相異について検討を行った。その結果，育

林事業で実施した初回の間伐林分はしいたけのほだ場としてほぽ適しており次の

引えまでは枝打によって庇陰調整を行なうことが可能であることを実証している。

現在の氏の信地人工林ほだ場は約 1 haあるが，この人工林の間伐，枝打ちの実行

について所有者から一任を受けている。

一般に，しいたけ生産者は借地ほだ場の栽培環境の自由な改善が国難であるが，

氏は指導林家として，また，氏の実施する間伐，枝打ちは育林事業そのものであ

るとの裏付けから他のしいたけ栽培者の関伐・枝打ち技術の指導にも力を入れて

いる。氏のような山林所有者と借地者の信頼関係は近年対馬全域に広がりつつあ

り，長期にわたる木材価格の母迷により，間伐遅れの林分が増加しつつある現在，

しいたけ生産者が間伐推進の一翼をになう状況ともなっている。

⑤ 細心のきのこ乾燥j量産

氏の標準的な温震設定は，雨子は380Cから需始し 2 時間程度乾燥後，傘の水

分状態を見ながら 410Cにあげ，日和子状態となるまで乾:燥させる。田和子は450C

から開始し，ヒダが黄変し，触っても水分で手がぬれないような状態になった持

に480Cに，傘の縁が乾いて固くなった段轄で5rcに設定し，未乾燥部分が柄のみ

二なった時，仕上温度の550Cに設定する。上記のようなきめ細かな乾燥温度の設

定が氏の良品生産の乾燥技術といえる。

(2) 経営的特色

本人，長男夫婦，三女，父 5 人の労働力に見合った経営規模で，機械，施設も

過大投資にならないように心掛け，しいたけ，稲作，用材林育成，原木林育成に

労働力の合理的な時期配分を行いながら，厚肉， ドンコ系の良品質品柄生産に努

めている。

① イ品質原木の利用及び、ハラアカコブカミキリの潜在的加害にもかかわらず，
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技術の改良と集約作業により，ほだ木m'当たり生産量は3.5kgで，対馬平均の2.5

kgを大幅に上まわっている。また，販売単価も対馬平均の4 ， 073円jkgを20%上ま

わる 4 ， 888円jkgである。厚肉，ドンコ系の生産比率も対馬平均の50%に対し， 60%

と高い。

② 自家所有原木林10haの改良に努め，また，クヌギの造林にも着手し，長期

的には自家原木による経営を自標としている。

③ 乾しいたけの出荷先は全量が対馬農協である。

④ 後継者については長男が本人と共にしいたけ生産に取り組んでおり，青年

林業士に認定され，技術的にも高い水準にあり，氏の引退後は家業を引き継ぐこ

とになっている。

圏普及性と今後の発展方向

氏の技術的特長である低質原木による栽培技術体系の確立，害虫ハラアカコブ

カミキリの生態的防総，スギ，ヒノキ林の間伐，枝打ちの適正管理によるほだ場

づくりの 3 点、に加え，自家労働力と最少隈の機械施設を満度に活用した経営は対

馬のしいたけ生産掠興を図っていく上で指標となるものである。

また，氏は下県郡森林組合，美津島町農業委員，向林業研究会，同椎茸生産組

合等各種団体の役員としての指導的役割を果すと共に，指導林家としてその豊富

な体験的技術と経営理念を積極的に地域の農林家に普及している。

このように離島，へき地の中にあって，未利用資源の有効利用技術の確立と育

林と共存させたほだ場づくり及びち密な経営理念と地域農林家へ積櫨的に普及す

る姿勢は高く評価されるものである。
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しいたけで地域経済の振興

吉野丈

私の居住する対馬は，九州の北西部，

日本海上に浮ぶ総面積約 7 万haで，内

88%が森林と云う耕地に窓まれない島

です。このため一次産業は，水産業，

林業(乾しいたけ)が中心になってい

ます。

私は終戦と同時に復員し，幾家の長

男として家を継ぎましたが，しばらく

は家計を農業だけに頼っていたため苦

労の連続でした。昭和40年代になり，

島でしいたけ栽培の機運が盛りあがっ

てきたのと問時にしいたけ栽培を始め

ました。その直後に病気で姿を亡くし

仕事に対する希望を失ないかけました

が，昭和45年に長男が高校を卒業し家
を継ぐこととなり又，長男の希望もあ

り，新たな気持で本格的にしいたけに

とりくみました。その結果今では収入

の90%以上はしいたけとなりました。

私がしいたけ経営にあたって，最も

カを入れている点は，対馬特有の冬期

の厳しい季節風を克服し，淳肉の製品

を多く取ること，採取から乾燥に細心

の注意をはらうことです。また，今後

のしいたけの経営安定には原木自給が

重要であり，線られた資源の有効利用

のために，今まであまり使われていな

かったアベマキ，シイ等の積極的な活

- 23 

用をJ心t主卜けています。

今までの経験で 2 級原木でも，樹種

に合せたきめ細かい橋場管理，品種の
選定等を行えば 1 級原水に負けない

位の収量・品質のしいたけ生産が可能

であると分りました。「まず，足もとを

固めてから J が私の経営の信念です。

新しい技術を取り入れる際もまず基

本を十分環解してから笑行に移すよう

にしています。したがって技術向上の

足どりは遅く， ~分でも技術はまだ基

礎的な段階であり，だれにでも実行可

能なものであると思っています。最近

の風潮として先端技術に自がうつり，

基礎的な技術が軽視される傾向があり
ますが，私は基礎技術が最も大切なも

のであると思っています。それを忠実

に実行したことにより幸運にも受賞の

栄営に浴することができたと考えてい

ます。

現在，乾しいたけの価格が低迷し，

生産者の意欲が，そがれがちになって

いますが，私の今回の受繋が対馬の，

ひいては全国の生産者に忠信を与え，

生産意欲を高揚し，その結果しいたけ

が山村地域の振興に今まで以上に貢献

できればさきいと思います。



内閣総理大臣賞受賞

出品財菌ほ

受賞者 浦昭男

(秋田県大館市商人留字商人留87)

麟受賞者の略摩

三浦昭男氏の居住する大館市は，北秋田地方の中心となる農山村都市で，苗木

生産の歴史は古く明治15年からといわれる。秋田県の苗木生産事業者は昭和61年

3 月末で165事業体，苗熔面穣189haであるが，北秋田地方には27事業体で48haが

あり，そのうち大館市は 18事業体， 39haで秋田県の苗木生産の一大中心地であ

る。

気候は内陸性裏日本製に属し，年平均気温1O"C，年軽水量1 , 600~ 1 , 900rnrn，平

均積雪70cmで初霜は 10月 20 日頃，晩霜は 5 月 2 日頃となっている。

第 l 臨受賞者の所在地 苗畑は標高50mに位置し地形は平
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坦で土壌は火山灰に由来する黒色土

壌である。

受賞者の父親三浦治一氏は苗木生

産48年間の経験者で大館地区山林種

苗生産者の中でも最も草わけ的存在

であり，育苗技術の向上に熱心で自

分の闘場は試験地との信念から，苗

畑を経営しながら地域苗木生産者に

技術の普及を図ってきた。



受賞者三浦昭男氏は治一氏の長男で，臆巣農林高校中退後秋田県の天王経営伝

習農場と北満道の八紘学躍で実践的な農業を習得し，昭和35年当時22競の時から

父親について出林麗苗の育成技術を学び， 56年後継者として菌畑経営を始めた。

当時蔀畑は 7 閏地に分散していたが，生産性向上のため 4 鴎地に統合し，この関

に経営規模を 1.2ha拡大し生産基盤の整備にあたった。現在苗焔面積は5.15haで

秋田県内で第 2 位の規模である。

氏は，需要動向に拡じて品質・規格の合った商品としての優良苗木生産を毘ざ

い苗焔経営にあたって作業員の技術の平準化と向上をはかり，冬期の余剰労力

を梱包資材生産に活用して通年雇用化の促進を闘り，育苗の基本である土作りに

はもみがらと鶏糞の混合堆肥及びリン酸賞記料の多用，深さ 25cmに達する深耕を

行っている。また生藤苗の規格が揃うように床替の際に菌床の中央部に大苗，そ

の両側に小苗を植えるよう工夫をしている。

氏は41年から「大館地区育苗研究会j を発足させ地域の技術向上と経営の安定

に努めている。

表彰歴は非常に多く，秋田県種苗交換会で農林水産大臣賞 3 胆，一等賞 2 回，

全冨山林苗焔品評会において農林水産大臣賞 l 閤，林野庁長宮賞 1 匝，全芭連会

長賞 l 聞の栄誉に輝いている。

今後この地域の中心的な指導者として一層の活躍が期待される。

霊童受3費者の経営概要

(1) 家族構成と就労状況

三浦氏の家族構成は第 l 表の

とおりであり，高畑作業に従事

しているのは本人夫妻である。

(2) 経営の規模

56年後継者として苗畑経営を

まかされた当時，苗燃が 7 団地

に分散していたが，生産性向上

のため 4 団地に統合し，この関

第 1 表家族の構成

氏 名 本人と
年齢の続柄

三浦治 父 73才

三浦ノ フ守 母 68 

三浦昭男 本人 48 
コ浦良子 委 45 

三浦惣弘 長男 18 
コ浦志賀子 長女 23 
コ j禽栄美子 次女 21 
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に経営規模を 1.2ha拡大し生産基盤の整備にあたった。

現在の経営規模は第 2 表のとおりである。

第 2 表経営の規模
単位 a

車井 地

水田 普通畑 果樹園 山林用 緑化用
その他 計

山林 合計 備考

商畑 首畑

145 10 515 670 400 1.070 
一ωームωωー

第 3 表生産施設

種 類 規模 施設数 備 考

建物類 事 務 所 59m' 1 

機械保管庫・作業所 73m' 1 

休 憩 所 66m' 1 

流水施設 井 戸 1 

ポ ン プ 2lP l 

排水施設 苗畑排水良好につき特になし

その他 堆 肥 置 場 10 a l 

第 4 表苗畑機械

機械の種類 能力 数量 導入年月 備 ニ句弘

トラクタ 20lP 1 S 38.4 

トラクター 22lP 1 57.4 

トラクター 26lP 1 58.4 

中良 切 機 1 48. 7 )第 1 次林業構造改造事業
動力噴務機 2 

60. 3 

f喬 種 機 1 59.9 育苗研究会( 7 名)共同購入

カ ツ タ 1 53.10 

繕 切 機 1 53.10 

むしろ製造機 1 53.10 

ト フ ツ ク 2 t l 61. 5 

マイクロノてス 9 人乗 l 51. 3 作業員輸送用

- 26-



(3) 施設・機械

苗畑関係の施設は第 3 表，苗畑機械は第 4 表のとおりである。苗畑機械の中で

「むしろ製造機j は他苗畑では見られない三浦苗畑の独特の機械といえる。

(4) 労務

三浦商畑の作目別労働配分は第 5 表のとおりで，大部分が山林用苗畑の労働で

水田や山林労働は少ない。月期労働自己分は第 6 表のとおりで， 4~6 月と 10丹に

第 5~受作目別労働配分
(延人)

ゐrh EB 山林用 緑化用
ÚJ 林

果樹闘
言十 備 考官主-i麗畑 留畑 吉道 焔 そのf也

自家労力 18 435 7 460 

雇用労力 72 1,583 1,655 

計 90 2,018 7 2 , 115 

第 6 表月別労働配分
(延人)

hE里と 自家労力 雇用労カ 計 主な作業 備 考

1 10 31 41 梱包資材の製造(むしろ)

2 14 62 76 梱包資材の製造(むしろ)

3 15 68 83 極包資材の製造，苗焔消雪

4 58 218 276 幼商場取，堆肥運搬，出荷，援種，床替

5 57 190 247 床替，出荷

6 55 165 220 除草.消毒

7 30 153 183 除草.消毒，努除 一部梱包蓄を
材の製造

8 25 164 189 除草.消毒，努除，根切 一昔日梱包資
材の製造

9 41 134 175 除草.消毒，根切，出荷

10 60 241 301 出荷，仮構

11 59 127 186 出荷， {，皮綴，綴穏，耕うん

12 11 30 40 機械の整備，翠年の準備

計 435 1 ,583 2,018 
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労働を多く要しているが，積雪期間と 7~8 月の作業の少ない時期に掴包資材(む

しろ)の製造で労働力を確保しているのが特徴である。

自家，雇用別，性別，年齢階層別就労状況は第 7 表のとおりであり，実人員12

人の女性雇用で全労働力の70%以上を占めている。

第 H受 自家，雇用別，性別，年齢階!警別就労状況
(人)

自家労力 庭用労力 言十

男女 男女 男女ぷ実人員延人員実人員延人員 実人員延人員実人員延人員 実人員延人員笑人員延人長

20才以下

21 ~ 50 1 179 l 256 l 179 1 256 

51 ~ 60 l 38 3 363 l 38 3 363 

61 ~ 70 8 1 , 067 8 1, 067 

70才以上 1 115 l 115 

計 179 l 256 1 38 12 1 ,545 2 217 13 1, 801 

(5) 苗木の生産

最近 3 カ年の苗木生産状況は第 8 表のとおりである。この苗畑は毎年約30万本

前後のスギ 2 田床替 3 年生苗を山行苗として生産している。苗木はいずれも遊詩

の太い，下枝の十分に張った，根系の発達した優良苗である。

なお59年度は当地域で霜害が発生し，まき付苗及び 1@]床替 2 年生苗の得苗数

第 8 表最近 3 か年(招58~60年)の苗木生産状況
(a. 千本)

58 年 59 年 60 年
樹穏 苗鈴

面積 床本替数 f本尋数商 本山行数 面積 床本替数 得本苗数 本山行数 lliî積 床本替数 得本苗数 本山行数

まきイ寸 9 1C18kg) 360 9 lCl7kg) 132 8 1(15kg) 361 

l 回年床替
2 :tj� é主 189 406 400 125 360 227 85 236 220 

スギ

23 回年床替生 238 350 300 300 280 400 269 261 200 279 273 273 

言十 436 756 1 , 060 300 414 760 628 261 293 515 854 273 

d口"- 言十 436 756 1 , 060 300 414 760 628 261 293 515 854 273 
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が少なくなったので， 60年度床替に襟し県苗畑から補充した。

(6) 経営収支

三三浦苗熔の59年， 60年の収支は第 9 表のとおりである。 I~又議は217万'"'-'249

万円であるが，この中に臨家労務費が計上されていないので，これを加えると 410

万'"'-'440万円となる。

~文益がそれほど多くないのは，スギ苗の単価が安いこと，最近生産調整が行わ

れていること等の影響が大きいためと考えられる。

調受費財の特色

受賞財は5.15haの山林用苗畑のうち 2 haのスギ 2 回床替 3 年生苗279 ， 000本で

ある。

種子は県指定の育種母掛林から採取されたものを使用し，苗熔の保護管理，肥

培管理には万全を期している。特 第 9 表三浦苗畑の収支

に造林震の低下，雇用の場の安定

的確保等商畑経営をとりまく厳し

い情勢に対処するため，三浦氏は

「作れば売れる時代ではない」を

経営の視点、において蒲品としての

優良高木の生産を押し進めている c

山行商木は根元径が太く根系も

よく発達し，寒冷多雪地帯に適し

で形質を備えている。

臨みに林野庁の菌木標準規格に

比べると第 2 鶴のとおりで，苗長

の割に根元径が太くがっちりした

苗木ということがいえる。萄木100

匿分

収入
A 

支出

B 

思

苗木売上げ金額

直接生産費

労 務 費

内(躍周
訳自家

資 材 資

そ の 他

計

地代本手，公租公課，
資 リ子

メ口与

!収益 (A-B)

単位:千円

昭和59年 昭和60年

13.596 14.194 

6.729 6,637 
4,790 4.721 
1,939 1.916 
3,046 3,332 
1,338 l.157 

11.113 1l.126 

314 581 

11 ,427 11 ,707 

2.169 2,487 

本測定の平均値は苗長46.4cm，根元径13.3mm，生重量253g， T /R2. 0である。

この苗畑は60年度全国山林商畑品評会において，北海道・東北地誌の最優秀苗

畑として選出され，農林水産大盟賞を受賞したものである。さらに開様に選ばれ
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た全国 6 地豆の最優秀苗畑の中から 60年度の全国代表として選ばれたものである。

以下に三浦苗焔の特色を技術と経営の面から考察する。

(1) 技術の特色

① 合理的な土作り:優秀な育苗者は誰でも「土作り J を考えるように， 三浦
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根切り 床替

薬剤散布 むしろ製造機

氏も「土作り J を苗木生藤の基本としている。深耕 (25cm) を実施し，火山灰に

由来する黒色土壌の化学性改善のため，もみがらと鶏糞の混合堆肥及び燐酸質肥

料を多量に施用している。

② 根切りの実行:健苗生産には適期に撤底した根切りを行う事が最も大切で

ある。三浦氏はその年の天候や苗木の生長状態を観察しながら 8 月下勾から 9

1下旬にかけて最低年 2@]の根切りを行い，徒長をおさえ根系の発達した苗木生

産を心がけている。

③ 床替の際の配蹴:床替の際，生産苗のバラツキを少なくするため，芭木の

大きさを仕分けると同時に，開じ苗床でも苗木の大きさを考慮して苗床の両側に

小苗，中央に大苗がくるように工夫している。床替の際の列聞は充分とり，首木

の形質向上とバラツキを少なくし，商品としての品質管理が実施されている。

④ 被害予訪，思避対策:気象害(とくに霜害)囲避のため霜警の危検の少な

い団地に播種床を設定している。また病虫害等の発生予防や雑草妨除のため第10
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第lO~受使用薬剤と施用方法

種 5.lU 使用薬剤 施 用 方 法

1 ネキリムシ防除 ダイアジノン(粒) 10kg/10 a 場所により耕転の時すき込む

ボルドー液 4-4 式260Q /山)
2 赤枯病防除 混用

デイプテレックス 125cc/10 a 

M 0 (乳)
混用250Q /10 a 年期 2 匝散布

3 除草剤の使用 シマジン(粉) 200g 

グラモキソン 500倍液50Q /10 a 溝のみ散布

表のような薬剤を使用している。

(2) 経営の特色

① 労力の通年雇用:山林種苗の生産調整が行われている中にあって，生産性

を落すことなく優良な苗畑を経営している。労力の通年雇用化を図るため，苗畑

の必需品であるムシロ等を製造する機械を設置し，冬期あるいは作業の比較的少

ない時期の余剰労力を活用した摺包資材生産を行い，雇用安定と適切な労務管理

を実施している。

② 経営基盤の安定化:水田1. 45haによる収入と構包資材の販売による収入

を含め，複合経営による経営基盤の安定を図っている。

③ 優良作業員の確保と技術の平準化:作業員の表彰，雇用保険制度の活用，

適切な労務管理等により優秀作業員の確保に努め，さらに苗木のバラツキを少な

くするため，作業員個々の技術差をなくするよう指導している。

④ 脊苗研究会に婦人の参画:女子労働力に依存せざるを得ない苗畑経営にお

いて，育苗研究会に婦人を参画させ，他地域苗畑の視察や情報交換を通して，全

員一体となった経営を行っている。

陸技術・経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

三浦昭男氏は昭和35年当時22才の時から，当地域の種苗生産の翠わけ的存在で

あった父親三浦治一氏から山林種苗生産技術を学び， 56年43才の時に三浦萌畑の
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後継者として苗畑経営を引きついだ。

現在造林面積が減少し，山材、種苗の生産調整が行われている中にあって，

性を落すことなく，労力の通年雇用化を留るため，冬期あるいは作業の比較的少

ない持期の余剰労力を活用して梱包資材生麓を行い，また稲作をとり入れた複合

経営で経営基盤の安定を闘り，商品として品質の良い菌木の生産と販売に力をそ

そいでいる。

41年以来，大館市内の大型経営者の後継者 7 名で，氏を会長とする f大館地窓

寄苗研究会J を設立し，これまで「春播種と秋掻議の違いについて j ， I敷わらと

寒れいしゃについて j ， I苗畑作業の省力化について j ， I除草剤と立枯れ病防除試

験J 等共詞による研究成果を個人経営にとり入れるだけでなく，地域としての技

術経営の向上と安定のためにとり入れている。また同時に共同出荷体制の充実と

組織の強化に意を注いでいる。

氏は53年以来秋田県種苗交換会で農林水産大臣賞 3 囲， 2 由，全国山林

苗畑品評会で農林水産大関賞 1 回，林野庁長官賞 l 回，全苗連会長賞 1 自という

ように毎年のように受賞の栄誉に輝いている。これらの受賞事実は氏が優秀な苗

木生産者であることを何よりもよく物語っている。

三浦氏は代表的種苗生産地における代表的育苗者として，また良き指導者とし

て，今後一層の発展が期待されるものである。

なお長男惣弘氏 (18才)は三浦苗熔の次代の後継者に予定されていることを付

記しておく。
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寵露盤盤醸

優良苗木生産をめざして

三浦昭男

私の住む秋田県大館市は，県の北東

部に位置し，内陸裂の，気象条件のき

びしい地域であります。

私は，昭和35年， 22歳の時から父に

スギの育苗技術を学び，後継者として

56年から苗畑経営を始めました。

技術箇では，需要に応じた，規格が

大きな健全吉木の生産と，規格をそろ

えるための、土づくりかを基本とし，

りん酸吸収係数の高い苗畑土壌の化学

性改善のためのりん酸肥料の多用，物

理性改善のための深耕の実施や，もみ

がらと鶏ふんの混合堆肥の施用のほか，

微量要素の施用も実施しております。

労務面では，地域の女子労働に依存

せざるを得ない実情にあるため，作業

員の技術の平準化と向上に努め，また，

労働の通年雇用化を図るため，苗畑の

必需品のムシロなど欄包資材を生産す

る機械を設置し，冬場の余剰労力を梱

包資材生産にあてております。

大館市は，本県のスギ苗生産の発祥

地ともいわれ，諸先輩の努力により，

現在では全国的な評価を受けるに至っ

ております。この名に恥じぬよう 7

名の後継者で育苗研究会を設立し，試

験研究はもとより優良萄畑の視察や情

報交換に努め，地域の技術向上と経営

の安定化に取り組んでおります。

最近の苗畑経営を取り巻く情勢は，

単に造林量の低下だけでなく，労働力

の安定的確保の問題や，規格の大きな

苗木が要求されるようになったことな

どの変化があります。

この変化に対処するためにも，今回

の受賞を契機とし，微力ながら，地域

の優良苗木生産と経営の安定化に一層

努め，種苗生涯の振興に寄与してまい

りたいと考えております。

- 34-



二二二日本農林漁業振興会会長賞受費二二二二

出品目オ林業経営

受賞者向田直史

(三重県一志郡美杉村下之)112233)

躍譲受費者の略歴

林業県として知られる三重県は南北に長く，南の部分に尾鷲，海山，宮)11，飯

第 l 図受賞者の所在地
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スギ 5 年生(サンブスギ)

スギ40年生

高などそうそうたる林業地がある。向田直史氏の居住する美杉村は，南北では県

の中央に位置するが，東西では西を高見山地をはさんで奈良県(御杖村)に接す

る山村である。南は櫛田}II流域の飯高町に接している。

県都の津市から苗木・緑化木の産地として著名な久居市を通り，さらに雲出川

を県道に沿い30kmほど南西に向かつて遡ったところに村は位置している。松阪市

から国鉄名松線も通じている。

その名前の通り「美杉J の名で知られるスギの優良林業地であるが，県内では

林業先進村とは言えない。人工林率こそ高いが幼壮齢林分が主体を占める，県内

では比較的おそくまで薪炭生産の盛んであった林業後発村であった。

村の総面積は20 ， 727ha，うち林野面積18 ， 049ha，林野率87%の山村である。人

工林率は90%に達し，人工林の70%がスギである。人工林の55%が15年生から 3

年生であり，この人工林の齢級構成は県の平均と悶じとなっている。県平均の人

工林率が82%だから，村の戦後の人工林化の進展は急速だった。

向田氏は青少年の頃から将来林業で生きることを決意し静岡大学農学部林学科

に学び，昭和32年卒業後，大阪の横井林業株式会社に就職，翌33年家業の林業に

従事した。

氏は，その後各有名林業地の見学，各種の研修会への参加等，林業に関する知

識・技術の習得に努め，それを自己の山林経常に体系的に適用することに意欲を
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燃やした。研究心が旺盛であり，経営感覚にも優れている。

優良材生産を目標として，地域では先駆けて， 37年からスギ優良品種の挿木苗

の自家養成に着手し，ついで39年より地域に適した優良品撞の導入を関り，高収

益をあげるために 3 年間に27の品撞を導入し，成長試験林 (0.5ha) を設定し

た。

その成果として遇直・完満・真円であり下刈の省力化を図ることのできる初期

成長の速い品種としてサンブスギ，キジン，クモトウシの 3 品種を選定，養苗を

始めた。 47年から本格的に自家山林の植栽用として供給できるようになり，以後

毎年3 ， 000~5 ， 000本の優良挿木苗の生産を行ってきた。

その後も苗木の選定から密横そして集約な育林作業と続く，優良柱材生産を目

標とする育林作業の体系の確立を目指し努力を続け，成果をあげてきた。これは

地域に先駆け林業技術の開発に努力し，その普及に震献する活動である。

最近では，林業を巡る厳しい情勢に対処するため，しいたけ栽培を導入し，捜

合経営で乗り切ろうとしている。

さらにまた，木材需要の変化に対応できる多様な山づくりを目指して，優良大

径材生産を自擦とした長伐期施業の確立を図ろうとしている。このように，

して意欲的積極的に山づくりに取り組むその姿勢は注自に値する。

各種の技術講習会参加や見学を積極的に行い，家族とともに作業の中心になっ

て勤労し，工夫し，その時々に事態の打開，発展に積極的に取り組む活動は，今

後の中大規模の森林所有者の林業経営の一つの方向を指示するものとして高く評

価される。

なお，氏は禁認定の指導林家，三重県林業普及協会理事，同林木育種協会委員，

中勢森林組合理事，美杉村林政協議会委員等数多くの要職を持つ地域のリ}ダー

として活躍しており，林業の振興，発展に尽力している。

また， 58年から 2 年間美杉村林研会長をつとめ，林研グループの育成，活動に

寄与するとともに，現在，指導林家として優良挿し木苗養成や間伐の講翠会を

施するなど後継者の育成，指導に取り f組んでいる。

このほか，温厚な人柄をもって保護司を努めるなど，地域の人望も厚く，地域

社会への貢献も高く評価される。
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盤整受賞者の経営概要

(1) 森林の所在地

保有森林は美杉村下之川地内に， 9 団地に分かれ存在している。その総面積は

58.8haである。他に農地40aがあり，米，茶を栽培している。しいたけのほだ木保

有本数は約30 ， 000本である。

(2) 林業経営の概婆

林業経営は，用材生産を呂的とする森林経営としいたけ生産である。しいたげ

生産は59年度から導入したもので，来年度より本格的な収穫期に入り，現在はま

だ投入期である。複合経営は完成されていないのだが，その現況と来年以降の収

支見通しを含め，見てみることとする。

① 山林の構造

人工林率は99.7%であり，植栽樹種はスギが5 1. 5%，ヒノキが48.1%である。

広葉樹林はクヌギ林を含め0.2haで、あり，しいたけ原木林として造成されている。

既に人工林化は完了している。伐期は40~45年を採用しており，林齢構成は 4~5

齢級に偏っているが，現在程度の伐採には差支えない構成は保持している。

5 齢級以下の森林は高品質材生産林としての整備が進んでおり，一部は磨き丸

太原木として高価に販売される。またそれ以上の齢級の林分の一部について高伐

期への誘導を図っている。

第 1 表所有森林の樹種・齢級別面積 (単位: ha) 

豆分 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11~ 5十

ス ギ 3.2 1.8 1.8 6.0 4.1 3.4 1.9 4.6 3.2 0.2 30.2 

ヒノキ 2.7 2.0 2.3 6.4 6.4 1.4 1.4 3.2 2.2 0.2 28.2 

マ ツ 0.2 0.2 

人工林計 5.9 3.8 4.1 12.6 10.5 4.8 3.3 7.8 5.4 0.2 58.6 

広葉樹 0.2 0.2 

天然林計 0.2 0.2 

J口'>. 計 5.9 3.8 4.1 12.6 10.7 4.8 3.3 7.8 5.4 0.2 0.2 58.8 
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② 施設・装備の整備

林道 4 路線3 ， 000m (区域内200m) が到達遵の機能を果たしている。林道に接

し，それが林内にかかる閲地が多く，その上に，自力作業道200mを開設し，集約

施業と搬出費の低下に大きく寄与している。関伐材の搬出は単線循環式索道を使

用して行われるが，索延長500mでは殆んどカバーできる範関となっている(第 1

図参照)。

この他，ウインチ付トラック 1 台，チェンソウ 3 台，林内作業車 l 台がある。

また， 59年より森林経営を支え，それに捜合するしいたけ生産に着手したが，そ

の設備として，しいたけ栽壌ノ\ウス 1 棟，単線式循環索道 1 式(膏林と兼用)，人

工橋場 2 ケ所1 ， 500m'がある。

③ 経営の産出と投入

60年の主伐材横は470m" 間伐7 ， 586本，収入14 ， 692千円で大半を占めており，

農業は鑓か 3%の400千円にすぎない。

支出は，総額10 ， 248

千円で，うち育林費が 第 2 表森林施業の実績

5 ， 802千円と 57%を占

め，植栽面積は2.3ha，

保育は間伐を含め38.9

ha となっている。その

ほかの支出はしいたけ

生鹿が 4 ， 209 千円

(41%) ，農業237千円

(2 %)である。支出

年次

日召58

59 

60 

平均|

植栽 下刈
ha ha 

0.9 9.9 

1.3 4.6 

2.3 9.1 

4.5 23.6 

1.5 7.9 

のうち賃金が46% を占 第 3 表最近 3 ヶ年の収支

めている。差し引きの

所得は，自家労賃を合

め， 4 ， 844千円となって

いる。しいたけ生産は

今年より本格化し，そ

区

収

支

所

分 58 

入 16 ,581 

出 7,620 

得 8 ,961 
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除伐等 枝打 潤伐 j::伐

ha ha ha ロl'

3.7 3.9 5.5 440 

2.0 0.7 5.6 560 

21.2 2.6 6.0 470 

26.9 7.2 17.1 1.470 

9.0 2.4 5.1 490 

単位:千円

59 60 平 均

12 ,618 15 ,092 14 ,764 

8 ,743 10 ,248 8 ,870 

3 ,875 4 ,844 5 ,894 



の所得として年間 第 4 表昭和60年の部門別収支

7 ， 000千円が見込まれ

ている。

なお，苗木生産は，

現在はサンブ，キジン，

クモトウシの 3 品種を

養成しており，年間生

区 分

収 入

支 出

うち賃金

所 得

林 業

14 ,692 

5,802 
(3 ,455) 

8 ,890 

産量は約2 ， 500本であ 第 5 表苗木生産実績

り，自給の範閤に限ら

れる。

④ しいたけ生産について

しいたけ

。

4,209 
(I, 249) 

.6..4,209 

単位:千円

農 業 言十

400 15 ,092 

237 10 ,248 
(30) (4 ,734) 

163 4,844 

59年より始めたしいたけ生産は，まだ初期の投入期であり，本格的な循環的経

営の時期に入るのは64年からである。これまでの投入と支出の状況を第 6 表に示

したが，現在まで収支は欝っていない。そして，ここには向田夫妻の労賃分は計

されていない。

第 6 表 しいたけ生産の推移

楠伏込本本木数 生産量 収入 支 出 千円
年 次

材料費kg 千円 賃 金 施設費 計

昭 59 2,000 。 。 371 135 。 506 

60 13 ,000 。 。 l.249 2.960 。 4,209 

61 15 ,000 1,837 1,923 1,436 3,250 5 ,970 10 ,656 ( 9 月まで)

計 30 ,000 1 ,837 1.923 3,056 6 ,345 5 ,970 15 ,371 

63年から毎年のほだ木伏込み本数は20 ， 000本となり，有効ほだ木本数は27 ， 550

本になり，生産量は 14tになる。それまでの経過と，本格的な収種期に入ってから

の収支見込額を第 7~8 表に示した。
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第 7 表 しいたけ原木伏込予定本数及び生産量・生産額見込

年 次 62 63 64 65 

ほ
Bi3 61 14.250 7.125 

だ
ーー---幽樹幽砕働司柄欄曹関亭骨骨胃

木本数
62 18 ,000 17.100 8 ,550 

事帽-----ーーー幽色合幽附副W 耐暢

63 20 ,000 19 ,000 9,500 
開宥-押』曲ーーーー曲邑色合色合骨州場

本 64 20 ,000 19 ,000 
----曲幽幽働酬酔附附骨骨司R 司開

65 20 , 000 

生産量(埼) 12 ,000 14 ,000 15 ,700 15 ,900 

生産額(千円) 12 ,500 14 ,960 16 ,800 17 ,000 

備考 1.ほだ木本数について，……一一一一一伏込原水，

新ぽた，~…〈古ぽた，を示す。ほだ付率は90% とした。

2. 生産量は 1 罰当り発生震を140g/;本，新ぽた 5 回/年，古ぽ

た 2 臨/年発生とした。

第 8 表 しいたけ栽培見込み収支 単位:千円

区 分 金 額 備 考

i民 入 17 ,000 単価1 ， 070円，生産量については前表参照

支 出 9,955 内訳は下記

所 得 7,045 自家労働 2 人分を含む。

蛮 代 900 20 ， 000本 X20個 X2.25円

原木代 4 ,125 県外15 ， 000本 X215円

支 薦用労賃 1 ,315 女子375人日 X3 ， 500円

出 光熱水道費 180 月 15 ， 000円

内 出荷資材費 1 ,032 1 ノ f ック 100g， 15 ， 900ノ f ック， トレイ 2.5円など

訳
運 主妻 223 1 kg15円

市場手数料 1, 360 8% 

減価f箆却費 820 
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人工栂土器

ハウス内での発生状況

(3) 労力の投入状況

経営主が管理及び作業に260 日，妻が苗挿し時と間伐木の整理，しいたけ生産に

130日従事するほか，常用雇用男子 3 人641日，臨時163日(女子を含む10人)によ

り労力を賄っている。作業別の日数は，育林794 日，しいたけ344日，農業部自と

なっている。保育作業の主体は除間伐で，育林の54%の労力がこれに充てられて

しユる。

盤受賞財の特色

(1) 時々の経営情勢に積極的に対応していく積極性

向田氏の経営の特色は，まず，時々の経詩情勢に対JïG;していこうとする積極性

に求められよう。

速くから優良品種の挿し木苗の自室長養成と集約な育林作業，そして間伐の一貫

生産により，短伐期高品質材の生産に努めた。近年一部山林について高伐期を指

向し，また，材価19;迷の対策として，しいたけ生産を導入，経営を支えて山の手

入れの万全を期し，雇用労力の就業の場の確保を図った。

このように経営を多様化し，労力配分を均等化し，全体として経営の安定化を

函りつつ今後を見通そうという態勢がほぼ整ったといえる現状である。

個々の部門での個別的な技術の対誌の仕方についても，例えばしいたけ施設の
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第 9 表昭和60年月別労働投入量

E主 分 1 月 2 汚 3 月 4fJ 5fJ 

E霊 林 業 55 60 12 68 53 
F自 しいたけ 16 47 19 
労 差是 芸能 6 
カ

言十 55 60 28 115 78 

自 林 主主 30 30 15 20 20 
家 しいたけ 10 15 5 
労 lHl 議室 5 5 15 
カ

5十 30 30 30 40 40 

d口b、 林 議芝 85 90 27 88 73 

しいたけ 26 62 24 

Eさ 芸誌 5 5 21 
号十

計 85 90 58 155 118 

第四表 昭和60年作業別雇用労働投入盆

区分

労働投入量

害5 ぷ与
口

単位:人日

6 月 7 月 8 汚 9 月 10fJ llfJ 12月

66 36 63 47 51 43 554 

13 9 35 105 244 

6 

66 49 72 47 51 78 105 804 

25 20 20 25 20 10 5 240 
。 5 25 35 100 

5 5 5 5 5 50 

30 30 30 30 25 35 40 390 

91 56 83 72 71 53 5 794 

18 14 60 140 344 

5 5 5 5 5 56 

96 79 102 77 76 113 145 1, 194 

に当たり，間伐木を積櫨的に利用，捜合経営の利点を生かし経費の節減に努

めているほか，ハウス，人工ほだ場に山砂を敷き湿気を訪ぎ，清潔を保ち成果を

期待するなど，槌所に工夫が見られ，快適な作業環境が作られている。労働の強

変軽減のため作業の機械化も積極的に進められている。こんな点にも，氏の細心

さと積極性が表われていると言え，今後の経営の在り方を示すものとして注目さ

れるところである。

(2) 地域に先駆けて，優良品種を導入，優良材生産の体系的な定潜を悶った

氏のスギ優良品種の導入試験の経緯はすでに述べたところだが，現在も幾つか

の自標を組み合わせた経営の重要な一つが，短伐期の柱材生藤である。

優良材生産を目指し，スギ慢良品語の挿し木苗の自家生産を行い，密撞し，下

刈，除伐，枝打，間伐の各作業を集約に実施している。枝打は植栽後 7---8 年か
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ら始め， 20年生までに 3~4 回実施し，間伐は35年生までに 4 回実施している。

林木の一部は磨丸太原木として高簡に販売され，造林費用の短期回収に役立つ

ている。林道に近い形質の援れた林木が高価に磨き丸太業者に買い取られ，人工

シボが巻かれるのだ、が，早くから優良品種の導入に努めた成果が，磨き丸太原木

として売れる率が地域の林家よりはるかに高いことに現れている。吉野地方の零

害が影響し，しばらく不振だった磨き丸太原木の買い付けが増えてきている。

氏が地域の森林所有者への技術指導，普及啓蒙に努めてきたことは最初に述べ

た通りである。とくに，挿し木苦の養成から始まる集約な高品質材生産の体系町

技術?を所有山林について実現し，その展示及び優良詰木の提供等そ通じて技術の

普及，定着に寄与してきた。

く育林技術体系〉

苗木…スギ(自家用養成優良挿木苗)ヒノキ(購入苗，一部県の精英楊苗木)

植栽… 1 ha当たり 5 ， 000~5 ， 500本植え

下刈… 6~7 年生まで毎年 l 田メリ実施，特に 2~3 年生は 2 回メ日

除伐…12~3 年生まで 2 回実施(林内掃除，つる切を含む)

枝打…20年生までに 3~4 問実施

第 1 回 7~8年生枝打高 1m 

第 2 回 12~13年生枝打高 2m 

第 3 回 15年生 枝打高 4~4.5m 

第 4 回 20年生 枝打高 6.5m 

間伐…35年生までに 4 田実施

第 1 田 18~20年生間伐本数率 25%

第 2 回 23~25年生間伐本数率 20%

第 3 囲 28~30年生間伐本数率 20%

第 4 回 33~35年生間伐本数率 15%

主伐"'40~45年

立木本数 1 ， 200本/ 1ha 
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(3) 木材需要の動向に対応し，高伐期林分への誘導を図り，多様な林業の実現

に努めている

高齢級の一部の林分は高備に販売されており，それら林分の状態を見ながら，

壮齢以上の林分の一部について高伐期への誘導を図り，林分構成の多様化と高付

加価儲化に努めている。

用材生産に関しては，短伐期林業を重点とした経営を指向してきたのだが，近

年多様な需要に対応した木材生産，山づくりを目指し，先代が植えた壮齢木を中

、』こ当面80年ほどを目標に伐期の長期化を図り，全体として伐期の多様化を図ろ

うとしている。

(4) 首木生産から間伐木の伐採まで，一露生産を目指している

苗木の自家養成，間伐の実行など一費生産を行い，通年麗用を実現，集約作業

実行の前提となる労務の安定に努めてきた。さらに，間伐作業の縮小の見通しの

中でしいたけ生産を導入，雇用の場を確保し，併せて材価の部迷に対処し，経営

の安定を図っている。

(5) 経営の安定，森林施業の継続的な実施のため複合経営をとり入れた

向田氏の経営の形態、は，形成途上だが育林としいたけ生産の複合経営である。

59年より，林業不振のにやで森林の手入れなど施業が十分行うことが難しくなって

きている状勢に対処するためしいたけ生産を導入，経営の安定を回り，施業の万

全を期している。

(6) 経営の管理・運営面での特急

作業の実施は雇用労働が主体であるが，作業管理ほか経営の中心は当主と蓑で

り，この点も経営の特色をなすものと蓄える。

なお， 54年森林施業計画を樹立，認定を受け，計画的施業を実施している。常

用の作業員を年間雇用できるよう労働の季節配分に留意し，労災保険，三重県森

林作業員退職金共済制度に早くから加入し，労務管理の充実を函り，また，山林

の手入帳等の記録簿を整備し，材の高価販売のため山林の履歴簿を保存し，諸帳

簿，記録の完備を闘っている。
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器量受費者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

近年，しいたけ生産は林業の重要な成長部門として注目され，その生産量は伸

長をみているが，この地域に限らずその担い手は，林家であっても主として小規

模林家の活動に負うものである。

氏は，林業不振の中で保有山林の手入れが十分には実施出来なくなっている現

状に対処するため，大山林所有者といえる規模でありながらしいたけ生産を取り

入れ，経営の安定化を図りながら，保有山林の施業を実行していこうとしてい“

ともすれば消極的な経営に終始する森林所有者が多いなかで，氏の経営は今後の

林業経営の在り方に示唆を与えるものと評価されよう。

また，複合経営に加えて，雇用労働を主とする経営となっているが，経営主と

その妻が管理とともに作業の中心になり，運営が図られている。これからは林業

作業の担い手がいなくなることが考えられるのであり，森林所有者が中心になっ

て自ら山を守る体制を確立することが，重要な一つの方向であろう。この観点か

らすると，向田氏の経営は，管理・運営面でも今後の中大規模育林経営の在り方

に関し一つの指針を与えるものと考えられる。

今後の氏の経営の方向についてであるが，現在は，各部門での技術の定着を図

りつつ，市場に対応し個別部門を適切に組み合わせて新しい経営ノfターンを形成

する途上にある。今後，一層の路網の充実などによって労働生産性の向上を図り

ながら高所得林業経営が完成されることが期待される。
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優良材生産に向ってさらに研究

向司謹史

私の住む美杉村は，五議県の中部，

奈良禁に隣接する，スギ，ヒノキのよ

く育つ緑逮らなる山々に固まれた山村

です。

昭和33年に家業の農林業を継いで30

年になります。その間，小面積の山林

より定期安定収入を期待するため，生

産自擦を良質柱材に定め，枝打，間伐

等の保育管理施業を入念に行いました。

当初は間伐材も足場丸太，小丸太等

での収入もあり，山林経営もどうにか

安定していましたので雑木林の林種転

換をはかりました。植林æ木はスギ優

良品穏の挿木簡木の自家養成に着手，

会層的な有名品種の生長試験林を設定，

生育状況などの調査を行い，当地域の

怠然条件に合い，初期生長の早い通院，

完満，真円な品種として，サンブスギ，

クモトウシ，キジンの 3 種を選定，自

家山林の植栽用として，挿木養成をし

てきました。

近年の林業を巡る厳しい情勢の中で，

林業経営とは，気の長い話，自分の植

栽し育てた木が，いつ収入になるのや

ら……と考える昨今ですが，当初の目

標に向って計画的施業を推進するため，

生縫茸の栽培を取り入れました。椎茸

菌は大変気象条件にti.右されるもので

すから，橋場は人工的に管理しやすい

杉林と自宅近くに人工橋場を設置，生

椎王手の通年栽培を行い，青泉市場に出

荷しています。

今後は恵まれた自然環境の中で椎茸

栽培を充実させると共に，優良材生産

に向って，地域の若い人達と研究を重

ね，立派な山作りに励みたいと思いま

す。
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〈林産部門〉



昭和61年度・第25回

農林水産祭

受賞者の業績
(水産部門)

授術と経営

財団法人 日本農林漁業振興会



天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天E皇杯受食者

第25回農林水産祭のかずかず

内閣総ま里大臣賞を受ける受賞者

a 
会長賞を受ける受録者

の農
贈林
霊水
を産
受大
け震
る賞
受記
賞念
者芸品

ヰR稽感謝の集い会場 内拝殿での新官霊祭々典

ヨ俳 句"‘今<'< 守や

"谷川'.'，'

むらづくり部門のパネルディスカッション(左)
と農林水産量大使焚の受賞者(右)





発刊のことば

農林水産祭は，全留民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚を寝るための国詩的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯がご下賜になったのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

苛の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や一般雷民に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和61年度は，その25呂田に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第25回農林水産祭に参加し

た各額表彰行事 (379件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財613点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大臣賞を授与さ

れるもの 6 点(開)，日本農林漁業振興会会長賞を護与されるもの 7 点(農産部門

2 点，その{也の部門 1 点)が選考されました。また，むらづくり部門については，

44都道府県から各 l 点推せんのあったむらづくり事例の中から，天皇杯，内閣総

理大臣賞を授与されたもの各 1 点，農林水産大臣賞を授与されたもの16点がそれ

ぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や驚かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々

に大いに袴益することと思います。ここに，これらの業績の親要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本番の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和62年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



~水産部 ill] 

天皇杯受賞/(有)大草章弘商店……H ・ H ・・

(東京大学教J受/橋本間久)

内閣総理大臣欝受歯/天羽漁業協同組合演支所浅海増殖研究会 …...・ H ・ ..20
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塁審受3費者の略摩

天皇杯受賞

出品財焼き抜きかまぼこ

受費者情)大草章弘商岩
(代表者大草和人)

(山口県萩市浜崎新町180)

有限会社大草章弘商届は山口県萩市浜崎新町180にある。萩はかつては毛利公の

城下町として栄えた風光明掘な山陰の小都市である。同商店は先代の大草松平氏

が大正 9 年に個人企業として創立し，焼き抜きかまぼこを作り，山口魚市場で高

級品として取り扱われ，また一部は当時の朝鮮方菌にまで移出，好評を博してい

たという。昭和国年に企業合同が行われ，原料魚の配給も製品の販売も統制下に

行われるようになった。

第 l 関受賞者の所在地

萩市内

日本海 日本泌

。

絞

瀬戸内海
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大箪主義弘蔚店の役員

戦後間もない25年10月，大草商店は再び個人企業として独立し，焼き抜きかま

ぼこの製造販売を再開し， 30~35年頃には臼産1 ， 000~1 ， 500本を生産するまでに

なった。かまぽこの熔焼はそれまで木炭によっていたが， 35年にはプロパン培焼

機を開発し，衛生的かつ能率的になったが，反面，製品面からみると目減りがひ

どしかっしなやかさが若干失われるという問題があった(なお，この問題は後

記のようにその後解決されている)。

40年に自動水明機を開発，また自動成型機等を設置し，日産5 ， 000本の生産が可

能となった。 49年に工場の新築，拡張と同時に，資本金300万円の有限会社大草主義

弘商店に改組し，現在にいたっている。

同商店の代表取締役大草和人氏は，昭和 6 年 4 月 20日の生れ，当年55歳である。

25年 3 月に山口県立山口農業高等学校畜産科を卒業し，直ちに開県吉敷郡東岐波

村(現宇部市東岐波区)の冨立療養所山陽荘に職員として採用され，農音蔵物の

生産等に携った。その後， 32年 5 月にいたり，先代大草松平氏に請われて大王手家

に養子として入籍し，同商店で働くようになった。前記のように， 49年11月，開

高f吉が有援会社に組織替えされるに伴い，代表取締役に就任し，現在にいたって

いる。

大草和人氏は，当年55歳の働き盛りで，この度の受賞財“板魚"の生産と販売

に文字どおり打込んでいる。みるからに湿厚篤実な人となりで，話を伺っている

うちに，いよいよその感を深くした。

この震の受賞財“板魚"に対しては，これまでも積々の関連行事で数多くの賞

が授与されている。すなわち，農林大臣賞〔昭和31， 44, 46 (2 @]), 49, 52 
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年)，農林水産大臣賞(昭和60年) ，水産庁長官賞(昭和31， 41, 47年)，名誉大賞

(昭和47年) ，栄誉大賞(昭和49， 50, 51, 53, 54 , 55, 56, 57, 58 , 59年)

ある。 31年の農林大臣賞を除き，これらの設はすべて大草和人氏の代になってか

ら与えられたものである。

両氏は，開業者間の信望も厚く， 50年から萩水産ねり製品加工組合の各種役員

を，また， 52年からは萩浜崎水産物加工場開組合理事を務めている。

当地萩には，かまぼこ製造業者のみならず，地の水産加工業者も多いが，現在

共間の排水処理施設(盟，県等公共費負担70%，受益者負担30%) が設置されて

おり，各業者からの排水は自動的にここに流入，処理されるようになっている。

この処理施設の設置に当たっても大草和人氏が先導的役割を果した。このように

問氏は同地の水産業の発展に多大の寄与をしてきたということができる。

闘受3費者の経営概況

有限会社大草章弘商j吉の目下の資本金は300万円である。工場の広さは76坪 (251

ぱ)，主要機械設備として播潰機数台のほか，自動水晒機，自動成型機，自動熔焼

機，冷蔵保管庫などを具備している。

従業者は，代表取締役大草和人氏そはじめ役員 4 名，従業員 4 名，計 8 名の構

成となっている。年末などの繁忙期には人を臨時に震うこともある。

営業種目は，“水産加工業(焼き抜きかまぼこ製造販売)及びこれに必要な事業"

となっており，現実にも焼き抜きかまぼこ(商品名“板魚")一本槍の形をとって

いる。しかし，消費者の注文に時じて，錦巻(ゴボウをエソ皮で巻いて焼いたも

の)，朱巻(紅白のうず巻で慶事用)なども製造している。

受賞財“板魚"の年間生産量は約45t，その65%が店頭売り， 35%が小売窟や料

理店に卸売りされている。その一部は，関西方萄や東京国にまで出荷されている。

経営状況をみると，当商店は年 1 自決算で，最近の年間総売上高は59年 6 月期

126百万円， 60年 6 月期129百万円， 61年 6 月期12913万円となっている。

さらに， 61年 6 月期の決算報告書を詳細にみると，売上原髄65百万門，売上総

利益63百万丹，販売費及び一般管理費43百万円，営業利益20百万円，営業外収益

3 百万円，経常利益23百万円等となっている。過去数年の経営内容から判断する
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と，当商店の経営は揮めて健全，かつ安定しているといえよう。

関受糞財の特色と製法

かまぼこは，かつお節などと並んで，わが国を代表する伝統的水産加工品の一

つで，その歴史は古く，神功皇居時代にまで遡るとも云い伝えられている。現在，

かまぼこの年間生産量は30数万t，売上高 1 兆円前後と推定され，水産加工品中で

も極めて大きなウエイトを占めている。

かまぼこは顕料魚の構成，加工方法などにより様々な製品が作られているが，

受賞財“板魚"は焼き抜きかまぼこの一語である。

古文書によると，萩における焼き抜きかまぼこの起りは少なくとも 300余年前，

寛永年聞に遡るようである。時の藩主毛利吉元公が参勤交代の折に，当地産焼き

抜きかまぼこを土産として将軍縮吉に献上したところ，殊のほか喜こばれ，これ

を契機に萩の焼きかまぼこの名声は全閣に広まったと伝えられている。

以下，受賞財“板魚"の特色及び製法について述べる。

(1) 受費財の特色

受賞対“板魚"は前記のように焼き抜きかまぼこの一種で，萩におけるその数

吉年の伝統の所産ということができる。しかし，この受賞財も大草和人氏の旺盛

な研究心と一途な人柄なしには世に出ることがなかったであろう。

本受賞財は，焼き抜きかまぼこの常として，表面がちりめん状を呈し，外見，

中身とも純自に近く美麗である。本財は，強い弾力を大きな特徴とするが，同時

にかなりソフト感がある上，歯切れも良ししたがって優れた足をもっといえよ

う。さらに，素朴ながらも独特の味，ほのかな香り，といった諸要素を程よいバ

ランスで備えており，かまぼこ中の逸品ということができる。本財が農林水産大

臣賞を受賞した第38回全国蒲鉾品評会で，審査委員全員が一致して第一伎に推挙

したのも故なきことではないと思われる。

次項でも述べるように，本財の製造に当たり原料魚、マエソの肉の水晒しはごく

短時間に抑えであり，したがって筋肉中の各種遊離アミノ酸や呈味関連ヌクレオ

チドなどエキス成分の流失は少ない筈である。これが2.6% という適度のレベルの

食塩，あるいは天然甘味料や人工調味料とともに好ましい嵐味の形成に寄与して
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新鮮なマヱソ

いるものと考えられる。

なお，本財は後述のように 2 度にわたってセロファン紙でカバーし，熔焼して

いることもあり，極めて保存性が高いことも特筆に値しよう。

(2) 受歯財の製法

本受賞財の製造工韓の概略は次のとおりである。

原料魚→調理→採肉→水晒し→脱水→碑肉→播潰→調味→成型(板付け)→加

熱(熔焼)→放冷→製品

以下，原料魚と主な工程について説暁する。

原料魚、の種類と鮮度は，製品の品質を支配する第一の要閣である。主藤料には

沿岸，沖合，近海(以東)と 3 種の底びき網漁業によって漁獲されたマエソを用

いるが，漁法によっては休漁期があることなどのため下記のようにニ・三の他魚

種も併用している。しかし，年間を通じて常に原料の90%以上がマエソである。

1~3 月 マエソ 90%，シログチ・トラギス 10%

4~7 月マエソ 100%

8~12月 マエソ 90%，シログチ・レンコダイ 10%

ちなみに，沿岸窟びき網漁業は10 トン未満の 1~2 人乗りの船を用い，沿岸部

で操業する誼びきのことで，通常一昼夜で帰港する。萩港には現在29隻が所属し

ている。沖合底びき網漁業は15 トン以上の動力船で行い，萩では全て一隻びきで

ある。現在，萩港には 11隻が所属し， 6~7 月の 2 ヶ月開は休漁する。他方，以

東底ぴき網漁業は東経128'30'以東の百本沿岸や沖合で行う底びきで，全て 2 隻引

きである。 24組が下関港を基地としており，操業は通常 3~7 日間，また 6 月 15

日から 8 月 15自までは休漁期に当たる。これら 3 種の底びき漁法によって漁獲さ
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れた魚は一般に鮮度良好で，かまぼこの製造に適している。夏季の休漁期には九

州近海のマエソを仕入れるが，鮮度低下がひどく，かまぽこ製造上，もっとも苦

心する時期である。夏が過ぎて 9 月に入ると台風や北嵐のため小型船がしばしば

出漁できず，原料魚の仕入れに頭を』悩ますことになる。 10月から年末にかけては

受注が増え，魚価もよるため別の苦労が伴う。

主原料のマエソはできるだけ大型のものを用いるようにするが，これは味のよ

い上質の製品を作る上に必須で、あるのみならず，魚体処理も効率がよいので，仕

入価格が小型魚、の 2 倍以上でも充分に引き合う。前記のように補助的に用いる乙

ログチは繰返し水晒しをしても渋味ゃくさ味が消えない上，うま味が乏しい。さ

らに，すり身に20%以上混入すると主任りが速くなり過ぎるなど使いにくい。レン

コダイは風味は良いものの，足形成に問題があり，あまり混入できない。トラギ

スは足，味ともにマエソに次いで優れているが，漁場や句の都合上， 10月 ~3 月

しか使えない。マエソは新鮮なものほど結果が良いが，それ以外の 3 魚種の場合

は落し身を水晒し後冷蔵庫に l 晩放置してから使うと，しなやかさが明らかに増

大する。

手作業で頭や内臓を除去した調理済み魚体を次にスタンプ式採肉機にかけて採

肉する。この落し身を大草氏が自ら開発した自動水晒機にかけて，通常 2~4 回

にわたり各短時間の水臨し処理に付す。なお，水は地下水(夏目。C，冬WC) を

使用する。水晒しの回数は経験を基に，魚、種や鮮度により適宜変える。次いで木

綿袋を用いて脱水する。なお，死後硬直前の極く高鮮度のマエソ肉の場合には特

に水聴しも脱水もしない。

次に，脱水済みの丙を，小骨等を除く白的も兼て 3 腫自のミンチにかけて砕J7

する。

その次の工程は播演であるが，播潰機のボウル部分に砕肉を入れ， 2.6%相当量

の焼き塩を少量の氷水とともに添加後，塩ずりする。塩ずり時間は原料の鮮度等

により 8 ~15分間と加減する。

次いで，少量の天然甘味料(生薬で有名な甘草の抽出物)，及びグルタミン駿ソー

ダを加えた後，再度短時間塩ずりする。さらに，少量のイノシン酸ソーダ及びグ

アニル酸ソーダ，また，つや出しの目的で卵自を添加し，再々 7~8 分間塩ずり
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スタンプ式採肉機による採肉

(よ友)

際動中の自動水脳機(上右)

ミンチ機による砕肉(下左)

隠滅機で塩ずり中の光禁

(下右)

する。食境以外のこれら添加物の使用量は，原料魚の鮮度や季節により適宜増減

十るが，これも多年の経験に基づくものである。なお，デンプンは全く添加しな

しユ。

このようにして調製したすり身を，自動成型機を用いて，よく乾燥した杉板

(5 x 13X 1 cm) の上に成型(板付け)する。この際，すり身部分のみを特殊な

セロファン紙でカバーする。このよう

以内に次の倍焼工穂に移す。

を加えたものは坐りを防ぐため， 10分

熔焼には自動培焼機を用いる。すなわち，鉄製のチェーンコンベヤーの上に，

すり身を板付けした杉板を敷きつめ，コンベヤーを一方向にゆっくりと動かしな
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自動成型機による

すり身の板付け

自動熔焼機による

焼き上げの光景
多段式の放冷用機

がら，下方(板側)からプロパンガスを熱源として40分程度熔焼する。すり身の

中心温度は最終的には750Cに達する。夏季は冬季より中心温度をやや高目にする

が，度を過すと製品表面のしわが粗雑になるので注意する必要がある。

次に数分間，今度は上方(すり身側)から同様に培焼する。このとき，すり身

の中心混度は850C位に上昇する。

2 回にわたる焔焼を終えたかまぼこは，次に多段式の棚に移して放冷する。放

冷後，各板付けかまぼこを話記のセロファン紙よりーまわり大きなセロファン紙

で全体をカバーし，再び自動熔焼機中のコンベヤー上にセットし，今度は表面を

殺菌する目的で1200Cで 4 分間加熱，放冷し，ここにはじめて焼き抜きかまぼこ“核

魚"の製品ができ上る。

本受賞財の一般的な製法は上記のとおりであるが，大草和人氏の談話を中心に

補足すると次のようである。

原料魚の処理を始めたら，焼き上るまでの操作は迅速をモットーに行う必要が

ある。温度の調整にも棋界があるため，年簡を通じ魚体の処理は早輯 4 時に開始

する。その後，焼き上るまで，特に落し身とすり身の保冷には最善をつくし，

季はすり上り温度を100C前後に保つよう，脱水時点から注意する必要がある。
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すり身の作り方は原料にマエソを100%用いる場合でも四季により変えること

が必要である。大別すると， 11月から 3 丹までの脂肪がのって魚体が充実してい

るシーズンと 4 月から 10月までの抱卵・鹿卵による不味のシーズンとなる。前

者のシーズンはマエソの勾に当たり，塩ずりの時点ですでに旨いと感じられる。

このときは，脱水を後者のシーズンの半分位にとどめる。萩地方では“すり身を

臼で転がしたら良いかまぼこはできない"と去い倍えられているが，これはマエ

ソ肉が坐り易いため，すり身を作る作業を速やかに終える必要があるとの教訓で

ちる。具体的にはマエソの場合，食塩添加後 5 分以内に臼にねばり付く状態にし

なければ良い足のかまぼこ襲品はできない。これは脱水の程度と関係する。さら

に，すり身を作るとき，水伸し水の80%は初回の塩ずり時に加えることが肝要で

ある。水伸し水量はロットにより必ずしも一定でないが，これを的確に判断する

ことが優れた製品を生むポイントになる。

この段轄で加える水の霊が多いと，後の温度上昇を紡ぐ氷の寵用量が制限され

るし，逆に少ないと臼の中ですり身が一つの塊りとなり，容易にはほぐれない。

この状態が続くと，摩擦熱や気温によって肉塊の温度が急速に上昇し，結局良質

のかまぼこは作れない。前記の“白で転がしたら……"というのはこのことであ

る。

他方 4 月から 10月頃までのマエソは，旨味に乏ししかっ句のものより坐り

にくい傾向があるので苦労が伴う。特に，このシーズンのマエソは小型のイワシ

やイカを多食しているため鮮度落ちが速い。したがって，仕入れた原魚から速や

かに精肉を採り，保冷しておくことが不可欠である。このため実際には，仕入れ

だばかりの死後硬直前のマエソから肉を包丁ですき取り，無晒しのまま使うよう

にする。

食塩添加霊については， 30年代までは約 3% とし，水伸しを勘案しながら砕肉

に手かげんで加えていたが，その後消費者の母堀噌好ともあわせて2.6% とややお

とし，また毎回計量して加えている。

調味料には食塩のほか，天然甘味料，各種人工調味料を用いるが，食塩(2.6%)

以外は原料魚の構成，鮮度，季節などにより，これまでの経験を生かしながら，

それぞれの使用量を加減する。
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次に，杉板上のすり身の成型については， 40年代のはじめまでは，もっぱら手

作業でト行っていたが，熟練を要すること，後継者難などから自動成型機を導入し，

現在にいたっている。本機の導入により能率は飛擢的に向上したが，かまぽこ製

品の弾力，舌ざわり，火の通り，表面のしわのでき異合などにおいて手作業に及

ばず，改善の余地が残されている。なお，成型に用いる板は地杉の正自のもので

あるが，次の熔焼によってでてくる香りも一部この杉板と関連がありそうである。

倍焼は，かつては炭火によっていたが，現在はプロパンガスによっている。倍

焼時聞は肉質の良苔，外気温等を考えてきめるが，約40分で中心温度が75
0

Cに達

するのを目安にする。

40年の初めから，放冷中の二次汚染を防ぐ自的で，板付けしたすり身の表面に

セロファンをかぶせて熔焼する方法が用いられるようになった。セロファン紙の

使用は熔焼中の目減りや落下菌による汚染を訪止する上には著効があったが，反

問すり身がむし焼きの状態、になり，セロファンの材質の改善が必要となった。そ

こで，大阪化学合金株式会社の関係者と共同で種々検討を進め， 55年にこの目的

にかなった特殊セロファンを開発し，この難問を解決した。このセロファン紙で

ニ重包装することにより，本製品の保存性が極めて高くなっていることは既に述

べたとおりである。

璽受賞者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1)技術

受賞者大事章弘商岩代表者大東和人氏は農業高校の出身で，当初は農業や牧畜

関係の仕事に従事した。その後，本商店の先代大草松平氏に請われて養子入りし

たが，松平氏はやがて不帰の客となった。したがって，大草和人氏の焼き抜きかノ

まぼこ製造にかかわる技術・知識・心構えは全て，先代松平氏から受け継いだも

のであるとしても，自らの創意工夫や努力によって，それにさらに磨きをかけた

ものといえよう。この家業に携るようになってから何年かの間は失敗も少なから

ず，無念の思いをこめてその失敗作を処分した由である。

このようにして，萩に伝わる焼き抜きかまぼこの伝統が再びよみがえることと

なったものである。別項ですでに述べたように，大革主義弘高店はこれまでに農林
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大臣賞と農林水産大使賞を合計 7 自にわたり受賞しており，そのほとんどが当主

大草和人氏の代になってからのものである。こういった表彰行事に際しては各社，

各商店とも特に上質の材料で丹精こめて作った製品を出品するのをならわしとす

る。しかし，大草氏は，特にそのようなことをせず日常的に作っている製品を出

品するといわれている。それにもかかわらず，前記のように他企業の追臨を許さ

ない受賞監をもつことは，関商店の技術水準が加何に高いかを如実に示すもので

あろう。

(2) 経営

大草章弘商j吉の最近 3 年間の年間総売上高は 126~129百万円とほぼもち合いで

あるが，経常利益は59年 6 月期 9 百万円， 60年 6 月期15百万円， 61年 6 月期は 23

百万円と増加の傾向にある。また， 61年 6 月期における資産総額は96百万円，負

債総額15百万円，剰余金78百万円などとなっている。

マエソをはじめとする原料魚の安定的な入手が往年に比べて困難となり，その

ほか資材，人件費等の高騰から，同商肢の経営には多大の苦心が伴うものと察せ

られる。設備投資を必要最少限にとどめ，また宣伝費を極力1mえる等色々な形の

努力があってこそ初めて，前記の知き健全経営が可能となっていると忠われる。

(3) 普及性と今後の発展方向

潤知のように，かまぼこは日本の代表的な伝統食品の一つである。しかし，そ

の年間消費量は40万tを割つてなお漸減の傾向にあり，水産分野で禄をはむ者とし

て慨嘆にたえない。

かまぼこは元々保存食としての性格が強い食品であるが，かつては地元の魚、を

窟料に使うことから，麗地ごとに独特の風味や食感を備えたものがみられ，一般

消費者や旅人を楽しませた。 30年代に冷凍すり身技術が開発され，それによりス

ケトウダラ等から多量のすり身が作られ，その利用加工上の便利さも手伝って，

ねり製品の主原料として広く用いられるようになった。この技術により，それま

でほとんど未利用のまま北洋に眠っていた膨大なスケトウダラ資漉がタンパク食

として我々に利用されるようになった点は大いに評価に値する。反誼，各地蔵

かまぼこの個性が失なわれ，互いに相似たものとなってきたのも否めない事実で

あり，ひいてはこのことが消費の長期低落の一因をなすと患われる。
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この度の受賞財“板魚"は別記のように主原料にマエソを，季節によっては副

原料としてシログチやトラギスを用いるが，スケトウダラ冷凍すり身は一切使わ

ない。マエソは坐り易い魚種に属し，かまぼこには利用しにくいといわれてきた。

しかし，大草氏はその技術的困難を克服して，この魚からかくも優れた製品が作

れることを実証したものである。

大草章弘高j苫の製品はほとんどこの“板魚"のみである。年間生産量は約45 ト

ンで，製品(正味150g) の標準小売値は350円と大衆価格である。この“板魚"の

主たる販路は萩等山ヨ県内であるが，そのほか関西方面や東京等各地に愛好者が

おり，宅配便等によりこの本格的な焼き抜きかまぼこの味と食感を満喫している

とのことである。このような場合，通常の業者は得てして生産規模の拡大を図る

が，同商店はそれを行わない。マエソ資源の問題もあるが，きめ細かな作業から

の逸脱，ひいては製品の品質低下を恐れてのことである。

このように“板魚"の生産量はさほど大きいわけでなししたがってこの製品

そのものの普及性には限度があると患われる。しかし，“板魚"がこの度このよう

に高く評価されたことは，前記のようにこのところ低迷状況にあるかまぼこ業界

に一つの大きなインパクトを与えるものと思われる。

-18 -



心を新たに良質製品づくり

(帝大草章弘高高

(代表者大草和人)

この度は，大変名誉な光栄に浴し従

業者一同大変感激致して居ります。

これはひとえに多くの先人達の教え

と御指導を裁いた関係諸機顎のお陰で

あります。深く感謝申し上げ，厚くお

礼を申し上げます。

この上は，萩において造り育てた焼

抜き蒲鉾造りに対する先人の織人芸に

一歩でも近づくよう精進を重ねこの御

思に報いるよう努力致す覚憶でありま

す。

伝統食品であるため，これの製法に

はやはり伝統の技術がありますが，そ

- 19 

の製造過程において創意，工夫を必要

とするところも多々あります。先人の

教えてくれた伝統の技術と心構えを，

この際，十分に反努し，従業者共々更

に研究を重ね伝統食品としての持ち味

を十分生かし，萩のローカル色を生か

した心のこもった製品造りに更に励み

たいと思います。

また，このことが「板魚J を愛し育

てて下さったお客様に対する御恩返し

になるものと心を新たにするものであ

ります。



内閣総理大臣賞受賞

出品財のり養殖

受賞者天羽漁業協同組合湊支所浅海増殖研究会
(代表者畑中順一)

(千葉県富津市湊145- 9) 

盤受賞者の略歴

受賞者の所在地は，千葉県富津岬の南，すなわち東京湾口より外、洋に面したと

ころに位置している。のり養殖としては，漁場的に恵まれない条件のもとで生産

しており，加うるに，のりの生産過剰傾向，価格の低迷で漁家経営はきびしい環

第 l 図受賞者の所在地

- 20-

境下におかれている。

このため，のり生産

漁家は，経営維持とそ

の安定化を図るため，

経費の節減と製品改善

等による i収益性の向上

を目指してきたが，ぞ

の効率的な手段としてv

協業体制の確立がク

ローズアップされるに

至った。

千葉県天羽漁業協同

組合湊支所浅海増殖研

究会が着目したものも



天羽;魚1お湊支所

浅海増殖研究会

のメンバー

その協業であり，まず昭和58年の第34回浅海増殖研究発表全国大会で，協業化の

考え方とその方向づけ(検討内容)を発表，続いて61年大会で「新しい生産体制

を目指して:パート IIJ と題し，検討結果の実践と発表公約どおりのみごとな成

を発表した。

天羽漁業協間組合湊支所ののり漁場は，東京湾口部に位置し，栄養塩量が低下

しやすしまた沖海水の流入による水濃上昇等でのり養殖の環境条件は厳しい。

だが， 43名中34名の組合員がのり養殖業に従事し，その中の若手が浅海増殖研究

会員となり，全生産者一体となって生産に取り組んできた。

協業は，施設整備にはじまりその運用方法の検討，実際の生産・加工体制づく

りへとつながってゆく。水ももらさぬ協業体制が完成し， 60年度の生麓結果は，

品質の向上 1 戸当り漁家収入の増大を導き出し，協業の利点を余すことなく発

揮した。

このようなのり養殖業の近代化・合理化による“新しい漁村"づくりの結果，

漁業経営の安定化に加えて，次のような大きな効果をも得ることができた。

① 研究会員相互の簡での意識の変革(統一とコミュニケーション)

② 各漁家における製品化の廃止によって勉強部屋の増築，無騒音等家庭環境

が向上し，児童等に精神的な落着きがみられている。

③ このような漁業ならやってみたいという児童も増え漁業に対する自信を持

ちはじめた。

④ 共同化作業によって婦人労働も増え，漁協信用部に奥さん名義の預金が増
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えている。

また，研究会員は絶えず、集まって研究協議を行っているので，精度の高い情報

を得ることができるなど漁業経営に利すること大で，地域づくりの顔点として高

く評価することができる。

盤受賞者の経営概要

浅樽増殖研究会の設立は，旧湊漁業協同組合が昭和25年にのり養殖を開始した

当時にさかのぼる。現在，組合員43名中34名がのり養殖業者であり，全員が研デ

会に加入している。また，その中で“のり養殖の研究"の中核となる研究員が存

在し，研究員11名で構成されている(代表者・畑中JI康一)。

研究会には，年齢制限がなく， 30代 6 名， 40代 8 名， 50代13名， 60代 7 名で特

に高年齢層が多いということもなく，各世代に分かれて構成されている。なお，

のり養殖は夫婦 2 人で経営しているものが多い。

本研究会は，発足当初から生産者全員が加盟し，養殖技術の導入，習得を行う

等活発な活動を行ってきた。その中で11名の研究員は組合と密接な連携を取りな

がら，のり養殖の技術的問題だけでなく，経営，品賞管理についても研修会を開

催し，問題解決に当たってきている。さらに，のり養殖のみならず，貝類の増養

殖にも取り組むなど組合内の中核的な役割を果たしている。

以下は，本研究会の水産業関係における主な研究業績である。

① 昭和44年

fのりの浮き流し養殖の技術導入」により水産功労賞を受賞

② 昭和48年 1 月 11 日

第四回千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会において

「アカガイ類の天然採苗と垂下養殖試験j を発表

③ 昭和49年

第24回浅海増殖研究発表全盟大会において

「私達の漁場での採苦，育苗の安定化をめざして」を発表

④ 昭和50年 1 月 20 自

第21回千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会において
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「アオヤギ(バカガイ)移植の効果について」を発表

⑤ 昭和54年 1 月 10El 

第25間千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会において

「ノてイの養殖について(種苗生産中間報告)J を発表

⑥ 昭和56年

第27屈千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会において

「今漁期の後期生産を支えた冷凍貝殻糸状体からの採苗と育苗について j

を発表

⑦ 昭和59年

第34関浅樺増殖研究発表全国大会において

「新しい生産体制を自指して一製造工程の共同化とそれに伴う生産体制に

ついて一」を発表し，水産庁長官賞を受賞

⑧ 昭和61年

第36田浅海増殖研究発表全国大会において

「新しい生産体制を自指して:パート II一製造工程の共同化による効果と

新しい養殖システムの確立J を発表し，農林水産大臣賞を受賞

向上の功績に対し千葉県水産業功労賞を受賞

本研究会の会長畑中)1贋一氏は，現在，富津市消訪分団閏長(勤続15年)，館山地

域漁村青年連絡協議委員，天現漁協総代，夫羽町脅年間湊下町支部長( 4 年間)

等の社会的活動を行っており，組合内の青年層のリーダーとしても優れた規律正

しい人物である。

そして“のり養殖業"の再編成と新しい漁村経営に大きな功績を果たし，今日

の成果をみるに叢っている。

のり養殖業の現状は，生産技術の向上と大型加工機械の開発，導入によって，

生産量は飛躍的に増大してきている。しかし，生産量の増大に伴って，必然的に

価格の包下現象を生じ，連鎖反志的に生産性の低い経営体の淘汰につながってき

ている。

大型加工機械の導入は，省力化，作業の効率化，製品の規格化とそれに伴う商

品価億の向上といった利点はあるが，題定経費を大幡に増大させ，利益率を高め
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るためには必然的に生産量の増大を図る方向をとらざるを得なくなってきている。

これは，養殖密度を増加させ，漁場密植から原藻の質の低下を招き，結果的には，

商品価値を高めるはずのものが品質の低下を来している。

このため，のり養殖業の経営体の減少や生産を継続するとしても構造的にきわ

めて不安定な経営状態が出現し，沿岸漁業の中で特異な位置を占めてきたのり養

殖業は，危機的な状況を畏し，抜本的な改善対策を求められているのが現状とい

えよう。

この改善対策として，漁家経営に大きく影響している製品加工の工程の共同作

或いは生産から製造まで全工程の協業化が提起されてきているが，千葉県天沼漁

業協同組合湊支所は，所属浅海増殖研究会を先達として，製品加工の共同化方式

を導入し，これを軸として生産工程との連動性を図り，品質管理型の新しい養殖

システムの確立につなげている。これら一連のシステムは，製品加工の共同化の

有効性を明確にしたばかりでなく，当面するのり養殖業の再編方向を具体的に示

したものとして高く評価されるものである。

なお，共同化の効果は， 60年度の 1 か年ではあるが，導入からの経過を分析す

ると，導入計画の検討，導入第 1 年度の結果の反省と検討，第 2 年度 (60年度)

時の改善対策等綿密な検討の上に，全生産者の意識の統一化を図った結果であり，

理論的にもよく整理され，検討されている。

田受賞財の特色

受賞財の特色は，のり養殖の経営の安定化を図る手段として，品質向上による

単舗アップと，生産経費の削減による収益増を図ることとし，具体的には次の対

策を講じて成果に結びつけた。

本研究会の所属する天羽漁業協同組合湊支所は，これまで生産が不安定で，単

価も県内最低の水準にあった。

このため，本研究会が中心となり，生産製造工程から漁業経営に至るまでの徹

底した分析を行い，新しいのり養殖システムを確立すべく，次の方法で問題解決

に当った。
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(1) 製造工程の共詞化

製造工程の徹産した分析により，共開化への方向付けを行い，共開加工場の建

設，大型製造機械の導入等により，各i魚家の設備投資の削減，製造経費の軽減及

び省力化を図り，さらにロットの大型化，同一製品の規格化により上質製品の増

加を困る。

(2) 生産工程の改善

採苗，育苗の安定化を図るための管理指導体制づくりと採商から養成までのー

した共間体制を確立する。

¥3) 製造工程の共同化によりもたらされた余剰労働力をのり網管理の充実に充て

ることにより，原藻の質を向上させ品質の向上を図る。

上記(1)から (3) までの事項を達成するため，次の対策を講じた。

① 現状の生産製造工程の分析，階層の分類，経営の分析を行い，改善すべき

問題点の指摘と方向付けを行った。

② 59年に共同化推進委員会を編成，それを母体とし共同加工場を完成させた。

③ のり対策委員会の発足と基礎となる採苗育面管理モデルの策定を行った

(59年)。

④ 60年に入って，のり対策委員会をのり生産組合に発展させ，全員参加の管

理体制を確立し，漁場管理モデルを策定した。

この結果， f也県に例をみないのり養殖システムを確立させたが，このシステム

の確立に当っては，本研究会が大きな原動力となった。

こののり養殖システムのフローチャートを示すと第 2 図のとおりである。

上記のり養殖システムに従って稼動の結果，生産性の向上，所得増大等の効果

は顕著であった。 59生存に導入した製造共開加工施設の効果は，第 1 表の最近の生

産枚数と生産金額を比較することにより理解することが出来る。

なお， 60年の千葉県産ののりの平均単価は， 132円 /10枚当りである(枚数，金

額は共販資料によるものである)。

このように製品製造の共同化方式を実施して 2 年毘で成果を発揮し，平均単価

では常に県下最下{立であったのが最上位を占め，また，経営体当りの生産金額も，

実施前200万円程度が60年度では平均で522万円の実績を上げるとともに， {閲別経
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天羽湊におけるのり養殖システム第 2 図

漁
家
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常
の
安
定

|本等級群の増加 l 
i 等級ランクの向上|

ロットの大型化

" 
製
造
工
程
の
共
同
化

網管理労働力の増労働力の効率的配分

営聞の格差も減少してきている。

製品の品質構成をみると，統一された良質の製品が73% を占めている。生産金

額，生産枚数も大騒に増加し，実質~文主主の急増が図られたことは第 1 表からもみ

組合合計 漁家平均 平均

年 枚数 金額 枚数 金額 単価

千枚 千円 千枚 千円 円/10枚

55 7,650 95 ,435 182 2.272 125 
56 5.220 45.577 131 1,139 87 
57 3,703 58 ,829 109 1.730 159 
58 10 ,774 119 ,264 284 3,139 111 
59 6,220 72 ,556 173 
60 10.551 177.725 310 5 ,227 I 168 

天)JJ漁協のりの生産状況第 l 表
ることができる。

これらの成果は，共同施

設の運営と生産工程での改

善が効果を上げ，品質向上

- 26-

につながったものであり，

特に養殖，製造の問題が解

決されれば，千葉県製品の

大部分は上質のりの範鴫に

入ることを実証したもので

今後の品質これは，ある。



管醸の向上を留るよで貴重なものである。

この養殖システムの特色は，現行ののり養殖業の中で最も大きな問題点として

指摘されている固定経費の変動経費化であり，損益分岐点を確実に低下させる。

損益分岐点、の低下は，経営の安定化をもたらすとともに，少量養殖→高品質化の

可能性を充分に検証している。

このシステムの総合的な特色は，協調性を導入しながら個別経営問に一定の競

争関係を維持し，個人の努力を評価するとともに，個々の利益格差を縮小して漁

喝利用の平等性を確立しようというものである。

天羽漁業協陪組合湊支所では，こののり養殖業での成果を鰭まえ，一連の共同

化方式を建てており，採貝漁業に結びつけ，総合的な漁業経営の安定化を自指し

ている。その内容については次節で詳細に述べるのでここでは若干触れる程度に

とどめるが，その主たる対象はバカガイである。貝類採捕委員会を組織し，漁場

の資源特性を把握しながら，共同操業方式により品質の規格化，計画的な採捕を

行い，水揚額増を実現してきている。

これも，与えられた漁場から永続的に最大の利益を引き出し，これを公平に分

配するための適切な漁場管理が根づきはじめたものということができる。

陸のり養殖業の生産工程共向イヒによる波及効巣

ここで多少重複するが，共開化の実施前と実施後を整理したうえで，一連の共

開化による波及効果を展望することにした。

(1) 普及状況と展望

このシステムは，千葉県下及び県外からも既に注目されており，一連の経過の

中で実施してきた問題点の分析，今後の方向付け，各種管理マニアル及びそれを

総合化する品質管理手法は，きわめて評価の高い有効なシステムであるので，今

後各地域の実情に即した中でも普及されていくものと推概される。

(2) 共同化実施前の状況

本研究会が所属する湊支所は，千葉県のり養殖のほぼ最南端に並置し，東京湾

口部に近いことから，沖海水の影響を強く受けるため，樽況的に不安定な漁場で

あり，生産も不安定で単価構成も県内最低の水準にあった。
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湊支所ののり品質を分析すると，原藻や製造過程などに問題点が多く，さらに

ロットが小型であることや選別不良等，組合全体としても多くの問題を抱えてい

た。

これらのことから， 1 漁家当たりの平均生産金額は，昭和55年~58年平均200万

丹程度で実質収益も少なく，反蘭設備等の経費増加に伴い経営の悪化を辿ってい

7?  
，'-。

(3) 共同化実施後の状況

本研究会は，事前に生産，製造工程の綿密な分析から漁家経営の分析までを行

い，それらの結果から共同化の方向付けとそれに必要な管理手段の作成，生産工

程の改善対策等に組んでいる。

60年度には，採苗から養成までの一貫した共同体制を作り上げるとともに，漁

場の有効な利用と管理を図った結果，品質管理が徹底し，単価アップが図られた。

その成果を示すと次のとおりである。

① 60年度は樽況的には問題の多い年であったにもかかわらず，生産額は前年

度に比較して増加し，平均単価でも県下平均132円に対し 168円と 27% も高く，

千葉県下で最上位を占めた。

② 製品の品質についても常に上位にランクされ，等級ランクでは，上級のり

が過半数を占め，上・中級のり合計でも 97% と千葉県下平均38%に比較し高

い比率となった。

③ l 漁家当りの生産金額は，平均522万円となり，共同化により生産者聞の格

差が減少する領向を示した。

④ 湊支所ののり生産金額，生産枚数を55年~58年と比較すると， 60年では

産金額で2.5倍，生産枚数で 2 倍弱に増加し，平均単価も大闘に上昇した。

これらの結果から，のり養殖システムの有効性が実証されたものと研究会では

位置付け，さらに，涼藻の均一仕のための漁業の集匝的管理など共同化による効

果を生かした手法の検討が来漁期に向けて始まっている。

(4) 貝類採捕のシステム化について

さらに，生産工程の共同化の波及効果として，採員漁業のシステム化安図り，

かなりの効果をあげることに成功した(第 2 表)。
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第 2 表貝類採捕水揚実績

年度 期 開 操業日数 採貝種類 総タル数 総水揚額 偶人配分額

56 1 1. 29~3.15 60 日 パカ貝 15 ,811 56 ， 743 ， 600 門 984 ， 940 内

60 5.23~6.28 24 臼
18.147 64 ,979 ,300 1.295.550 2,539 

61 4.24~7.30 59 日
375 ,100 75 ,425 ,500 1,547 ,500 419 

現在，バカガイ漁業を操業しているが，採取場所の決定，生産金額の均等配分，

組合による流通対策等のり養殖で確立されたシステムを応用して，今まで例をみ

ない採貝体制が採られている。

今後，のり養殖，採貝等総合的な漁業経営が確立されていくものと判断される。

採員システムについて若干補足説明を加えると次のとおりである。

のり養殖システムの波及的 第 3 国天羽湊における貝類採捕システム

な検討効果として第 3 図の如

きシステムを成立させた。

① 運営方法について

採員漁業の参加者は，湊支

所正組合員40名であり，操業

漁船は 8 隻である。

参加人員は各船 5 名に割り

振り，年代別に平均化するよ

うに配置した。

川
以
新
制
緩
同
聞
の
政
ハ
印
川
化

委員11名からなる員類採捕委員会を設置し，委員11名の構成は，各船より 1 名

ずつの 8 名及び役員 3 名である。

委員会の業務内容は，課捕計画の立案，問屋との単価交渉，採捕器異の購入・

修理，各船連絡指示等である。

② 水揚の配分について

水揚の配分は，次の式により計算される。
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1 日の水揚金額
配分金額二工

8 (船賃)十 8 (経費)十組合員数 (40名)

なお，経費の内訳は，組合手数料(水揚げの 5 %)，袋代，油代，採捕器具代等

である。

以上が貝類採捕システムの概要である。

このほか，一連の共同化による波及効果は大きし加工作業は輪番制となった

ため，従来の連日繁忙な加工作業が改善され，一様に充実した家賠生活が実現さ

れている。特に経営的安定化が密られたことから，個々の製造施設を子弟の勉強

部屋に改造し，教育の充実化が根ざし，地元教育関係の関心を集めてきている。、

共開加工作業所に従事する場合，婦人にのみ妥当な賃金を支払うシステムを

とっているために，従来と異なった自主性のある婦人部活動が展開されている。

以上の如く，本研究会ののり養殖システムは，今後県内外を間わず普及し，の

り養殖業の活性化に有効な手法となるであろう。そしてこのシステムの波及効果

も予想以上に大きし新しい漁村社会の再編成につながるものと確信し，今後一

層の発展を期待したい。
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離護憲鰻轄髄

さらに漁家経営の安定めざし

天羽漁業協同組合湊支所浅海増殖研究会

(代表者熔中腰ー)

私達研究会は，近年のり養殖業界に

珍いては過剰生産時代となり，小規模

経営では存続する事がは困難であると

判断し，製造工程の共同化の実施につ

いて過去の共販笑績を細かに分析し，

それに基づき今後の方向づけを検討し

ました。

昭和59年から組合員会員の参加によ

り，共同化がスタートしましたが，従

来から私達の漁場の環境は，県内の他

漁場に比較して栄養塩類の低いこと，

沖海水の流入等により厳しい条件にあ

りましたが，この年には，のり養殖始

まって以来の高水温，低栄養塩類の沖

海水の流入，また，養殖管理の徹窟不

足により原藻の質の格差があるにもか

かわらず，ロットを大型化する意関か

ら一本化した為，製品の品質低下を招

いた事等により最悪の年となりました。

これを反省検討し， 60年度に向けて

の組織体制作り直し，各作業分担を明

確にし生産詰擦を掲げ，組合員間土の

信頼と協誠性を深めこの年に臨みまし

fこ。

心配した漁場環境も順調に経過し，

いちばん難関と思われていた原譲の均

31 

一化も，採育苗管理モデルに従い全員

の努力で養殖管理技術の向上が大幅に

図られた事等により，長い成果を得る

事が出来ました。

本年も )11質調なスタートとなり 3 年

目をJmえま否定経営の傾向を示しており，

この実綴は，今後の後継者問題に明る

い見通しがついたものと思われます。

私自身U ターン者であり，是非仲間

が増える事を期待すると共に，今後，

さらに漁家経営の安定化をめざして，

研究活動を会員一同一丸となって取り

組んで行きたいと考えています。



日本農林漁業振興会会長賞受賞

オキアミ踊引網漁業

小名浜漁業協同組合小型船研究会
(代表者高萩正男)
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小名浜港で進め

られる雄大な

ポートアイラン

ドの建設

踊受E費者の略産

小名浜漁協小型総

研究会のメンバー

出品者の所在するいわき市小名浜港は福島県南部に佼置し，新産業都市常磐，

郡山地区の玄関として物流の拠点であり，首都圏と近接し東北地方南部の国諜商

工業基地として飛語的発展を目指し写真にみられるように雄大なポートアイラン

ドの建設が進められている。

漁業面では昔からイワシの水揚地として知られ，常磐沖の好漁場にも恵まれ，

まき網を中心とする沖合漁業基地として県下最大の水揚げを誇っている。小名浜

漁協小型船研究会は昭和31年 3 月に設立され，現在会員数39名で船びき網漁業を

主幹として刺し網，はえ縄，いか釣，篭網漁業等を漁期に組み合わせて操業して

いる。しかし，平均年齢は52歳と高齢化しているので下部組織として30歳代の 6

名で青年部を結成している。

発足後は青年部が中心となって次の理由について幅広く活動している。
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研究会費年部のメンバー 研修会風景

学習会風景 漁具改良検討会風景

① 研修会(県漁業調整規則，水産業協同組合法，さけ増大計画，情報交換な

ど)

② 学習会(漁海況予測，各種漁業技術交流)

③ 栽培漁業の推進(ヒラメ，クロソイ等の稚魚標識放流)

④ 先進地漁業技術導入視察

⑤ 漁村青年協議会(県内各漁協)

⑥ オキアミ，イカナゴ等の漁場探索及び集団操業

これらの活動は青年部員が中心となって高齢者をリードしながら沿岸漁業の将

来を方向付けし，生産自擦を立てて資源，漁場などの高度な情報を活用して計爾

的な操業を実施し，自信へと繋げており，これらの活動の中から「船びき網漁業
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の集団操業に取り組んで、j について昭和60年 2 月全冨漁業協同組合連合会主催の

「全閣漁村青壮年婦人活動実績発表大会J において発表し，農林水産大臣賞を受

賞した。

同研究会会長高萩正男氏は， 29年にこの地に生まれ47年県立小名浜高校卒業後

ちに研究会に入会，会員の信望厚く 54年以来 4 代田会長として率先活動してい

る。

霊童受賞財の特色

現状におけるわが国の漁業は遠洋，沖合また沿岸漁業においてもそれぞれの内

容は異なるものの，いずれも厳しい環境に取り巻かれている。

このような環境下で問題点を解決してゆくためには，技術的には漁具漁法の改

良，資源的には有効な管理対策，人的には省入省力化，高齢者対策及び魚髄対策

などがあげられ，それぞれを巧みに組み合わせて厳しい環境を乗り越えねばなら

ない。

研究会の主幹漁業である鉛びき網漁業は，年商水揚げの80% を占めているが，

匝遊性資源を対象とするため漁況の変動が激しく特にオキアミ，コウナゴ

凶漁が甚しく， 60年のオキアミは過去にみられなかった中層，梅底付魚、群の漁場

形成がみられ，従来の表層びきに対してどのような操業方式をとるべきか，また

高齢者の操業対策も問題視されていた。

船びき網漁業の漁況を安定させるためには中層，海窟付魚群を効率よく漁獲す

る必要があり，青年部から全船に呼びかけ次の 5 課題を当面の自標として取り上

げ実施している。

¥1) 漁具漁法の改良

オキアミは，親潮勢力が強い年は比較的沿岸に来遊するが，弱い年は沖合に来

遊し底付群となるので，これらを対象とする漁具漁法の改良を行っている。

びきに比べ海底びきは網の沈下を平めるためひき網に鉛線を入れ，袖網沈

も 10%増し，縄口を高く豆つ拡げるため袋網口に深海南浮予を 4~5 筒取

り付け，更に 1m3の発砲スチロール浮子により網を吊り上げ漁獲性能を高めてい

る。
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(2) 魚群探索

水産試験場，各漁協及び各船に連絡して漁瀧況情報を収集しそれぞれの操業日

誌を参考に漁場形成水域を分析して海図に記入し，出港前に青年部員が集まって

検討して 2 隻 1 組の 3 組で水温，水色，潮流等を観測しながら漁場探索を行い新

漁場を開拓し，漁場を発見すると全船に無線で連絡し集団による操業を実施して

いる。

(3) 集間操業及び安全対策

各船の生産量格差の是正，高齢者の対策，沖合の安全操業等を考慮し数回にわ

たって検討し，組合長，役員会に説明して協力を得， 60年より全船で集閤操業を

実施している。

集盟操業は，出港 4 時，入港14時とし，入港後は青年部全員が集合所に集まり，

一日の操業状況，価格，カラー魚探の映像と漁獲量との関係等の検討を操業期間

中継続して行っている。

特にカラー魚探の映像の大きさと色によってまとめた「オキアミ魚群映像と 1

絹当りの漁獲量」の分析結果を組合員全員に指導している。

また，沖合における操業中の安全確保については操業時の海上予報，操業状況

をみながら青年部員が無線で連絡し合い，高齢者会員が無理をせぬよう早自に結

論を出して操業中止指令を出し，集団で入港する体制を採っている。

なお出港の判断は海上予報，状況を見極めた上で操業委員長が決断し組合結成

以来，無事故とのことである。

(4) 魚価対策

オキアミについては大量水揚げによる魚価暴落を防止するため操業規制(出港

入港等の時間調整，鮮度保持)などによって出荷調整を行うと共に各漁協と連給

を取り地元仲買業者と交渉を持ちながら価格の安定を図ることに努めている。

(5) 生産性格差の検討

各船の漁船性能，漁務装置，労働力等によって生産性の格差が生ずると考え，

その要因を究明し，営漁計画の資料とするため全船における漁船規模，漁掛設備，

労働力等また年齢階層別 (30 ， 40, 50歳台)の標本船を選定し 3 か年の経営成果

を整理している。
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以上，主な特色を列挙したが，我が国漁業の現状は貴重な資源を競って獲り合

い，常に漁業者間志の紛争が絶えないが，出品者である小名浜漁協小型船研究会

は，青年部を中心として漁場探索を共同で実施し，集部操業方式を採ることによっ

て効果を分ち合い，全般共同の出入港体制と操業の安全化，年齢別による生産性

の格差を青年部の支援によって軽減し，魚価の低落を防ぐための操業規制，出荷

調整等を実施した総合方策は，特に今後の沿岸漁業に対し高く評価される。

閤受賞者の経営

60年のオキアミ漁獲実績は '"'-'5 月)は， 17隻(全船)で2 ， 300 トン 2 億4 ， 743

万円で県下一の実績である。また，魚価は， 85円/l<g'"'-'117円/l<g，組合平均107

円/!<gで県下ーの実績であり，魚価対策として入港を早めて出荷時刻を早くした

こと，漁獲収納篭の霊を少くして鮮度を良好にしたことが挙げられる。

集団操業を実施した結果，漁船からの荷揚げ作業，魚市場出荷作業が共陪でで

きるので，高齢者の労力が減少した。

60年の全船における乗組員の年齢階層別オキアミ l 出漁B 当り

産金額は， 30歳台2.9 トン23万円， 40歳台1. 7 トン 20万円， 50歳台1. 4 トン 14万円，

60歳台0.6 トン 6 万円で過去 3 か年を比較しでも年齢別漁獲量は，若年層が優れて

いる。また，漁船性能，魚携装備とも優れた装備の漁船が必ずしも生産量は高く

なく若年層の漁船が優れている。

今後，青年部員が中心となり，高齢者漁船に若手熟練者(季節臨時漁夫)の乗

掛，集団操業などにより高齢者を援助し誘導しながら将来の方向付けをすると

に，資源，漁場などの高度な情報を活用しつつ計閥的な生産目標を立てた操業を

w実施する自信が得られたとしているのは心強い。

盤活動の分析及び普及性と今後の発展方向

研究会グループは，昭和31年に設立されたが，当時は一本釣，延縄釣，刺網な

どを小型組で操業，その後各地の視察，研修などでシラウオ二聾びき，サヨリび

きなどを経て現在のかけ廻し式の一隻びきに発展した。

数年前まで主幹漁業であった釣，スズキ延縄が現在の船びき網となり，船体も
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第 2 図 昭和60年度漁業種別水揚割合(小名浜漁協)

1 I底ぴ剖消 4.3% 
2 カツオ・?グ口一本釣 0.4%
3 隊送 0.2% 
4 その{也 3.9% 

まき網
74.8% 

数量

1 1機送 4.3% 
2 カツオ・ 7 グロ一本釣 2.6%

第 3 国 昭和60年度魚種別水揚割合(小名浜漁協)

1 カツオ類 1.7% 1 オキアミ 3% 
2 オキアミ 1.7% 
3 イカ類 1.2% 
4 ?グロ・カジキ類 0.7%
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第 1 表船びき鰐船の漁業経営( 3 月"-'6 m 
船 名 A 丸 (30歳代) B 丸 (40歳代)

年 次 58 59 60 合3 ヶ年計 58 59 60 合3 ヶ計年 58 

漁業収入 9,479 4.607 15 ,673 29 ,759 9,567 6 ,278 13 ,292 29 ,137 9,401 

漁業支出 4,510 2.574 5 ,103 12 ,187 5 ,164 4 ,509 5 ,137 14 ,810 4.157 

雇用労賃 1, 332 691 2 ,350 4, 273 2 ,487 1,632 2,658 6 ,777 1 ,410 
漁船費 326 130 107 563 300 160 100 560 340 

支 漁異 1.200 400 700 2 ,300 600 1.300 500 2,400 540 
治 費 545 540 654 1 ,739 584 500 662 1,746 567 

出 氷魚箱代 158 28 24 210 163 24 19 206 192 

諸材料 150 60 80 290 50 75 60 185 120 

内 賃借料，料金

販売手数料 284 138 470 892 287 188 398 873 282 

訳 務 30 20 18 68 40 20 15 75 45 

その他支出 250 225 350 825 263 230 305 798 321 

減価償却費 335 342 350 1, 027 390 380 420 1,190 340 

漁業所得 4, 969 2, 033 10 ,570 17 ,572 4,403 1,769 8, 155 14 , 327 5, 244 

修正減価償却費 335 342 350 1 ,027 335 342 350 1 ,027 335 

修正漁業支出 4.510 2 ,574 5 ,103 12 ,187 5,109 4 ,471 5 ,067 14 ,647 4, 152 

修正漁業所得 4, 969 2.033 10 ,570 17 ,572 4,458 1 ,807 8 ,225 14 ,490 5,249 

(注1) 経費区分については，農林水産省統計情報部発行の f漁業経済調査報告J による。

(注 2) 減価償却費については，漁船の船名が巽なるためA丸と開額にした。

(注 3) 見積家族労賃は含まない。

(単位:千丹)

C 丸 (50歳代)

59 60 合3 ヶ年計

2 ,887 12 ,088 24 ,376 

2.115 4.886 11 ,158 

433 1,813 3,656 
90 98 528 

300 1.200 2.040 

552 716 1 ,835 
12 24 228 

20 55 195 

87 362 731 

15 12 72 

310 276 907 

296 330 966 

496 7, 202 13 , 218 

342 350 1,027 

2,161 4 ,906 11 , 219 

726 7 ,182 13 ,157 



第 2 表標本船の漁業経営( 3 月 ~6 月)
(単{立:千円，%)

船 名 A 丸 (30歳代) B 丸 (40歳代) C 丸 (50歳代)

年 次 58 59 60 合計 58 59 60 合計 58 59 60 合計

漁業収入 9 ,479 4,607 15 ,673 29 ,759 9 ,567 6 ,278 13 ,292 29 ,137 9 ,401 2,887 12 ,088 24 ,376 

漁業支出 4 ,510 2,574 5 ,103 12 ,187 5 , 109 4 ,471 5 ,067 14 ,647 4 , 152 2 ,161 4 ,906 11 ,495 

漁業所得 4 ,969 2 ,033 10 ,570 17 ,572 1 ,807 8 ,225 14 ,490 5 ,249 726 7 ,182 12 ,881 

漁業所得率 52.4 44.1 67.4 59.0 46.5 28.7 61.8 49.7 55.8 25.1 59.4 52.8 

t出日t1 在 漁業収入 155.4 82.2 244.8 164.4 142.7 92.3 225.2 150.1 127.0 36.1 183.1 110.8 

漁業支出 73.9 45.9 79.7 67.3 76.2 65.7 85.8 75.5 56.1 27.0 74.3 52.2 
当
漁業所得 81.5 り 36.3 165.1 97.1 66.5 26.6 139.4 74.7 70.9 9.1 108.8 58.5 

操業日数 61 56 64 181 67 68 59 194 74 80 66 220 

(注1) 漁業所得率=漁業所得+漁業収入 x100 

(注 2 ) 漁業支出及び漁業所得は，表 1 の滅{部俊却後を修正した後の額である。

第 3 表沿岸漁業操業状況

漁業穣類

第 4 表年別オキアミ漁獲量(察内)

年 数量 (t) 金額(千円) 漁 期

昭52年 16 

53 2 , 516 3 月 4 日 ~5 月 4 臼

54 。

55 770 94 , 714 3 月 3 日 ~5 月 14 臼

56 10 , 425 625.566 3 月 11 日 ~4 月四日

57 646 53 , 780 3 月 15 日~5 月 12 臼

58 7 , 421 588.267 2 月 11 日~ 4 .FJ 23 日

59 5 , 330 104 , 742 3 月 2 日~ 4 .FJ 23 日

60 10 , 835 1 , 119 , 744 
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第 5 表 昭和60年度青年部収支決算審(昭和60年 4 月 1 日~昭和61年 3 月 31 日)

(1) 収入の部 (単{立;円)

項 自 決算額 予算額
上七 絞

摘 姿
増 滅

ぷZ22ht 費 21 ,000 21 ,000 ... ... 3 ， 000円 x 715 

助成金 375 ,000 300 ,000 75 ,000 ... 75 ， 000円(技術交流)

300 ， 000円(小迎船組合)

雑収入 20 ,000 25 ,000 ... 5.000 14 ， 500円(広告料還元)

5 ， 500円(利息その他)

|繰越金 15 ,000 15 ,000 ... ... 

計 431 ,000 361 ,000 75 ,000 5,000 

(2) 支出の部 (単位;円)

項 自 決算額 予算額
比 絞

摘 要
場 j威

旅 費 18 ,000 20 ,000 ... 2,000 会議旅費

会議費 32 ,000 40 ,000 ... 8,000 総会，学習会

事業 58 ,000 60.000 ... 2.000 漁場探索及び集団操業調査
まとめ

研修 300 ,000 220.000 80.000 ... 先進地漁業技術視察
全閣活動実績発表大会

その他 18 ,000 21 ,000 ... 3,000 祝儀，銭別，その他

繰越金 5,000 。 5 ,000 ... 

バ口岳、 計 431 ,000 361 ,000 85 ,000 15.000 

木船からFRP船に変り，揚網装置のボールローラー，相3*需を揚げるハサミドラム

など操業の省力に自夜研究努力を続けている青年部の功績は大きい。

今回発表の船びき綿集部操業については，水産試験場，改良普及員の指導によ

り研究会青年部が積極的に取り組んだ結果が非常に良かったため，親組合，高齢

者から高く評価され全会員が効率良い操業に繋がったものと思われる。

これからも安全操業に留意し，集間接業を全員が意欲的に実施したことで今ま
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でよりも一層の「和」が生まれたということは，誠に喜ばしい限りである。

受賞者の隣接漁協グループでも，省エネ・省力化，高齢者対策，営漁計画，経

営面などを注目し集団操業を始める気運が芽ばえているということは大きい功績

である。

今後も船びき絹集団操業を力強く継続して実施し，青年部が中心となって学習

会，研修会，視察などにより一層の研績を図り，営漁計画の目標である「ゆとり

ある漁業経営j の確立に努められんことを期待する。
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監護霊麓麗翻盟

集団操業方式で生産の向上を

小名浜漁業協同組合小型飴研究会
(代表者高萩正男)

私達の浜の小名浜は，福島県南部に

位置し，苦からサンマ，イワシなどの

水揚地として知られています。

私達の研究会は昭和31年に設立され，

現在の会員数は39名です。会員の平均

年齢は52歳と高齢化しており，生産の

効率化と安定向上を留るべく対策を講

ずる必要があると考え，若者が中心と

なって集団操業について研究いたしま

した。

私達の主幹漁業はオキアミ，イカナ

ゴ等を対象とする機船船曳網漁業です。

なかでもオキアミは回避性であるため，

その漁場形成は海況に大きく左右され，

最新の漁労機器をもってしでも広範な

海域での魚群探索に，かなりの労苦が

必要とされます。そのため私逢は従来

の各船ノてラパラの魚群探索から組織的

でより効率的な方法を模索いたしまし

た。まず個々の漁師が持っている情報

は自分だけのものという漁師気質を姶

てて，各自の情報を交換することから

始まりました。何よりもこの漁業は冬

季の悪条件下での操業であり，全員の

信頼と協調が必要でした。全員の繰り

返しの話し合いから，集団操業，荷揚

げ・出荷作業の共開化が笑現し，高齢

者も安心して操業出来るようになり，

古老も「気持ちが若返った。j と言って

くれます。この言葉が代表するように，

浜に活気が出てきたように感じられま

す。

私達は今回の受賞を契機に，さらに

隣接漁村との情報交換を密、にし，より

一層集閏操業を充実させたいと考えて

います。

- 43-



第25凶/農林水産祭受費者の業績

印刷1 ・発行/昭和J62年 3 月 20 日

発行/財開法人日本農林漁業振奥会

東京者1\ 千代Hl区制IfTI 多 I!lJ2 9-6 (問中ピル)
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